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はじめに

　2023 年のがん研有明病院年報をお届けします (2017 年分から電子媒体のみで

作成しています )。2020 年に COVID-19 の影響で激減した新規患者数は、2021、

22 年と回復していましたが、2023 年はやや足踏み状態で、2019 年のレベルには

戻りませんでした。同様の傾向は国内の多くのがん専門病院から聞こえてきま

す。コロナの影響が我が国のがん診療のあり方を変えつつあるのかもしれません。 

4 月に新規開設した脳腫瘍外科は、順調なスタートを切りました。原発性脳腫瘍

の手術数はまだ少ないですが、院内の脳血管障害発症時の対応にも活躍してくれ

ています。先進がん治療開発センターの活動が本格化し、早期臨床治験数が着実

に増加しています。手術室の 4 台の da Vinci はフル稼働し、年間ロボット支援

手術数が 1,000 例を超えました。がんゲノム医療中核拠点病院としての活動も順

調で、遺伝子パネル検査数は確実に増加しています。私たちは、「がん克服をもっ

て人類の福祉に貢献する」というがん研究会のミッション遂行のために、より良

い診療とより多くの治療選択肢を患者さんに提供する努力を続けます。

　2024 年 11 月

公益財団法人がん研究会　有明病院

病院長　佐野　武
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１．理念・基本⽅針 
 
 

未来を担う理想のがん専⾨病院となるために、病院の理念・基本⽅針として次の使命(Mission)、
共有する価値観(Core Values)、将来展望(Vision)を定めました。 

これに基づき、私たちは最⾼の医療を提供するとともに、下記の「患者さんの権利」を尊重した、
やさしく⼼の通った医療を実践してまいります。 

 
 
◆基本理念 

「がん研究会はがん克服をもって⼈類の福祉に貢献する」 

この基本理念達成のために、がん研究会は 研究所、病院およびがん化学療法センター等を擁し 

１．がんの本態と個性を明らかにし、がんの診断・治療・予防に貢献すると共に、 
⽣命科学の先端を開拓する。 

２．優れたがんの診断・治療を実践し、がんを治す。 
３．がんの新薬と新しい診断・治療法を開発する。 
４．がんの予防研究と⼀次・⼆次予防の実践により、がんの発⽣と死亡を抑える。 
５．がんの研究・診療・予防の、国内および国際交流を促進する。 
 

 
◆使命・価値観・将来展望 

使   命  Mission  「がん克服をもって⼈類の福祉に貢献する」 
価 値 観  Core Values 「創造・⾰新・⾼質・親切・協調」 
将来展望  Vision  「がんの診療・研究において世界に誇るがん研となる」 
 

 
◆基本⽅針 

１．新しいがん医療の創造に努めます 
２．安全かつ質の⾼いがん医療を提供します 
３．患者さん中⼼の親切ながん医療を⾏います 
４．臓器別診療に基づくチーム医療を実践します 
５．⼈間性豊かな医療⼈の育成に努めます 
 

 
◆患者さんの権利 

1．常に⼈格が尊重され、尊厳が守られる権利があります。（個⼈の尊厳） 
2．⾼質で安全な医療を等しく受けることができます。（基本的⼈権） 
3．⼗分な説明と情報提供を受けることができます。（⼗分な説明と情報提供） 
4．⾃⼰の意思に基づいて診療を受けることができます。（治療の⾃⼰決定） 
5．⾃⼰の受けた診療内容を知ることができます。（情報公開） 
6．個⼈情報及び医療情報は⼗分に保護され秘密が守られます。（個⼈情報保護） 
7．診断および治療内容について他の医師の意⾒を求めることができます。（選択の⾃由） 
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例えば… 
※診療を受けることも、拒否することもできます。 
※⼀⽅、⾃⼰決定したことに対して責務が存在することもご理解ください。 
※診療内容、診療記録等について知りたいときは説明・開⽰をお求めください。 
 

なお、新しい治療法開発のために必要な臨床試験をお願いすることがありますのでご理解下さい。 
 
 
◆こどもの権利 

こどもたちは、 
1．ひとりの⼈間として尊重され、いつでも安⼼して安全な治療を受けることができます。 
2．病気のことや病気を治していく⽅法について、それぞれの年齢や理解度にあわせて、⼗分な

説明を受けることができます。 
3．病気を治していく⽅法について、⾃分で決めることができます。⾃分で決めることができな

いときは、代わりに家族の⼈に決めてもらうことができます。⼀度決めたことでも、いつで
も変えることができます。 

4．病気のことや病気を治していく⽅法について、分からないことや不安なことがあるときは、
いつでも分かりやすく教えてもらうことができます。 

5．病気のことや話したくないことを、ほかの⼈に知られたくないときは秘密にすることができ
ます。 

6．年齢や症状にあわせて、あそび、レクリエーションに参加し、教育を受けることができます。 
7．病気や治療の研究に対して、それぞれの年齢や理解度にあわせて⼗分な説明を受けたうえで、

協⼒するかどうかを⾃分で決めることができます。⾃分で決めることができないときは、代
わりに家族の⼈に決めてもらうことができます。途中でやめたくなれば、いつでもやめるこ
とができます。 
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2．2023年の動き
	 1 月 4日	 がん研究会永年勤続者等表彰式が挙行される。
	 	 25 年勤続表彰者 8名、10年勤続表彰者 74名、学術賞 1名、特別賞 1名、
	 	 チーム表彰 3チーム、優良賞 6名
	 1 月 25日	 がん研究会が、東京薬科大学と連携協定を締結。
	 3 月 7日	 Best English Paper of the Year の授賞式が挙行される。
	 	 ゴールド賞 1名、シルバー賞 2名、ブロンズ賞 4名
	 3 月 8日	 がん研究会が、『健康経営優良法人 2023（大規模法人部門）』に認定される。
	 3 月 19日	 「がん研究会　チャリティーコンサート」を東京芸術劇場にて開催。
	 3 月 28日	 がんゲノム医療中核拠点病院  に指定される。
	 3 月 29日	 細胞検査士養成所の令和 5年度入所式（総勢 13名）が挙行される。
	 3 月 29日	 がん研有明病院が、虎の門病院との診療連携に関する協定を締結。
	 4 月 1日	 専門診療部門に脳腫瘍外科、中央診療部門に IVRセンターを新設する。
	 4 月 1日	 日本胃癌学会認定施設Aとして認定される。
	 6 月 16日	 第 26 回定時評議員会・第 126 回理事会が開催される。
	 10 月 26日	 細胞検査士養成所の令和 5年度退所式（総勢 14名）が挙行される。
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公益財団法⼈ がん研究会機構図 （R5.09.01） 2023.09.01
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3．組織図
【2023年 9月１日】
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3．組織図
【2023年 9月１日】
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公益財団法⼈ がん研究会機構図 （R5.09.01） 2023.09.01
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４．職員数
【2023年 12月】

事務部⾨ 病院部⾨ 研究部⾨ 合計 ⾮常勤職員
医師 1 378 0 379 117

薬剤師 0 71 0 71 1
看護師 0 828 0 828 6

臨床検査技師 0 84 0 84 5
臨床放射線技師 0 86 0 86 0

栄養⼠ 0 17 0 17 0
事務職員 84 164 12 260 32
研究員 1 3 79 83 13
その他 0 201 76 277 49

計 86 1832 167 2085 223
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5．診療科と責任者
【2023年 12月１日】

名誉院長	 	 	 武藤　徹一郎（消化器外科）・中川　健（呼吸器外科）・
	 	 	 	 山口　俊晴（消化器外科）
病院長	 	 	 佐野　武（消化器外科）
副院長	 	 	 髙橋　俊二（総合腫瘍科）・渡邊　雅之（消化器外科）・
	 	 	 	 米瀬　淳二（泌尿器科）・山口　研成（消化器化学療法科）・
	 	 	 	 清水　多嘉子（看護部）
院長補佐	 	 	 陳　勁松（外来化学療法部）・髙橋　祐（肝・胆・膵外科）・
	 	 	 	 丸山　大（血液腫瘍科）・志賀　太郎（総合診療部）・
	 	 	 	 高野　利実（乳腺内科）・布部　創也（胃外科）・
	 	 	 	 笹平　直樹（肝・胆・膵内科）・奥村　栄（中央手術部）・
	 	 	 	 山口　正和（薬剤部）・山本　晃史（人事部）
顧問		 	 	 宝来　威（呼吸器内科）・五十嵐　正広（消化器内科）・
	 	 	 	 松本　誠一（整形外科）・小口　正彦（医療情報部）
病棟統括部	 	 部長	 	 髙橋　祐
外来統括部	 	 部長	 	 陳　勁松
	 	 	 	 担当部長		 宮北　康二
呼吸器センター	 	 センター長	 西尾　誠人
	 呼吸器内科	 	 部長	 	 西尾　誠人
	 	 	 	 副部長	 	 栁谷　典子
	 呼吸器外科	 	 部長	 	 文　敏景
	 	 	 	 副部長	 	 中尾　将之
	 	 	 	 副部長	 	 松浦　陽介
消化器センター	 	 センター長	 福長　洋介
	 消化器内科	 	 部長	 	 山口　研成
	 	 消化器化学療法科	 	 部長	 	 山口　研成
	 	 	 	 副部長	 	 篠崎　英司
	 	 	 	 副部長	 	 高張　大亮
	 	 肝・胆・膵内科	 	 部長	 	 笹平　直樹
	 	 	 	 担当部長		 尾阪　将人
	 	 	 	 担当部長		 佐々木　隆
	 	 上部消化管内科	 	 部長	 	 後藤田　卓志
	 	 	 	 担当部長		 平澤　俊明
	 	 	 	 担当部長		 由雄　敏之
	 	 	 	 副部長	 	 石山　晃世志
	 	 下部消化管内科	 	 部長	 	 斎藤　彰一
	 	 	 	 副部長	 	 千野　晶子
	 消化器外科	 	 部長	 	 渡邊　雅之
	 	 食道外科	 	 部長	 	 渡邊　雅之
	 	 胃外科	 	 部長	 	 布部　創也
	 	 	 	 副部長	 	 大橋　学
	 	 大腸外科	 	 部長	 	 福長　洋介
	 	 	 	 副部長	 	 秋吉　高志
	 	 肝・胆・膵外科	 	 部長	 	 髙橋　祐
	 	 	 	 副部長	 	 井上　陽介
	 直腸がん集学的治療センター	 	 センター長	 秋吉　高志
	 頭頸部がん低侵襲治療センター	 	 センター長	 石山　晃世志
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乳腺センター	 	 センター長	 上野　貴之
	 乳腺内科	 	 部長	 	 高野　利実
	 	 	 	 副部長	 	 小林　隆之
	 	 	 	 副部長	 	 原　文堅
	 乳腺外科	 	 部長	 	 上野　貴之
	 	 	 	 副部長	 	 坂井　威彦
	 婦人科	 	 部長	 	 金尾　祐之
	 	 	 	 副部長	 	 野村　秀高
	 	 	 	 副部長	 	 温泉川　真由
	 頭頸科	 	 部長	 	 三谷　浩樹
	 	 	 	 副部長	 	 福島　啓文
	 	 	 	 副部長	 	 佐々木  徹
	 脳腫瘍外科	 	 部長	 	 宮北　康二
	 整形外科	 	 部長	 	 阿江　啓介
	 泌尿器科	 	 部長	 	 米瀬　淳二
	 	 	 	 担当部長		 山本　真也
	 	 	 	 担当部長		 湯浅　健
	 	 	 	 副部長	 	 沼尾　昇
	 血液腫瘍科	 	 部長	 	 丸山　大
	 	 	 	 副部長	 	 三嶋　裕子
	 総合腫瘍科	 	 部長	 	 髙橋　俊二
	 皮膚腫瘍科	 	 部長	 	 吉野　公二
	 サルコーマセンター	 	 センター長	 松本　誠一
	 先端医療開発科	 	 部長	 	 北野　滋久
	 	 がん早期臨床開発部	 	 部長	 	 古川　孝広
	 	 がん免疫治療開発部	 	 部長	 	 北野　滋久
	 	 がんゲノム医療開発部	 	 部長	 	 上野　貴之
	 総合診療部	 	 部長	 	 志賀　太郎
	 	 腫瘍循環器・循環器内科	 	 部長	 	 志賀　太郎
	 	 糖尿病・代謝・内分泌内科	 	 部長	 	 中山　耕之介
	 	 	 	 副部長	 	 北澤　公
	 	 腎臓内科	 	 －	 	 －
	 	 神経内科	 	 －	 	 －
	 	 腫瘍リウマチ膠原病科	 	 －	 	 －
	 麻酔科（ペインクリニック）	 	 部長	 	 寺嶋　克幸
	 	 	 	 副部長	 	 大里　彰二郎
	 	 	 	 副部長	 	 蛯名　稔明
	 腫瘍精神科	 	 部長	 	 清水　研
	 形成外科	 	 部長	 	 矢野　智之
	 	 	 	 副部長	 	 吉松  英彦
	 眼科		 	 部長	 	 辻　英貴
	 感染症科	 	 部長	 	 米瀬　淳二
	 歯科		 	 部長	 	 富塚　健
	 放射線治療部	 	 部長	 	 吉岡　靖生
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画像診断センター	 	 センター長	 寺内　隆司
	 画像診断部	 	 部長代行		 寺内　隆司
	 	 	 	 副部長	 	 負門　克典
	 	 	 	 副部長	 	 菊池　真理
	 	 	 	 副部長	 	 山元　龍哉
	 核医学部	 	 部長	 	 寺内　隆司
	 	 	 	 副部長	 	 小山　眞道
	 	 	 	 副部長	 	 山元　龍哉
IVRセンター	 	 センター長	 松枝　清
	 超音波診断・ＩＶＲ部	 	 部長	 	 松枝　清
化学療法部	 	 部長	 	 西尾　誠人
外来化学療法部	 	 部長	 	 陳　勁松
臨床遺伝医療部	 	 部長	 	 植木　有紗
ゲノム診療部	 	 部長	 	 髙橋　俊二
中央手術部	 	 部長	 	 奥村　栄
ｵﾝｺﾛｼﾞｯｸｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰ & ﾃﾞｨｻﾞｽﾀｰｾﾝﾀｰ（OEDC）	 センター長	 寺嶋　克幸
	 集中治療部	 	 部長	 	 寺嶋　克幸
	 	 	 	 副部長	 	 望月　俊明
	 救急部	 	 部長	 	 寺嶋　克幸
	 災害医療部	 	 部長	 	 寺嶋　克幸
	 リハビリテーション部	 	 部長	 	 阿江　啓介
臨床検査センター	 	 センター長	 中山　耕之介
	 検体検査部	 	 部長	 	 中山　耕之介
	 生理検査部	 	 部長	 	 中山　耕之介
	 遺伝子診断部	 	 部長	 	 森  誠一
	 輸血部	 	 部長	 	 三嶋　裕子
臨床病理センター	 	 センター長	 竹内　賢吾
	 病理部	 	 部長	 	 河内　洋
	 細胞診断部	 	 部長	 	 千葉　知宏
	 栄養管理部	 	 部長	 	 佐藤　崇文
	 	 	 	 副部長	 	 斎野　容子
	 	 	 	 担当副部長	 岡村　明彦
医療情報部	 	 部長	 	 小口　正彦
	 	 	 	 副部長	 	 鈴木　一洋
トータルケアセンター	 	 センター長	 渡邊　雅之
	 医療連携部	 	 部長	 	 渡邊　雅之
	 	 	 	 副部長	 	 伊藤　寛倫
	 	 	 	 副部長	 	 坂口　日登美
	 	 	 	 副部長	 	 川口  武史
	 患者・家族支援部	 	 部長	 	 高野　利実
緩和ケアセンター	 	 センター長	 松本　禎久
	 緩和治療科	 	 部長	 	 松本  禎久
	 看護部	 	 部長	 	 清水　多嘉子
	 	 	 	 副部長	 	 中原　由美子
	 	 	 	 副部長	 	 北野　雅子
	 	 	 	 副部長	 	 長井　優子
	 薬剤部	 	 部長	 	 山口　正和
	 	 	 	 副部長	 	 清水　久範
	 	 	 	 副部長	 	 山田　玲子
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医療クオリティマネジメントセンター	 	 センター長	 米瀬　淳二
	 医療安全管理部	 	 部長	 	 山本　豊
	 院内感染対策部	 	 部長	 	 米瀬　淳二
	 	 	 	 副部長	 	 羽山　ブライアン
	 医療品質改善部	 	 部長	 	 望月　俊明
	 	 	 	 副部長	 	 水越　勝
	 高難度新規医療技術管理部	 	 部長	 	 髙橋　祐
	 未承認新規医薬品等管理部	 	 部長	 	 山口　正和
臨床教育研修センター	 	 センター長	 高野　利実
先進がん治療開発センター	 	 センター長	 石﨑　秀信
	 審査管理部	 	 部長	 	 樽野　弘之
	 	 	 	 担当部長		 日高　輝明
	 企画戦略部	 	 部長	 	 石﨑　秀信
	 	 	 	 副部長	 	 安藤　聡美
	 臨床試験支援部	 	 部長	 	 丸山　大
	 TR支援部	 	 部長	 	 渡邊　雅之
	 	 	 	 副部長	 	 今村　裕
	 医療機器開発部	 	 部長	 	 矢野　智之
	 	 	 	 副部長	 	 辛川　領
細胞検査士養成所	 	 所長	 	 千葉　知宏
健診センター	 	 センター長	 藤崎　順子
	 検診部	 	 部長	 	 宇津木　久仁子
	 	 	 	 副部長	 	 内田　靖子
	 運営部	 	 部長	 	 田中　正典
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6．学会認定・指定・施設基準等 
 

１．都道府県がん診療連携拠点病院の指定 
がん研究会有明病院は、平成 14 年 3 ⽉に厚⽣労働⼤⾂から地域がん診療拠点病院の指定を受けておりまし

たが、その後の新たな制度下においても、継続して 2019 年 3 ⽉に都道府県（東京都）がん診療連携拠点病院
の指定を受けております。 

 
２．学会認定教育修練研修機関 
   当院は次の学会の認定医・専⾨医療制度の研修施設指定を受けております。 
 

1） ⽇本医学放射線学会  21） ⽇本乳癌学会 
2） ⽇本病理学会  22） ⽇本臨床細胞学会 
3） ⽇本内科学会  23） ⽇本形成外科学会 
4） ⽇本外科学会  24） ⽇本放射線腫瘍学会 
5） ⽇本消化器外科学会  25） ⽇本整形外科学会 
6） ⽇本消化器内視鏡学会  26） ⽇本婦⼈科腫瘍学会 
7） ⽇本⿇酔科学会  27） ⽇本肝胆膵外科学会 
8） ⽇本眼科学会  28） ⽇本がん治療認定医機構 
9） ⽇本産科婦⼈科学会  29） ⽇本甲状腺学会 

10） ⽇本泌尿器科学会  30） ⽇本頭頸部外科学会 
11） ⽇本消化器病学会  31） ⽇本⽪膚科学会 
12） ⽇本臨床腫瘍学会  32） ⽇本総合病院精神医学会 
13） ⽇本静脈経腸栄養学会  33） ⽇本感染症学会 
14） ⽇本呼吸器学会  34） ⽇本救急医学会 
15） ⽇本⼤腸肛⾨病学会  35） ⽇本消化管学会 
16） ⽇本⽿⿐咽喉科学会  36） ⽇本緩和医療学会 
17） ⽇本超⾳波医学会  37） ⽇本集中治療医学会 
18） ⽇本⾎液学会  38） ⽇本⾷道学会 
19） ⽇本核医学会    
20） ⽇本ペインクリニック学会    

 
 
３．施設基準の指定 

がん研究会有明病院における関東信越厚⽣局⻑から指定を受けている基本診療料、特掲診療料等にかかる施
設基準については、次の通りです。 

 
基本診療料の施設基準 
1) 初診料（⻭科）の注 1 に掲げる基準 
2) ⻭科外来診療医療安全対策加算１ 
3) ⻭科外来診療感染対策加算１ 
4) 初診料（医科）の注 16 及び初診料（⻭科）の注 15 に規定する医療 DX 推進体制整備加算 
5) 特定機能病院⼊院基本料 ７︓１ ―告⽰注１１（⼊院栄養管理体制加算） 
6) 救急医療管理加算 
7) 診療録管理体制加算２ 
8) 医師事務作業補助体制加算１ ３０︓１ 
9) 急性期看護補助体制加算 ２５︓１ 
  告⽰注２ 夜間 100 対１・告⽰注３ 夜間看護体制加算・ 告⽰注４ 看護補助体制充実加算 
10) 看護職員夜間配置加算 １２︓１配置加算１ 
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11) 療養環境加算 
12) 重症者等療養環境特別加算 
13) 無菌治療室管理加算１ 
14) 無菌治療室管理加算２ 
15) 放射線治療病室管理加算（治療⽤放射性同位元素による場合） 
16) 緩和ケア診療加算 
17) 栄養サポートチーム加算 
18) 医療安全対策加算１ 
19) 感染対策向上加算１―抗菌薬適正使⽤加算 
20) 重症患者初期⽀援充実加算 
21) 患者サポート体制充実加算 
22) 報告書管理体制加算 
23) 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 
24) 後発医薬品使⽤体制加算３ 
25) 病棟薬剤業務実施加算１ 
26) 病棟薬剤業務実施加算２ 
27) データ提出加算２及び４ 
28) ⼊退院⽀援加算 1―⼊院時⽀援加算 
29) せん妄ハイリスク患者ケア加算 
30) 特定集中治療室管理料３   
  告⽰注４早期離床・リハビリテーション加算・告⽰注５早期栄養介⼊管理加算 
31） 緩和ケア病棟⼊院料１ 
 

 特掲診療料の施設基準 
 1) 外来栄養⾷事指導料の注 2 に規定する基準 

2) 外来栄養⾷事指導料の注 3 に規定する基準 
3) がん性疼痛緩和指導管理料 
4) がん患者指導管理料イ 
5) がん患者指導管理料ロ 
6) がん患者指導管理料ハ 
7) がん患者指導管理料ニ 
8) 外来緩和ケア管理料 
9) ⼩児運動器疾患指導管理料 
10) 婦⼈科特定疾患治療管理料 
11) 夜間休⽇救急搬送医学管理料―救急搬送看護体制加算 
12) 外来放射線照射診療料 
13) 外来腫瘍化学療法診療料 1ー連携充実加算、がん薬物療法体制充実加算 
14) 療養・就労両⽴⽀援指導料―相談⽀援加算 
15) がん治療連携計画策定料 
16) 薬剤管理指導料 
17) 検査・画像情報提供加算及び電⼦的診療情報評価料 
18) 医療機器安全管理料１ 
19) 医療機器安全管理料２ 
20) ⻭科治療時医療管理料 
21) 遺伝学的検査 
22) BRCA１／２遺伝⼦検査 
23) がんゲノムプロファイリング検査 
24) HPV 核酸検出及び HPV 核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 
25) ウイルス・細菌核酸多項⽬同時検出 
26) 検体検査管理加算（Ⅰ） 
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27) 検体検査管理加算（Ⅳ） 
28) 国際標準検査管理加算 
29) 遺伝カウンセリング加算 
30) 遺伝性腫瘍カウンセリング加算 
31) ロービジョン検査判断料 
32) 前⽴腺針⽣検法（ＭＲＩ撮影及び超⾳波検査融合画像によるもの） 
33) 画像診断管理加算１ 
34) 画像診断管理加算２ 
35) ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 
36) CT 撮影及び MRI 撮影 
37) 冠動脈 CT 撮影加算 
38) ⼼臓 MRI 撮影加算 
39) 乳房 MRI 撮影加算 
40) 抗悪性腫瘍剤処⽅管理加算 
41) 外来化学療法加算１ 
42) 無菌製剤処理料 
43) ストーマ合併症加算 
44) 脳⾎管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 
45) 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 
46) 呼吸器リハビリテーション料(Ⅱ) 
47) 摂⾷機能療法の注３に規定する摂⾷嚥下機能回復体制加算２ 
48) がん患者リハビリテーション料 
49) リンパ浮腫複合的治療料 
50) 集団コミュニケーション療法料 
51) ⻭科⼝腔リハビリテーション料２ 
52) 硬膜外⾃家⾎注⼊ 
53) 導⼊期加算１ 
54) CAD／CAM 冠及び CAD／CAM インレー 
55) センチネルリンパ節加算 
56) ⾃家脂肪注⼊ 
57) 組織拡張器による再建⼿術（乳房（再建⼿術）の場合に限る。） 
58) 四肢・躯幹軟部悪性腫瘍⼿術及び⾻悪性腫瘍⼿術の注に規定する処理⾻再建加算 
59) ⾻移植術（軟⾻移植術を含む。）（同種⾻移植（⾮⽣体）（同種⾻移植（特殊なものに限る。）） 
60) 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 
61) ⾻悪性腫瘍、類⾻⾻腫及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法（⼀連として） 
62) 内視鏡下脳腫瘍⽣検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術 
63) 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料の施設基準 
64) 内視鏡下⿐・副⿐腔⼿術Ⅴ型（拡⼤副⿐腔⼿術）及び経⿐内視鏡下⿐副⿐腔悪性腫瘍⼿術（頭蓋底郭清、 

再建を伴うもの） 
65) 鏡視下咽頭悪性腫瘍⼿術（軟⼝蓋悪性腫瘍⼿術を含む。）、 
66) 鏡視下咽頭悪性腫瘍⼿術（軟⼝蓋悪性腫瘍⼿術を含む。）（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合）及び鏡視 

下喉頭悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
67) 鏡視下喉頭悪性腫瘍⼿術 
68) 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（⼀連につき）（MRI によるもの） 
69) 頭頸部悪性腫瘍光線⼒学療法 
70) 乳がんセンチネルリンパ節加算 1 及びセンチネルリンパ節⽣検（併⽤）（乳がんセンチネルリンパ節加算 1） 
71) 乳がんセンチネルリンパ節加算 2 及びセンチネルリンパ節⽣検（単独）（乳がんセンチネルリンパ節加算 2） 
72) 乳腺悪性腫瘍⼿術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清

を伴うもの）） 
73) ゲル充填⼈⼯乳房を⽤いた乳房再建術（乳房切除後） 
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74) 胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
75) 胸腔鏡下良性縦隔腫瘍⼿術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
76) 胸腔鏡下肺悪性腫瘍⼿術（区域切除で内視鏡⽀援機器を⽤いる場合） 
77) 胸腔鏡下肺悪性腫瘍⼿術（肺葉切除⼜は 1 肺葉を超えるもので内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
78) 胸腔鏡下肺悪性腫瘍⼿術（気管⽀形成を伴う肺切除） 
79) 胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術⼜は１肺葉を超えるものに限る。）（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を 

⽤いる場合） 
80) 肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法 
81) 胸腔鏡下⾷道悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
82) ⾷道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、⼗⼆指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内 

視鏡によるもの）、⼩腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸 
瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるも 
の）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの） 

83) ⼤動脈バルーンパンピング法（IABP 法） 
84) 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） 
85) 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍⼤動脈） 
86) 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側⽅） 
87) 腹腔鏡下⼩切開⾻盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下⼩切開後腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下⼩切開後腹 

膜腫瘍摘出術、腹腔鏡下⼩切開後腹膜悪性腫瘍⼿術、腹腔鏡下⼩切開副腎摘出術、腹腔鏡下⼩切開腎部分 
切除術、腹腔鏡下⼩切開腎摘出術、腹腔鏡下⼩切開尿管腫瘍摘出術、腹腔鏡下⼩切開腎（尿管）悪性腫瘍 
⼿術、腹腔鏡下⼩切開膀胱腫瘍摘出術、腹腔鏡下⼩切開前⽴腺悪性腫瘍⼿術 

88) 腹腔鏡下⼗⼆指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの） 
89) 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
90) 腹腔鏡下噴⾨側胃切除術（単純切除術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合））及び腹腔鏡下噴⾨側胃切 

除術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いるもの） 
91) 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
92) 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍⼿術（胆嚢床切除を伴うもの） 
93) 胆管悪性腫瘍⼿術（膵頭⼗⼆指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うものに限る。） 
94) 腹腔鏡下肝切除術 
95) 腹腔鏡下肝切除術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
96) 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 
97) 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 
98) 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
99) 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 
100) 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
101) 腹腔鏡下膵中央切除術 
102) 早期悪性腫瘍⼤腸粘膜下層剥離術 
103) 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術(内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合) 
104) 腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前⽅切除術及び切断術に限る。）（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤い 

る場合） 
105) 内視鏡的⼩腸ポリープ切除術 
106) ⾻盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法 
107) 腹腔鏡下腎悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いるもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍⼿術（内視鏡 

⼿術⽤⽀援機器を⽤いるもの） 
108) 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
109) 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍⼿術 
110) 腹腔鏡下⼩切開膀胱悪性腫瘍⼿術 
111) ⼈⼯尿道括約筋植込・置換術 
112) 腹腔鏡下前⽴腺悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いるもの） 
113) 腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法 



16

114) 精巣温存⼿術 
115) 腹腔鏡下膣式⼦宮全摘術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
116) 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍⼿術（⼦宮体がんに対して内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
117) 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍⼿術（⼦宮体がんに限る。） 
118) 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍⼿術（⼦宮頸がんに限る。） 
119) 胃瘻造設術（経⽪的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。）（医科点数表第 2 章第 10 部⼿術

通則の 16 に規定する⼿術） 
120) 医科点数表第 2 章第 10 部⼿術の通則の 19 に規定する⼿術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房

切除術に限る。） 
121) 医科点数表第 2 章第 10 部⼿術の通則の 19 に規定する⼿術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する⼦宮

附属器腫瘍摘出術） 
122) 輸⾎管理料Ⅰ 
123) ⼈⼯肛⾨・⼈⼯膀胱造設術前処置加算 
124) 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 
125) ⻭周組織再⽣誘導⼿術 
126) ⿇酔管理料（Ⅰ） 
127) ⿇酔管理料（Ⅱ） 
128) 放射線治療専任加算 
129) 外来放射線治療加算 
130) ⾼エネルギー放射線治療 
131) 1 回線量増加加算 
132) 強度変調放射線治療（IMRT) 
133) 画像誘導放射線治療（IGRT） 
134) 体外照射呼吸性移動対策加算 
135) 定位放射線治療 
136) 定位放射線治療呼吸移動対策加算 
137) 画像誘導密封⼩線源治療加算 
138) デジタル病理画像による病理診断 
139) 病理診断管理加算２ 
140) 悪性腫瘍病理組織標本加算 
141) ⼝腔病理診断管理加算２ 
142) クラウン・ブリッジ維持管理料 
143) 鏡視下咽頭悪性腫瘍⼿術（軟⼝蓋悪性腫瘍⼿術を含む。）（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合）及び鏡視 

下喉頭悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
144) 看護職員処遇改善評価料 62 

 
 
 酸素及び窒素の価格 
 ⼊院時⾷事療養(Ⅰ)の施設基準 
 実施報告が必要なもの 

1） 特別の療養環境の提供の実施(変更)報告書 
2） 病床数が 200 床以上の病院について受けた初診,再診の実施報告書 
3） 180 ⽇を超える⼊院の実施(変更)報告書 
4） ⾦属床による総義⻭の提供の実施報告書 
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３．その他の指定 
1） 指定⾃⽴⽀援医療機関（更⽣医療・育成医療） 
2） ⽣活保護法指定医療機関 
3） 東京都災害拠点病院 
4） 臨床研修指定病院 
5） 都道府県がん診療連携拠点病院 
6） 救急告⽰医療機関 
7） 休⽇・全夜間診療事業実施医療機関（東京都指定⼆次救急医療機関） 
8） 外国医師臨床修練病院 
9） ⽇本医療機能評価機構認定病院 

10） 労災指定病院 
11） 特定機能病院 
12） がんゲノム医療拠点病院 

 
 
４．外来の受付時間（初診・再診） 

⽉〜⾦曜⽇ 午前 8 時 30 分〜正午 
 
 
５．休診⽇ 

⼟曜・⽇曜・祝祭⽇・年末年始（12 ⽉ 29 ⽇〜1 ⽉ 3 ⽇） 
 
 
６．⾯会時間 

平 ⽇   ︓午後 2 時〜午後 8 時（総合案内／正⾯⽞関⼿続き） 
（ICU は午後 2 時 30 分〜午後 7 時 30 分） 
 

   ⼟・⽇・祝⽇︓午前 10 時〜午後 8 時（守衛室／救急時間外⼊⼝⼿続き） 
（ICU は午前 10 時 30 分〜午後 7 時 30 分） 
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外来・⼊院実績 【2023年1⽉〜12⽉】

科名 初診患者数 外来延患者数 ⼊院患者数 延患者数

呼吸内 405 16,465 1,231 1,207

呼吸外 344 9,237 637 635

消化外 0 2 0 0

乳腺外 1,390 45,519 1,265 1,254

婦⼈科 1,510 36,460 2,446 2,418

頭頸科 866 28,503 654 650

整形外 1,018 10,586 710 703

泌尿器 865 30,069 1,642 1,635

総腫瘍 84 6,296 687 668

放射線 64 30,863 0 0

総内科 395 8,107 0 0

腫瘍精 127 2,768 0 0

眼科 301 4,390 42 42

⽪膚科 447 6,551 271 263

⻭科 1,633 8,845 0 0

形成外 63 10,144 413 414

⿇酔科 35 1,814 0 0

救急部 340 623 11 2

緩和 64 1,910 96 345

放診断 4 177 0 0

健内科 9 3,948 0 0

遺伝診 14 676 0 0

⾎液腫 211 12,746 596 605

乳腺内 37 22,731 376 352

上消外 0 1 0 0

感染科 0 1 0 0

⾷道外 187 4,593 192 186

胃外科 338 9,193 501 494

⼤腸外 653 19,612 1,063 1,074

消化療 380 22,268 1,581 1,543

上消内 864 15,082 970 971

下消内 795 9,354 694 693

肝胆外 402 12,106 800 795

肝胆内 549 21,325 1,239 1,175

腫瘍循 345 2,689 0 0

内分泌 107 3,801 0 0

腎臓内 10 195 0 0

神経内 1 53 0 0

脳腫外 43 212 33 31

漢⽅サ 1 69 0 0

感染症 160 615 0 0

地域連 0 13 0 0

が相談 0 489 0 0

ＷＯＣ 9 2,448 0 0

ゲノム 68 1,579 0 0

先端科 64 2,481 244 232

15,202 427,609 18,394 18,387

外来・⼊院実績 【2023 年 1 ⽉〜 12 ⽉】
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疾患別⼊院患者数 【2023年】 退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)
病  名 男 ⼥ 合計

総数①+②+③ 9,084 10,462 19,546
①悪性新⽣物(C00­C97) 7,756 8,736 16,492

⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新⽣物(C00­C14) 585 173 758
C 00 ⼝唇の悪性新⽣物 0 1 1
C 01 ⾆根〈基底〉部の悪性新⽣物 28 0 28
C 02 その他及び部位不明の⾆の悪性新⽣物 93 41 134
C 03 ⻭⾁の悪性新⽣物 21 33 54
C 04 ⼝腔底の悪性新⽣物 11 0 11
C 05 ⼝蓋の悪性新⽣物 11 2 13
C 06 その他及び部位不明の⼝腔の悪性新⽣物 15 5 20
C 07 ⽿下腺の悪性新⽣物 8 12 20
C 08 その他及び部位不明の⼤唾液腺の悪性新⽣物 18 19 37
C 09 扁桃の悪性新⽣物 5 1 6
C 10 中咽頭の悪性新⽣物 129 26 155
C 11 ⿐<上>咽頭の悪性新⽣物 22 8 30
C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新⽣物 80 11 91
C 13 下咽頭の悪性新⽣物 143 14 157
C 14 その他及び部位不明確の⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新⽣物 1 0 1

消化器の悪性新⽣物(C15­C26) 3,683 2,409 6,092
C 15 ⾷道の悪性新⽣物 893 268 1,161
C 16 胃の悪性新⽣物 766 446 1,212
C 17 ⼩腸の悪性新⽣物 47 37 84
C 18 結腸の悪性新⽣物 543 594 1,137
C 19 直腸Ｓ状結腸移⾏部の悪性新⽣物 8 11 19
C 20 直腸の悪性新⽣物 536 388 924
C 21 肛⾨及び肛⾨管の悪性新⽣物 11 21 32
C 22 肝及び肝内胆管の悪性新⽣物 169 56 225
C 23 胆のう<嚢>の悪性新⽣物 21 44 65
C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新⽣物 140 73 213
C 25 膵の悪性新⽣物 543 471 1,014
C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新⽣物 6 0 6

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新⽣物(C30­C39) 1,025 750 1,775
C 30 ⿐腔及び中⽿の悪性新⽣物 4 11 15
C 31 副⿐腔の悪性新⽣物 18 12 30
C 32 喉頭の悪性新⽣物 24 5 29
C 33 気管の悪性新⽣物 0 0 0
C 34 気管⽀及び肺の悪性新⽣物 945 710 1,655
C 37 胸腺の悪性新⽣物 16 6 22
C 38 ⼼臓,縦隔及び胸膜の悪性新⽣物 18 6 24
C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新⽣物 0 0 0

⾻及び関節軟⾻の悪性新⽣物(C40­C41) 106 64 170
C 40 (四)肢の⾻及び関節軟⾻の悪性新⽣物 48 24 72
C 41 その他及び部位不明の⾻及び関節軟⾻の悪性新⽣物 58 40 98

⽪膚の⿊⾊腫及びその他の悪性新⽣物(C43­C44) 126 98 224
C 43 ⽪膚の悪性⿊⾊腫 56 39 95
C 44 ⽪膚のその他の悪性新⽣物 70 59 129

疾患別入院患者数 【2023 年】
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病  名 男 ⼥ 合計
中⽪及び軟部組織の悪性新⽣物(C45­C49) 268 262 530

C 45 中⽪腫 9 8 17
C 46 カポジ<Kaposi>⾁腫 0 0 0
C 47 末梢神経及び⾃律神経系の悪性新⽣物 7 6 13
C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新⽣物 42 149 191
C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新⽣物 210 99 309

乳房の悪性新⽣物(C50) 4 1,947 1,951
C 50 乳房の悪性新⽣物 4 1947 1,951

⼥性性器の悪性新⽣物(C51­C58) 2,036 2,036
C 51 外陰の悪性新⽣物 37 37
C 52 腟の悪性新⽣物 19 19
C 53 ⼦宮頸(部)の悪性新⽣物 538 538
C 54 ⼦宮体部の悪性新⽣物 640 640
C 55 ⼦宮の悪性新⽣物,部位不明 0 0
C 56 卵巣の悪性新⽣物 742 742
C 57 その他及び部位不明の⼥性性器の悪性新⽣物 60 60
C 58 胎盤の悪性新⽣物 0 0

男性性器の悪性新⽣物(C60­C63) 611 611
C 60 陰茎の悪性新⽣物 11 11
C61 前⽴腺の悪性新⽣物 548 548
C62 精巣〈睾丸〉の悪性新⽣物 48 48
C63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新⽣物 4 4

尿路の悪性新⽣物(C64­C68) 659 268 927
C 64 腎盂を除く腎の悪性新⽣物 102 46 148
C 65 腎盂の悪性新⽣物 58 20 78
C 66 尿管の悪性新⽣物 45 24 69
C 67 膀胱の悪性新⽣物 453 172 625
C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新⽣物 1 6 7

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新⽣物(C69­C72) 1 7 8
C 69 眼及び付属器の悪性新⽣物 1 5 6
C 70 髄膜の悪性新⽣物 0 0 0
C 71 脳の悪性新⽣物 0 2 2
C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新⽣物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新⽣物(C73­C75) 33 81 114
C 73 甲状腺の悪性新⽣物 33 80 113
C 74 副腎の悪性新⽣物 0 0 0
C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新⽣物 0 1 1

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新⽣物(C76­C80) 314 365 679
C 76 その他及び部位不明確の悪性新⽣物 0 0 0
C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新⽣物 37 45 82
C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新⽣物 188 183 371
C 79 その他の部位の続発性悪性新⽣物 59 108 167
C 80 部位の明⽰されない悪性新⽣物 30 29 59



22

病  名 男 ⼥ 合計
リンパ組織,造⾎組織及び関連組織の悪性新⽣物(C81­C96) 341 276 617

C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 4 8
C 82 ろ<慮>胞性［結節性］⾮ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 37 44 81
C 83 びまん性⾮ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 147 108 255
C 84 末梢性及び⽪膚Ｔ細胞リンパ腫 30 6 36
C 85 ⾮ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 29 38 67
C 88 悪性免疫増殖性疾患 12 6 18
C 90 多発性⾻髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 47 29 76
C 91 リンパ性⽩⾎病 20 11 31
C 92 ⾻髄性⽩⾎病 15 26 41
C 93 単球性⽩⾎病 0 0 0
C 94 その他の細胞型の明⽰された⽩⾎病 0 0 0
C 95 細胞型不明の⽩⾎病 0 0 0
C 96 リンパ組織,造⾎組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新⽣物 0 0 0

独⽴した(原発性)多部位の悪性新⽣物(C97) 0 0 0
C 97 独⽴した(原発性)多部位の悪性新⽣物 0 0 0

②その他の新⽣物(D00­D48) 462 570 1,032
上⽪内新⽣物(D00­D09) 0 24 24
⼦宮頸〈部〉の上⽪内癌(再掲) (4) (4)
良性新⽣物(D10-D36) 205 214 419
性状不詳⼜は不明の新⽣物(D37­D48) 257 332 589

③その他 866 1,156 2,022
⾎液及び造⾎器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50­D89) 16 31 47
循環器系の疾患(Ｉ00­Ｉ99) 64 56 120
呼吸器系の疾患(Ｊ00­Ｊ99) 103 36 139
消化器系の疾患(Ｋ00­Ｋ93) 332 295 627
尿路性器系の疾患(Ｎ00­Ｎ99) 94 376 470
その他 257 362 619
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地区別外来患者数（総数） 【2023年１〜12⽉】
 ◆全国

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

北海道 514 135 0.20% 39 28.89%
⻘森県 812 179 0.27% 47 26.26%
岩⼿県 240 62 0.09% 14 22.58%
宮城県 229 76 0.12% 13 17.11%
秋⽥県 366 76 0.12% 19 25.00%
⼭形県 343 80 0.12% 29 36.25%
福島県 1,584 330 0.50% 63 19.09%
茨城県 6,572 1,275 1.93% 300 23.53%
栃⽊県 1,921 350 0.53% 81 23.14%
群⾺県 1,970 354 0.54% 81 22.88%
埼⽟県 47,609 7,506 11.37% 1,623 21.62%
千葉県 63,574 9,439 14.30% 2,156 22.84%
東京都 240,172 35,461 53.72% 8,320 23.46%
神奈川県 48,587 7,598 11.51% 1,496 19.69%
新潟県 555 145 0.22% 34 23.45%
富⼭県 235 55 0.08% 6 10.91%
⽯川県 76 18 0.03% 2 11.11%
福井県 58 17 0.03% 5 29.41%
⼭梨県 1,534 310 0.47% 62 20.00%
⻑野県 1,634 321 0.49% 88 27.41%
岐⾩県 172 42 0.06% 14 33.33%
静岡県 1,257 263 0.40% 51 19.39%
愛知県 469 129 0.20% 25 19.38%
三重県 203 46 0.07% 13 28.26%
滋賀県 164 13 0.02% 10 76.92%
京都府 198 48 0.07% 13 27.08%
⼤阪府 377 110 0.17% 13 11.82%
兵庫県 503 103 0.16% 17 16.50%
奈良県 35 13 0.02% 5 38.46%
和歌⼭県 185 42 0.06% 7 16.67%
⿃取県 43 9 0.01% 2 22.22%
島根県 122 19 0.03% 10 52.63%
岡⼭県 101 24 0.04% 8 33.33%
広島県 223 62 0.09% 17 27.42%
⼭⼝県 167 39 0.06% 5 12.82%
徳島県 121 28 0.04% 5 17.86%
⾹川県 134 32 0.05% 4 12.50%
愛媛県 75 28 0.04% 6 21.43%
⾼知県 141 29 0.04% 6 20.69%
福岡県 251 70 0.11% 10 14.29%
佐賀県 23 10 0.02% 0.00%
⻑崎県 91 21 0.03% 10 47.62%
熊本県 88 37 0.06% 9 24.32%
⼤分県 92 24 0.04% 5 20.83%
宮崎県 160 47 0.07% 17 36.17%
⿅児島県 368 54 0.08% 22 40.74%
沖縄県 362 73 0.11% 20 27.40%
未分類 2,901 806 1.22% 400 49.63%

427,611 66,008 100.00% 15,202 23.03%

都道府県 再来患者数
実患者数 新患者数

地区別外来患者数（総数） 【2023 年１～ 12 月】

	 ◆全国
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地区別外来患者数（総数） 【2023 年１～ 12 月】

	 ◆東京都

地区別外来患者数 （総数） 【2023年1〜12⽉】

 ◆東京都

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

千代⽥区 1,478 302 0.85% 72 23.84%
中央区 5,983 921 2.59% 218 23.67%
港区 6,690 1,173 3.30% 262 22.34%
新宿区 4,296 764 2.15% 139 18.19%
⽂京区 3,035 539 1.51% 112 20.78%
台東区 2,522 482 1.35% 112 23.24%
墨⽥区 5,777 879 2.47% 211 24.00%
江東区 32,350 4,543 12.76% 1,242 27.34%
品川区 11,433 1,602 4.50% 423 26.40%
⽬⿊区 5,365 839 2.36% 186 22.17%
⼤⽥区 17,239 2,262 6.36% 537 23.74%
世⽥⾕区 16,471 2,466 6.93% 525 21.29%
渋⾕区 5,024 787 2.21% 201 25.54%
中野区 4,709 693 1.95% 143 20.63%
杉並区 9,628 1,519 4.27% 325 21.40%
豊島区 5,318 853 2.40% 204 23.92%
北区 4,298 696 1.96% 141 20.26%
荒川区 1,914 286 0.80% 81 28.32%
板橋区 9,624 1,330 3.74% 326 24.51%
練⾺区 12,988 1,928 5.42% 397 20.59%
⾜⽴区 6,724 1,006 2.83% 190 18.89%
葛飾区 7,380 1,050 2.95% 260 24.76%
江⼾川区 23,161 2,988 8.39% 869 29.08%
都下 36765 5686 15.97% 1144 20.12%

240,172 35,594 100.00% 8,320 23.37%

再来患者数
実患者数 新患者数
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病理検査 【2023年1〜12⽉】

病理検査件数 細胞診検査件数

外来 ⼊院 合計 項⽬ 年間件数
総件数 17349 12777 30126  ⼦宮膣部・頸部 4,875
部位数（臓器分類単位）           24049 48426 72475  ⼦宮内膜 2,723
ブロック数（検体分類別）       20275 113348 133623  その他 (婦⼈科) 5,511
染⾊スライド数（特染含む） 68924 176125 245049  健診 ⼦宮膣部・頸部・断端 4,583
染⾊スライド数（特染のみ）           29715 28675 58390  健診 ⼦宮内膜 3,458
保険部位数            41736 31379 73115 婦⼈科合計 21,150
ＥＭ            ー ー  乳腺 841
抗体法           ー ー  甲状腺 264
迅速件数             49 3768 3817  頭頸部 (甲状腺以外) 247
診断料              14230 7947 22177  ⾻軟部 899
診断のみ             2230 108 2338  脳脊髄液 67
レポート画像           ー ー ー  リンパ節 683
ミクロ画像            ー ー ー  気管⽀・肺 173
マクロ画像            ー ー ー  EBUS縦隔・肺⾨リンパ節 144
その他画像            ー ー ー  喀痰・三連痰 34
呼吸器内科         223 81 304  体腔液 3,971
呼吸器外科         51 1186 1237  尿 3,960
消化器内科         0 0 0  ⾷道・胃 13
消化器外科         0 2 2  肝・胆・膵・⼤腸 423
乳腺外科           1396 2254 3650  脳 30
婦⼈科           2125 1605 3730  その他 117
頭頸科           585 844 1429 婦⼈科以外合計 11,866
整形外科          456 1012 1468 総合計 33,016
泌尿器科          301 1133 1434  術中迅速細胞診 2,771
総合腫瘍科         61 12 73  LBC 4,269
放射線治療         0 0 0  オンサイトサイトロジー 777
総合内科          1 0 1  セルブロック 122
腫瘍精神科         0 0 0
眼科            139 34 173
⽪膚腫瘍科           278 134 412
⻭科            8 2 10
形成外科          14 15 29
⿇酔科           0 0 0
救急部           0 0 0
画像診断部 2 0 2
健診ドック         2447 9 2456
健診（内科）        479 4 483
臨床遺伝医療部 3 0 3
⾎液腫瘍科         432 184 616
乳腺内科 27 12 39
⾷道外科 17 172 189
胃外科 100 708 808
⼤腸外科 100 945 1045
消化器化学療法科 50 14 64
上部消化管内科 4210 741 4951
下部消化管内科 3474 328 3802
肝胆膵外科 35 1071 1106
肝胆膵内科 265 191 456
内分泌・代謝科 0 0 0
腎臓内科 0 0 0
脳腫瘍外科 3 52 55
ゲノム診療部 35 0 35
先端医療開発科 32 32 64

病理検査 【2023 年 1 ～ 12 月】

　　　 病理検査数　　　　　　　　　　　　　　　　　　  細胞診検査数
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　　　 内視鏡検査件数　　　　　　　　　　　　　　  超音波検査件数内視鏡検査件数
検  査  項  ⽬ 2023年

上部消化管 10,667
下部消化管 7,445
上部エコー 200
下部エコー 90
肝胆膵エコー 892
気管⽀鏡 249
ERCP 974
上部（EMRポリペク） 938
下部（EMRポリペク） 3419
下部（ESD） 491
EUS-FAN 773
その他 205

超⾳波検査
2023年

呼吸内 743
呼吸外 274
◆消外 1
乳腺外 15,598
婦⼈科 11,878
頭頸科 5,943
整形外 1,344
泌尿器 1,463
総腫瘍 248
放治 44
総合内 327
眼科 130
⽪腫 280
形成外 1,053
救急部 3
緩和 7
健診ド 27,612
健診内 2
臨床遺 15
⾎液腫 974
乳腺内 1,410
⾷道外 282
胃外科 1,147
⼤腸外 2,499
消化療 657
上消内 398
下消内 141
肝外科 877
肝内科 758
腫循内 618
代謝科 216
腎臓内 4
神経内 2
脳腫外 21
感染症 3
先端科 150
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⼿術件数 【2023年1⽉〜12⽉】

2023年 ⼿術件数 呼吸器外科 消化器外科 整形外科 頭頸科 乳腺外科 泌尿器科 婦⼈科 形成外科 眼科 消内科 緩和 ⿇酔科 治療科 化療科 救急部 呼内科 ⾎液腫 ⽪膚 ⾷道外科 胃外科 肝胆膵外科 ⼤腸外科 脳外
件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数

１⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 607 49 42 50 97 63 88 26 4 2 8 13 41 47 77
硬膜外・腰⿇・脊椎 0
局⿇・その他 69 9 2 2 15 24 8 9

計 676 49 0 51 52 99 78 88 50 8 4 0 0 2 0 0 0 0 17 13 41 47 77
2⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 608 58 43 32 100 60 88 31 4 4 6 11 45 44 82

硬膜外・腰⿇・脊椎 0
局⿇・その他 81 7 8 3 21 29 8 5

計 689 58 0 50 40 103 81 88 60 8 4 0 0 4 0 0 0 0 11 11 45 44 82
3⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 741 74 49 50 115 74 109 40 4 1 11 14 53 53 94

硬膜外・腰⿇・脊椎 1 1
局⿇・その他 76 12 5 4 22 19 6 7 1

計 818 74 0 61 55 119 97 109 59 6 4 0 0 1 0 0 0 0 18 14 53 53 95
4⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 640 60 35 48 97 61 106 30 1 4 1 8 16 47 50 73 3

硬膜外・腰⿇・脊椎 0
局⿇・その他 73 3 5 1 17 21 18 7 1

計 713 60 0 38 53 98 78 106 51 19 4 0 0 1 0 0 0 0 15 16 47 51 73 3
5⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 640 58 47 47 102 62 96 29 1 4 1 6 10 43 46 86 2

硬膜外・腰⿇・脊椎 1 1
局⿇・その他 80 1 7 3 3 17 26 16 7

計 721 59 0 54 50 105 79 97 55 17 4 0 0 1 0 0 0 0 13 10 43 46 86 2
6⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 678 62 41 52 98 74 118 34 4 2 10 15 38 51 76 3

硬膜外・腰⿇・脊椎 0
局⿇・その他 93 10 5 1 20 28 21 7 1

計 771 62 0 51 57 99 94 118 62 21 4 0 0 2 0 0 0 0 17 15 38 51 76 4
7⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 607 42 43 47 97 69 104 36 1 5 2 10 10 32 40 66 3

硬膜外・腰⿇・脊椎 2 1 1
局⿇・その他 73 7 6 6 12 29 11 2

計 682 42 0 51 53 103 82 104 65 12 5 0 0 2 0 0 0 0 12 10 32 40 66 3
8⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 693 45 53 51 120 64 111 37 2 4 1 9 16 38 47 91 4

硬膜外・腰⿇・脊椎 2 2
局⿇・その他 73 7 1 2 19 23 12 1 8

計 768 45 0 60 52 122 85 111 60 14 4 1 0 1 0 0 0 0 17 16 38 47 91 4
9⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 617 48 44 45 107 55 104 36 1 4 1 7 13 31 41 76 4

硬膜外・腰⿇・脊椎 2 1 1
局⿇・その他 69 12 3 15 1 19 12 7

計 688 48 0 57 48 107 71 105 55 13 4 0 0 1 0 0 0 0 14 13 31 41 76 4
10⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 629 45 38 53 108 63 100 31 2 6 7 10 35 48 81 2

硬膜外・腰⿇・脊椎 3 1 1 1
局⿇・その他 75 8 9 17 19 15 6 1

計 707 45 0 47 62 108 81 100 50 17 6 0 0 0 0 0 0 0 14 10 35 48 81 3
11⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 614 53 38 49 99 59 93 31 1 4 0 0 1 8 12 31 48 85 2

硬膜外・腰⿇・脊椎 0
局⿇・その他 73 11 7 5 15 18 10 6 1

計 687 53 0 49 56 104 74 93 49 11 4 0 0 1 0 0 0 0 14 12 31 48 86 2
12⽉ 全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 630 38 46 43 98 62 102 32 1 6 3 7 12 42 49 83 6

硬膜外・腰⿇・脊椎 1 1
局⿇・その他 67 7 7 6 7 20 18 2

計 698 38 0 53 50 104 70 102 52 19 6 0 0 3 0 0 0 0 9 12 42 49 83 6

全⿇(硬膜外、局⿇併⽤含む） 7675 632 0 519 567 1238 766 1219 393 10 53 0 0 19 0 0 0 0 97 152 476 564 970 29
硬膜外・腰⿇・脊椎 12 0 0 3 0 0 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
局⿇・その他 900 1 0 100 61 33 197 1 275 155 0 1 0 0 0 0 0 0 73 0 0 1 2 2

計 8587 633 0 622 628 1271 970 1221 668 165 53 1 0 19 0 0 0 0 171 152 476 565 972 31

2023
年計

※治療科：緩和治療科・放射線治療部・化学療法部・救急部・呼吸器内科・血液腫瘍科

⼿術件数 【2023 年 1 ～ 12 月】
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院内がん登録集計

①部位別・男女別件数①部位別・男⼥別件数
部位 総数 男 ⼥

⼝腔・咽頭 508 387 121
⾷道 470 361 109
胃 847 549 298
⼗⼆指腸・⼩腸 53 32 21
⼤腸 1140 640 500
肝臓 127 99 28
胆嚢・胆管 110 70 40
膵臓 424 229 195
喉頭 34 28 6
肺 619 352 267
⾻・軟部 153 89 64
⽪膚 159 83 76
乳房 1439 4 1435
⼦宮頸部 416 0 416
⼦宮体部 333 0 333
卵巣・卵管 197 0 197
前⽴腺 395 395 0
膀胱 198 144 54
腎・他の尿路 173 129 44
脳・中枢神経系 25 8 17
甲状腺 130 35 95
悪性リンパ腫 209 103 106
多発性⾻髄腫 22 13 9
⽩⾎病 24 14 10
他の造⾎器腫瘍 16 12 4
原発不明 29 13 16
その他 186 92 94

総計 8436 3881 4555
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院内がん登録集計

②診断時居住地別件数（東京都医療圏別内訳）②診断時居住地（東京都医療圏別内訳）
医療圏名 区市町村名 医療圏名 区市町村名

千代⽥区 36 ⼋王⼦市 72
中央区 97 ⽇野市 22
港区 146 多摩市 26
⽂京区 63 町⽥市 53
台東区 52 394 稲城市 16 189
江東区 604 ⽻村市 6
江⼾川区 484 福⽣市 4
墨⽥区 115 1203 ⻘梅市 18
荒川区 44 あきる野市 13
⾜⽴区 108 瑞穂町 1
葛飾区 143 295 ⽇の出町 2
新宿区 77 奥多摩町 1
中野区 89 檜原村 45
杉並区 197 363 武蔵野市 36
豊島区 95 三鷹市 46
北区 72 調布市 42
板橋区 165 狛江市 15
練⾺区 231 563 ⼩⾦井市 30
⽬⿊区 106 府中市 30 199
世⽥⾕区 311 国分寺市 27
渋⾕区 97 514 国⽴市 15
品川区 233 東⼤和市 17
⼤⽥区 307 540 ⽴川市 24
⼤島町 3 武蔵村⼭市 4
利島村 昭島市 19 106
新島村 1 清瀬市 17
神津島村 東久留⽶市 30
三宅村 1 ⻄東京市 53
御蔵島村 東村⼭市 26
⼋丈町 3 ⼩平市 22 148
⻘ヶ島村
⼩笠原村 8

4567

区⻄南部

北多摩⻄部区南部

島しょ部 北多摩北部

総計

件数 件数

区中央部 南多摩

区東部

⻄多摩
区東北部

区⻄部

北多摩南部区⻄北部
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③主要5部位治療別件数
  当院で初回治療を開始した症例（症例区分20・30）

1%

17%

1%

23%

28%

29%

36%

58%

43%

27%
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24%

16%
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0.7%
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17%

32%

3%

8%

71%

5%

1%

10%

0%

3%

2%

10%

4%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

胃

⼤腸

肝臓

肺

乳房

主要5部位治療別件数

外科的⼿術のみ 鏡視下⼿術のみ 内視鏡的治療のみ 放射線治療のみ 化学療法のみ 内分泌療法のみ その他の治療 ⼿術/内視鏡＋他 放射線＋他 その他

③主要５部位治療別件数
当院で初回治療を開始した症例（症例区分 20・30）
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院内がん登録集計

④治療別件数
当院で初回治療を開始した症例（症例区分 20・30）

④
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⑤ステージ別件数
当院で診断、治療を実施した症例（症例区分 10・20・21・30・31）
⑤ステージ別件数
 当院で診断、治療を実施した症例（症例区分10・20・21・30・31）

０期
929
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3368
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Ⅳ期
1129

該当せず, 166

不明, 82
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集計

０期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
該当せず
不明
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⑥部位別・年齢別件数⑥部位別・年齢別件数

0-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-
⼝腔・咽頭 0 5 7 31 88 145 158 69 5 508
⾷道 0 0 2 26 77 157 161 44 3 470
胃 0 2 24 50 129 205 303 125 9 847
⼗⼆指腸・⼩腸 0 0 1 9 14 15 11 2 1 53
⼤腸 1 6 60 135 283 294 278 72 11 1140
肝臓 0 0 1 6 19 32 47 20 2 127
胆嚢・胆管 0 1 0 3 7 24 48 27 0 110
膵臓 1 0 4 27 61 124 152 51 4 424
喉頭 0 0 0 1 4 10 13 6 0 34
肺 1 0 6 30 79 146 280 74 3 619
⾻・軟部 7 9 9 18 30 23 38 17 2 153
⽪膚 0 2 4 10 13 34 44 44 8 159
乳房 0 9 91 416 423 243 193 61 3 1439
⼦宮頸部 0 23 127 129 67 40 21 8 1 416
⼦宮体部 0 1 12 52 150 70 38 10 0 333
卵巣・卵管 0 4 14 31 74 40 27 7 0 197
前⽴腺 0 0 1 2 36 143 171 41 1 395
膀胱 0 0 1 10 35 53 73 24 2 198
腎・他の尿路 1 2 4 16 29 46 53 21 1 173
脳・中枢神経系 0 0 1 0 10 3 9 1 1 25
甲状腺 0 4 9 33 26 24 24 10 0 130
悪性リンパ腫 1 4 7 16 30 58 67 24 2 209
多発性⾻髄腫 0 0 0 1 7 4 8 2 0 22
⽩⾎病 0 1 2 1 1 11 4 4 0 24
他の造⾎器腫瘍 0 0 1 1 0 4 4 6 0 16
原発不明 0 0 1 1 5 5 10 7 0 29
その他 1 7 17 27 35 33 35 29 2 186

総計 13 80 406 1082 1732 1986 2270 806 61 8436

部位
年代

総計
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⑦症例区分別件数⑦症例区分別件数

症例区分 件数 ⽐率

10︓診断のみ 197 2.3%

20︓⾃施設診断・⾃施設治療開始 3512 41.6%

21︓⾃施設診断・⾃施設治療継続 5 0.1%

30︓他施設診断・⾃施設治療開始 3371 40.0%

31︓他施設診断・⾃施設治療継続 323 3.8%

40︓初回治療終了後 425 5.0%

80︓その他 603 7.1%

総計 8436 100.0%

2.3%

41.6%

0.1%

40.0% 3.8% 5.0% 7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

症例区分別件数

10：診断のみ 20：⾃施設診断・⾃施設治療開始 21：⾃施設診断・⾃施設治療継続
30：他施設診断・⾃施設治療開始 31：他施設診断・⾃施設治療継続 40：初回治療終了後
80：その他
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8.公開講座

年 ⽇程 時間 場所 題名 講師 担当科 参加⼈数

1 2023年12⽉21⽇
オンライン

（オンデマンド）
がんと共に⽣きるあなたへ  〜⾃分らしく⽣活するために〜 看護部 看護部 3715回(※)

2 2024年1⽉13⽇ 10︓30〜12︓00
オンライン

（オンデマンド）
⾃分らしくがんと向き合うために トータルケアセンター トータルケアセンター 1155回(※)

※ 2024年10⽉31⽇までの動画再⽣回数

2023

8．一般公開講座
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9．学会・研究発表業績
【呼吸器内科】
1.	 北園聡
	 ＴＲ・臨床薬理５（免疫・その他）
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

2.	 西尾誠人
	 Recent advances in perioperative drug 

therapy in lung cancer.
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

3.	 西尾誠人
	 日米の医師で議論する、最適なドライバー遺伝

子診断とALK陽性肺がん治療 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

4.	 西尾誠人 , 福岡和也
	 呼吸器 1 （NSCLC）
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

5.	 西尾誠人
	 進行非小細胞肺癌に対する治療のトピック .
	 第 63 回日本呼吸器学会学術講演会 : 東京 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

6.	 西尾誠人
	 ALK/ROS1 陽性肺癌の分子生物学と治療戦略 .
	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2023, 

[ 座長 ]

7.	 内堀健 , 菅井万優 , 宮寺恵希 , 角藤翔 , 次富亮
輔 , 網野喜彬 , 有安亮 , 北園聡 , 栁谷典子 , 片
山量平 , 西尾誠人

	 EGFR-T790M＋ C797S 変異に対する分子標的
治療に耐性を示す多重変異とその克服 .

	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 
2023, [ ワークショップ ]

8.	 宮寺恵希 , 北園聡 , 菅井万優 , 角藤翔 , 次富亮
輔 , 網野喜彬 , 有安亮 , 内堀健 , 栁谷典子 , 西
尾誠人

	 免疫チェックポイント阻害薬による非小細胞肺
癌患者の早期腫瘍縮小と生存期間の関連 .

	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 
2023, [ 口述発表 ]

9.	 栁谷典子
	 進行肺がん症例における神経症状：精神科との

連携 .
	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

10.	 菅井万優 , 網野喜彬 , 角藤翔 , 宮寺恵希 , 次富
亮輔 , 有安亮 , 内堀健 , 北園聡 , 栁谷典子 , 西
尾誠人

	 切除不能進行非小細胞肺癌における白金製剤と
イピリムマブ+ニボルマブ併用療法の irAE 重
症度と予後との検 .

	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 
2023, [ 口述発表 ]

11.	 西尾誠人
	 肺癌学会での産学協同研究 .
	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 

2023, [ 特別企画 ]

12.	 西尾誠人 , 矢野聖二
	 標的治療耐性後の治療戦略 .
	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 

2023, [ 座長 ]

13.	 西尾誠人 , 山本信之
	 抗体薬物複合体（ADC）の臨床的意義を考える .
	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 

2023, [ 座長 ]

14.	 西尾誠人
	 進行非小細胞肺癌に対する治療のトピック .
	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

15.	 西尾誠人
	 肺癌診療における次世代シーケンサーの可能

性 .
	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 

2023, [ 座長 ]
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16.	 北園聡
	 周術期症例など .
	 第 197 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東

京 , 2023, [ 症例提示 ]

【呼吸器外科】
1.	 文敏景
	 今更聞けない？シリーズ：左下葉切除縦隔リン

パ節郭清編 .
	 ゼロコン＋シアター第7回 : Web開催 , 2023, 

[ 講演 ]

2.	 中尾将之
	 肺：肺悪性・胸膜腫瘍
	 第 191 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 : 

横浜市+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

3.	 浦部貴史 , 松浦陽介 , 立花太明 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奧村栄 , 文敏景

	 上大静脈浸潤を認めた胸腺癌に対する手術の工
夫 .

	 第 191 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 : 
横浜市+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

4.	 玉川達 , 橋本浩平 , 二宮浩範 , 立花太明 , 浦部
貴史 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 
文敏景

	 線維化巣の一部に認めた Complex glandular 
pattern を含む小型低分化肺腺癌の一例 .

	 第 195 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東
京 , 2023, [ 一般演題 ]

5.	 文敏景
	 縦隔リンパ節郭清を一塊に郭清した胸腔鏡下左

肺全摘の 1例 .
	 第 20 回スプリングセミナー : 那覇市 , 2023, 

[ 講演 ]

6.	 一瀬淳二 , 小林直 , 菅野健児 , 橋本浩平 , 松浦
陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 AI 術中ナビゲーションシステムの現状と今後
の可能性 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

7.	 橋本浩平 , 加藤大喜 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中
尾将之 , 奥村栄 , 大塚崇 , 文敏景

	 3D モデルを用いた気管支スリーブ切除トレー
ニングの多施設前向き研究 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ 特別企画 ]

8.	 Matsuura, Y.
	 Surgical treatment of early lung cancer: 

How to prevent local recurrence in seg-
mentectomy?

	 4th Nanjing University Lung Cancer Jinling 
Forum: Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

9.	 Mun, M.
	 VATS segmentectomy for lung cancer.
	 14th Zhongshan Forum on Thoracic Sur-

gery: Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

10.	 Hashimoto, K., Murakami, Y., Omura, K., 
Takahashi, H., Suzuki, R., Yoshioka, Y., 
Oguchi, M., Ichinose, J., Matsuura, Y., Na-
kao, M., Okumura, S., Ninomiya, H., Nishio, 
M., Mun, M.

	 Prediction of tumor PD-L1 expression in 
resectable non-small cell lung cancer using 
machine learning: performance comparison 
with preoperative biopsy.

	 103rd Annual Meeting of the American As-
sociation for Thoracic Surgery: Los Ange-
les, CA, USA, 2023, [ 口述発表 ]

11.	 文敏景
	 今更聞けない？シリーズ：肺切除におけるトラ

ブルシューティング編 .
	 ゼロコン＋シアター第8回 : Web開催 , 2023, 

[ 講演 ]

12.	 Hashimoto, K., Davey, C., Omura, K., 
Tamagawa, S., Urabe, T., Ichinose, J., Mat-
suura, M., Nakao, M., Okumura, S., Ninomi-
ya, H., Mun, M.

	 Prediction of pathological pleural invasion 
of peripheral cT1 non-small lung cancer by 
deep-learning analysis of thoracoscopic im-
ages: A pilot study.

	 31th European Society of Thoracic Sur-
geons Meeting: Milano, Italy, 2023, [ ポ ス
ター発表 ]
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13.	 Ichinose, J., Hashimoto, K., Matsuura, Y., 
Nakao, M., Okumura, S., Mun, M.

	 Surgical treatment for high-grade neuroen-
docrine carcinoma: Significance and prog-
nositc factors.

	 31th European Society of Thoracic Sur-
geons Meeting: Milano, Italy, 2023, [ ポ ス
ター発表 ]

14.	 Matsuura, Y., Ichinose, J., Nakao, M., Oku-
mura, S., Mun, M.

	 Prognostic impact and clinical utility of Eu-
rolung2 risk model in Japanese lung cancer 
patients.

	 31th European Society of Thoracic Sur-
geons Meeting: Milano, Italy, 2023, [ ポ ス
ター発表 ]

15.	 Mun, M., Ichinose, J., Matsuura, Y., Nakao, 
M.

	 Marionette methods for mediastinal lymph 
node dissection in minimally invasive sur-
gery.

	 31th European Society of Thoracic Sur-
geons Meeting: Milano, Italy, 2023, [ 口述発
表 ]

16.	 Mun, M., Ichinose, J., Matsuura, Y., Nakao, 
M.

	 Troubleshooting of a stapler failure during 
salvage surgery after ALK-TKI therapy.

	 31th European Society of Thoracic Sur-
geons Meeting: Milano, Italy, 2023, [ 口述発
表 ]

17.	 一瀬淳二 , 立花太明 , 浦部貴史 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 胸腔鏡下肺区域切除における術中気管支鏡の重
要性 .

	 第 46 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : 横浜
市 , 2023, [ ビデオワークショップ ]

18.	 橋本浩平 , 村上悠 , 大村兼志郎 , 高橋輝 , 鈴木
涼子 , 吉岡靖生 , 小口正彦 , 一瀬淳二 , 松浦陽
介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 二宮浩範 , 西尾誠人 , 
文敏景

	 遺伝子変異診断における工夫　機械学習による
非小細胞肺癌切除検体の PD-L1 発現の予測と
術前生検との比較 .

	 第 46 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : 横浜
市 , 2023, [ シンポジウム ]

19.	 文敏景 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村
栄

	 胸腔鏡下手術縦隔リンパ節郭清における視野展
開の工夫（Marionette method）と手術手順 .

	 第 48回日本外科系連合学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ ビデオワークショップ ]

20.	 松浦陽介
	 早く一人前の胸部外科医になりたい！：今明か

す、私の修行法 .
	 第 192 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 : 

東京 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

21.	 一瀬淳二 , ほか
	 AI と電子カルテ連携データベースを用いた個

別化予後予測システムの開発 .
	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 

2023, [ 口述発表 ]

22.	 一瀬淳二 , ほか
	 ロボット支援下手術の固定された近接視がもた

らすピットフォール .
	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 

2023, [ 口述発表 ]

23.	 一瀬淳二 , ほか
	 左上大区域切除後の気管支断端が肺動脈に接触

し出血した 1例 .
	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 

2023, [ ポスター発表 ]

24.	 中尾将之
	 気管支形成ハンズオン：SDGs 再利用可能な新

しい気管支形成モデル .
	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 

2023, [ ハンズオンセミナー ]

25.	 中尾将之
	 肺癌：手術手技
	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 

2023, [ 座長 ]
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26.	 文敏景
	 VISERA ELITE Ⅲによる 4Kフルカラー蛍光観

察での区域切除 .
	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

27.	 文敏景
	 ロボット手術
	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 

2023, [ 座長 ]

28.	 文敏景 , 中尾将之
	 継往開来：胸腔鏡手術 .
	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

29.	 松浦陽介 , 内堀健 , 二宮浩範 , 一瀬淳二 , 中尾
将之 , 奥村栄 , 西尾誠 , 文敏景

	 SDGs：手術検体から肺癌マルチ遺伝子検査を
確実に成功させるための先駆的研究 .

	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 
2023, [ ポスター発表 ]

30.	 橋本浩平 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 植
原良太 , 石田寿人 , 加藤大喜 , 大塚崇 , 文敏景

	 気管気管支形成術を次世代につなぐ：3Dモデ
ルを用いたトレーニング法の社会実装 .

	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 
2023, [ 特別企画 ]

31.	 橋本浩平 , デビー・カルビン , 大村兼志郎 , 一
瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 二宮浩範 , 瀬々
潤 , 文敏景

	 深層学習で胸腔鏡画像から末梢型 cT1 肺癌の胸
膜浸潤を予測する：パイロットスタディー .

	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 
2023, [ 口述発表 ]

32.	 立花太明 , 松浦陽介 , 浦部貴史 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 術前気管支鏡検査後に肺化膿症を合併した原発
性肺癌切除 11例の検討 .

	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 
2023, [ 口述発表 ]

33.	 鈴木あゆみ
	 肺癌：症例 1
	 第 40回日本呼吸器外科学会学術集会 : 新潟市 , 

2023, [ 座長 ]

34.	 浦部貴史 , 中尾将之 , 立花太明 , 川原光恵 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 文敏景 , 西尾
誠人 , 二宮浩範

	 小細胞肺癌 CRT 後 , 照射野に出現した肺扁平
上皮癌に対する 1切除例 .

	 第 196 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東
京 , 2023, [ 口述発表 ]

35.	 Mun, M.
	 Management of VATS complication.
	 2nd SEATS MEETING: Bangkok, Thailand, 

2023, [ 講演 ]

36.	 Mun, M.
	 Segmental anatomy 3D reconstruction and 

beyond.
	 2nd SEATS MEETING: Bangkok, Thailand, 

2023, [ 講演 ]

37.	 Ichinose, J., Matsuura, Y., Nakao, M., Oku-
mura, S., Mun, M.

	 Which lymph nodes should be evaluated 
with priority in segmentectomy for lung 
cancer?

	 IASLC 2023 World Conference on Lung 
Cancer: Singapore, 2023, [ 口述発表 ]

38.	 Nakao, M., Suzuki, J., Ichinose, J., Matsuu-
ra, Y., Okumura, S., Mun, M.

	 Increased risk of death from other causes 
after lobectomy compared with sublober 
resection in lung cancer patients.

	 IASLC 2023 World Conference on Lung 
Cancer: Singapore, 2023, [ ポスター発表 ]

39.	 中尾将之
	 テクノロジーの進化と歩む当科のイメージガイ

ド胸腔鏡下肺区域切除 .
	 日本蛍光ガイド手術研究会第 6回学術集会 : 名

古屋市 , 2023, [ シンポジウム ]
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40.	 文敏景
	 呼吸器外科 1
	 日本蛍光ガイド手術研究会第 6回学術集会 : 名

古屋市 , 2023, [ 座長 ]

41.	 一瀬淳二 , 小林直 , 深田恭平 , 菅野健児 , 鈴木
あゆみ , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 AI 術中ナビゲーションシステムの開発におけ
る医工連携 .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ ワークショップ ]

42.	 一瀬淳二 , 安田学
	 呼吸器１：縦隔疾患その他
	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台

市 , 2023, [ 座長 ]

43.	 中尾将之 , 川原光恵 , 立花太明 , 浦部貴史 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 文敏
景

	 Thoracoscopic surgery after drug therapy 
and chemoradiotherapy for lung cancer.

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ ビデオワークショップ ]

44.	 中尾将之
	 当科の区域切除の適応と術前準備 .
	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台

市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

45.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 鈴木
あゆみ , 奥村栄

	 呼吸器外科手術における反回神経損傷を回避す
るための工夫 .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ パネルディスカッション ]

46.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 鈴木
あゆみ , 奥村栄

	 質の高い胸腔鏡下手術を安全に行うための工
夫 .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ ビデオワークショップ ]

47.	 松浦陽介 , 鈴木あゆみ , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 
奥村栄 , 文敏景

	 区域切除において局所再発を防ぐコツとは？

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ パネルディスカッション ]

48.	 立花太明 , 松浦陽介 , 川原光恵 , 浦部貴史 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥村栄 , 二宮
浩範 , 文敏景

	 pm1 に着目した肺野末梢小型肺癌に対する区
域切除適応拡大への提言 .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ 一般口演 ]

49.	 鈴木あゆみ
	 若手呼吸器外科医の会
	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台

市 , 2023, [ ディスカッサント ]

50.	 Mun, M.
	 How to prevent and deal with air leak 

during lung cancer surgery.
	 Thoracic Advisory Board: Singapore, 2023, 

[ 講演 ]

51.	 一瀬淳二 , 川原光恵 , 立花太明 , 浦部貴史 , 鈴
木あゆみ , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 区域切除においてどのリンパ節を優先的に郭清
するべきか .

	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 
2023, [ ビデオシンポジウム ]

52.	 中尾将之 , 川原光恵 , 立花太明 , 浦部貴史 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 文敏
景

	 標準手術 vs 縮小手術における新たなトレード
オフに関するエビデンス .

	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 
2023, [ 口述発表 ]

53.	 川原光恵 , 松浦陽介 , 二宮浩範 , 立花太明 , 浦
部貴史 , 鈴木あゆみ , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 臓側胸膜浸潤を有する充実成分優位小型肺癌の
検討 .

	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 
2023, [ 口述発表 ]
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54.	 松浦陽介 , 立花太明 , 二宮浩範 , 川原光恵 , 浦
部貴史 , 鈴木あゆみ , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 肺葉切除症例での転移リンパ節解析を基に区域
切除の適応を熟考する .

	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 
2023, [ 口述発表 ]

55.	 立花太明 , 松浦陽介 , 二宮浩範 , 川原光恵 , 浦
部貴史 , 鈴木あゆみ , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 STAS と主腫瘍塊の距離を基にした区域切除の
適応の検討 .

	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 
2023, [ 口述発表 ]

56.	 鈴木あゆみ , 川原光恵 , 立花太明 , 浦部貴史 , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 原発性肺癌に対する胸腔鏡下手術における術後
不整脈発症に関する検討 .

	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 
2023, [ 口述発表 ]

57.	 一瀬淳二 , 川原光恵 , 立花太明 , 浦部貴史 , 鈴
木あゆみ , 松浦陽介 , 中尾将之 , 文敏景

	 VATS と RATS 双方の長所を活かした対面式
RATS肺癌手術の工夫 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ シンポジウム ]

58.	 中尾将之 , 川原光恵 , 立花太明 , 浦部貴史 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 文敏景

	 テクノロジーを駆使したイメージガイド胸腔鏡
下肺区域切除 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

59.	 中尾将之
	 呼吸器良性
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

60.	 川原光恵 , 一瀬淳二 , 立花太明 , 浦部貴史 , 鈴
木あゆみ , 松浦陽介 , 中尾将之 , 文敏景

	 浸潤型胸腺腫に対して広範囲心膜合併切除再建

を行った両側アプローチ胸腔鏡下胸腺全摘術の
一例 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

61.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 鈴木
あゆみ , 立花太明 , 浦部貴史 , 川原光恵

	 低侵襲肺癌手術のベストアプローチ .
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ パネルディスカッション ]

62.	 文敏景
	 呼吸器外科胸腔鏡安全技術認定制度の現状と課

題 .
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

63.	 立花太明 , 中尾将之 , 川原光恵 , 鈴木あゆみ , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 文敏景

	 胸腔鏡下に切除した横隔膜気管支原生嚢胞の一
例 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ ミニオーラル ]

64.	 鈴木あゆみ , 川原光恵 , 立花太明 , 浦部貴文 , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 文敏景

	 呼吸器外科安全技術認定の取得に向けて：取得
を目指す若手の立場から .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

65.	 松浦陽介
	 Cancer board 2：Ⅲ期症例など
	 第 197 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東

京 , 2023, [ ファシリテーター ]

【食道外科】
1.	 栗山健吾 , 今村裕 , 渡邊雅之
	 当院における 75 歳以上 Stage II/III 進行胸部

食道癌患者の治療成績 .
	 第 19 回日本消化管学会総会学術集会 : 東京

+Web開催 , 2023, [ ワークショップ ]

2.	 渡邊雅之 , 加藤健
	 高齢者消化器癌診療における化学療法と外科治

療の現状と課題 .
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	 第 19 回日本消化管学会総会学術集会 : 東京
+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

3.	 渡邊雅之 , 佐伯浩司
	 がん薬物療法Up Date.
	 第 33 回日本気管食道科学会認定気管食道科専

門医大会 : 倉敷市 , 2023, [ 司会 ]

4.	 今村裕 , 布部創也 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 坂本啓 , 
栗山健吾 , 岡村明彦 , 金森淳 , 佐野武 , 渡邊雅
之

	 食道胃接合部腺癌に対する Conversion 手術の
治療成 .

	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [デ
ジタルポスター ]

5.	 渡邊雅之
	 進行胃癌３.
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [座

長 ]

6.	 渡邊雅之
	 食道癌の外科治療と周術期管理の進歩 .
	 大分食道癌治療セミナー : 大分市 , 2023, [ 特

別講演 ]

7.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道切除術後の治療成績に関連する便中腸内細
菌 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ サージカルフォーラム ]

8.	 今村裕 , 深田一平 , 陳勁松 , 林直美 , 大木暁 , 
高張大亮 , 小倉真理子 , 中山厳馬 , 福岡聖大 , 
原口郁実 , 森誠一 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 丸山傑 , 
栗山健吾 , 岡村明彦 , 金森淳 , 山口研成 , 髙橋
俊二 , 渡邊雅之

	 当院における食道がんゲノム医療の現状とがん
外科医療の将来展望 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ サージカルフォーラム ]

9.	 栗山健吾 , 岡村明彦 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 cT3br 食道扁平上皮癌に対する導入療法の治療
成績 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

10.	 渡邊雅之 , 栗山健吾 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 坂本
啓 , 岡村明彦 , 金森淳 , 今村裕

	 食道癌集学的治療において外科医が果たすべき
役割 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ シンポジウム ]

11.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 丸山傑 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 神山亮介 , 瀬戸陽 , 新橋
渉 , 佐々木徹 , 福島啓文 , 三谷浩樹 , 渡邊雅之

	 領域横断的チームで挑む咽頭喉頭食道全摘術と
その工夫 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ワークショップ ]

12.	 Kanamori, J.
	 Minimally invasive esophagectomy: My 

commitment to lymph node dissection and 
reconstruction.

	 The 5th Hebei Esophageal Cancer Summit 
Forum （第 5回 河北臨床腫瘍学協会 食道癌 サ
ミットフォーラム）: Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

13.	 渡邊雅之
	 食道癌外科治療の最前線 .
	 第 56 回名古屋消化器外科セミナー : 名古屋市

+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

14.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌手術における腹部操作：開腹 vs 腹腔鏡 .
	 第 77 回手術手技研究会 : 名古屋市 , 2023, 

[ サージカルフォーラム ]

15.	 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 丸山傑 , 坂本啓 , 岡村明
彦 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 右鎖骨下動脈起始異常に対する Cervicothora-
coscopic approach NIM 併用による食道癌根
治切除術 .

	 第 77 回手術手技研究会 : 名古屋市 , 2023, 
[ サージカルフォーラム ]
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16.	 渡邊雅之
	 手術を中心とした食道癌集学的治療 .
	 次世代外科医療研究会 2023 in 山梨 : Web 開

催 , 2023, [ 講演 ]

17.	 岡村明彦
	 食道切除後胃管作成、再建経路、吻合のこだわ

り：2. 三角吻合 .
	 第 48 回食道内視鏡外科学会 : 大阪市+Web開

催 , 2023, [ 講演 ]

18.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌患者における血中好塩基球数の臨床的意
義 .

	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

19.	 今村裕 , 陳勁松 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 熊田宣
真 , 坂本啓 , 岡村明彦 , 金森淳 , 髙橋俊二 , 渡
邊雅之

	 食道癌治療におけるがんゲノム情報の現状と将
来の治療応用への可能性 .

	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

20.	 岡村明彦 , 松田愉 , 入野誠之 , 眞柳修平 , 坊岡
英祐 , 川久保博文 , 坪佐恭宏 , 渡邊雅之 , 竹内
裕也 , 北川雄光

	 Deep neural network による食道癌術前化学
療法後内視鏡画像の pCR診断 .

	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 
2023, [ ワークショップ ]

21.	 栗山健吾 , 岡村明彦 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 cStage IIIB/IVA 食道癌に対する conversion/
salvage 手術の治療成績 .

	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

22.	 渡邊雅之 , 竹内裕也
	 cStage II/IIIA 食道癌：DCF NAC 後の術後補

助療法とその適応 .
	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 

2023, [ 司会 ]

23.	 渡邊雅之
	 食道がん一次治療の最適化：Patient Journey

から考える .
	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 

2023, [ 座長 ]

24.	 熊田宜真 , 岡村明彦 , 金森淳 , 石岡充彬 , 由雄
敏之 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 丸山傑 , 坂本啓 , 
今村裕 , 渡邊雅之

	 高度狭窄・瘻孔を伴う切除不能食道癌に対する
食道バイパス術および食道ステントの意義 .

	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 
2023, [ ワークショップ ]

25.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 由雄敏之 , 石山晃世志 , 
栗山健吾 , 金森淳 , 今村裕 , 浅利崇生 , 陳勁松 , 
渡邊雅之

	 cT1N0 食道扁平上皮癌に対する内視鏡的切除
後追加治療としての手術治療の意義 .

	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 
2023, [ シンポジウム ]

26.	 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 丸山傑 , 坂本啓 , 岡村明
彦 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌と胃癌を合併しCRT、手術を行ったが増
悪し右結腸で食道バイパス術を行った症例 .

	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 
2023, [ 症例検討 ]

27.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 
栗山健吾 , 岡村明彦 , 今村裕 , 峯真司

	 低侵襲化をめざした右胸腔アプローチによる胸
腔内 overlap 吻合 .

	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 
2023, [ ビデオシンポジウム ]

28.	 栗山健吾 , 岡村明彦 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道切除術後に COVID-19 感染併発により、
術後縫合不全による縦隔炎の診断や管理に苦労
した 1例 .

	 第 192 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 : 
東京 , 2023, [ 一般演題 ]
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29.	 Kanamori, J.
	 Mediastinal lymph node dissection and re-

construction：My development from cMIS to 
hybrid RAS.

	 2023 10th Surgical Strategies and Tech-
niques Symposium of Thoracic Surgery: 
Beijing+Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

30.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 進行食道胃接合部腺癌に対する術前化学療法の
治療成績 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ ワークショップ ]

31.	 今村裕 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 丸山傑 , 坂本啓 , 
熊田宣真 , 岡村明彦 , 金森淳 , 布部創也 , 渡邊
雅之

	 HER2 陽性食道胃接合部腺癌は Conversion 手
術のよい適応である .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

32.	 今村裕
	 食道：手術手技 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

33.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 奥居潤 , 松田諭 , 竹村亮 , 
川久保博文 , 竹内裕也 , 掛地吉弘 , 北川雄光 , 
土岐祐一郎

	 術前補助療法後に原発巣 CRを達成した症例の
予後因子解析：多施設後ろ向き観察研究 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ ワークショップ ]

34.	 栗山健吾 , 岡村明彦 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 初診時切除不能局所進行食道癌に対する con-
version/salvage 手術の治療成績 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催, 2023, [パネルディスカッション]

35.	 渡邊雅之
	 上部：切除可能進行食道癌に対する集学的治療

の最前線 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

36.	 渡邊雅之 , 藤也寸志 , 土岐祐一郎
	 日本食道学会におけるNCD研究の現状と展望 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 特別企画 ]

37.	 渡邊雅之
	 食道癌手術におけるアプローチの工夫と再建の

引き出し .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 特別プログラム ]

38.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 丸山傑 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌術後の栄養瘻を併用した外来栄養介入 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

39.	 金森淳
	 ビデオクリニック上部消化管 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

40.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 
栗山健吾 , 岡村明彦 , 今村裕 , 峯真司

	 低侵襲化をめざした胸腔内吻合のこだわりと合
併症回避のための工夫：当院 72例の成績 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ ワークショップ ]

41.	 栗山健吾
	 食道癌に対する外科治療：当院での取り組み .
	 Esophageal Summer Seminar in 群馬 : 前橋

市 , 2023, [ 講演 ]

42.	 金森淳
	 がん予防と早期発見 .
	 がん対策推進企業アクション : 東京 , 2023, 

[ 講演 ]

43.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道切除術後の再建経路が短期および長期成績
に与える影響；傾向スコアマッチング解析 .
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	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

44.	 今村裕 , 栗山健吾 , 田村真弘 , 高橋直規 , 寺山
仁祥 , 岡村明彦 , 金森淳 , 渡邊雅之

	 食道胃接合部腺癌に対する Ivor-Lewis 食道切
除の成績 .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

45.	 寺山仁祥 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 高橋直規 , 田
村真弘 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 局所進行食道扁平上皮癌における低侵襲食道切
除術の安全性及び腫瘍学的有用性 .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

46.	 岡村明彦 , 渡邊雅之
	 術前 HbA1c 値と食道癌術後合併症の関連；単

施設研究からNCD研究への発展 .
	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台

市 , 2023, [ ワークショップ ]

47.	 栗山健吾 , 岡村明彦 , 高橋直規 , 田村真弘 , 寺
山仁祥 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 サルベージ手術の治療成績とリンパ節郭清の意
義 .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ ディベート ]

48.	 渡邊雅之 , 本村昇
	 NCD/JCVSD の利活用推進のためのワーク

ショップ（食道・心外）.
	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台

市 , 2023, [ 座長 ]

49.	 渡邊雅之
	 優秀演題賞
	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台

市 , 2023, [ 座長 ]

50.	 渡邊雅之
	 反回神経麻痺ゼロを目指したベストアプロー

チ .
	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台

市 , 2023, [ 座長 ]

51.	 渡邊雅之
	 食道癌治療成績の向上を目指して .
	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台

市 , 2023, [ 分野会長講演 ]

52.	 田村真弘 , 岡村明彦 , 高橋直規 , 寺山仁祥 , 栗
山健吾 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 当院における周術期管理チーム導入による食道
癌術後肺炎軽減への取り組み .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
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真弘 , 寺山仁祥 , 金森淳 , 今村裕 , 大隅寛木 , 
中山厳馬 , 小倉真理子 , 大木暁 , 高張大亮 , 陳
勁松 , 渡邊雅之

	 切除不能・再発食道扁平上皮癌に対する
Nivolumab 療法における CRP/albumin 比の意
義 .

	 第 34 回日本消化器癌発生学会総会 : 高崎市 , 
2023, [ シンポジウム ]

61.	 田村真弘 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 寺山仁祥 , 高
橋直規 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌術後の握力は予後と関連する .
	 第 34 回日本消化器癌発生学会総会 : 高崎市 , 

2023, [ シンポジウム ]

62.	 高橋直規 , 岡村明彦 , 田村真弘 , 寺山仁祥 , 栗
山健吾 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 胃切除後食道癌における腹部リンパ節転移の検
討

	 第 34 回日本消化器癌発生学会総会 : 高崎市 , 
2023, [ ポスター発表 ]

63.	 岡村明彦 , 丸山傑 , 藤原彩 , 蟹江恭和 , 佐藤崇
文 , 熊谷厚志 , 渡邊雅之

	 消化器がんの周術期における栄養治療の諸問題
と対策 .

	 第 45 回日本臨床栄養学会総会 / 第 44 日本臨
床栄養協会総会 /第 21回大連合大会 : 大阪市 , 
2023, [ 学会合同企画 ]

64.	 今村裕 , 浅利崇生 , 新橋渉 , 瀬戸陽 , 陳勁松 , 
石山晃世志 , 岡村明彦 , 金森淳 , 市川千恭 , 神
山亮介 , 佐々木徹 , 福島啓文 , 山口研成 , 三谷
浩樹 , 渡邊雅之

	 当院における頸部食道癌の治療成績 .
	 第 74 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 福岡市 , 2023, [ 主要関連セッション ]

65.	 寺山仁祥 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 高橋直規 , 田
村直弘 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 化学療法および再発巣切除により長期生存が得
られている食道胃接合部癌術後腹膜播種・卵巣
転移の 1例 .

	 第 74 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 福岡市 , 2023, [ 口述発表 ]

66.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 奥居潤 , 松田諭 , 竹村亮 , 
川久保博文 , 竹内裕也 , 武藤学 , 掛地吉弘 , 北
川雄光 , 土岐祐一郎

	 リアルワールドデータを用いた食道扁平上皮癌
に対する術前補助化学療法 /化学放射線療法の
治療成績比較 .

	 第 74 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 福岡市 , 2023, [ 口述発表 ]

67.	 栗山健吾 , 岡村明彦 , 高橋直規 , 田村真弘 , 寺
山仁祥 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 咽頭喉頭（頸部食道）摘出術後の胸部食道癌
に対する至適術式：McKeown vs Ivor-Lewis 
esophagectomy.

	 第 74 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 福岡市 , 2023, [ ワークショップ ]

68.	 渡邊雅之
	 鏡視下手術のピットフォール：安全な手術のた

めに知っておきたいピットフォール .
	 第 74 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 福岡市 , 2023, [ 座長 ]

69.	 渡邊雅之
	 食道癌の集学的治療：外科医の役割は .
	 第 74 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 福岡市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

70.	 田村真弘 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 寺山仁祥 , 高
橋直規 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之



48

	 広範囲胃切除後に認めた同時性の声門上癌、頸
部食道癌、胸部下部食道癌に対して手術を行っ
た 1例 .

	 第 74 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 福岡市 , 2023, [ 口述発表 ]

71.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 栗山健吾 , 寺山仁祥 , 高橋
直規 , 田村真弘 , 岡村明彦 , 今村裕

	 根治性と反回神経麻痺回避を目指した再現性の
ある上縦隔リンパ節郭清 .

	 第 74 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 福岡市 , 2023, [ 主要関連 ]

72.	 高橋直規 , 岡村明彦 , 田村真弘 , 寺山仁祥 , 栗
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2023, [ ポスター発表 ]

28.	 寺山仁祥 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚 , 佐野武 , 渡邊雅之 , 布部創也

	 Intramuscular adipose content（IMAC） 値
による筋質評価は ,根治切除後の pStage III 進
行胃癌症例において，Docetaxel + S-1（DS）
補助療法の完遂が困難な症例の予見に有用であ
る .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ サージカルフォーラム ]

29.	 小寺澤康文 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田
智 , 熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 食道浸潤を伴う胃癌，食道胃接合部癌の口側断
端距離の検討 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

30.	 山口俊晴
	 外科医待遇改善への道筋：４つの視点 .
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ 司会・講演 ]
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31.	 布部創也
	 ハイボリュームセンターにおける消化管手術

Hybrid RAS.
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

32.	 布部創也
	 多様な残胃がん手術を攻略する：低侵襲手術の

有用性 .
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

33.	 布部創也
	 胃：GIST・縮小手術
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ 司会 ]

34.	 布部創也 , 井田智 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋学 , 
佐野武

	 腹腔鏡下噴門側胃切除・観音開き法再建の手技
と工夫 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ディベート ]

35.	 松井亮太 , 井田智 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 原田宏
輝 , 寺山仁祥 , 小寺澤康文 , 渥美振一郎 , 西江
尚貴 , 幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 GLIM 基準低栄養が消化器がん患者の術後成績
に与える影響：A systematic review and me-
ta-analysis.

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ワークショップ ]

36.	 泉大輔 , 布部創也 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 大橋学 , 渡邊雅之 , 佐野武

	 High volume center における 2000 例の解析
に基づく直近 11 年間の腹腔鏡下胃切除レジデ
ント教育の動向とこれから .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ デジタルポスター ]

37.	 布部創也
	 困難例に対する腹腔鏡下噴門側胃切除：観音開

き法再建の工夫 .
	 奈良県腹腔鏡下外科手術研究会 : 橿原市+Web

開催 , 2023, [ 講演 ]

38.	 布部創也
	 がん研有明病院胃外科における治療戦略とチー

ムビルディング .
	 第 12 回北日本胃がん集学的治療研究会 : 札幌

市+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

39.	 井田智 , 守屋智之
	 がん（周術期管理） 1
	 第 38 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 神戸

市 , 2023, [ 座長 ]

40.	 井田智 , 伊藤圭子
	 周術期栄養（ERAS含む）2
	 第 38 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 神戸

市 , 2023, [ 座長 ]

41.	 松井亮太 , 松尾晴代
	 JSPENの未来を語ろう .
	 第 38 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 神戸

市 , 2023, [ コーディネーター ]

42.	 松井亮太 , 佐川まさの
	 SR 結 果 報 告：Perioperative immunonutri-

tion for head and neck or gastrointestinal 
cancer.

	 第 38 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 神戸
市 , 2023, [ 委員会報告 ]

43.	 松井亮太 , 堤理恵 , 宮崎安弘 , 熊谷厚志 , 青山
徹 , 奥川喜永 , 島本和巳 , 牧宏樹 , 松尾晴代 , 
光永幸代 , 石井良昌 , 鍋谷圭宏 , 比企直樹

	 学会活動から実践する持続可能な Education：
研究セミナーの実践：U45クラブ設立と今後の
展望 .

	 第 38 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 神戸
市 , 2023, [ シンポジウム ]

44.	 布部創也 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋学 , 佐野武
	 低侵襲手術時代の胃癌手術Cutting edge.
	 第77回手術手技研究会: 名古屋市, 2023, [口

述発表 ]

45.	 布部創也 , 瀧口修司
	 胃
	 第77回手術手技研究会: 名古屋市, 2023, [司

会 ]

瓯
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46.	 速水克 , 渡邊雅之 , 今村裕 , 岡村明彦 , 金森淳 , 
幕内梨恵 , 井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 布部創
也

	 ブタを用いた energy device の側方熱拡散につ
いての検討 .

	 第 77 回手術手技研究会 : 名古屋市 , 2023, 
[ サージカルフォーラム ]

47.	 Harada, H., Hayami, M., Makuuchi, R., Ida, 
S., Kumagai, K., Ohashi, M., Nunobe, S.

	 A simplified method of the hepatic left lat-
eral segment inversion to secure an opti-
mal surgical view around the esophageal 
hiatus in laparoscopic gastrectomy for up-
per gastric cancer.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ ポスター発表 ]

48.	 Hayami, M., Nunobe, S., Yoshimizu, S., Fu-
jisaki, J., Sugita, Y., Matsui, R., Terayama, 
M., Ishida, H., Harada, H., Koterazawa, Y., 
Nishie, N., Atsumi, S., Makuuchi, R., Ida, S., 
Kumagai, K., Ohashi, M., Sano, T.

	 Laparoscopy endoscopy cooperative sur-
gery for superficial non ampullary duodenal 
epithelial tumors.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 口述発表 ]

49.	 Ida, S., Nunobe, S., Ri, M., Hayami, M., 
Makuuchi, R., Kumagai, K., Ohashi, M., 
Sano, T.

	 Relationship between changes in blood glu-
cose after gastrectomy and occurrence of 
late dumping syndrome.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ ポスター発表 ]

50.	 Ishida, H., Makuuchi, R., Hayami, M., Ida, 
S., Kumagai, K., Ohashi, M., Nunobe, S.

	 Short-term clinical outcomes of minimal in-
vasive surgery for remnant gastric cancer.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ ポスター発表 ]

51.	 Kumagai, K., Yoshida, M., Ishida, H., Ishizu-
ka, N., Hayami, M., Ida, S., Makuuchi, R., 
Ohashi, M., Ikenoyama, Y., Namikawa, K., 
Tokai, Y., Yoshimizu, S., Horiuchi, Y., Ishiya-
ma, A., Yoshio, T., Hirasawa, T., Fujisaki, J., 
Sano, T., Nunobe, S.

	 A prospective observational study of 
near-infrared fluorescent marking clips in 
laparoscopic gastrectomy.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ ポスター発表 ]

52.	 Makuuchi, R., Hayami, M., Ida, S., Kum-
agai, K., Ohashi, M., Nunobe, S.

	 Safety assessment of robot-assisted gas-
trectomy for gastric cancer.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 口述発表 ]

53.	 Matsui, R., Ida, S., Sugita, Y., Ishida, H., 
Harada, M., Terayama, M., Koterazawa, Y., 
Atsumi, S., Nishie, N., Makuuchi, R., Haya-
mi , M., Kumagai, K., Ohashi, M., Nunobe, 
S.

	 Impact of preoperative prealbumin on 
overall survival in patients with gastric can-
cer after gastrectomy.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 口述発表 ]

54.	 Nunobe, S.
	 Function preserving surgery.
	 15th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 講演 ]

55.	 Nunobe, S.
	 Laparoscopy and Endoscopy Cooperative 

Surgery for gastric and duodenal tumor.
	 15th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 講演 ]

56.	 Nunobe, S.
	 Robotic proximal gastrectomy with dou-

ble-flap technique for esophago-gastric 
junctional cancer.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 講演 ]
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57.	 Otake, R., Kumagai, K., Ohashi, M., Makuu-
chi, M., Hayami, M., Ida, S., Sano, T., 
Nunobe, S.

	 Reflux esophagitis after laparoscopic pylo-
rus-preserving gastrectomy for gastric can-
cer.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 口述発表 ]

58.	 Sano, T.
	 Advancing upper GI oncology as global citi-

zens.
	 15th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 座長 ]

59.	 Sano, T.
	 Overviewing guidelines：East versus West .
	 15th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 座長 ]

60.	 Sano, T.
	 Remaining issues for gastric cancer care.
	 15th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 座長 ]

61.	 Sano, T.
	 Where are now and where to do ?
	 15th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 講演 ]

62.	 Terayama, M., Ohashi, M., Harada, H., Ishi-
da, H., Matsui, R., Makuuchi, R., Hayami, 
M., Ida, S., Kumagai, K., Sano, T., Nunobe, 
S.

	 Muscle sparing advantage of stomach pre-
serving gastrectomy for elderly patients.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 講演 ]

63.	 速水克
	 低侵襲手術：領域横断に学ぶ郭清と再建：上腹

部郭清操作の安全な導入と教育を胃と大腸のエ
キスパートから学ぶ .

	 第 45 回日本癌局所療法研究会 : 東京+Web開
催 , 2023, [ 最新医学セミナー ]

64.	 寺山仁祥 , 熊谷厚志 , 河内洋 , 幕内梨恵 , 速水
克 , 井田智 , 大橋学 , 佐野武 , 渡邊雅之 , 布部
創也

	 胃壁に隣接した気管支原性嚢胞の 3切除例 .
	 第 48回日本外科系連合学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 口述発表 ]

65.	 布部創也 , 阿部展次
	 LECS における手技の進歩 .
	 第 48回日本外科系連合学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ ビデオシンポジウム ]

66.	 松井亮太 , 井田智 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 原田宏
輝 , 寺山仁祥 , 小寺澤康文 , 渥美振一郎 , 西江
尚貴 , 幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 GLIM 基準低栄養は術前栄養介入の対象である 
：A systematic review and meta analysis.

	 第 48回日本外科系連合学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

67.	 石田洋樹 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 熊谷厚
志 , 大橋学 , 布部創也

	 残胃癌に対する腹腔鏡手術の短期成績 .
	 第 48回日本外科系連合学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 口述発表 ]

68.	 速水克 , 布部創也 , 吉水祥一 , 藤崎順子 , 幕内
梨恵 , 井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 佐野武

	 表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍に対する腹
腔鏡・内視鏡合同手術（D-LECS）.

	 第 48回日本外科系連合学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ ビデオシンポジウム ]

69.	 李基成
	 患者さんの予後を考えた手術手技：術後合併症

低減を目指して；大腸外科と胃外科 .
	 第 868 回外科集談会 : 東京 , 2023, [ スポン

サードシンポジウム ]

70.	 Matsui, R.
	 Perioperative body composition assessment 

and nutritional intervention for gastric can-
cer patients.

	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 
2023, [ シンポジウム ]
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71.	 井田智 , 伊沢由紀子 , 川名加織 , 松下亜由子 , 
斎野容子 , 熊谷厚志

	 全身化学療法中の進行食道癌・胃癌患者に対す
るONS の摂取コンプライアンスを検討するラ
ンダム化試験 .

	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 
2023, [ ワークショップ ]

72.	 寺山仁祥 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 上部早期胃癌に対する機能温存胃切除術は、高
齢者における術後の骨格筋量維持に有用であ
る .

	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 
2023, [ 口述発表 ]

73.	 布部創也 , 山田和彦
	 周術期の栄養と運動：早期回復に向けての取り

組みと課題：2.
	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

74.	 松井亮太
	 臨床研究
	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

75.	 松井亮太 , 井田智 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 原田宏
輝 , 寺山仁祥 , 小寺澤康文 , 渥美振一郎 , 西江
尚貴 , 幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 術前プレアルブミン値を用いた胃がん根治切除
後の他病死の検討 .

	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 
2023, [ シンポジウム ]

76.	 熊谷厚志 , 福島亮治
	 がん化学療法中のベッドサイドに見る栄養療法

の意義 .
	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

77.	 Makuuchi, R., Hayami , M., Ida, S., Kum-
agai, K., Ohashi, M., Nunobe, S.

	 Comparison between robot-assisted and 
laparoscopic gastrectomy for advanced 
gastric cancer：進行胃癌に対するロボット支

援下胃切除術と腹腔鏡下胃切除術の比較検討 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ ビデオシンポジウム ]

78.	 Matsui, R., Nunobe, S., Sugita, Y., Ishida, H., 
Harada, H., Makuuchi, R., Hayami, M., Ida, 
S., Kumagai, K., Ohashi, M.

	 Relationship between antithrombotic drugs 
and postoperative outcomes in patients 
with gastric cancer：抗血栓薬内服が胃癌胃切
除術後の術後アウトカムに及ぼす影響　a pro-
pensity score matching analysis.

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

79.	 Nunobe, S., Takiguchi, S.
	 Current status and future prospects of ro-

bot-assisted surgery for advanced gastric 
cancer.

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

80.	 Nunobe, S., Ida, S., Makuuchi, R., Hayami, 
M., Ohashi, M., Kanamori, J., Okamura, A., 
Imamura, Y., Watanabe, M., Sano, T.

	 Laparoscopic proximal gastrectomy with 
double-flap technique for esophago-gastric 
junctional cancer：進行食道胃接合部癌に対す
る腹腔鏡下噴門側胃切除・観音開き法再建 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ ビデオシンポジウム ]

81.	 Ohashi, M., Terayama, M., Hayami, M., 
Makuuchi, M., Ida, S., Kumagai, K., Sano, T., 
Nunobe, S.

	 Feasibility of adjuvant S-1 plus docetaxel 
for pathological stage III gastric cancer in 
practice：実臨床における病理ステージ III 胃
癌に対する S-1+ドセタキセル療法の実行性 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

82.	 井田智 , 熊谷厚志 , 速水克 , 幕内梨恵 , 大橋学 , 
佐野武 , 布部創也

	 胃切除術前の血清亜鉛値と術後合併症との関
連 .
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	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

83.	 原田宏輝 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 腹腔鏡下幽門保存胃切除術における器械式体腔
内再建法 （デルタ吻合，ピアス法） の短期・長
期成績 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ ワークショップ ]

84.	 寺山仁祥 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 渡邊雅之 , 佐野武 , 布部創也

	 上部早期胃癌に対する残胃温存胃切除術は，高
齢者の術後体重維持及び筋力維持に有用であ
る .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ ワークショップ ]

85.	 小寺澤康文 , 西江尚貴 , 渥美振一郎 , 幕内梨恵 , 
速水克 , 井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 佐野武 , 
布部創也

	 85 歳以上の高齢者胃癌手術症例に対する治療
成績の検討 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ ワークショップ ]

86.	 布部創也
	 若手外科医の育成：開腹胃がん手術から技術認

定取得まで .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

87.	 杉田裕 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 布部創也

	 8cmを超える大型 3型胃癌の臨床病理学的因
子と予後の検討 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

88.	 泉大輔 , 布部創也 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 大橋学 , 渡邊雅之 , 佐野武

	 High-volume center における直近 11 年間の
腹腔鏡下胃切除レジデント教育とラーニング
カーブに影響する因子 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 要望演題 ]

89.	 渥美振一郎 , 布部創也 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井
田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 渡邊雅之 , 佐野武

	 当院における進行胃癌に対する腹腔鏡下幽門側
胃切除術の切離断端に関する検討 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

90.	 熊谷厚志
	 胃・十二指腸：胃癌：成績
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

91.	 石田洋樹 , 熊谷厚志 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田
智 , 大橋学 , 布部創也

	 胃切除後十二指腸断端縫合不全の治療戦略 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

92.	 西江尚貴 , 大橋学 , 渥美振一郎 , 小寺澤康文 , 
幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 熊谷厚志 , 布部創
也

	 十二指腸球部NETに対する治療戦略 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

93.	 速水克 , 井田智 , 幕内梨恵 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 十二指腸腫瘍に対するD-LECS の治療成績 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

94.	 Nunobe, S.
	 Intracorporeal gastro-gastrostomy.
	 KINGCA WEEK 2023 （The Korea Interna-

tional Gastric Cancer Week 2023）: Seoul, 
Korea, 2023, [ シンポジウム ]

95.	 Sano, T.
	 Evidences for LN grouping and extent of LN 

dissection.
	 KINGCA WEEK 2023 （The Korea Interna-

tional Gastric Cancer Week 2023）: Seoul, 
Korea, 2023, [ 講演 ]
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96.	 Sano, T.
	 MDT case Conference
	 KINGCA WEEK 2023 （The Korea Interna-

tional Gastric Cancer Week 2023）: Seoul, 
Korea, 2023, [ 司会 ]

97.	 熊谷厚志
	 視下胃癌手術における近赤外蛍光クリップの可

能性 .
	 日本蛍光ガイド手術研究会第 6回学術集会 : 名

古屋市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

98.	 石田洋樹
	 内視鏡治療後胃癌に対する腹腔鏡下胃切除にお

ける IC 蛍光法によるセンチネルリンパ節生検
とOSNA法によるリンパ節転移診断 .

	 日本蛍光ガイド手術研究会第 6回学術集会 : 名
古屋市 , 2023, [ シンポジウム ]

99.	 Sano, T., Mönig, S., Roviello, F., Baiocchi, G.
	 European chapter and gastro- data meet-

ing .
	 European Chapter Congress of the Inter-

national Gastric Cancer Association 2023: 
Geneva, Switzerland, 2023, [ 座長 ]

100. Sano, T.
	 Minimal invasive surgery oesogastric can-

cer : Eastern view.
	 European Chapter Congress of the Inter-

national Gastric Cancer Association 2023: 
Geneva, Switzerland, 2023, [ビデオセッショ
ン ]

101.	 佐野武
	 がん医療におけるデジタルトランスフォーメー

ション .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [UICC シンポジウム ]

102.	 佐野武
	 働き方改革 2024 に備えて：ここまで実践して

います！：JaSECT 合同セッション .
	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台

市 , 2023, [ シンポジウム ]

103.	 速水克 , クレベヴロ・フレドリック , ツェクレ
コス・アンドリアヌス , ウィンベルグ・ヨハン
ナサモラ , 神谷諭 , ルベラス・ヤニス , ニルソ
ン・マグナス , リンドブラッド・マッツ

	 食道切除後の縫合不全に対する Endoscopic 
Vacuum Therapy の経験 .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

104.	 Sano, T.
	 To bridge the gap between east and west 

in gastric cancer.
	 Annual Congress of KSS 2023 & 75th Con-

gress of the Korean Surgical Society: Seoul, 
Korea, 2023, [ 講演 ]

105.	 松井亮太 , 堤理恵 , 宮崎安弘 , 熊谷厚志 , 青山
徹 , 奥川喜永 , 島本和巳 , 牧宏樹 , 松尾晴代 , 
光永幸代 , 石井良昌 , 鍋谷圭宏 , 竹内裕也 , 市
川大輔 , 比企直樹 , 日本臨床栄養代謝学会将来
構想委員会

	 JSPEN 将来構想を見据えた企画の立案と実践　
JSPEN-U45 活動報告 .

	 第 14 回日本臨床栄養代謝学会九州支部学術集
会 : 2023, [ 口述発表 ]

106.	 原田宏輝 , 山本森太郎 , 速水克 , 李基成 , 幕内
梨恵 , 大橋学 , 布部創也

	 当院におけるD-LECS の⼯夫と治療成績 .
	 第 26回腹腔鏡内視鏡合同手術研究会 : 神戸市 , 

2023, [ 口述発表 ]

107.	 布部創也
	 食道胃接合部癌の安全な再建 .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器外科学会・消化器病学会）: 神戸
市 , 2023, [ パネルディスカッション 7]

108.	 松井亮太 , 井田智 , 布部創也
	 術前プレアルブミン低値は胃がん術後の他病死

に関わるリスク因子である .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器外科学会・消化器病学会消化器
内視鏡学会・肝臓学会）: 神戸市 , 2023, [ ワー
クショップ ]
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109.	 熊谷厚志
	 胃（手術治療（悪性））1
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器外科学会）: 神戸市 , 2023, [ 座
長 ]

110.	 原田宏輝 , 大橋学 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 腹腔鏡下幽門保存胃切除における体腔内器械式
胃胃吻合の安全性についての検討 .

	 第 53 回胃外科・術後障害研究会 : 東京 , 
2023, [ 要望演題 ]

111.	 布部創也 , 松橋延壽
	 噴門側胃切除
	 第 53 回胃外科・術後障害研究会 : 東京 , 

2023, [ 司会 ]

112.	 布部創也
	 胃全摘空腸パウチ作製術の再検証 .
	 第 53 回胃外科・術後障害研究会 : 東京 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

113.	 速水克 , 李基成 , 幕内梨恵 , 大橋学 , 布部創也
	 当院における食道胃接合部癌に対するロボット

支援下噴門側胃切除術 .
	 第 53 回胃外科・術後障害研究会 : 東京 , 

2023, [ 主題演題 ]

114.	 山口俊晴
	 外科医の働き方改革②
	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 

2023, [ 司会 ]

115.	 山本森太郎 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷
厚志 , 大橋学 , 布部創也

	 当院における局所進行胃癌に対する腹腔鏡下・
ロボット支援下胃全摘術の短期成績 .

	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

116.	 東園和哉 , 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 熊谷厚
志 , 大橋学 , 布部創也

	 神経内分泌癌に対する至適リンパ節郭清範囲の
検討 .

	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 
2023, [ ワークショップ ]

117.	 松井亮太 , 胡慶江 , 森戸淳 , 山本森太郎 , 東園
和哉 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 李基成 , 
幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 布部創
也

	 消化器がんにおけるGLIM基準低栄養の診断意
義：A systematic review and meta-analy-
sis.

	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 
2023, [ ワークショップ ]

118.	 森戸淳 , 李基成 , 幕内理恵 , 速水克 , 熊谷厚志 , 
大橋学 , 布部創也

	 傍大動脈リンパ節転移を有する進行胃癌に対す
るNo.16 リンパ節の郭清効果 .

	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 
2023, [ ワークショップ ]

119.	 胡慶江 , 大橋学 , 李基成 , 森戸淳 , 山本森太郎 , 
東園和哉 , 杉田裕 , 松井亮太 , 石田洋樹 , 原田
宏輝 , 速水克 , 幕内梨恵 , 熊谷厚志 , 布部創也

	 穹窿部胃癌の臨床病理学的特徴 .
	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 

2023, [ ポスター発表 ]

120.	 Nunobe, S.
	 Tips and pitfalls in robotic proximal gas-

trectomy with double-flap technique.
	 Seoul International Gastric Cancer Forum 

2023（SIGCF） and 52nd KLASS Workshop: 
Seoul, Korea, 2023, [ 講演 ]

121.	 原田宏輝 , 大橋学 , 栗原望 , 李基成 , 幕内梨恵 , 
速水克 , 熊谷厚志 , 布部創也

	 腹腔鏡下幽門保存胃切除における体腔内器械式
胃胃吻合の安全性についての検討 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

122.	 布部創也 , 市川大輔
	 噴門側胃切除における至適再建法 .
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

123.	 布部創也 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋学
	 大彎浸潤を伴う進行胃癌に対する胃全摘脾合併

切除の予後因子の検討 .
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	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

124.	 布部創也
	 進行胃癌に対する低侵襲手術：ハイボリューム

センターの経験と知見 .
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [Educational Lecture 21]

125.	 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 大橋学 , 布部創也
	 ロボット支援下観音開き法再建の安全性の検

討 .
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ ワークショップ ]

126.	 杉田裕 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷厚志 , 
大橋学 , 布部創也

	 当院における噴門部 LECS の手術成績の検討 .
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ ワークショップ ]

127.	 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 局所進行胃癌に対する低侵襲手術：胃全摘と噴
門側胃切除の短期成績について .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ シンポジウム ]

128.	 松井亮太 , 胡慶江 , 森戸淳 , 山本森太郎 , 東園
和哉 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 李基成 , 
幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 布部創
也

	 進行胃癌における術前化学療法後の低侵襲手術
の安全性の検討：A propensity score match-
ing analysis.

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

129.	 石田洋樹 , 速水克 , 李基成 , 幕内梨恵 , 熊谷厚
志 , 大橋学 , 布部創也

	 上部進行胃癌に対する腹腔鏡下脾合併切除の手
術手技 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

130.	 速水克 , 李基成 , 幕内梨恵 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 当院における食道胃接合部癌に対する低侵襲噴
門側胃切除術 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

【大腸外科】
1.	 福長洋介
	 直腸がんに対する術前集学的治療と手術手技 .
	 第 10 回外科・周術期研究会 : 仙台市 , 2023, 

[ 講演会 ]

2.	 櫻井翼 , 秋吉高志 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口
智弘 , 長嵜寿矢 , 福長洋介

	 当院における術前治療を行なった若年性直腸癌
の臨床病理学的検討 .

	 第 98 回大腸癌研究会 : 浜松市 , 2023, [ 口述
発表 ]

3.	 向井俊貴 , 山口智弘 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 直腸癌に対する経会陰鏡視下アプローチ併用ロ
ボット支援下骨盤内臓全摘術 .

	 第 15 回日本ロボット外科学会 : 名古屋市 , 
2023, [ 一般口演 ]

4.	 山口智弘
	 下部消化器④直腸癌 （2）
	 第 15 回日本ロボット外科学会 : 名古屋市 , 

2023, [ 座長 ]

5.	 山口智弘 , 根本鉄太郎 , 佐野修平 , 天野隆皓 , 
櫻井翼 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋吉
高志 , 福長洋介

	 大腸癌ロボット手術の教育と普及への取り組
み .

	 第 15 回日本ロボット外科学会 : 名古屋市 , 
2023, [ シンポジウム ]

6.	 太田絵美 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 松浦信子 , 向
井俊貴 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 ロボット支援下直腸手術における小開腹先行ア
プローチによるストマ合併症軽減のための工
夫 .
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	 第 40 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ
ン学会総会 : 東京 , 2023, [ 口演 ]

7.	 山口智弘
	 ロボット支援下結腸癌手術：内側アプローチと

オーバーラップ吻合の工夫 .
	 第 1 回ロボット大腸切除研究会 : 東京 +Web

開催 , 2023, [ 講演 ]

8.	 向井俊貴
	 ストーマ
	 第 59 回日本腹部救急医学会総会 : 宜野湾市 , 

2023, [ 司会 ]

9.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介
	 下部消化管領域におけるロボット手術の現況と

展望 .
	 第 109 回日本消化器病学会総会 : 長崎市 , 

2023, [ パネルディスカッション ]

10.	 向井俊樹 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 Two-team腹腔鏡下骨盤内臓全摘術の治療成績
とDVC処理の工夫 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ サージカルフォーラム ]

11.	 天野隆皓 , 長嵜寿矢 , 甲津卓実 , 根本鉄太郎 , 
坂本貴志 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 中下部直腸癌に対する手術後に人工肛門造設状
態となる頻度と要因についての検討 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

12.	 山口智弘 , 櫻井翼 , 坂本貴志 , 根本鉄太郎 , 佐
野修平 , 天野隆皓 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜
寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 右側結腸癌に対するロボット手術：術中体位変
換不要な内側アプローチ法と体腔内吻合の工
夫 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

13.	 日吉幸晴 , 大徳暢哉 , 向井俊貴 , 長嵜寿矢 , 山
口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 直腸NET切除例における多発NET症例の検討.
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ ポスター発表 ]

14.	 櫻井翼 , 山口智弘 , 根本鉄太郎 , 佐野修平 , 天
野隆皓 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋吉
高志 , 福長洋介

	 腹腔鏡下右側結腸癌手術における体腔内吻合時
の化学的前処置の有用性について .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

15.	 甲津卓実 , 福長洋介 , 天野隆皓 , 櫻井翼 , 佐野
修平 , 根本鉄太郎 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口
智弘 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志

	 直腸癌に対する腹腔鏡下括約筋間直腸切除術
（Pull-through 法）の治療成績 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

16.	 福長洋介 , 須並英二
	 より安全で有効な大腸手術を目指した新しい技

術と工夫（AI，ナビゲーション，モニタリング
など）.

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ 司会 ]

17.	 秋吉高志 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜
寿矢 , 山口智弘 , 福長洋介

	 当院における進行下部直腸癌に対する術前集学
的治療戦略とその治療成績 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ワークショップ ]

18.	 秋吉高志
	 直腸：ロボット手術：1
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ 司会 ]

19.	 長嵜寿矢 , 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 直腸癌術後排便障害に関する検討 .
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ ポスター発表 ]
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20.	 福長洋介
	 新型 4K・3D 内視鏡システムとエネルギーデ

バイスがもたらす腹腔鏡下手術の新たな可能性
（3D放映・4K放映）.

	 第 34 回内視鏡外科フォーラム in 盛岡 : 盛岡
市 , 2023, [ スポンサードシンポジウム ]

21.	 山口智弘
	 直腸がん集学的治療：TNT、Watch and Wait

を中心に .
	 East Saitama Colorectal Cancer Forum: 

Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

22.	 山口智弘
	 ロボット手術の結腸・直腸プロクターを目指す

先生方へ：若手外科医へのメッセージ .
	 第 45 回日本癌局所療法研究会 : 東京+Web開

催 , 2023, [ 最新医学セミナー ]

23.	 山口智弘
	 ロボット結腸・直腸癌手術：手技のこだわりと

当院の治療方針 .
	 AMG 内視鏡外科フォーラム : 上尾市 , 2023, 

[ 特別講演 ]

24.	 Akiyoshi, T.
	 Oncological strategy and outcome in rectal 

cancer with resectable metastases.
	 Symposium of Colorectal Cancer with Liver 

Metastasis in Taiwan: Tainan, 2023, [ 講演 ]

25.	 福長洋介
	 全層切除 .
	 第 23 回 EMR/ESD 研究会 : 東京 , 2023, [ 司

会 ]

26.	 山口智弘
	 ここまで来た！消化器外科ロボット手術 .
	 第 38 回 AMG内視鏡外科フォーラム : 上尾市 , 

2023, [ 講演 ]

27.	 Sakamoto, T., Akiyoshi, T., Sakurai, T., Mu-
kai, T., Hiyoshi, Y., Yamaguchi, T., Nagasaki, 
T., Fukunaga, Y.

	 Oncological strategy and outcome in rectal 
cancer with resectable metastases：切除可

能な遠隔転移を有する直腸癌に対する治療戦略
と成績 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

28.	 佐野修平 , 秋吉高志 , 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 山
口智弘 , 長嵜寿矢 , 福長洋介 , 河内洋

	 進行直腸癌の術前化学放射線療法効果予測因子
としての治療前生検検体における Intratumor-
al budding の有用性 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ ワークショップ ]

29.	 向井俊貴
	 大腸：転移再発 4
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

30.	 向井俊貴
	 大腸癌手術のコツ、ぜんぶ見せます：ラパロか

ら最新ロボットまで .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

31.	 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 局所再発直腸癌に対する鏡視下骨盤拡大手術の
治療成績 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

32.	 天野隆皓 , 古田桃子 , 斎野容子 , 櫻井翼 , 向井
俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 山口智弘 , 福長洋
介

	 下部直腸癌における術前化学放射線治療後の
GNRI 値は予後予測因子となりうる .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

33.	 太田絵美 , 福長洋介 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山
口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志

	 異時性腹膜播種再発に対する外科的切除の検
討 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]
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34.	 山口智弘
	 大腸；ロボット手術 4
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

35.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 根本鉄太郎 , 佐野修平 , 
天野隆皓 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜
寿矢 , 福長洋介

	 直腸癌に対するWatch and Wait 療法：症例画
像を主に提示 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ ワークショップ ]

36.	 日吉幸晴 , 山口智弘 , 向井俊貴 , 長嵜寿矢 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 直腸 NETに対するロボット手術の治療成績 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

37.	 櫻井翼 , 山口智弘 , 根本鉄太郎 , 佐野修平 , 天
野隆皓 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋吉
高志 , 福長洋介

	 腹腔鏡下結腸癌手術に対する体腔内吻合の手技
と工夫 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ ワークショップ ]

38.	 甲津卓実 , 向井俊貴 , 坂本貴志 , 根本鉄太郎 , 
野口竜剛 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 術前治療を施行した下部進行直腸癌に対する鏡
視下手術の治療成績 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 要望演題ビデオ ]

39.	 福長洋介 , 髙橋孝夫
	 下部：直腸癌の治療効果予測と再発リスク診断 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

40.	 福長洋介 , 秋吉高志 , 長嵜寿矢 , 山口智弘 , 向
井俊貴 , 日吉幸晴 , 櫻井翼 , 坂本貴志 , 野口竜
剛 , 甲津卓実

	 腹腔鏡下大腸癌手術における困った時の術中対
応 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 特別プログラム ]

41.	 福長洋介
	 郭清を極める！エキスパートが考える：私の流

儀 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

42.	 秋吉高志 , 問山裕二
	 下部：直腸癌に対するwatch and wait 戦略の

現状と課題 .
	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 札幌市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

43.	 秋吉高志 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜
寿矢 , 山口智弘 , 福長洋介

	 当院における進行下部直腸癌に対する術前集学
的治療戦略と今後の課題 .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催, 2023, [パネルディスカッション]

44.	 野口竜剛 , 福長洋介 , 坂本貴志 , 根本鉄太郎 , 
櫻井翼 , 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 長嵜
寿矢 , 秋吉高志

	 外腸骨動脈浸潤を伴う進行・再発大腸癌に対す
る，血行再建併用による根治的切除の試み .

	 第 78 回日本消化器外科学会総会 : 函館市
+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

45.	 坂本貴志 , 秋吉高志 , 櫻井翼 , 松井信平 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 河内洋 , 福長洋介

	 R0 切除可能な肝転移を有する直腸癌に対する
治療戦略と成績 .

	 第 99 回大腸癌研究会 : 尼崎市 , 2023, [ 口述
発表 ]

46.	 山口智弘 , 坂本貴志 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 日吉
幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 進行下部直腸癌に対する TNT（Total Neoad-
juvant Therapy）の治療成績 .

	 第 99 回大腸癌研究会 : 尼崎市 , 2023, 

47.	 松井信平 , 櫻井翼 , 坂本貴志 , 野口竜剛 , 甲津
卓実 , 尾崎公輔 , 小澤直也 , 秋山貴彦 , 安藤陽
平 , 南原翔 , 松本倫 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 当院における虫垂腫瘍に対する治療と臨床病理
学的検討 .
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	 第 99 回大腸癌研究会 : 尼崎市 , 2023, [ ポス
ター発表 ]

48.	 松井信平
	 虫垂腫瘍のすべて .
	 第 99 回大腸癌研究会 : 尼崎市 , 2023, [ 座長 ]

49.	 福長洋介
	 虫垂腫瘍のすべて
	 第 99回大腸癌研究会 : 尼崎市 , 2023, [ 座長 ]

50.	 櫻井翼 , 福長洋介 , 坂本貴志 , 松井信平 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志

	 腹腔鏡下括約筋間切除術におけるNeedlescop-
ic surgery の短期成績 .

	 10th Reduced Port Surgery Forum: 北九州
市 , 2023, [ 主題関連 ]

51.	 福長洋介 , 小竹優範
	 下部消化管 1.
	 10th Reduced Port Surgery Forum: 北九州

市 , 2023, [ 座長 ]

52.	 山口智弘
	 ロボット支援下結腸・直腸癌手術における助手

の重要性 .
	 第 10 回日本臨床外科学会富山県支部例会 : 富

山市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

53.	 山口智弘 , 渡辺徹
	 腹腔鏡下直腸・左側結腸切除における内側アプ

ローチ（下腸間膜動脈処理前後の操作につい
て）.

	 第 10 回日本臨床外科学会富山県支部例会 : 富
山市 , 2023, [ コメンテーター ]

54.	 山口智弘
	 日本内視鏡外科学会技術認定合格を目指して .
	 宮城腹腔鏡下大腸切除セミナー : Web 開催 , 

2023, [ 講演 ]

55.	 山口智弘
	 結腸癌に対するロボット手術の実際 .
	 第 2 回 KPUM大腸ロボット手術研究会 : 京都

市 , 2023, [ 講演 ]

56.	 山口智弘
	 大腸外科における現状と対策 .
	 第 8 回日本外科感染症学会特別セミナー：

Healthy DiscuSSIon 周術期感染対策セミ
ナー : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

57.	 山口智弘
	 隣接臓器合併切除を伴うロボット支援下直腸癌

手術 .
	 一匠一塾：中国合同ウェビナー : Web 開催 , 

2023, [ 講演 ]

58.	 山口智弘
	 日本内視鏡外科学会技術認定医取得のコツ .
	 湘南 GI Hybrid Seminar: Web 開催 , 2023, 

[ 手術手技 Session]

59.	 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 長嵜寿矢 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 直腸神経内分泌腫瘍のリンパ節転移リスク因子
の検討 .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般口演 ]

60.	 福長洋介 , 向井俊貴 , 秋吉高志 , 山口智弘 , 櫻
井翼 , 松井信平 , 坂本貴志 , 野口竜剛 , 甲津卓
実

	 当院における直腸癌局所再発症例に対する手術
成績 .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ シンポジウム ]

61.	 秋吉高志 , 篠崎英司 , 田口千藏 , 千野晶子 , 松
井信平 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 福長洋
介 , 山口研成

	 本邦における TNTの現状 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ シンポジウム ]

62.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介
	 直腸癌に対する最適な術前・術後治療 .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会）: 神戸市 , 2023, [ パネルディ
スカッション ]



63

63.	 秋吉高志
	 大腸（内視鏡下手術（悪性））
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器外科学会）: 神戸市 , 2023, [ 座
長 ]

64.	 福長洋介 , Lee, B. I., Chen, C. C.
	 Lower GI : 大腸癌に対する集学的治療：アジ

アにおける最前線 .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023）: 神戸市 , 2023, [ ディスカッサント ]

65.	 小澤直也 , 横堀武彦 , 岡田拓久 , 白石卓也 , 大
曽根勝也 , 酒井真 , 佐野彰彦 , 小川博臣 , 宗田
真 , 調憲 , 佐伯浩司

	 Colitic cancer における MAdCAM-1 の発現と
その阻害薬の検討 .

	 第 34 回日本消化器癌発生学会総会 : 高崎市 , 
2023, [ シンポジウム ]

66.	 向井俊貴 , 松井信平 , 櫻井翼 , 山口智弘 , 秋吉
高志 , 福長洋介

	 切除可能な局所再発直腸癌に対する術前（化学）
放射線療法の治療成績 .

	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

67.	 坂本貴志 , 向井俊貴 , 甲津卓実 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 脾弯曲部癌に対する至適郭清範囲とアプローチ
法 .

	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 
2023, [ ビデオシンポジウム ]

68.	 太田絵美 , 日吉幸晴 , 松浦信子 , 石川加奈子 , 
藤浪文子 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 術前ストーママーキングの定型化とストーマ漏
出症例の検討 .

	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 
2023, [ 要望演題 ]

69.	 山口智弘 , 花井恒一
	 ロボット支援直腸癌手術 .
	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 

2023, [ シンポジウム ]

70.	 松井信平 , 櫻井翼 , 坂本貴志 , 野口竜剛 , 甲津
卓実 , 尾崎公輔 , 小澤直也 , 秋山貴彦 , 安藤陽
平 , 南原翔 , 松本倫 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 下部直腸癌に対する ISR術後の排便機能障害に
ついての検討 .

	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 
2023, [ シンポジウム ]

71.	 櫻井翼 , 日吉幸晴 , 大徳暢哉 , 坂本貴志 , 松井
信平 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 河内洋 , 
福長洋介

	 直腸神経内分泌腫瘍における側方リンパ節転移
の危険因子と予後への影響 .

	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 
2023, [ 口述発表 ]

72.	 甲津卓実 , 福長洋介 , 坂本貴志 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志

	 直腸癌に対する腹腔鏡下括約筋間直腸切除術
（Pull-through 法）の短期成績と術後排便障害
に対する検討 .

	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 
2023, [ 要望演題 ]

73.	 福長洋介
	 脾彎曲部癌の手術 .
	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 

2023, [ 司会 ]

74.	 秋吉高志 , 川合一茂
	 側方リンパ節郭清 .
	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 

2023, [ 座長 ]

75.	 秋吉高志 , 櫻井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 福長洋介 , 河内洋 , 森誠一

	 進行下部直腸癌における治療前生検検体のゲノ
ム・トランスクリプトーム解析による術前化学
放射線療法効果予測 .

	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

76.	 野口竜剛 , 秋吉高志 , 山口智弘 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 向井俊貴 , 福長洋介

	 当院における進行下部直腸癌に対する術前集学
的治療戦略の推移 .
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	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 
2023, [ シンポジウム ]

77.	 山口智弘
	 SMV・SMA をどう攻める？：結腸右半切除で

の合併症回避 .
	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 

2023, [ 学術セミナー ]

78.	 福長洋介 , 金光幸男
	 直腸がんに対する側方郭清の適応（1）.
	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 

2023, [ 司会 ]

79.	 秋吉高志 , 永坂岳司
	 直腸がんに対する術前集学的治療の最前線①
	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 

2023, [ 司会 ]

80.	 向井俊樹 , 櫻井翼 , 松井信平 , 山口智弘 , 秋吉
高志 , 福長洋介

	 局所再発直腸癌に対する腹腔鏡下多臓器合併切
除の腫瘍学的安全性についての検討 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

81.	 小澤直也 , 山口智弘 , 坂本貴志 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 向井俊貴 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 腹腔鏡下およびロボット支援下直腸癌手術にお
ける手術部位感染症のリスク因子について .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ ミニオーラル ]

82.	 山口智弘 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 向井俊貴 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 術前治療後の直腸癌手術における工夫点 .
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ ワークショップ ]

83.	 松井信平 , 秋吉高志 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 福長洋介

	 下部直腸癌に対する術前 CRT 後の鏡視下側方
リンパ節郭清についての検討 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

84.	 櫻井翼 , 山口智弘 , 坂本貴志 , 松井信平 , 向井
俊貴 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 腹腔鏡下右側結腸癌手術における肥満症例での
体腔内吻合の検討 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

85.	 甲津卓実 , 向井俊貴 , 坂本貴志 , 野口竜剛 , 櫻
井翼 , 松井信平 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋
介

	 Total neoadjuvant therapy 後の直腸癌手術は
安全に施行できるか .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

86.	 福長洋介
	 下部悪性：ロボット直腸
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

87.	 秋吉高志 , 伊藤雅昭
	 直腸癌に対する低侵襲手術の最前線 .
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

88.	 秋吉高志 , 櫻井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 福長洋介

	 腹腔鏡下側方リンパ節郭清術の evidence と将
来展望 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ シンポジウム ]

89.	 野口竜剛 , 山口智弘 , 坂本貴志 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 向井俊貴 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 ロボット支援下直腸手術をどう若手外科医に伝
えるか：当院の指導体制 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

90.	 小澤直也 , 山口智弘 , 羽山ブライアン , 武田孝
一 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻井翼 , 松井信平 , 
向井俊貴 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 右側結腸癌手術において SSI を減少させる最適
な腸管前処置の検討 .

	 第 36 回日本外科感染症学会総会学術集会 : 北
九州市 , 2023, [ ワークショップ ]
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【肝胆膵外科】
1.	 井上陽介
	 ロボット支援下膵頭十二指腸切除術（R-PD）

の最新の知見 .
	 第 1 回 HPB ウインターミーティング : ニセコ

町 , 2023, [ 一般演題 ]

2.	 井上陽介
	 膵 3
	 第 1 回 HPB ウインターミーティング : ニセコ

町 , 2023, [ 司会 ]

3.	 伊藤寛倫
	 T1：2の胆嚢癌に対するリンパ節郭清の意義 .
	 第 1 回 HPB ウインターミーティング : ニセコ

町 , 2023, [ 口演 ]

4.	 伊藤寛倫
	 胆 2
	 第 1 回 HPB ウインターミーティング : ニセコ

町 , 2023, [ 司会 ]

5.	 佐藤彰記
	 Multiple scope transition method is a good 

potion to create an optimal surgical view in 
Robotic distal pancreatectomy.

	 第 1 回 HPB ウインターミーティング : ニセコ
町 , 2023, [ 一般演題 ]

6.	 大庭篤志
	 CA19-9 非 産 生 膵 癌 患 者 治 療 に お け る

DUPAN-2 の有用性の検討 .
	 第 1 回 HPB ウインターミーティング : ニセコ

町 , 2023, [ 一般演題 ]

7.	 大庭篤志
	 腹腔鏡 .
	 第 1 回 HPB ウインターミーティング : ニセコ

町 , 2023, [ 一般演題 ]

8.	 井上陽介 , 佐藤崇文 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 伊
藤寛倫 , 髙橋祐

	 ロボット支援膵切除で求められる工夫：Multi-
ple scope transition による当科の定型化 .

	 第 15 回日本ロボット外科学会 : 名古屋市 , 
2023, [ 一般口演 ]

9.	 廣瀬雄己 , 島崎二郎
	 小腸⑤
	 第 59 回日本腹部救急医学会総会 : 宜野湾市 , 

2023, [ 司会 ]

10.	 井上陽介 , 古瀬純司 , 山上裕機
	 切除不能膵癌に対する FOLFIRINOX 療法また

はゲムシタビン＋ナブパクリタキセル併用療法
により切除可能と判断された膵癌患者の登録解
析研究（PC-CURE-1）.

	 第 109 回日本消化器病学会総会 : 長崎市 , 
2023, [ ワークショップ ]

11.	 井上陽介 , 佐藤崇文 , 大庭篤志 , 佐藤彰記 , 北
野雄希 , 廣瀬雄己 , 小林光助 , 小野嘉大 , 伊藤
寛倫 , 髙橋祐

	 浸潤性膵管癌に対するロボット支援下膵切除：
当科の定型化 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

12.	 伊藤寛倫 , 風見由祐 , 廣瀬雄己 , 大庭篤志 , 小
野嘉大 , 佐藤崇文 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 膵管内乳頭粘液嚢胞性腫瘍（IPMN）切除後の
残膵遺残病変と残膵癌再発リスク .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ワークショップ ]

13.	 佐藤彰記 , 佐藤崇文 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 伊
藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 腹腔鏡下後腹膜一括郭清膵体尾部切除（Lap-
RAMPS）の手術難度に体型と体格が及ぼす影響.

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

14.	 前川彩 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 伊藤
寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 門脈合併切除を要する進行膵体部癌に対する至
適術式選択アルゴリズムの確立 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

15.	 北野雄希 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 伊
藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 胆道癌におけるシンバイオティクスを含む包括
的周術期管理チームの取り組み .
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	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ サージカルフォーラム ]

16.	 大宮康次郎 , 小野嘉大 , 大庭篤志 , 佐藤崇文 , 
伊藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 胆道癌肝切除におけるドレーン早期抜去の安全
性と有用性の評価 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ワークショップ ]

17.	 大庭篤志 , 井上陽介 , 前川彩 , 髙橋敦 , 小林拓
史 , 大宮康次郎 , 北野雄希 , 佐藤彰記 , 小林光
助 , 廣瀬雄己 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 伊藤寛倫 , 
髙橋祐

	 ロボット支援下膵切除導入前後の修練医教育と
コスト .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

18.	 小林光助 , 小野嘉大 , 北野雄希 , 大庭篤志 , 佐
藤崇文 , 伊藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 大腸癌肝転移における同時性肝外病変の治療成
績 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

19.	 小林拓史 , 井上陽介 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐
藤崇文 , 伊藤寛倫 , 髙橋祐

	 肉眼的腹膜播種を有さない腹腔洗浄細胞診陽性
膵癌に対する治療戦略 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ サージカルフォーラム ]

20.	 廣瀬雄己 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 伊
藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 動脈切除または動脈神経叢剥離を要する進行膵
癌に対する根治的外科切除の長期成績：新たな
周術期化学療法時代における臨床的意義 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

21.	 桐谷翔 , 小野嘉大 , 大庭篤 , 佐藤崇文 , 伊藤寛
倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 糖尿病の急性増悪を伴う膵癌の手術成績 .
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ サージカルフォーラム ]

22.	 髙橋敦 , 小野嘉大 , 大庭篤志 , 佐藤崇文 , 伊藤
寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 肝門部領域胆管癌術後における肝再生の検討 .
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ サージカルフォーラム ]

23.	 髙橋祐 , 井上陽介 , 伊藤博倫 , 佐藤崇文 , 小野
嘉大 , 大庭篤志 , 佐藤彰記 , 廣瀬雄己 , 北野雄
希 , 小林光助 , 大宮康次 , 桐谷翔 , 小林拓史 , 
髙橋敦 , 前川彩

	 肝門部領域胆管癌に対する血管合併切除の意
義 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ シンポジウム ]

24.	 井上陽介 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 伊
藤寛倫 , 髙橋祐

	 Vision first, retraction second, and manipu-
lation last：ロボット支援膵切除の定型化で得
られた教訓 .

	 第 77 回手術手技研究会 : 名古屋市 , 2023, 
[ サージカルフォーラム ]

25.	 井上陽介 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 伊
藤寛倫 , 髙橋祐

	 ロボット支援下膵頭十二指腸切除における Tai-
lored dissection の具現化 .

	 第77回手術手技研究会: 名古屋市, 2023, [奨
励研究賞 ]

26.	 大宮康次郎 , 井上陽介 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 
佐藤崇文 , 伊藤寛倫 , 髙橋祐

	 ロボット支援下膵頭十二指腸切除術における当
院での SMD Level 3 郭清手技の工夫 .

	 第 77 回手術手技研究会 : 名古屋市 , 2023, 
[ サージカルフォーラム ]

27.	 大庭篤志 , 前川彩 , 井上陽介 , 幕内梨恵 , 大宮
康次郎 , 小林光助 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 伊藤
寛倫 , 布部創也 , 髙橋祐

	 幽門側胃切除後のロボット支援下脾動静脈温存
膵体尾部切除の工夫 .

	 第 77 回手術手技研究会 : 名古屋市 , 2023, 
[ サージカルフォーラム ]
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28.	 小林光助 , 小野嘉大 , 大庭篤志 , 佐藤崇文 , 伊
藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 Total laparoscopic two-stage liver resection 
for multiple colorectal liver metastases.

	 第 77 回手術手技研究会 : 名古屋市 , 2023, 
[ サージカルフォーラム ]

29.	 小林拓史 , 大庭篤志 , 佐藤崇文 , 小野嘉大 , 伊
藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 巨大転移性肝腫瘍に対し、Pmbrolizmab 奏効
後に、腹腔鏡下尾状葉切除・下大静脈合併切除
を施行した一例 .

	 第 77 回手術手技研究会 : 名古屋市 , 2023, 
[ サージカルフォーラム ]

30.	 小野嘉大 , 小林光助 , 井上陽介 , 大庭篤志 , 佐
藤崇文 , 伊藤寛倫 , 髙橋祐

	 主要３肝静脈浸潤を伴う転移性肝癌に対し、肝
静脈再建を含めた２期肝切除を施行した 1例 .

	 第77回手術手技研究会: 名古屋市, 2023, [ビ
デオ賞 ]

31.	 髙橋祐 , 井上陽介 , 伊藤寛倫 , 佐藤崇文 , 小野
嘉大 , 大庭篤志 , 佐藤彰記 , 廣瀬雄己 , 北野雄
希 , 小林光助 , 大宮康次郎 , 桐谷翔 , 小林拓史 , 
前川彩 , 髙橋敦

	 肛門部領域胆管癌に対する左三区域について：
広い離断面対策 .

	 第77回手術手技研究会: 名古屋市, 2023, [主
題 ]

32.	 Ito, H., Sato, T., Oba, A., Ono, Y., Inoue, Y., 
Takahashi, Y.

	 Peritumoral microinvasions and risk of 
lymph node metastasis for early gallblad-
der cancer （GBCA）.

	 15th Biennial Congress of the E-AHPBA: 
Lyon, France, 2023, [ ポスター発表 ]

33.	 Kobayashi, K., Ono, Y., Kitano, Y., Oba, A., 
Sato, T., Ito, H., Inoue, Y., Takahashi, Y.

	 Treatment strategy based on technical and 
oncological futures in colorectal liver me-
tastases in Japanese high-volume cancer.

	 15th Biennial Congress of the E-AHPBA: 
Lyon, France, 2023, [ ポスター発表 ]

34.	 Hirose, Y., Oba, A., Kitano, Y., Kobayashi, K., 
Sato, S., Ono, Y., Sato, T., Ito, H., Inoue, Y., 
Wakai, T., Takahashi, Y.

	 Caveolin-1 expression predicts survival and 
treatment failure in resected pancreatic 
ductal adenocarcinoma.

	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 
2023, [ 口述発表 ]

35.	 Inoue, Y.
	 Introduction of robotic hepatectomy and 

standardization of techniques.
	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

36.	 Inoue, Y., Kitano, Y., Sato, S., Kobayashi, K., 
Hirose, Y., Omiya, K., Kobayashi, H., Oba, 
A., Ono, Y., Sato, T., Ito, H., Takahashi, Y.

	 Our principle of robotic-assisted pancre-
aticoduodenectomy: Vision first, retraction 
second, and manipulation last.

	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 
2023, [ ビデオワークショップ ]

37.	 Ito, H., Sato, T., Oba, A., Ono, Y., Inoue, Y., 
Takahashi, Y.

	 Surgery for early （T1/2） gallbladder can-
cer: Is radical resection always necessary?

	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 
2023, [ 口述発表 ]

38.	 Ito, H.
	 Want to learn more about study abroad?
	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

39.	 Kiritani, S., Oba, A., Ono, Y., Sato, T., Ito, H., 
Inoue, Y., Takahashi, Y.

	 Central pancreatectomy with elevated je-
junum patch decreased postoperative pan-
creatic fistula.

	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 
2023, [ ワークショップ ]

40.	 Kitano, Y., Ono, Y., Kobayashi, K., Oba, A., 
Sato, T., Ito, H., Inoue, Y., Takahashi, Y.
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	 Analysis of oncological characterisation 
and long-term outcomes in patients with 
KRAS-mutant colorectal liver metastases.

	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

41.	 Kobayashi, K.
	 The experiences and journey of becoming 

Hepato-Pancreatico-Biliary Attending at 
Lausanne University Hospital Switzerland.

	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 
2023, [ 教育講演 ]

42.	 Kobayashi, H., Inoue, Y., Oba, A., Ono, Y., 
Sato, T., Ito, H., Takahashi, Y.

	 Formalized pancreatic jejunal anastomosis 
in robot-assisted pancreaticoduodenecto-
my.

	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 
2023, [ ビデオワークショップ ]

43.	 Kobayashi, K.
	 Treatment strategy based on technical and 

oncological futures in colorectal liver me-
tastases.

	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 
2023, [ シンポジウム ]

44.	 Maekawa, A., Oba, A., Ono, Y., Sato, T., Ito, 
H., Inoue, Y., Takahashi, Y.

	 The efficacy of FDG PET for induction che-
motherapy in pancreatic ductal adenocarci-
noma.

	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 
2023, [ 口述発表 ]

45.	 Omiya, K., Oba, A., Maekawa, A., Ono, Y., 
Sato, T., Ito, H., Inoue, Y., Takahashi, Y.

	 Outcomes of metastasectomy for metastat-
ic pancreatic cancer.

	 第 35 回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東京 , 
2023, [ ワークショップ ]

46.	 Ono, Y., Inoue, Y., Kato, T., Kobayashi, K., 
Oba, A., Sato, T., Ito, H., Takahashi, Y.

	 New approach of circumferential lymph 
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	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2023：消化器病学会・消化器内視鏡学会・消
化器外科学会・消化器がん検診学会）: 神戸市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

100.	 小林光助 , 井上陽介 , 髙橋祐
	 大腸癌肝転移に対する集学的アプローチ：治療

の進化と普遍化 .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：肝臓学会・消化器病学会・消化器内視
鏡学会・消化器外科学会）: 神戸市 , 2023, [ シ
ンポジウム ]

101.	 大宮康次郎 , 佐藤崇文 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 
伊藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 デジタル化による手術記録の進化と実践的な作
成方法 .

	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 
2023, [ 総会特別企画 ]
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102.	 小林光助 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 伊
藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 世界の医師たちから日本の研修医へのメッセー
ジ：中堅外科医のリアルなアンケート .

	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 
2023, [ 総会特別企画 ]

103.	 小野嘉大 , 井上陽介 , 小林光助 , 大庭篤志 , 佐
藤崇文 , 伊藤寛倫 , 髙橋祐

	 術前化学療法後の膵頭十二指腸切除術におけ
る、最適な神経叢および上腸間膜動脈周囲リン
パ節郭清の検討 .

	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

104.	 Kobayashi, K., Inoue, Y., Oba, A., Ono, Y., 
Sato, T., Ito, H., Takahashi, Y.

	 Optimal classification and treatment strat-
egy based on technical and oncological 
futures in recurrence of colorectal liver me-
tastases.

	 ESMO Asia Congress 2023: Singapore, 
2023, [ ポスター発表 ]

105.	 佐藤崇文 , 井上陽介 , 桐谷翔 , 小林拓史 , 高橋
敦 , 前川彩 , 大宮康次郎 , 小林光助 , 大庭篤志 , 
小野嘉大 , 髙橋祐

	 低侵襲膵頭十二指腸切除におけ SMAへの最適
なアプローチ法 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ シンポジウム ]

106.	 佐藤崇文
	 肝臓：腹腔鏡手術 3
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

107.	 小林光助 , 井上陽介 , 大庭篤志 , 桐谷翔 , 小野
嘉大 , 佐藤崇文 , 髙橋祐

	 膵頭十二指腸切除術にけるロボット支援下と開
腹手術の比較：導入から定型化、未来へ .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

108.	 桐谷翔 , 井上陽介 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐藤
崇文 , 髙橋祐

	 ロボット支援下膵頭十二指腸切除における
Left-Posterior アプローチの有用性 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

109.	 馬場逸人 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 井
上陽介 , 髙橋祐

	 鏡視下膵体尾部切除術における膵液瘻発生リス
ク因子の検討：腹腔鏡 / ロボットの治療成績比
較から .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

【消化器化学療法科】
1.	 Osumi, H., Shinozaki, E., Nakamura, Y., 

Esaki, T., Yasui, H., Taniguchi, H., Satake, 
H., Sunakawa, Y., Komatsu, Y., Kagawa, Y., 
Denda, T., Shiozawa, M., Satoh, T., Nishina, 
T., Goto, M., Takahashi, N., Kato, T., Bando, 
H., Yamaguchi, K., Yoshino, T.

	 Neo RAS wild-type metastatic colorectal 
cancer in the SCRUM-Japan GOZILA study.

	 2023 ASCO GI Cancers Symposium: San 
Francisco, CA, USA +Web 開催 , 2023, [ 口
述発表 ]

2.	 Yoshino, K., Osumi, H., Ooki, A., Fukuda, K., 
Fukuoka, S., Nakayama, I., Wakatsuki, T., 
Ogura, M., Takahari, D., Chin, K., Yamagu-
chi, K., Shinozaki, E.

	 Impact of high-dose dexamethasone and 
prolonged infusion time to prevent hyper-
sensitivity reaction related to oxaliplatin in 
patients with colorectal cancer.

	 2023 ASCO GI Cancers Symposium: San 
Francisco, CA, USA +Web 開催 , 2023, [ ポ
スター発表 ]

3.	 下嵜啓太郎 , 高張大亮 , 中山厳馬 , 山口研成
	 予後因子を用いた後治療移行割合の検討：切除

不能進行再発胃癌における最適な continuum 
of care を考える .

	 第 95 回日本胃癌学会総会 : 札幌市 , 2023, 
[ ワークショップ ]
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4.	 中山厳馬
	 術前化学療法 .
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [座

長 ]

5.	 中山厳馬 , 高張大亮 , 大橋学 , 布部創也 , 山口
研成

	 スキルス型胃癌に対する周術期化学療法の新展
開 .

	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [パ
ネルディスカッション ]

6.	 中山厳馬 , 高張大亮 , 陳勁松 , 小倉真理子 , 大
木暁 , 福田晃史郎 , 大隅寛木 , 福岡聖大 , 若槻
尊 , 篠崎英司 , 山口研成

	 化学療法が奏効した診断時切除不能遠隔転移
を有する胃がんの化学療法継続と Conversion 
surgery の治療成績 .

	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [シ
ンポジウム ]

7.	 山口研成
	 HER2 陽性胃癌の最適な治療シークエンスを考

える .
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [座

長 ]

8.	 山口研成
	 胃がん薬物療法 2023：個別化治療への期待 .
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [座

長 ]

9.	 若槻尊 , 馬島哲夫 , 川田直美 , 中村健一 , 清宮
啓之 , 山口研成

	 胃がんにおける抗 VEGFR2 抗体投与後の幹細
胞関連因子発現と治療抵抗性には宿主由来の
VEGF-A 誘導が寄与する .

	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [パ
ネルディスカッション ]

10.	 陳勁松
	 化学療法 3.
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [座

長 ]

11.	 陳勁松 , 川端良平 , 保坂尚志 , 武藤理 , 進藤吉
明 , 永田直幹 , 藪崎裕 , 今村博司 , 遠藤俊治 , 
柏田知美 , 中村将人 , 檜原淳 , 小林道也 , 長島
文夫 , 高張大亮 , 石塚直樹 , 山口研成

	 高齢者転移進行胃癌に対する CapeOX 第 2 相
試験（TCOG GI-1601）G8/MINI-COGを用い
た探索的解析 .

	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [パ
ネルディスカッション ]

12.	 高張大亮
	 周術期薬物療法の新しい展開 .
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [座

長 ]

13.	 下嵜啓太郎 , 中山厳馬 , 高張大亮 , 吉野光一郎 , 
福田晃史郎 , 福岡聖大 , 大隅寛木 , 若槻尊 , 大
木暁 , 篠崎英司 , 小倉真理子 , 陳勁松 , 山口研
成

	 HER2 陰性切除不能進行・再発胃癌における
PD-L1 発現と臨床病理学的因子の関連に関する
検討 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

14.	 中山厳馬 , 高張大亮 , 陳勁松 , 若槻尊 , 大木暁 , 
小倉真理子 , 福田晃史郎 , 大隅寛木 , 福岡聖大 , 
篠崎英司 , 山口研成

	 HER2 低発現胃がんの臨床病理学的特徴 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [Mini Oral Session]

15.	 吉野光一郎 , 中山厳馬 , 下嵜啓太郎 , 福田晃史
郎 , 福岡聖大 , 大隅寛木 , 小倉真理子 , 若槻尊 , 
大木暁 , 篠崎英司 , 陳勁松 , 山口研成 , 高張大
亮

	 当院での進行胃癌に対する Trastuzumab 
Deruxtecan の使用経験 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

16.	 大木暁 , 陳勁松 , 坂東英明 , 熊谷尚悟 , 小谷大
輔 , 三島沙織 , 羽部匠 , 對馬隆浩 , 原浩樹 , 門
脇重憲 , 加藤健 , 山口研成 , 影山俊一郎 , 北條
秀博 , 中村匡希 , 橘英伸

	 切除不能局所進行食道扁平上皮癌に対する化学
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放射線療法後のアテゾリズマブの有効性・安全
性をみる第 II 相試験（EPOC1802）.

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Presidential Session]

17.	 山口研成
	 消化器 1（結腸・直腸がん）
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

18.	 山口研成
	 Comprehensive treatment sequence in 

metastatic gastric cancer since the intro-
duction of ICI in first-line treatment.

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

19.	 山口研成
	 CM649 長期フォローデータを踏まえた 1次治

療への期待 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ メディカルセミナー ]

20.	 福田晃史郎 , 高張大亮 , 大隅寛木 , 中山厳馬 , 
福岡聖大 , 小倉真理子 , 大木暁 , 若槻尊 , 下嵜
啓太郎 , 吉野光一郎 , 篠崎英司 , 陳勁松 , 山口
研成

	 進行胃癌患者に対するサルベージライン治療
としてのトリフルリジン・チピラシル塩酸塩
（FTD/TPI） の有効性と安全性について .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Mini Oral Session]

21.	 篠崎英司
	 大腸癌化学療法における抗 EGFR 抗体薬の役

割 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ モーニングセミナー ]

22.	 陳勁松 , 大沼啓之
	 消化器４（食道がん・化学療法）
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

23.	 高張大亮 , 沖田南都子
	 臨床試験推進プログラム 2.

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

24.	 Yamaguchi, K.
	 Immunotherapy for gastrointestinal can-

cer：Focus on esophageal, gastric, and col-
orectal cancer.

	 第 109 回日本消化器病学会総会・18th JSGE-
AGA Joint Meeting: 長崎市 , 2023, [ 講演 ]

25.	 Fukuda, K., Osumi, H., Akira, O., Udagawa, 
S., Nakayama, I., Fukuoka, S.

	 Clinical significance of primary tumor sites 
and epithelial tumor markers in patients 
with unresectable/recurrent gastrointesti-
nal neuroendocrine carcinoma treated with 
combined chemotherapy with irinotecan 
and cisplatin.

	 ESMO World Congress on Gastrointestinal 
Cancer: Barcelona, Spain, 2023, [ ポスター
発表 ]

26.	 Takahari, D.
	 Immunotherapy for gastric cancer.
	 15th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 講演 ]

27.	 Takahari, D.
	 Current insights in gastric cancer chemo-

therapy.
	 15th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ イブニングセミ
ナー ]

28.	 Wakatsuki, T., ほか
	 Exploratory analysis of HER2 extracellu-

lar domain in HER2 positive gastric cancer 
treated with SOX plus trastuzumab.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 口述発表 ]

29.	 Yamaguchi, K.
	 Trastuzumab duruxtecan for advanved gas-

tric and gastroesophageal cancer: Focus on 
difficulties in the drug development of AGC.

	 15th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ 講演 ]
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30.	 Yamaguchi, K.
	 The latest treatment in gastric cancer and 

treatment sequencing.
	 15th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ ランチョンセミ
ナー ]

31.	 Yamaguchi, K.
	 History of standard chemotherapy for gas-

tric cancer in Japan.
	 15th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC）: 横浜市 , 2023, [ イブニングセミ
ナー ]

32.	 中山厳馬
	 胃癌における血管新生阻害剤の役割 .
	 第 45 回日本癌局所療法研究会 : 東京+Web開

催 , 2023, [ 最新医学セミナー ]

33.	 山口研成
	 大腸がん治療ガイドラインを語る .
	 第 48回日本外科系連合学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

34.	 山口研成 , 室圭
	 癌治療における支持療法の現状と課題 .
	 第 48回日本外科系連合学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

35.	 陳勁松 , 佐竹悠良
	 外来化学療法における他職種の関わり .
	 第 48回日本外科系連合学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

36.	 陳勁松 , 李相雄
	 術前 /術後補助療法 .
	 第 77 回日本食道学会学術集会 : 大阪市 , 

2023, [ 座長 ]

37.	 高張大亮
	 胃癌の周術期化学療法の進歩 .
	 第 29 回日本ヘリコバクター学会学術集会 : 東

京 , 2023, [ シンポジウム ]

38.	 福田晃史郎 , 篠崎英司 , 大隅寛木 , 大木暁 , 宇
田川翔平 , 丹羽美香子 , 福岡聖大 , 中山厳馬 , 

小倉真理子 , 若槻尊 , 高張大亮 , 陳勁松 , 山口
研成

	 当院における切除不能・再発虫垂癌に対する化
学療法の治療成績 .

	 第 99 回大腸癌研究会 : 尼崎市 , 2023, [ 口述
発表 ]

39.	 Osumi, H., Wakatsuki, T., Takahari, D., 
Ooki, A., Chin, K., Shoji, H., Ogura, M.

	 Clinical relevance of circulating tumor DNA 
in HER2-positive advanced gastric cancer: 
Results from phase Ib trial of HER2 and 
PD-1 dual targeted therapy （Ni-High）.

	 ESMO Congress: Madrid, Spain, 2023, [ ポ
スター発表 ]

40.	 宇田川翔平 , 中山厳馬 , 深田一平 , 丹羽美香子 , 
福岡聖大 , 大隅寛木 , 小倉真理子 , 若槻尊 , 大
木暁 , 陳勁松 , 篠崎英司 , 山口研成 , 高張大亮

	 転移性胃・食道胃接合部癌に対する包括的ゲノ
ムプロファイリング検査の実臨床への導入 .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ 口述発表 ]

41.	 山口研成
	 消化器癌、腫瘍免疫環境のUpdate：Bench to 

bedside.
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

42.	 山口研成 , Janjigian, Y. Y., 設楽紘平 , Moe-
hler, M., Garrido, M., Gallardo, C., Shen, L., 
Wyrwicz, L., Skoczylas, T., Bragagnoli, A., 
Liu, T., Tehfe, M., Elimova, E., Bruges, R., 
James・M., Karamouzis, C., M., Soleymani, 
S., Lei, M., Chanaga, C. A., Ajani, J. A.

	 進行胃がんにおける1Lニボルマブ+化学療法：
CheckMate649 3 年フォローアップ .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ アンコールセッション ]

43.	 福田晃史郎 , 大隅寛木 , 善浪佑理 , 高島淳生 , 
大内康太 , 澤田亮一 , 若槻尊 , 大木暁 , 中山厳
馬 , 平野秀和 , 庄司広和 , 加藤健 , 朴成和 , 山
口研成 , 篠崎英司

	 RAS/BRAF 野生型転移性大腸癌に対する抗
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EGFR 抗体薬再投与の効果に関する多施設観察
研究 .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般口演 ]

44.	 篠崎英司
	 遠隔転移巣切除を行った大腸癌患者に補助化学

療法は必要か ?：大腸癌肝転移の周術期化学療
法 .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ シンポジウム ]

45.	 篠崎英司 , 城後友望子 , 衣斐寛倫 , 舛石俊樹 , 
加藤健志 , 仁科智裕 , 江崎泰斗 , 小松嘉人 , 加
藤健 , 佐藤暁洋 , 坂東英明 , Odegaard, J., 藤
井誠志 , 吉野孝之 , 中村能章

	 ctDNA に FGFR 遺伝子異常を有する進行固形
がんに対するフチバチニブの有効性の検討 .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ 口述発表 ]

46.	 高張大亮 , 福田晃史郎 , 山口研成
	 消化器がん化学療法症例への早期緩和治療の取

り組み .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ シンポジウム ]

47.	 山口研成
	 大腸癌治療における Precision Medicine の現

在地 .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器病学会）: 神戸市 , 2023, [ 司会 ]

【肝胆膵内科】
1.	 山田学 , 岡本武士 , 石塚隆浩 , 中川皓貴 , 古川

貴光 , 三重尭文 , 武田剛志 , 春日章良 , 松山眞
人 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	 EUS-HGS 後に遅発性の仮性動脈瘤破裂を来し
た 1例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 373 回例会 : 東
京 , 2023, [ 口述発表 ]

2.	 三重堯文 , 尾阪将人 , 石塚隆浩 , 山田学 , 中川
皓貴 , 古川貴光 , 岡本武士 , 武田剛志 , 春日章
良 , 松山眞人 , 佐々木隆 , 笹平直樹

	 膵癌に対するmodified FOLFIRINOX投与後に
おけるナノリポソーマルイリノテカン及びフル
オロウラシル / ロイコボリン併用療法の治療成
績に関する検討 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Mini Oral Session]

3.	 佐々木隆 , 長尾昌二 , 久保正二 , 金井雅史 , 万
代昌紀 , 丸木雄太 , 松村謙臣 , 里井壯平 , 竹原
和宏 , 松元隆 , 丁田泰宏 , 添田周 , 岡本愛光 , 
古川正幸 , 粂川陽祐 , 上野誠

	 アジア人の進行固形癌 6 種における MSI-H/
dMMRの頻度：日本人サブグループ解析

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

4.	 古川貴光 , 尾阪将人 , 高松学 , 岡本武士 , 石塚
隆浩 , 山田学 , 中川皓貴 , 三重尭文 , 武田剛志 , 
春日章良 , 松山眞人 , 佐々木隆 , 笹平直樹

	 胆膵神経内分泌細胞癌におけるプラチナ併用化
学療法奏功予測因子の病理学的検討 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Mini Oral Session]

5.	 尾阪将人 , 大野隆真
	 膵・消化管 -NET/NEC の治療開発 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

6.	 尾阪将人
	 転移性膵癌一次治療の現状 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

7.	 春日章良 , 石塚隆浩 , 山田学 , 中川皓貴 , 三重
尭文 , 古川貴光 , 武田剛志 , 岡本武士 , 松山眞
人 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	 再発膵癌の治療成績と術前化学療法との関係 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [Mini Oral session]

8.	 武田剛志 , 齋藤圭 , 中井陽介 , 笹平直樹 , 上野
誠 , 手塚瞬 , 伊佐山浩通 , 冨嶋享 , 小島康志 , 
山本夏代 , 伊藤由紀子 , 大山博生 , 戸田信夫 , 
髙木馨 , 松原三郎 , 毛利大 , 佐藤達也 , 藤城光
弘
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	 非切除膵癌におけるスタチン使用とゲムシタビ
ン・ナブパクリタキセル併用療法の予後との関
係 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Mini Oral Session]

9.	 藤井壮人 , 岡本武士 , 石塚隆浩 , 山田学 , 中川
皓貴 , 三重尭文 , 古川貴光 , 武田剛志 , 春日章
良 , 松山眞人 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹 , 
平澤俊明 , 鈴木啓太 , 高松学

	 主乳頭直上のクリッピングにより胆管閉塞をき
たした一例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 374 回例会 : 東
京+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

10.	 三重堯文
	 切除不能膵癌に対するゲムシタビン・ナブパク

リタキセル治療後の二次治療成績と予後因子の
検討 .

	 第 109 回日本消化器病学会総会 : 長崎市 , 
2023, [ 口述発表 ]

11.	 武田剛志 , 佐々木隆 , 笹平直樹
	 切除不能膵癌に対するゲムシタビン・ナブパク

リタキセル併用療法におけるオステオサルコペ
ニアの臨床的意義に関する検討 .

	 第 109 回日本消化器病学会総会 : 長崎市 , 
2023, [ 口述発表 ]

12.	 佐々木隆
	 膵癌薬物療法の治療戦略 .
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ モーニングセミナー ]

13.	 佐々木隆
	 第四部：評価項目 .
	 第 105 回日本消化器内視鏡学会総会附置研究

会 1：第 3回内視鏡的胆道ドレナージの評価基
準作成に関する研究会 : 東京 , 2023, [ 口述発
表 ]

14.	 岡本武士
	 肝臓・胆道 .
	 日本消化器病学会関東支部第 375 回例会 : 東

京 , 2023, [ 座長 ]

15.	 石塚隆浩 , 岡本武士 , 平井達基 , 山田学 , 中川
皓貴 , 古川貴光 , 三重尭文 , 武田剛志 , 春日章
良 , 佐々木隆 , 尾坂将人 , 笹平直樹

	 膵神経内分泌腫瘍に対する治療中に突然発症し
た重症カルチノイド症候群の一例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 375 回例会 : 東
京 , 2023, [ 口述発表 ]

16.	 古川貴光 , 高松学 , 武田剛志 , 大庭篤志 , 石塚
隆浩 , 山田学 , 中川皓貴 , 三重尭文 , 岡本武士 , 
春日章良 , 松山眞人 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 小
野嘉大 , 佐藤崇文 , 伊藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋
祐 , 笹平直樹

	 modified FOLFIRINOX 療法が奏功した膵腺房
細胞癌の 2例 .

	 第54回日本膵臓学会大会: 福岡市, 2023, [一
般演題ポスター ]

17.	 尾阪将人
	 11 膵臓（化学療法）
	 第54回日本膵臓学会大会: 福岡市, 2023, [座

長 ]

18.	 尾阪将人
	 局所進行切除不能膵癌に対する治療戦略 .
	 第54回日本膵臓学会大会: 福岡市, 2023, [ラ

ンチョンセミナー ]

19.	 笹平直樹
	 19 膵臓（症例）5.
	 第54回日本膵臓学会大会: 福岡市, 2023, [座

長 ]

20.	 尾阪将人
	 膵癌周術期における化学療法 .
	 第 50 回日本膵切研究会 : 東京 , 2023, [ スポ

ンサードセミナー ]

21.	 平井達基 , 三重尭文 , 佐々木隆 , 石塚隆浩 , 山
田学 , 中川皓貴 , 古川貴光 , 岡本武士 , 武田剛
志 , 春日章良 , 尾阪将人 , 笹平直樹 , 大庭篤志 , 
髙橋祐 , 高松学

	 膵管内乳頭粘液性腫瘍に合併した壊死性肉芽腫
の一例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 376 回例会 : 東
京 , 2023, [ 一般演題 ]
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22.	 武田剛志 , 平井達基 , 石塚隆浩 , 山田学 , 中川
皓貴 , 古川貴光 , 三重尭文 , 岡本武士 , 春日章
良 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	 オラパリブ維持療法により長期間の病勢コント
ロールが得られたBRCA病的バリアント陽性の
切除不能膵癌の一例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 376 回例会 : 東
京 , 2023, [ 一般演題 ]

23.	 岡本武士 , 武田剛志 , 笹平直樹
	 切除不能膵尾部癌による左側門脈圧亢進症の検

討 .
	 第 30 回日本門脈圧亢進症学会総会 : 東京 , 

2023, [ 発表形式不明 ]

24.	 三重堯文
	 膵頭十二指腸切除後の胆管空腸吻合部良性狭窄

発症リスクと術前胆管ドレナージに関する検
討 .

	 第 59 回日本胆道学会学術集会 : 札幌市 , 
2023, [ デジタルポスター ]

25.	 佐々木隆 , 鈴木裕
	 切除不能・再発腫瘍・Conversion surgery （6）
	 第 59 回日本胆道学会学術集会 : 札幌市 , 

2023, [ 座長 ]

26.	 山田学 , 武田剛志 , 石塚隆浩 , 中川皓貴 , 古川
貴光 , 三重尭文 , 岡本武士 , 春日章良 , 松山眞
人 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	  肝門部悪性胆管狭窄に対する Inside Stent 法
の有用性に関する検討 .

	 第 59 回日本胆道学会学術集会 : 札幌市 , 
2023, [ デジタルポスター ]

27.	 岡本武士 , 石塚隆浩 , 山田学 , 中川皓貴 , 古川
貴光 , 三重尭文 , 武田剛志 , 春日章良 , 松山眞
人 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	 当院における高齢胆道癌患者に対する化学療法
の検討 .

	 第 59 回日本胆道学会学術集会 : 札幌市 , 
2023, [ デジタルポスター ]

28.	 武田剛志 , 岡本武士 , 佐々木隆 , 石塚隆浩 , 山
田学 , 中川皓貴 , 三重尭文 , 古川貴光 , 春日章
良 , 松山眞人 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	 切除不能胆道癌におけるオステオサルコペニア
の臨床的意義に関する検討 .

	 第 59 回日本胆道学会学術集会 : 札幌市 , 
2023, [ デジタルポスター ]

29.	 笹平直樹 , 樋口亮太
	 Cross talk session：胆嚢癌（3）
	 第 59 回日本胆道学会学術集会 : 札幌市 , 

2023, [ 座長 ]

30.	 尾阪将人
	 HBOC診療における膵がんマネージメント .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ ワークショップ ]

31.	 尾阪将人
	 切除不能局所進行膵癌に対する集学的治療戦略

と成績：化学療法の立場から .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ シンポジウム ]

32.	 中川皓貴 , 佐々木隆 , 石塚隆浩 , 山田学 , 三重
尭文 , 古川貴光 , 岡本武士 , 武田剛志 , 春日章
良 , 松山眞人 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	 高齢者の良性胆管空腸吻合部狭窄に対する
SBE-ERCP 治療成績について .

	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2023：消化器内視鏡学会）: 神戸市 , 2023, [ ポ
スター発表 ]

33.	 武田剛志 , 佐々木隆 , 笹平直樹
	 当院における膵癌オリゴ肺転移の治療成績につ

いて .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会）: 神戸市 , 2023, [ シンポジウ
ム ]

34.	 笹平直樹
	 膵臓（癌）５
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器病学会 : 神戸市 , 2023, [ 座長 ]

35.	 佐々木隆
	 膵臓（癌）2
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器病学会）: 神戸市 , 2023, [ 座長 ]
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36.	 岡本武士 , 佐々木隆 , 笹平直樹
	 逆流防止弁付き胆管ステントを用いた EUS-

CDS の検討 .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器病学会）: 神戸市 , 2023, [ ポス
ター発表 ]

37.	 武田剛志
	 使用経験から考える , アナモレリン塩酸塩の位

置づけ .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器病学会）: 神戸市 , 2023, [ ブレッ
クファーストセミナー ]

38.	 石川颯一 , 笹平直樹 , 尾阪将人 , 佐々木隆 , 春
日章良 , 武田剛志 , 岡本武士 , 古川貴光 , 三重
尭文 , 中川皓貴 , 山田学 , 石塚隆浩 , 平井達基 , 
髙橋祐 , 高松学

	 術前診断が困難であった胆嚢癌肉腫の一例 .
	 日本消化器病学会関東支部第 377 回例会 : 東

京 , 2023, [ 口述発表 ]

39.	 山田学 , 武田剛志 , 平井達基 , 石塚隆浩 , 中川
皓貴 , 古川貴光 , 三重尭文 , 岡本武士 , 春日章
良 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	 肝門部悪性胆管閉塞 （MHBO） に対する plas-
ticstent（PS）の胆管内留置後の reinterven-
tion の検討 .

	 第 117 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2023, [ 口述発表 ]

40.	 平井達基 , 三重尭文 , 岡本武士 , 佐々木隆 , 笹
平直樹

	 当院における新型超音波内視鏡下穿刺ニードル 
（Trident Needle Biopsy System） の使用経験.

	 第 117 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2023, [ 口述発表 ]

41.	 平井達基
	 膵臓
	 第 117 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2023, [ 症例プレゼンター ]

【上部消化管内科】
1.	 平澤俊明
	 見逃し症例から学ぶ、胃癌の見つけ方 .
	 我孫子医師会学術講演会 : 我孫子市 , 2023, 

[ 講演 ]

2.	 平澤俊明 , 池之山洋平 , 石岡充彬 , 並河健 , 堀
内裕介 , 多田智裕 , 藤崎順子

	 胃癌の内視鏡診断における人工知能の活用 .
	 第8回ESD研究会: 札幌市, 2023, [口述発表]

3.	 平澤俊明
	 世界に挑戦する日本の内視鏡AI.
	 第 19 回日本消化管学会総会学術集会 : 東京

+Web開催 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

4.	 平澤俊明
	 内視鏡 AI の臨床導入へ向けて .
	 第 19 回日本消化管学会総会学術集会 : 東京

+Web開催 , 2023, [ 基調講演 ]

5.	 藤崎順子
	 背景胃粘膜に応じた早期胃癌の診断と治療 .
	 第 19 回日本消化管学会総会学術集会 : 東京

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

6.	 平澤俊明
	 AI が変える胃癌診断 .
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [ラ

ンチョンセミナー ]

7.	 平澤俊明
	 胃癌診療におけるAI の活用 .
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [座

長 ]

8.	 森田祐規 , 並河健 , 平澤俊明 , 池之山洋平 , 渡
海義隆 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 石山晃世志 , 由
雄敏之 , 中野薫 , 布部創也 , 藤崎順子

	 胃酸分泌障害に伴う多発胃NET（neuroendo-
crine tumor）に対する幽門洞切除の有効性の
検討 .

	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [パ
ネルディスカッション ]
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9.	 渡邊昌人 , 由雄敏之 , 高松学 , 池之山洋平 , 並
河健 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 石山晃
世志 , 平澤俊明 , 藤崎順子

	 当院におけるラズベリー様腺窩上皮型胃腫瘍の
臨床経過についての検討 .

	 第 95 回日本胃癌学会総会 : 札幌市 , 2023, 
[ ワークショップ ]

10.	 由雄敏之 , 今村裕 , 高松学 , 藤崎順子
	 病変範囲が不明瞭な食道胃接合部癌 .
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [ビ

デオワークショップ ]

11.	 藤崎順子
	 世界に挑戦する日本の内視鏡AI.
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [座

長 ]

12.	 鈴木啓太 , 堀内裕介 , 藤崎順子
	 Helicobacter Pylori 未感染未分化型胃癌の発生

リスク因子の検討 .
	 第 95 回日本胃癌学会総会 : 札幌市 , 2023, 

[ ワークショップ ]

13.	 平澤俊明
	 ピロリ感染と背景粘膜から胃癌を探す．
	 江東区医師会内視鏡医会: 東京 , 2023, [講演]

14.	 平澤俊明
	 胃がん内視鏡検診のコツ：その胃癌、見逃して

いませんか？
	 群馬県医師会令和４年度 胃内視鏡検診従事者

講習会 : 前橋市 , 2023, [ 講演 ]

15.	 池之山洋平
	 研修医 V（上部消化管 2）
	 日本消化器病学会関東支部第 374 回例会 : 東

京+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

16.	 熊澤佑介 , 並河健 , 吉水祥一 , 由雄敏之 , 藤崎
順子 , 池之山洋平 , 高松学

	 LSBE 背景のバレット食道腺癌に stepwise 
ESDを施行した２例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 374 回例会 : 東
京+Web開催 , 2023, [ 一般演題 ]

17.	 古谷建悟 , 由雄敏之 , 池之山洋平 , 並河健 , 渡
海義隆 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 石山晃世志 , 平
澤俊明 , 中野薫 , 藤崎順子

	 微小な食道癌に対する鉗子摘除についての検
討 .

	 第 109 回日本消化器病学会総会 : 長崎市 , 
2023, [ ミニオーラル ]

18.	 堀江義政 , 堀内裕介 , 藤崎順子
	 抗血栓薬内服による食道内視鏡切除術の後出血
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化器外科学会・消化器がん検診学会）: 神戸市 , 
2023, [ ワークショップ ]

14.	 原健三 , 鈴木桂悟 , 福長洋介
	 大腸内視鏡治療困難症例に対する当院における

腹腔鏡内視鏡合同手術の治療成績 .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器内視鏡学会・消化器病学会・消
化器外科学会）: 神戸市 , 2023, [ 統合プログ
ラム ]

15.	 伊藤孝助 , 斎藤彰一 , 高松学
	 早期大腸癌における超拡大内視鏡の有用性と現

状での課題 .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器内視鏡学会）: 神戸市 , 2023, [ ポ
スター発表 ]

16.	 千野晶子
	 大腸（診断）1.
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器内視鏡学会）: 神戸市 , 2023, [ 座
長 ]

17.	 安江千尋
	 大腸（EMR・ESD）4.
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器内視鏡学会）: 神戸市 , 2023, [ 座
長 ]

18.	 千野晶子
	 内視鏡治療におけるピュアスタットを用いた止

血マネジメント .
	 第 41 回日本大腸検査学会総会 : 東京 , 2023, 

[ アフタヌーンセミナー ]

19.	 原健三 , 鈴木桂悟 , 斎藤彰一 , 鈴木啓太 , 副島
啓太 , 唐渡修一郎 , 渡邊昌人 , 泉敦子 , 福山知
香 , 十倉淳紀 , 安江千尋 , 井出大資 , 千野晶子 , 
五十嵐正広 , 福長洋介

	 当院における大腸腹腔鏡内視鏡合同手術の治療
成績 .

	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 
2023, [ 口述発表 ]

20.	 唐渡修一郎 , 十倉淳紀 , 鈴木啓太 , 副島啓太 , 
渡邉昌人 , 泉敦子 , 鈴木桂悟 , 安江千尋 , 千野
晶子 , 五十嵐正広 , 斎藤彰一

	 後出血を繰り返した大腸 ESD症例について .
	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 

2023, [ パネルディスカッション ]

21.	 渡邊昌人 , 井出大資 , 副島啓太 , 鈴木啓太 , 唐
渡修一郎 , 福山知香 , 泉敦子 , 鈴木桂悟 , 十倉
淳紀 , 安江千尋 , 千野晶子 , 五十嵐正広 , 斎藤
彰一

	 大腸内視鏡治療後の遺残再発病変に対する
traction device を利用した pocket-creation 
method の有用性に関する検討 .

	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 
2023, [ 口述発表 ]

22.	 鈴木啓太 , 安江千尋 , 千野晶子 , 副島啓太 , 唐
渡修一郎 , 渡邊昌人 , 泉敦子 , 鈴木桂悟 , 十倉
淳紀 , 井出大資 , 五十嵐正広 , 斎藤彰一 , 高松
学

	 当院における直腸 NET の臨床病理学的検索 .
	 第 78回日本大腸肛門病学会学術集会 : 熊本市 , 

2023, [ 口述発表 ]

【乳腺内科】
1.	 小林隆之
	 多職種でがん患者を支えるアドバンス・ケア・

プランニング：実態調査結果から現状と課題を
考える .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

2.	 青山陽亮
	 Reliability and validity of Japanese version 

of Chemotherapy-induced Alopecia Distress 
Scale.
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	 2023 the Japanese Society of Medical On-
cology Annual Meeting: 福岡市+Web 開催 , 
2023, [ 口述発表 ]

3.	 原文堅
	 HER2 陽性転移乳癌の新たな治療展開：エン

ハーツがもたらす未来 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ モーニングセミナー ]

4.	 原文堅
	 乳癌（周術期薬物療法）
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 教育講演 ]

5.	 原文堅
	 乳癌領域における医師主導治験：現状と課題 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

6.	 原文堅
	 早期トリプルネガティブ乳癌治療に対する新た

な展望 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ メディカルセミナー ]

7.	 原文堅
	 閉経前乳癌の最適治療を考える .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

8.	 尾崎由記範
	 閉経前乳癌のホルモン療法：現状と課題 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

9.	 深田一平 , 林直美 , 細永真理 , 山崎真澄 , 王暁
斐 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 
森誠一 , 髙橋俊二

	 保険診療下におけるがん遺伝子パネル検査が患
者の予後に与える影響 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

10.	 高野利実 , Krop, I., Park, Y. H., Kim, S.-B., 
Borges, G., S., A., Gregori, J., R., R., e., 

L., Yerushaim, R., Zagouri, F., Duhoux, F. 
P., Fehm, T., Egorov, A., Lu, W., Xiao, M., 
Cathcart, J., Chu, C., Andre, F.

	 T-DM1 による治療歴のある HER2 陽性の手
術不能又は再発乳癌患者を対象に T-DXd と医
師選択治療を比較する第 III 相試験（DESTI-
NY-Breast02）.

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Presidential Session]

11.	 高野利実
	 乳腺 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

12.	 高野利実
	 専門医部会企画：腫瘍内科の未来を拓く :新専

門医制度下の腫瘍内科医育成 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

13.	 高野利実 , 里見絵理子
	 骨転移の症状管理 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

14.	 高野利実 , 牧田茂
	 担癌患者の循環器診療のポイント（循環器医の

立場から、癌治療医の立場から）
	 第 87 回日本循環器学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

15.	 高野利実
	 多診療科で考える脊椎転移の治療：腫瘍内科医

からみた骨転移のマネージメント .
	 第 96 回日本整形外科学会学術総会 : 横浜市 , 

2023, [ シンポジウム ]

16.	 高野利実
	 Exercise Oncology の未来を考える .
	 第 8 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 奈良市 , 2023, [ 座長 ]

17.	 高野利実
	 Stroke Oncology の諸問題と連携のあり方を考

える：脳卒中合併がん患者の最善のケアのため
に .
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	 第 8 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : 奈良市 , 2023, [ 座長 ]

18.	 青山陽亮
	 生きるを支える、症状緩和：がん患者の精神症

状の緩和：症例提示 .
	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2023, [ シンポジウム ]

19.	 原文堅
	 乳がんの周術期治療の新たな展開 .
	 第 29回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 高知市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

20.	 佐伯澄人 , 高橋洋子 , 尾辻和尊 , 尾崎由記範 , 
大迫智 , 高野利実 , 大野真司 , 上野貴之 , 丸山
玲緒

	 乳癌患者由来オルガノイドにおけるがん細胞の
腫瘍内不均一性 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 口述発表 ]

21.	 原文堅
	 CDK4/6 阻害剤による乳がん治療のパラダイム

シフト：エビデンスと患者ベネフィット .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

22.	 原文堅
	 ベージニオのエビデンスをどのように臨床に反

映すべきか _：腫瘍内科医と統計家の視点から .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ 座長 ]

23.	 原文堅
	 周術期乳癌薬物療法における S-1 の役割 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

24.	 原文堅 , 長﨑礼子 , 南礼子 , 泉谷忠宏 , 荒井綾
子 , 二瓶秋子 , 桜井なおみ , 大野真司

	 患者が本当に欲しい副作用情報とは ?：乳がん
患者を対象とした治療の副作用に関するデータ
ニーズ調査研究 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

25.	 原文堅
	 本邦におけるNDC乳癌登録を用いた炎症性乳

癌の実態 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ 委員会企画 ]

26.	 小林隆之 , 川井沙織 , 西村明子 , 尾崎由記範 , 
細永真理 , 深田一平 , 小林心 , 原文堅 , 上野貴
之 , 大野真司 , 高野利実

	 ホルモン受容体陽性転移乳癌に対する一次化学
療法としての S-1 と capecitabine の比較 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

27.	 小林隆之
	 積極的治療中から始める ACP のモヤモヤ：腫

瘍内科医の立場から .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ イブニングセミナー ]

28.	 尾崎由記範 , 鶴谷純司 , 向原徹 , 岩朝勤 , 高橋
將人 , 田辺裕子 , 川端英孝 , 増田慎三 , 二村学 , 
南博信 , 松本光史 , 吉村健一 , 北野滋久 , 高野
利実

	 HER2 陰性転移再発乳癌に対するニボルマブ+
ベバシズマブ+パクリタキセル併用療法の第
II 相試験（WJOG9917B）.

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 委員会企画 ]

29.	 尾崎由記範
	 ベージニオのエビデンスをどのように臨床に反

映すべきか：腫瘍内科医と統計家の視点から .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

30.	 尾崎由記範 , 北野滋久 , 山下万貴子 , 五十嵐大
樹 , 鶴谷純司 , 岩朝勤 , 高橋將人 , 向原徹 , 増
田慎三 , 二村学 , 南博信 , 松本光史 , 田辺裕子 , 
川端英孝 , 吉村健一 , 高野利実

	 再発乳癌と stage IV 乳癌における免疫状態や
免疫チェックポイント阻害薬に対する反応性の
違い : WJOG9917BTR.

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 口述発表 ]
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31.	 川井沙織 , 小林隆之 , 西村明子 , 尾崎由記範 , 
前田哲代 , 吉田和世 , 深田一平 , 細永真理 , 小
林心 , 原文堅 , 上野貴之 , 高野利実 , 大野真司

	 HER2 発現状況（low/zero）からみたHER2陰
性乳癌の予後と術前化学療法治療効果に関する
検討 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 口述発表 ]

32.	 深田一平 , 上野貴之
	 がん全ゲノム情報等の患者還元および新たな治

療法等の創出を通じた高度化がんプレシジョン
医療の取組と課題 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ シンポジウム ]

33.	 細永真理 , 川井沙織 , 吉田和世 , 西村明子 , 尾
崎由記範 , 深田一平 , 前田哲代 , 小林心 , 原文
堅 , 小林隆之 , 髙橋俊二 , 高野利実 , 大野真司

	 HER2 陽性乳癌脳転移症例の現状と治療成績 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

34.	 西村明子 , 小林隆之 , 間森智加 , 坂井威彦 , 川
井沙織 , 尾崎由記範 , 細永真理 , 深田一平 , 小
林心 , 原文堅 , 秋谷昌史 , 千葉知宏 , 大迫智 , 
上野貴之 , 高野利実 , 大野真司

	 HER2 陽性乳癌における術前化学療法後微小遺
残例の予後に関する単施設後方視的解析 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 口述発表 ]

35.	 青山陽亮
	 がん患者の精神症状の緩和：症例提示 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ シンポジウム ]

36.	 青山陽亮
	 がん薬物療法の副作用緩和：症例提示 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ シンポジウム ]

37.	 高野利実
	 TNBC はネガティブではない：新たな疾患概念

と新治療開発の未来 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ イブニングセミナー ]

38.	 高野利実
	 新時代における HER2 陽性早期乳癌の治療戦

略 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ 座長 ]

39.	 Ozaki, Y., Hosonaga, M., Futamura, M., 
Kurozumi, S., Onoe, T., Iwasa, T., Kamio, H., 
Terata, K., Watanuki, R., Masuda, H., Saeki, 
Y., Kitano, S., Sakamaki, K., Nonogaki, K., 
Yoshimura, Y., Kawai, D., Takano, T.

	 Prospective observational study to evalu-
ate lemborexant utility in insomnia among 
women with breast cancer （WJOG14921B, 
LUNAR study）.

	 ASCO Annual Meeting: Chicago, IL, USA 
+Web 開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

40.	 高野利実
	 ACP の Year in Review と実装：どこへ行くの

か、がん医療におけるアドバンス・ケア・プラ
ンニング：ここ数年の重要エビデンスと現場の
斬新な取り組み .

	 第 36 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 奈
良市 , 2023, [ シンポジウム ]

41.	 原文堅
	 乳癌 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ ディスカッサント ]

42.	 尾崎由記範
	 乳癌の薬物療法最新情報 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 教育セッション ]

43.	 尾崎由記範 , 岩朝勤 , 北野滋久 , 山下万貴子 , 
鶴谷純司 , 高橋將人 , 向原徹 , 増田慎三 , 二村
学 , 南博信 , 松本光史 , 田辺裕子 , 川端英孝 , 
吉村健一 , 高野利実

	 治療前 CD163 はニボルマブ+化学療法におけ
る予後不良因子（WJOG9917BTR）

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般口演 ]
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44.	 高野利実
	 「G-CSF 適正使用ガイドライン 2022 年 10 月

改訂第 2版」改訂のポイント .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ シンポジウム ]

45.	 高野利実
	 HER2 陽性進行再発乳癌の薬物療法 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ ワークショップ ]

46.	 高野利実
	 オンコロジストの考える Stroke Oncology の

可能性 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ ワークショップ ]

47.	 佐伯澄人 , 内田靖子 , 田中正典 , 高橋洋子 , 上
野貴之 , 宇津木久仁子 , 藤崎順子

	 COVID-19 流行による単施設検診センターでの
乳がん検診への影響の調査 .

	 第 33 回日本乳癌検診学会学術総会 : 福岡市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

48.	 原文堅
	 治療編：HER2 陰性乳癌に対する周術期薬物療

法 .
	 第 19回日本乳癌学会関東地方会 : さいたま市 , 

2023, [ 教育セミナー ]

49.	 高野利実
	 免疫チェックポイントのマネジメント .
	 第 19回日本乳癌学会関東地方会 : さいたま市 , 

2023, [ 座長 ]

【乳腺外科】
1.	 片岡明美
	 女性がんサバイバーのヘルスケアニーズ：QOL

向上に必要な性差視点 .
	 健康博覧会 2023 ビジネスカンファレンス : 東

京 , 2023, [ 講演 ]

2.	 松永有紀 , 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 
間森智加 , 吉田奈央 , 尾崎由記範 , 西村明子 , 
古川孝広 , 高野利実 , 上野貴之 , 大野真司

	 当院での乳癌術前化学療法前の妊孕性温存療法
施行の実態調査 .

	 第 13 回日本がん・生殖医療学会学術集会 : さ
いたま市 , 2023, [ ポスター発表 ]

3.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津江 , 松永有紀 , 
間森智加 , 吉田奈央 , 尾崎由記範 , 西村明子 , 
古川孝広 , 高野利実 , 上野貴之 , 大野真司

	 エストロゲンレセプター陽性乳癌の術後内分泌
療法中断症例における妊娠転帰と再発につい
て .

	 第 13 回日本がん・生殖医療学会学術集会 : さ
いたま市 , 2023, [ ポスター発表 ]

4.	 阿部朋未 , 片岡明美 , 植弘奈津恵 , 松永有紀 , 
間森智加 , 吉田奈央 , 尾崎由記範 , 西村明子 , 
古川孝広 , 高野利実 , 上野貴之 , 大野真司

	 乳がん患者の挙児希望と妊孕性温存の実態 .
	 第 13 回日本がん・生殖医療学会学術集会 : さ

いたま市 , 2023, [ 発表形式不明 ]

5.	 稲荷均
	 Gene awareness：遺伝腫瘍患者・家族ケアの

充実に向けて .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

6.	 稲荷均
	 全国のがん診療連携拠点病院における遺伝性腫

瘍診療のアンケート形式による実態調査 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [3 学会合同企画 ]

7.	 Iesato, A., Ueno, T., Takahashi, Y., Kataoka, 
A., Matsunaga, Y., Sasaki, S., Ozaki, Y., In-
oue, Y., Maeda, T., uehiro, N., Kobayashi, T., 
Sakai, T., Takano, T., Kogawa, T., Kitano, S., 
Ono, M., Osako, T., Ohno, S.

	 Postpartum breast cancer diagnosed within 
10 years of last childbirth is a prognostic 
factor for distant metastasis：Analysis of 
lymphovascular invasion relating factors.

	 18th St.Gallen International Breast Cancer 
Conference: Vienna, Austria +Web 開 催 , 
2023, [ ポスター発表 ]

8.	 片岡明美 , 中村美穂
	 乳がん治療と社会生活の両立：あきらめない暮

らし方 .
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	 第 5 回 がん研究会有明病院・海上ビル診療所 
合同セミナー : 東京 , 2023, [ 講演 ]

9.	 大野真司
	 今輝き、未来を拓く：Evolution and innova-

tion.
	 第 20 回日本乳癌学会九州地方会 : 佐賀市 , 

2023, [ イブニングセミナー ]

10.	 大野真司
	 進行・再発 TNBCの治療：現状と展望 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ イブニンングセミナー ]

11.	 上野貴之
	 乳腺：化学療法 .
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ 司会 ]

12.	 中平詩 , 荻谷朗子 , 阿部朋未 , 井上有香 , 前田
哲代 , 植弘奈津恵 , 高橋洋子 , 片岡明美 , 坂井
威彦 , 宮城由美 , 上野貴之 , 大野真司

	 乳房部分切除とセンチネルリンパ節生検
（pN0sn）後に発症した温存乳房内癌に対する
再センチネルリンパ節生検施行（pN0sn）症例
の長期成績 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ パネルディスカッション ]

13.	 井上有香 , 上野貴之 , 中村暁 , 中平詩 , 春山優
理恵 , 家里明日美 , 高畑史子 , 阿部朋未 , 吉田
和世 , 前田哲代 , 植弘奈津恵 , 高橋洋子 , 稲荷
均 , 片岡明美 , 荻谷朗子 , 坂井威彦 , 宮城由美 , 
大迫智 , 大野真司

	 Oligometastatic Breast Cancer 治療選択にお
ける宿主因子の重要性 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ シンポジウム ]

14.	 坂井威彦 , 上野貴之 , 中平詩 , 荻谷朗子 , 宮城
由美 , 大野真司

	 cN+乳癌の腋窩個別化治療について .
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ パネルディスカッション ]

15.	 大野真司 , 石田隆宣
	 進行・再発乳癌における外科治療の意義と適応 .
	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 

2023, [ 司会 ]

16.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 高畑史子 , 
春山優理恵 , 吉田奈央 , 松永有紀 , 間森智加 , 
中平詩 , 井上有香 , 前田哲代 , 吉田和世 , 高橋
洋子 , 稲荷均 , 荻谷朗子 , 坂井威彦 , 宮城由美 , 
上野貴之 , 高野利実 , 大野真司

	 若年乳癌サバイバー（YBC）の第二癌の発症頻
度・時期と予後への影響 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

17.	 大野真司 , 岩田広治
	 地域連携の現状と課題 .
	 第3回JOHBOC学術総会: 東京, 2023, [座長]

18.	 大野真司
	 都市部と地方部における HBOC 診療の医療連

携・多職種連携の取り組み .
	 第 3 回 JOHBOC 学術総会 : 東京 , 2023, [ ア

フタヌーンセミナー ]

19.	 前田哲代
	 乳腺４.
	 第50回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

東京 , 2023, [ 座長 ]

20.	 片岡明美
	 妊孕性部会活動報告 .
	 第 8 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 奈良市 , 2023, [ 口述発表 ]

21.	 上野貴之
	 HER2 陰性乳癌術後薬物療法のポイントを整理

する：リムパーザの使いどころ .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

22.	 上野貴之
	 リキッドバイオプシーの現状と課題 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ 将来検討委員会 ]
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23.	 上野貴之
	 乳がんにおけるリキッドバイオプシーの有用

性 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ 座長 ]

24.	 上野貴之
	 図解！周術期乳癌における BRCA1/2 遺伝子検

査のポイント .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ 座長 ]

25.	 中平詩
	 乳癌検診 1.
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ 座長 ]

26.	 中平詩 , 荻谷朗子 , 阿部朋未 , 井上有香 , 前田
哲代 , 植弘奈津恵 , 高橋洋子 , 片岡明美 , 宮城
由美 , 坂井威彦 , 大迫智 , 菊池真理 , 五味直哉 , 
高野利実 , 上野貴之 , 大野真司

	 術前化学療法後にリンパ節超音波検査で ycN0、
MRI で iCRを得た症例はセンチネルリンパ節生
検を省略しうるか ?

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 口述発表 ]

27.	 井上有香 , 植弘奈津恵 , 山口裕樹 , Maezono, 
M., 安東頼子 , 西山結美 , 水沼未雅 , 市川裕樹 , 
中村暁 , 松永有紀 , 家里明日美 , 尾崎由記範 , 
前田哲代 , 高橋洋子 , 原文堅 , 小林隆之 , 大迫
智 , 坂井威彦 , 上野貴之 , 大野真司

	 原発性乳癌における尿中microRNA 発現の臨
床的意義 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

28.	 前田哲代
	 T1b トリプルネガティブ乳癌の化学療法の適応

についての検討 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

29.	 吉田奈央 , 荻谷朗子 , 大迫智 , 中村暁 , 松永有
紀 , 間森智加 , 中平詩 , 家里明日美 , 阿部朋未 , 
井上有香 , 植弘奈津恵 , 前田哲代 , 高橋洋子 , 

片岡明美 , 坂井威彦 , 宮城由美 , 高野利実 , 上
野貴之 , 大野真司

	 男性乳癌の総括的検討：当院における 36 乳房
の検討 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

30.	 坂井威彦
	 新時代の乳腺外科手術 _：エネルギーデバイス

を用いた腋窩郭清 安全な使用法と郭清手技の
継承 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 座長 ]

31.	 大野真司
	 Recent advances in the management of 

early triple-negative breast cancer.
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ 座長 ]

32.	 大野真司
	 今輝き、未来を拓く：Passion, Mission & Ac-

tion.
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ 会長講演 ]

33.	 家里明日美 , 上野貴之 , 高橋洋子 , 片岡明美 , 
松永有紀 , 佐伯澄人 , 阿部朋未 , 尾崎由記範 , 
井上有香 , 前田哲代 , 植弘奈津恵 , 小林隆之 , 
坂井威彦 , 高野利実 , 古川孝広 , 北野滋久 , 小
野麻紀子 , 大迫智 , 大野真司

	 最終出産後 10 年未満に罹患した乳癌は予後不
良である：リンパ管侵襲関連因子の解析 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

34.	 春山優理恵 , 稲荷均 , 前田哲代 , 中島絵里 , 家
里明日美 , 中村暁 , 上野貴之 , 大野真司 , 植木
有紗 , 金子景香 , 新川裕美 , 幅野愛理 , 高津美
月 , 箕浦祐子 , 古川孝広

	 HBOC診断を目的としたBRACAnalysis の実施
状況から考える遺伝性腫瘍診療の現状 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]
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35.	 松永有紀 , 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 
西村明子 , 尾崎由記範 , 中平詩 , 間森智加 , 吉
田奈央 , 古川孝広 , 高野利実 , 上野貴之 , 大野
真司

	 若年性乳癌患者に対する手術年代別の治療成績
の推移 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

36.	 植弘奈津恵 , 上野貴之 , 坂井威彦 , 荻谷朗子 , 
大迫智 , 片岡明美 , 稲荷均 , 高橋洋子 , 前田哲
代 , 吉田和世 , 井上有香 , 阿部朋未 , 家里明日
美 , 中平詩 , 中村暁 , 松永有紀 , 吉田奈央 , 間
森智加 , 宮城由美 , 大野真司

	 局所再発低リスク症例における乳房温存術後放
射線治療省略の可能性 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 口述発表 ]

37.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 松永有紀 , 吉田奈央 , 中
平詩 , 植弘奈津恵 , 高畑史子 , 稲荷均 , 尾崎由
記範 , 西村明子 , 高野利実 , 古川孝広 , 新川裕
美 , 植木有紗 , 上野貴之 , 大野真司

	 若年トリプルネガティブ乳癌の予後と治療後の
妊娠に関する経年的解析 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 口述発表 ]

38.	 稲荷均 , 前田哲代 , 春山優理恵 , 中村暁 , 家里
明日美 , 中島絵里 , 上野貴之 , 大野真司 , 金子
景香 , 新川裕美 , 幅野愛理 , 箕浦祐子 , 高津美
月 , 植木有紗 , 鈴木美智子 , 河島地草

	 全国のがん診療連携拠点病院における遺伝性腫
瘍診療のアンケート形式による実態調査 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ シンポジウム ]

39.	 間森智加 , 坂井威彦 , 西村明子 , 吉田奈央 , 松
永有紀 , 阿部朋未 , 前田哲代 , 吉田和世 , 井上
有香 , 高橋洋子 , 植弘奈津恵 , 稲荷均 , 片岡明
美 , 荻谷朗子 , 宮城由美 , 小林隆之 , 大迫智 , 
上野貴之 , 高野利実 , 大野真司

	 マンモグラフィ石灰化に着目したHER2 陽性乳
癌の術前薬物療法の治療効果予測因子に関する
検討 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

40.	 阿部朋未 , 片岡明美 , 植弘奈津恵 , 尾崎由記範 , 
西村明子 , 高畑史子 , 中平詩 , 前田哲代 , 吉田
和世 , 井上有香 , 高橋洋子 , 稲荷均 , 坂井威彦 , 
荻谷朗子 , 宮城由美 , 古川孝広 , 高野利実 , 上
野貴之 , 大野真司

	 若年乳癌女性の妊孕性温存に関する意識調査：
FELICE Trial.

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

41.	 高畑史子 , 植弘奈津恵 , 阿部朋未 , 片岡明美 , 
川井沙織 , 尾崎由記範 , 稲荷均 , 荻谷朗子 , 坂
井威彦 , 宮城由美 , 高野利実 , 上野貴之 , 大野
真司

	 COVID-19 流行下での当院乳腺外科治療 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

42.	 片岡明美
	 がん治療の実際と生殖機能への影響 .
	 日本生殖心理学会「がん・生殖医療専門心理士」

資格認定養成講座 : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

43.	 片岡明美
	 Gene Awareness と Advance Care Planning

との協働 .
	 第 47 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会

/第 31 回日本乳癌学会学術総会 /第 28 回日本
緩和医療学会学術大会 / 第 37 回日本がん看護
学会学術集会 .: 松本市 , 2023, [ 座長 ]

44.	 片岡明美
	 活動発表 .
	 認定 NPO 法人乳房健康研究会ピンクリボンア

ドバイザーアニュアルミーティング : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

45.	 片岡明美
	 妊娠期関連乳がん（PABC）患者の臨床病理学

的特徴と治療の変遷について .
	 第 14 回関東産婦人科乳腺医学会 : 東京 , 

2023, [ 講演 ]
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46.	 坂井威彦
	 乳房手術に対する工夫 .
	 第 11 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : つくば市 , 2023, [ 一般演
題 ]

47.	 上野貴之
	 HR 陽性進行再発乳癌の最適な一次治療を考え

る .
	 第 21 回日本乳癌学会九州地方会 : 福岡市 , 

2023, [ イブニングセミナー ]

48.	 上野貴之
	 Current status of the cancer whole genome 

project and the future of cancer medicine：
がん全ゲノムプロジェクトの現状とがん医療の
未来　全ゲノム解析等実行計画における患者還
元 .

	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2023, 
[ 座長 ]

49.	 上野貴之 , 深田一平 , 森誠一
	 Return of the whole genome information 

to patients under the Action Plan for Whole 
Genome Analysis：全ゲノム解析等実行計画
における患者還元 .

	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2023, 
[ シンポジウム ]

50.	 佐伯澄人 , 粂川昂平 , 高橋洋子 , 大迫智 , 亜森
馬合木特 , 尾辻和尊 , 宮田憲一 , 鈴鹿淳 , 尾崎
由記範 , 高野利実 , 野田哲生 , 大野真司 , 八尾
良司 , 上野貴之 , 丸山玲緒

	 Intratumoral heterogeneity in patient-de-
rived breast cancer organoids: Identifying 
shared and unique cellular states：乳がん患
者由来オルガノイドにおける腫瘍内不均一性：
共有される細胞状態とユニークな細胞状態の識
別 .

	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2023, 
[ 口述発表 ]

51.	 前田哲代 , 小野麻紀子 , 千葉知宏 , 大迫智 , 家
里明日美 , 尾崎由記範 , 井上有香 , 植弘奈津恵 , 
高橋洋子 , 山下奈真 , 小林隆之 , 古川孝広 , 北
野滋久 , 上野貴之 , 大野真司

	 Prognostic impact of Stimulator of Inter-
feron Genes expression in triple negative 
breast cancer：トリプルネガティブ乳癌にお
ける Stimulator of Interferon Genes 発現の
予後への影響 .

	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2023, 
[ 口述発表 ]

52.	 上野貴之
	 拡がる BRACAnalysis：特殊検査から一般検査

の時代へ .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

53.	 坂井威彦
	 新規デバイスによる乳癌手術手技への応用とそ

の臨床成績 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

54.	 山下奈真 , 家里明日美 , 伏見淳 , 田原梨絵 , 寺
田満雄 , 佐野恵美 , 高木富美 , 福田護

	 デジタルネイティブ世代に向けた、みんなで支
えるオンライン「がん教育」.

	 第 33 回日本乳癌検診学会学術総会 : 福岡市 , 
2023, [ 厳選口演 ]

55.	 坂井威彦
	 乳癌における細胞診のコツ（乳腺・腋窩）.
	 第 62 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 福岡市 , 

2023, [ 座長 ]

56.	 吉田奈央 , 坂井威彦 , 植弘奈津江 , 高橋洋子 , 
山下奈真 , 前田哲代 , 井上有香 , 阿部朋美 , 中
平詩 , 上野貴之 , 大野真司

	 若手乳腺外科医がOPBCS を行うための当院の
取り組みと今後の課題 .

	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 
2023, [ シンポジウム ]

57.	 阿部朋未 , 片岡明美 , 植弘奈津恵 , 前田哲代 , 
吉田和世 , 井上有香 , 山下奈真 , 高橋洋子 , 稲
荷均 , 坂井威彦 , 上野貴之 , 大野真司

	 挫折や失敗は次に進むチャンス！
	 第 85 回日本臨床外科学会総会 : 岡山市 , 

2023, [ ワークショップ ]
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58.	 上野貴之
	 グランドキャンサーボード .
	 第 19回日本乳癌学会関東地方会 : さいたま市 , 

2023, [ 座長 ]

59.	 原文堅
	 乳がん治療における医療経済の課題 .
	 第 19回日本乳癌学会関東地方会 : さいたま市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

60.	 吉田奈央
	 転移再発後に妊娠出産を経験した若年HER2 乳

癌の一例 .
	 第 19回日本乳癌学会関東地方会 : さいたま市 , 

2023, [ グランドキャンサーボード ]

61.	 坂井威彦
	 当院における OncotypeDX®検査の使用方針

とそのエビデンス .
	 第 19回日本乳癌学会関東地方会 : さいたま市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

62.	 坂井威彦
	 乳癌診療のトレンドと深化する超音波診断 .
	 第51回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

東京+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

63.	 坂井威彦
	 乳癌診療のトレンドと画像診断に求められてい

ること .
	 第51回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

東京+Web開催, 2023, [ランチョンセミナー]

【婦人科】
1.	 金尾祐之
	 婦人科手術しか経験がない医師がいかに安全に

卵巣がん手術を習得するか .
	 卵巣がんwebセミナー: Web開催, 2023, [講

演 ]

2.	 美坂聡樹 , 野村秀高 , 西野翔吾 , 村頭温 , 松本
剛史 , 菅野素子 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 青木洋一 , 
根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 
尾松公平 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 ロボット支援下子宮全摘術時に生じた右外腸骨
静脈損傷と修復 .

	 第 11 回婦人科ロボット手術学会 : 弘前市 , 
2023, [ 一般演題 ]

3.	 野村秀高 , 美坂聡樹 , 吉満輝行 , 村頭温 , 松本
剛史 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 菅野素子 , 青木洋一 , 
根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 
尾松公平 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 子宮悪性腫瘍手術における当科の子宮牽引方
法 .

	 第 11 回婦人科ロボット手術学会 : 弘前市 , 
2023, [ ワークショップ ]

4.	 金尾祐之
	 技と工夫（高難易度症例への対策）
	 第 11 回婦人科ロボット手術学会 : 弘前市 , 

2023, [ 座長 ]

5.	 宇津木久仁子
	 リンパ浮腫治療の現状と課題 .
	 第 15 回がんのリンパ浮腫研究会 : 名古屋市 , 

2023, [ 特別講演 ]

6.	 Kanao, H.
	 Our surgical strategy for gynecologic can-

cer especially focused on robotic surgery
	 AMC ロボット手術シンポジウム : Seoul, Ko-

rea, 2023, [ 特別講演 ]

7.	 金尾祐之
	 Our surgical strategy for gynecologic can-

cer especially focused on robotic surgery.
	 AMC ロボット手術シンポジウム : Seoul Ko-

rea, 2023, [ 特別講演 ]

8.	 伏木淳
	 うまい子宮悪性腫瘍手術とは？
	 Tama laparoscopic seminar: 東 京 , 2023, 

[ 講演 ]

9.	 宇津木久仁子
	 妊娠中のコルポ検査と対処法 .
	 日本婦人科腫瘍学会コルポスコピー研修会 : 東

京 , 2023, [ 講演 ]

10.	 野村秀高
	 婦人科腫瘍専門医がやるべき内視鏡下手術：リ

ンパ節郭清 .
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	 第 11 回東京低侵襲婦人科手術研究会 : Web 開
催 , 2023, [ 教育プログラム ]

11.	 野村秀高 , 美坂聡樹 , 吉満輝行 , 村頭温 , 松本
剛史 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 菅野素子 , 根津幸穂 , 
青木洋一 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 
尾松公平 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 鋭的剥離を基本としたロボット支援下子宮全摘
出術 .

	 第 15 回日本ロボット外科学会 : 名古屋市 , 
2023, [ シンポジウム ]

12.	 金尾祐之
	 切磋琢磨する骨盤外科手術：エキスパートの手

技
	 第 15 回日本ロボット外科学会 : 名古屋市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

13.	 金尾祐之
	 婦人科領域における傍大動脈リンパ節郭清術 .
	 第 42 回東京大学婦人科がん免疫化学療法研究

会 : 東京 , 2023, [ 講演 ]

14.	 野村秀高
	 理想の医師像を追い求めて：あざとくキャリア

アップしよう！
	 Endometrial cancer web seminar: Web開催, 

2023, [ 講演 ]

15.	 野村秀高
	 遺伝性乳癌卵巣癌、リンチ症候群に対する婦人

科診療最前線 .
	 多摩南部地域病院症例検討会 : Web 開催 , 

2023, [ 講演 ]

16.	 宇津木久仁子
	 リンパ浮腫予防指導：標準化に向けて .
	 日本リンパ浮腫学会教育セミナー : 大阪市 , 

2023, [ 講演 ]

17.	 尾松公平 , 松本光史
	 婦人科
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

18.	 温泉川真由
	 婦人科 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

19.	 金尾祐之
	 婦人科がん治療戦略 .
	 第 55回沖縄産科婦人科学会学術集会 : 那覇市 , 

2023, [ 特別講演 ]

20.	 金尾祐之
	 卵巣がんに対する手術療法 .
	 卵巣がんweb seminar: Web開催 , 2023, [講

演 ]

21.	 Abe, A., Nomura, H., Fusegi, A., Yunoka-
wa, M., Ueki, A., Habano, E., Arakawa, H., 
Kaneko, K., Minoura, Y., Inari, H., Ueno, T., 
Kanao, H.

	 Impact of public insurance coverage for 
HBOC from 2020 in Japan.

	 BRCA2023: Montreal, Canada, 2023, [ ポス
ター発表 ]

22.	 金尾祐之
	 困難症例に対する手術戦略 .
	 婦人科エキスパートオンラインセミナー : 山

梨 , 2023, [ 特別講演 ]

23.	 伏木淳
	 早期子宮頸癌に対するNo-look no-touch 法を

用いた腹腔鏡広汎子宮全摘術の予後について .
	 東京医科歯科大学同門会学会 : 東京 , 2023, 

[ 特別講演会 ]

24.	 Kanao, H., Nomura, H., Okamoto, S., Tani-
gawa, T., Aoki, Y., Omi, M., Fusegi, A., Abe, 
A., Kanao, H., Netsu, S.

	 Laparoscopic assisted pelvic exenteration 
and laterally extended endopelvic resection 
for postradiation recurrent cervical carci-
noma：Technical feasibility and short-term 
oncologic outcome.

	 第 75回日本産科婦人科学会学術講演会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]
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25.	 温泉川真由
	 子宮頸がん薬物療法の二次治療を再考する：セ

ミプリマブの適正使用 .
	 第 75回日本産科婦人科学会学術講演会 : 東京 , 

2023, [ イブニングセミナー ]

26.	 野村秀高
	 低侵襲手術における血管損傷のトラブルシュー

ティング .
	 第 75回日本産科婦人科学会学術講演会 : 東京 , 

2023, [ 生涯研修プログラム ]

27.	 金尾祐之
	 婦人科悪性手術：開腹 /腹腔鏡のアドバンテー

ジを最大限活かす：エネルギーデバイスと術野
展開の工夫 .

	 第 75回日本産科婦人科学会学術講演会 : 東京 , 
2023, [ 座長 ]

28.	 金尾祐之
	 腹腔鏡下骨盤内悪性腫瘍手術 .
	 第 75回日本産科婦人科学会学術講演会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

29.	 金尾祐之
	 手術から考える卵巣がん初回治療の会 .
	 : 開催地不明 , 2023, [ 座長 ]

30.	 西野翔吾
	 irAE の実情とその対策 .
	 婦人科腫瘍スキルアップセミナー : ZOOM配

信 , 2023, [ 講演 ]

31.	 鎌田麻由美
	 irAE の実情とその対策 .
	 婦人科腫瘍スキルアップセミナー : ZOOM配

信 , 2023, [ 講演 ]

32.	 野村秀高
	 HBOC④：治療・リスク低減手術 .
	 第 29回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 高知市 , 

2023, [ 座長 ]

33.	 野村秀高 , 阿部彰子 , 吉満輝行 , 村頭温 , 松本
剛史 , 菅野素子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 尾身牧
子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川
真由 , 植木有紗 , 金尾祐之

	 当院における、遺伝性乳癌卵巣癌に対する卵巣
癌サーベイランス .

	 第 29回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 高知市 , 
2023, [ 口述発表 ]

34.	 阿部彰子 , 野村秀高 , 温泉川真由 , 伏木淳 , 岡
本三四郎 , 谷川輝美 , 尾身牧子 , 根津幸穂 , 青
木洋一 , 菅野素子 , 稲荷均 , 金子景香 , 新川裕
美 , 高津美月 , 幅野愛理 , 箕浦祐子 , 上野貴之 , 
植木有紗 , 金尾祐之

	 卵巣癌発症を契機に診断された遺伝性乳癌卵巣
癌（HBOC）におけるサーベイランスの現状 .

	 第 29回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 高知市 , 
2023, [ 口述発表 ]

35.	 野村秀高 , 植木有紗
	 HBOC診療における、婦人科領域からの将来展

望 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ シンポジウム ]

36.	 宇津木久仁子 , 石塚直樹 , 野村秀高 , 金尾祐之
	 セルフドレナージは婦人科がん手術後のリンパ

浮腫発症を防ぐか？
	 第 47 回日本リンパ学会総会 : 浜松市 , 2023, 

[ シンポジウム ]

37.	 宇津木久仁子 , 石塚直樹 , 野村秀高 , 金尾祐之
	 リンパ浮腫の診断法に関する研究 .
	 第 47 回日本リンパ学会総会 : 浜松市 , 2023, 

[ 口述発表 ]

38.	 温泉川真由
	 進行卵巣がんに対する薬物療法 .
	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古

屋市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

39.	 谷川輝美 , 山田麻里沙 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 野
村秀高 , 阿部仁 , 外岡暁子 , 杉山裕子 , 金尾祐
之

	 子宮頸癌に対する放射線治療後のフォローアッ
プにおける子宮頸部細胞診の有用性 .

	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古
屋市 , 2023, [ 教育講演 ]
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40.	 野村秀高 , 杉山裕子 , 美坂聡樹 , 吉満輝行 , 村
頭温 , 松本剛史 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 菅野素子 , 
青木洋一

	 婦人科関連遺伝性腫瘍における細胞診の役割に
ついて .

	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古
屋市 , 2023, [ 教育講演 ]

41.	 阿部彰子
	 卵巣がん .
	 Japan Cancer Forum 2023: Web 開 催 , 

2023, [ 講演 ]

42.	 野村秀高
	 RRSOを追求する：付属器摘出術って簡単だと

思っていませんか？
	 婦人科腫瘍Web セミナー : Web 開催 , 2023, 

[ 講演 ]

43.	 岡本三四郎
	 婦人科ロボット手術に関する各種認定制度と新

規ロボットについて .
	 第 3回東京婦人科ロボット手術研究会 : ●開催

地不明 , 2023, [ 座長 ]

44.	 伏木淳 , 金尾祐之 , 野村秀高 , 阿部彰子 , 鎌田
麻由美 , 河本貴之 , 美坂聡樹 , 吉満輝行 , 津村
志穂 , 西野翔吾 , 一木愛 , 菅野素子 , 青木洋一 , 
根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 
尾松公平 , 温泉川真由

	 No-look no-touch 法を用いた腹腔鏡下広汎子
宮全摘出術：必要十分な手術を行うための「3 
牽引」.

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ ワークショップ ]

45.	 尾身牧子 , 河本貴之 , 西野翔吾 , 菅野素子 , 伏
木淳 , 阿部彰子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 谷川輝
美 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 野村
秀高 , 金尾祐之 , 榎田泰祐 , 羽山ブライアン , 
早川景子 , 田中優美子

	 外陰癌術後の surgical site infection（SSI）か
ら緑膿菌による恥骨骨髄炎をきたした 2症例 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

46.	 村頭温 , 野村秀高 , 美坂聡樹 , 吉満輝行 , 松本
剛史 , 菅野素子 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 尾身牧子 , 
根津幸穂 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 岡本三四郎 , 
尾松公平 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 当院における新型コロナウイルス感染症流行前
後の子宮頸癌患者の後方視的検討 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ 口述発表 ]

47.	 河本貴之 , 岡本三四郎 , 鎌田麻由美 , 菅野素子 , 
阿部彰子 , 伏木淳 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川
輝美 , 青木洋一 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 野村
秀高 , 伊藤藍 , 外岡暁子 , 北井里美 , 田中優美
子 , 金尾祐之

	 当院で経験した卵巣境界悪性ブレンナー腫瘍の
臨床病理学的検討 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

48.	 津村志穂 , 西野翔吾 , 一木愛 , 菅野素子 , 伏木
淳 , 阿部彰子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 
谷川輝美 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 尾松公平 , 
温泉川真由 , 金尾祐之

	 初回治療で病変が消失した再発子宮体癌に対す
る局所治療の有効性に関する検討 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

49.	 温泉川真由 , 津村志穂 , 西野翔吾 , 一木愛 , 菅
野素子 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 青木洋一 , 根津幸
穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 尾松公
平 , 野村秀高 , 金尾祐之

	 Real world における転移・再発子宮体がんに
対するレンバチニブ・ぺムブロリズマブ療法の
検討 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ ワークショップ ]

50.	 温泉川真由
	 進行卵巣がんに対するHRD検査の現状と課題、

薬物治療へのインパクト .
	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江

市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]
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51.	 菅野素子 , 津村志穂 , 西野翔吾 , 一木愛 , 伏木
淳 , 阿部彰子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 
谷川輝美 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 野村秀高 , 
温泉川真由 , 金尾祐之

	 遠隔転移のある子宮内膜癌 IVB期に対する腹腔
内腫瘍減量手術の有効性 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

52.	 西野翔吾 , 谷川輝美 , 津村志穂 , 一木愛 , 菅野
素子 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 
尾身牧子 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 尾松公平 , 
温泉川真由 , 金尾祐之

	 びまん性播種を伴う卵巣癌に対する Interval 
debulking surgery 時の残存腫瘍の予測因子に
関する検討 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

53.	 谷川輝美 , 西野翔吾 , 津村志穂 , 一木愛 , 菅野
素子 , 根津幸穂 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 青木洋一 , 
尾身牧子 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 尾松公平 , 
温泉川真由 , 金尾祐之

	 進行・再発卵巣癌患者における実臨床での
PARP 阻害薬維持療法別の有害事象 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ シンポジウム ]

54.	 野村秀高 , 美坂聡樹 , 吉満輝行 , 村頭温 , 松本
剛史 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 菅野素子 , 青木洋一 , 
根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 
尾松公平 , 温泉川真由 , 外岡暁子 , 植木有紗 , 
金尾祐之

	 50 歳未満の子宮体癌 105 例に対して行ったミ
スマッチ修復蛋白の免疫染色の結果と臨床的背
景の検討 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

55.	 野村秀高
	 手術で治す。次は無い。
	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江

市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

56.	 金尾祐之
	 再発子宮頸がんに対する治療戦略：手術療法の

立場から .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ スポンサードセミナー ]

57.	 金尾祐之
	 卵巣がん，卵管がん，腹膜がんの手術 .
	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江

市 , 2023, [ 教育プログラム ]

58.	 金尾祐之
	 卵巣癌：手術
	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江

市 , 2023, [ 座長 ]

59.	 鎌田麻由美 , 尾身牧子 , 河本貴之 , 菅野素子 , 
阿部彰子 , 伏木淳 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 谷川
輝美 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 野
村秀高 , 伊藤藍 , 外岡暁子 , 金尾祐之

	 当院にて診断された子宮体癌（mesone-
phric-like adenocarcinoma）9 例についての
検討 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ 口述発表 ]

60.	 阿部彰子 , 杉山裕子 , 外岡暁子 , 千葉知宏 , 美
坂聡樹 , 吉満輝行 , 村頭温 , 松本剛史 , 菅野素
子 , 尾身牧子 , 根津幸穂 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 
岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 伏木淳 , 
野村秀高 , 金尾祐之

	 子宮体部と卵巣悪性腫瘍同時発生例（SEOC）
の臨床病理学的特徴に関する検討：特に癌肉腫
について .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ シンポジウム ]

61.	 金尾祐之
	 患者さんのことを考えた only one の手術スト

ラテジー .
	 Ovarian cancer national web symposium: 

Web 開催 , 2023, [ シンポジウム ]

62.	 菅野素子
	 PARP 阻害薬のある今だから、さらなる R0 手

術を目指して .
	 チームで尽力する卵巣癌治療：complete sur-

gery を目指して .: Zoom配信 , 2023, [ 講演 ]
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63.	 宇津木久仁子
	 最新の婦人科系がん事情と検診・リスク検査に

ついて .
	 健康保険組合経営研究会: 東京 , 2023, [講演]

64.	 金尾祐之
	 婦人科がん治療を再考する .
	 長崎県産婦人科手術手技セミナー : 長崎市 , 

2023, [ セミナー ]

65.	 伏木淳 , 野村秀高 , 阿部彰子 , 菅野素子 , 青木
洋一 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本
三四郎 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 「美しい」広汎子宮全摘出術を目指して：単摘
から始まるコンセプト養成 .

	 第 46 回日本産婦人科手術学会 : 東京+Web開
催 , 2023, [ 口述発表 ]

66.	 野村秀高 , 河本貴之 , 佛原悠介 , 美坂聡樹 , 吉
満輝行 , 伏木淳 , 菅野素子 , 青木洋一 , 阿部彰
子 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四
郎 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 仙骨前面に再発した子宮体癌に対し、腹腔鏡下
にスペーサーを留置し、安全に放射線治療を遂
行した 1例 .

	 第 46 回日本産婦人科手術学会 : 東京+Web開
催 , 2023, [ 口述発表 ]

67.	 Fusegi, A.
	 Clinical implications of superficial uterine 

vein pattern for the dissection of the ante-
rior layer of the vesicouterine ligament.

	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
大津市 , 2023, [English Session]

68.	 一木愛 , 菅野素子 , 豊原佑典 , 西野翔吾 , 津村
志穂 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 谷川輝美 , 温泉川
真由 , 金尾祐之

	 腹腔鏡下で完全切除し得た Polypoid endome-
triosis の一例 .

	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
大津市 , 2023, [ 一般口演 ]

69.	 尾身牧子 , ほか
	 腹腔鏡下準広汎子宮全摘術の術中に尿管を焼灼

した苦い経験から学んだこと .

	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
大津市 , 2023, [ 一般口演 ]

70.	 岡本三四郎 , ほか
	 診断に苦慮した縦隔リンパ節腫大を認めた卵巣

境界悪性腫瘍の 1症例 .
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ ポスター発表 ]

71.	 根津幸穂
	 審査腹腔鏡 4.
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ 座長 ]

72.	 河本貴之 , ほか
	 シミュレーターを使った技術復帰の検討 .
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ 一般口演 ]

73.	 津村志穂
	 診断が困難であった腹腔内デスモイド腫瘍に対

し，腹腔鏡下に診断、治療を行うことができた
1例 .

	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
大津市 , 2023, [ 一般口演 ]

74.	 菅野素子 , 鎌田麻由美 , 美坂聡樹 , 豊原佑典 , 
西野翔吾 , 津村志穂 , 一木愛 , 伏木淳 , 阿部彰
子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 
岡本三四郎 , 野村秀高 , 金尾祐之

	 がん専門病院で行った大腸閉塞、尿管狭窄をき
たした希少部位・骨盤子宮内膜症に対する妊孕
性温存手術 .

	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
大津市 , 2023, [ ポスター発表 ]

75.	 野村秀高
	 腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清を安全に行うた

めに .
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ シンポジウム ]

76.	 金尾祐之
	 ほぼノーカット手術映像で見るVISERA ELITE 

III の臨床的有用性 .
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]
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77.	 金尾祐之
	 当科で行う良性疾患に対する腹腔鏡手術と早期

子宮体癌に対するロボット支援下手術 .
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

78.	 金尾祐之
	 照射野内再発子宮頸がんに対する手術療法（PE/

LEER）の適応と限界 .
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ シンポジウム ]

79.	 金尾祐之
	 術中、術後合併症ゼロを目指して：開腹 /腹腔

鏡卵巣がん根治術 .
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

80.	 金尾祐之 , 小林英仁
	 鏡視下手術による骨盤内臓器合併切除 .
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ 座長 ]

81.	 鎌田麻由美 , ほか
	 腹腔鏡下広汎子宮全摘出術における腫瘍散布予

防の効果 .
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ ワークショップ ]

82.	 青木洋一
	 ロボット 7.
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ 座長 ]

83.	 青木洋一 , ほか
	 肥満患者に da vinci Xi を用いたロボット手術

は有効か？ .
	 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

大津市 , 2023, [ 一般口演 ]

84.	 杉山裕子 , 後藤理 , 外岡暁子 , 野田哲生 , 森誠
一

	 Predictors for progestin therapy of endo-
metrial proliferative diseases：子宮内膜増殖
性病変に対する妊孕性温存黄体ホルモン療法の
治療効果予測に関する研究 .

	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2023, 
[ ポスター発表 ]

85.	 菅野素子
	 初回進行卵巣がん治療：治療戦略と今後の治療 .
	 Gynecologic Oncology Expert Seminar: 東

京 , 2023, [ 講演 ]

86.	 金尾祐之
	 婦人科がん治療を再考する .
	 Gynecologic oncology expert seminar.: ●開

催地不明 , 2023, [ セミナー ]

87.	 金尾祐之
	 初発から再発までのトータル治療を考える .
	 Gynecology expert web seminar: Web開催, 

2023, [ 座長 ]

88.	 伏木淳
	 腹腔鏡下広汎子宮全摘出術 No-look no-touch 

technique.
	 がん研アカデミー 2023 婦人科 : 東京 , 2023, 

[ 講演 ]

89.	 金尾祐之
	 開腹 /腹腔鏡卵巣がん根治術 .
	 卵巣がんの patient journey を考える : ●開催

地不明 , 2023, [ 講演 ]

90.	 Abe, A., Nomura, H., Fusegi, A., Yunokawa, 
M., Okamoto, S., Tanigawa, T., Omi, M., 
Netsu, S., Aoki, Y., Kanno, M., Misaka, S., 
Yoshimitsu, T., Butsuhara, Y., Kanao, H.

	 Factors influencing clinical decision-making 
for risk-reducing salpingo-oophorectomy 
among female BRCA mutation carriers.

	 日本人類遺伝学会第 68回大会 : 東京+Web開
催 , 2023, [ ポスター発表 ]

91.	 金尾祐之
	 婦人科がんに対する骨盤手術 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

92.	 Kanao, H.
	 Laparoscopic extended radical surgery for 

gynecologic diseases.
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	 韓国内視鏡学会 : ●開催都市不明 , 2023, [ 招
請講演 ]

93.	 金尾祐之
	 CST での到達目標と実際の手術 /CST.
	 骨盤解剖を紐解く会 : 札幌市 , 2023, [ 講演 /

demonstrator]

94.	 金尾祐之
	 開腹 /腹腔鏡卵巣がん根治術 .
	 0varian cancer web seminar: Web 開 催 , 

2023, [ セミナー ]

95.	 Fusegi, A.
	 Challenges treating uterine cancer during 

minimally invasive surgery.
	 CoE program GYN: 東京 , 2023, [ 講演 ]

96.	 金尾祐之
	 初回卵巣がん治療戦略 .
	 第 5回 ovarian cancer academia: ●開催地不

明 , 2023, [ 講演 ]

97.	 美坂聡樹 , 佛原悠介 , 吉満輝之 , 伏木淳 , 菅野
素子 , 青木洋一 , 阿部彰子 , 根津幸穂 , 尾身牧
子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 金尾
祐之

	 高難易度手術を見据えたダブルバイポーラ法を
用いたロボット支援下手術 .

	 第 46 回日本産婦人科手術学会 : 東京+Web開
催 , 2023, [ 口述発表 ]

98.	 杉山裕子
	 子宮頸部腺系病変の細胞診 .
	 第 62 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 福岡市 , 

2023, [ 教育講演 ]

99.	 金尾祐之
	 卵巣がん治療戦略 .
	 第 146 回関東連合産科婦人科学会総会 : 浜松

市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

100.	 伏木淳
	 卵巣癌初回治療における Debulking surgery

の意義を考える .
	 Gynecologist Educational Seminar: Web 開

催 , 2023, [ 講演 ]

101.	 野村秀高 , ほか
	 遺伝性乳癌卵巣癌症候群のサーベイランスにお

ける子宮内膜細胞診の意義についての検討 .
	 第 9 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 名古屋市 , 2023, [ 一般演題口演 ]

102.	 阿部彰子 , ほか
	 RRSOの意思決定に影響を与える要因 .
	 第 9 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 名古屋市 , 2023, [ 一般演題口演 ]

103.	 吉満輝行 , 美坂聡樹 , 佛原悠介 , 菅野素子 , 阿
部彰子 , 伏木淳 , 尾身牧子 , 青木洋一 , 根津幸
穂 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 野村
秀高 , 金尾祐之

	 当院の腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清の合併症
とその対策 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

104.	 清水裕介 , ほか
	 早期子宮体部悪性腫瘍に対する低侵襲手術にお

ける子宮内操作器具の影響と改善の可能性 .
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ ミニオーラル ]

105.	 美坂聡樹 , 吉満輝行 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 菅野
素子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 谷川輝
美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 野村秀高 , 金尾
祐之

	 腹腔鏡手術の弱点を補うための電気メスの使い
方とカメラワークの工夫 .

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]

106.	 金尾祐之 , 野村秀高 , 岡本三四郎 , 谷川輝美 , 
尾身牧子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 伏木淳 , 菅野
素子

	 婦人科領域におけるリンパ節郭清術はロボット
支援で変わるか？

	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 
2023, [ シンポジウム ]

107.	 金尾祐之
	 骨盤内視鏡外科：我々はどこへ行くのか .
	 第 36 回日本内視鏡外科学会総会 : 横浜市 , 

2023, [Evening Lecture 2]
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108.	 伏木淳 , 杉山裕子 , 寺内公一 , 尾身牧子 , 鎌田
麻由美 , 美坂聡樹 , 西野翔吾 , 菅野素子 , 阿部
彰子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 谷川輝美 , 岡本
三四郎 , 温泉川真由 , 野村秀高 , 金尾祐之

	 婦人科がん患者治療後の身体的・心理的症状プ
ロファイルを用いた更年期症状評価 .

	 第 38 回日本女性医学学会学術集会 : 徳島市 , 
2023, [ 口述発表 ]

109.	 尾身牧子 , 栗原望 , 美坂聡樹 , 鎌田麻由美 , 西
野翔吾 , 菅野素子 , 伏木淳 , 根津幸穂 , 青木洋
一 , 阿部彰子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 野村秀
高 , 温泉川真由 , 杉山裕子 , 金尾祐之

	 同時化学放射線療法を行った子宮頸癌患者に対
するホルモン補充療法の検討 .

	 第 38 回日本女性医学学会学術集会 : 徳島市 , 
2023, [ 口述発表 ]

110.	 美坂聡樹 , 吉満輝之 , 鎌田麻由美 , 西野翔吾 , 
伏木淳 , 尾身牧子 , 杉山裕子 , 金尾祐之

	 進行卵巣癌の維持療法中にホルモン補充療法を
施行した 2症例 .

	 第 38 回日本女性医学学会学術集会 : 徳島市 , 
2023, [ ポスター発表 ]

111.	 西野翔吾 , 伏木淳 , 鎌田麻由美 , 美坂聡樹 , 菅
野素子 , 阿部彰子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 尾身
牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 野
村秀高 , 杉山裕子 , 金尾祐之

	 Lynch 症候群における若年性医原性閉経後の
ホルモン補充療法（Hormone_replacement_
therapy：HRT）の使用経験 .

	 第 38 回日本女性医学学会学術集会 : 徳島市 , 
2023, [ 口述発表 ]

112.	 鎌田麻由美 , 伏木淳 , 美坂聡樹 , 西野翔吾 , 菅
野素子 , 阿部彰子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 尾身
牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 野
村秀高 , 杉山裕子 , 金尾祐之

	 ホルモン補充療法を行なった進行子宮体がんサ
バイバーの経験例 .

	 第 38 回日本女性医学学会学術集会 : 徳島市 , 
2023, [ ポスター発表 ]

113.	 野村秀高
	 がんゲノム医療時代における婦人科癌と遺伝性

腫瘍の治療戦略 .

	 第 57 回日本婦人科病理学会学術集会 : 東京
+Web開催 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

114.	 河本貴之 , 野村秀高 , 佛原悠介 , 美坂聡樹 , 吉
満輝行 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 温泉川真由 , 千葉
知宏

	 子宮頸癌主治療後再発し、腔内照射を行うも再
発した上皮内病変に対しイミキモドクリームが
有効であった 1例 .

	 第 407 回東京産科婦人科学会合同研修会 / 第
46 回東京産婦人科医会 : 東京 , 2023, [ 口述
発表 ]

【頭頸科】
1.	 三谷浩樹 , 小森学
	 第 54群：合併症 .
	 第 32 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術

講演会 : 金沢市 , 2023, [ 座長 ]

2.	 鳥居淳一 , 横井麻珠美 , 早坂紀子
	 頭頸部アルミノックス治療（光免疫療法）実施

に際しての運用・看護のポイント .
	 ・頭頸部アルミノックス治療の概要 .
	 ・頭頸部アルミノックス治療実施に際しての運

用・看護のポイント .
	 ・頭頸部アルミノックス治療（光免疫療法）実

施に向けた環境及び体制整備 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 教育セミナー ]

3.	 福島啓文 , 神山亮介 , 佐々木徹 , 新橋渉 , 瀬戸
陽 , 三谷浩樹

	 気管食道シャント術：手術から管理まで .
	 第124回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

福岡市 , 2023, [ 学術講演 ]

4.	 神山亮介 , 福島啓文
	 ボイスプロステーシス挿入・交換等 .
	 第 124 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 総

会・学術講演会 /Global Postlaryngectomy 
Rehabilitation Academy in Japan（第 10 回
GPRJ）: 福岡市 , 2023, [ ハンズオンセミナー ]

5.	 神山亮介
	 音声リハビリテーション・永久気管孔用人工鼻

の普及に向けて .
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	 第 124 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 総
会・学術講演会 /Global Postlaryngectomy 
Rehabilitation Academy in Japan（第 10 回
GPRJ）: Web 開催 , 2023, [Web セミナー ]

6.	 三谷浩樹 , 中川雅裕
	 頭頸部再建新世紀：定型的再建の一歩先へ .
	 第 47 回日本頭頸部癌学会・学術講演会 : 大阪

市 , 2023, [ 司会 ]

7.	 今泉冴恵 , 佐々木徹 , 三谷浩樹 , 福島啓文 , 新
橋渉 , 小泉雄 , 瀬戸陽 , 神山亮介 , 市川千恭 , 
森田琢磨 , 鳥居淳一 , 檜原浩介 , 岩城弘尚 , 西
條幸平 , 松居祐樹 , 嘉陽祐紀 , 八木建樹

	 声門癌放射線治療後残存・再発に対する喉頭垂
直部分切除術施行例の臨床的検討 .

	 第 47 回日本頭頸部癌学会・学術講演会 : 大阪
市 , 2023, [ 口述発表 ]

8.	 岩城弘尚 , 瀬戸陽 , 三谷浩樹 , 福島啓文 , 佐々
木徹 , 新橋渉 , 小泉雄 , 神山亮介 , 市川千恭 , 
森田琢磨 , 鳥居淳一 , 檜原浩介 , 今泉冴恵 , 西
條幸平 , 松居祐樹 , 嘉陽祐紀 , 八木建樹 , 佐藤
由紀子

	 当院における舌背癌手術症例の検討 .
	 第 47 回日本頭頸部癌学会・学術講演会 : 大阪

市 , 2023, [ 口述発表 ]

9.	 市川千恭 , 三谷浩樹 , 福島啓文 , 佐々木徹 , 新
橋渉 , 瀬戸陽 , 神山亮介 , 鳥居淳一 , 檜原浩介 , 
岩城弘尚 , 今泉冴恵 , 西條幸平 , 松居祐樹 , 髙
橋俊二 , 小野麻紀子 , 利安隆史 , 石山晃世志 , 
佐藤由紀子 , 田中宏子

	 当科における下咽頭癌 T2N0症例の治療成績 .
	 第 47 回日本頭頸部癌学会・学術講演会 : 大阪

市 , 2023, [ 口述発表 ]

10.	 新橋渉 , 髙橋俊二 , 福田直樹 , Low, S., Chan, 
H. T., 三谷浩樹 , 福島啓文 , 佐々木徹 , 瀬戸陽 , 
小泉雄 , 神山亮介 , 市川千恭 , 森田琢磨 , 鳥居
淳一 , 檜原浩介 , 今泉冴恵 , 岩城弘尚 , 西條幸
平 , 松居祐樹 , 利安隆史

	 頭頸部進行癌におけるリキッドバイオプシー活
用の検討 .

	 第 47 回日本頭頸部癌学会・学術講演会 : 大阪
市 , 2023, [ 口述発表 ]

11.	 松居祐樹 , 戸田和寿 , 新橋渉 , 三谷浩樹 , 福島
啓文 , 佐々木徹 , 瀬戸陽 , 神山亮介 , 市川千恭 , 
鳥居淳一 , 檜原浩介 , 岩城弘尚 , 今泉冴恵 , 西
條幸平 , 千葉知宏 , 杉谷巌

	 甲状腺乳頭癌に対して喉頭全摘術，下咽頭喉頭
全摘術実施症例の検討 .

	 第 47 回日本頭頸部癌学会・学術講演会 : 大阪
市 , 2023, [ 口述発表 ]

12.	 森田琢磨 , 佐々木徹 , 佐藤由紀子 , 福島啓文 , 
新橋渉 , 瀬戸陽 , 小泉雄 , 神山亮介 , 市川千恭 , 
鳥居淳一 , 檜原浩介 , 岩城弘尚 , 西條幸平 , 松
居祐樹 , 今泉冴恵 , 嘉陽祐紀 , 八木建樹 , 利安
隆史 , 髙橋俊二 , 三谷浩樹

	 口腔扁平上皮癌頸部リンパ節転移の節外浸潤進
展度と術後補助治療選択に関する臨床的検討 .

	 第 47 回日本頭頸部癌学会・学術講演会 : 大阪
市 , 2023, [ 口述発表 ]

13.	 鳥居淳一 , 瀬戸陽 , 佐藤由紀子 , 三谷浩樹 , 福
島啓文 , 佐々木徹 , 新橋渉 , 小泉雄 , 神山亮介 , 
市川千恭 , 森田琢磨 , 檜原浩介 , 西條幸平 , 松
居祐樹 , 岩城弘尚 , 今泉冴恵 , 嘉陽祐紀 , 八木
建樹

	 当科における耳下腺多形腺腫由来癌症例の検
討 .

	 第 47 回日本頭頸部癌学会・学術講演会 : 大阪
市 , 2023, [ 口述発表 ]

14.	 三谷浩樹 , 松本崇
	 頭頸部腫瘍 3
	 第 85回耳鼻咽喉科臨床学会学術講演会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

15.	 新橋渉
	 口腔咽頭 6
	 第 85回耳鼻咽喉科臨床学会学術講演会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

16.	 新橋渉 , 三谷浩樹 , 福島啓文 , 佐々木徹 , 瀬戸
陽 , 小泉雄 , 戸田和寿 , 神山亮介 , 市川千恭 , 
森田琢磨 , 髙橋俊二 , 利安隆史 , 佐藤由紀子

	 中咽頭癌における再建手術症例の検討 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ ワークショップ ]
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17.	 三谷浩樹 , 宮崎達也
	 頸部食道癌 .
	 第 74 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 福岡市 , 2023, [ 座長 ]

18.	 福島啓文 , 三谷浩樹 , 佐々木徹 , 新橋渉 , 瀬戸
陽 , 神山亮介 , 市川千恭

	 当科における頭頸部癌治療後のリハビリテー
ションの取り組み .

	 第 74 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 福岡市 , 2023, [ 講演 ]

【整形外科】
1.	 早川景子
	 進行性軟部肉腫に対するエリブリンの有効性

（骨軟部肉腫治療研究会（JMOG）多施設共同研
究より）

	 第 6回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
神戸市 , 2023, [ スポンサードシンポジウム ]

2.	 有賀茜 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三浪
友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 白川さくら , 松本
誠一

	 臼蓋破綻により腸管穿孔を生じた骨盤周囲肉腫
の術後長期臨床像 .

	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
神戸市 , 2023, [ ポスター発表 ]

3.	 阿江啓介
	 サルコーマ診療において Precision Oncology

がもたらすもの .
	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

神戸市 , 2023, [ 座長 ]

4.	 阿江啓介
	 四肢軟部肉腫の外科的切除縁 .
	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

神戸市 , 2023, [ シンポジウム ]

5.	 黒澤紀雄 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三
浪友輔 , 齊藤正徳 , 有賀茜 , 白川さくら , 松本
誠一

	 再発性悪性軟部腫瘍の手術加療による局所制御
率 .

	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
神戸市 , 2023, [ ポスター発表 ]

6.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三
浪友輔 , 黒澤紀雄 , 有賀茜 , 白川さくら , 松本
誠一

	 骨盤周囲腫瘍に対する、新しい皮膚切開法 .
	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

神戸市 , 2023, [ 口述発表 ]

7.	 松本誠一
	 骨軟部腫瘍：診断治療の現状 .
	 第 44 回静岡骨軟部腫瘍研究会 : 浜松市 , 

2023, [ 特別講演 ]

8.	 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船内雄生 , 三
浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 有賀茜 , 松本誠
一

	 骨盤骨腫瘍の手術合併症とその対策 .
	 第 96 回日本整形外科学会学術総会 : 横浜市 , 

2023, [ シンポジウム ]

9.	 中山隆之 , 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 山下
享子

	 椎間関節から発生した腱滑膜巨細胞腫の 4例 .
	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京 , 2023, [ ポスター発表 ]

10.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 三浪友輔 , 齊
藤正徳 , 黒澤紀雄 , 有賀茜 , 白川さくら , 松本
誠一

	 当院における下肢長管骨 intercalary allograft
の治療成績 .

	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京 , 2023, [ シンポジウム ]

11.	 早川景子
	 悪性軟部腫瘍 7.
	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京 , 2023, [ 座長 ]

12.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 三浪友輔 , 齊
藤正徳 , 黒澤紀雄 , 有賀茜 , 白川さくら , 松本
誠一

	 橈骨遠位骨切除を要する手関節再建の治療成
績 .

	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京 , 2023, [ 口述発表 ]
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13.	 有賀茜 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船内
雄生 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 寺内隆
司 , 阿江啓介

	 18F-FDG PET/CT で偽陰性を示す転移性粘液
型脂肪肉腫 .

	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京 , 2023, [ 主題 ]

14.	 有賀茜 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船内
雄生 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 松本誠
一

	 術後晩期に腸管穿孔を生じた骨盤発生肉腫 3例
の臨床像 .

	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京 , 2023, [ 口述発表 ]

15.	 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 齊
藤正徳 , 三浪友輔 , 黒澤紀雄 , 有賀茜 , 白川さ
くら , 山下享子

	 細胞診断およびMDM2 免疫染色と FISH 診断
を併用した針生検による異型脂肪腫様腫瘍の術
前診断 .

	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京 , 2023, [ ポスター発表 ]

16.	 松本誠一
	 腫瘍用人工関節：残された課題 .
	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京 , 2023, [ 座長 ]

17.	 松本誠一
	 骨・軟部腫瘍医育成のためのシステム作り .
	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京 , 2023, [ シンポジウム ]

18.	 白川さくら , 谷澤泰介 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 
早川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 有
賀茜 , 大川淳

	 神経内ガングリオンによる腓骨神経麻痺の 1
例 .

	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京 , 2023, [ ポスター発表 ]

19.	 谷澤泰介
	 これからの生物学的再建 .
	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京 , 2023, [ 座長 ]

20.	 谷澤泰介 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 早川景子 , 齊
藤正徳 , 黒澤紀雄 , 有賀茜 , 白川さくら

	 上肢悪性骨・軟部腫瘍の治療：肘関節周囲の軟
部肉腫における肘の機能再建 /課題と対策 .

	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京 , 2023, [ シンポジウム ]

21.	 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 齊
藤正徳 , 三浪友輔 , 黒澤紀雄 , 船内雄生 , 大川
淳

	 切除縁獲得の考え方：最新の知見から .
	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京 , 2023, [ セミナー ]

22.	 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三浪友輔 , 齊
藤正徳 , 黒澤紀雄 , 有賀茜 , 白川さくら , 船内
雄生 , 松本誠一 , 川口智義

	 小児肉腫治療における小児（腫瘍）科との連携 .
	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京 , 2023, [ シンポジウム ]

23.	 阿江啓介
	 骨・軟部腫瘍および転移性骨腫瘍に対するme-

ga-prosthesis を用いた関節機能再建術：本邦
における GMRS 下肢人工関節システムの中長
期成績 .

	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

24.	 阿江啓介
	 骨・軟部腫瘍手術の周術期感染対策 .
	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京 , 2023, [ 座長 ]

25.	 黒澤紀雄 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三
浪友輔 , 齊藤正徳 , 有賀茜 , 白川さくら , 松本
誠一

	 患肢切断術を要した骨・軟部腫瘍症例の予後規
定因子の検討 .

	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京 , 2023, [ ポスター発表 ]

26.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三
浪友輔 , 黒澤紀雄 , 有賀茜 , 白川さくら , 松本
誠一 , 船内雄生 , 大川淳

	 腋窩領域発生軟部肉腫の治療成績 .
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	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京 , 2023, [ ポスター発表 ]

27.	 嶋田壮太郎 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 齊藤正徳 , 
黒澤紀雄 , 船内雄生 , 吉井俊貴

	 異型紡錘細胞 /多形型脂肪性腫瘍の 4症例 .
	 第 72 回東日本整形災害外科学会 : 旭川市 , 

2023, [ 一般演題 ]

28.	 有賀茜 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船内
雄生 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 松本誠一

	 術後晩期に腸管穿孔を生じた骨盤発生肉腫 3
例 .

	 第 72 回東日本整形災害外科学会 : 旭川市 , 
2023, [ 若手優秀演題アウォードセッション ]

29.	 阿江啓介
	 骨悪性腫瘍に対するmega-prosthesis を用い

た再建術 .
	 第 72 回東日本整形災害外科学会 : 旭川市 , 

2023, [ 教育研修講演 ]

30.	 黒澤紀雄 , 阿江啓介 , 船内雄生 , 齊藤正徳 , 松
本誠一 , 吉井俊貴

	 USP6 遺伝子再構成の検出で診断された小児の
硬膜外発生結節性筋膜炎 .

	 第 72 回東日本整形災害外科学会 : 旭川市 , 
2023, [ 一般演題 ]

31.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 黒澤紀雄 , 林
直輝 , 嶋田荘太郎 , 船内雄生 , 吉井俊貴

	 PET-CT で腰椎に偶然見つかった，悪性腫瘍を
強く疑わせる局所浸潤性の強い色素性絨毛結節
性滑膜炎の 1例 .

	 第 72 回東日本整形災害外科学会 : 旭川市 , 
2023, [ 一般演題 ]

32.	 Hayakawa, K., Ae, K., Tanizawa, T., Saito, 
M., Kurosawa, N., Matsumoto, S.

	 Treatment for soft tissue sarcoma in the 
chest wall.

	 14th Asia Pacific Muckuloskeletal Tumor 
Society Meeting: Taipei, Taiwan, 2023, [ 口
述発表 ]

33.	 Kurosawa, N., Ae, K., Hayakawa, K., Saito, 
M., Matsumoto, S.

	 Long-term results of the cement-augment-
ed intramedullary nail fixation combined 
with metal mesh/plate reconstruction.

	 14th Asia Pacific Musculoskeletal Tumor 
Society Meeting: Taipei, Taiwan, 2023, [ ポ
スター発表 ]

34.	 Saito, M., Ae, K., Hayakawa, K., Kurosawa, 
N., Funauchi, Y.

	 A new skin incision for pelvic musculoskel-
etal tumor surgery.

	 14th Asia Pacific Musculoskeletal Tumor 
Society Meeting: Taipei, Taiwan, 2023, [ 口
述発表 ]

35.	 阿江啓介
	 骨盤悪性腫瘍の診断と治療：Tips & Tricks.
	 第 17 回信州骨軟部腫瘍研究会 : 松本市 , 

2023, [ 教育研修講演 ]

36.	 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 齊藤正徳 , 松
本誠一

	 後腹膜、鼠径部悪性軟部腫瘍の治療 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ シンポジウム ]

37.	 Hayashi, N., Ae, K., Tanizawa, T., Hayaka-
wa, K., Saito, M., Kurosawa, N., Hayashida, 
Y., Matsumoto, S.

	 A huge giant cell tumor of bone of　the 
middle phalanx of third finger : A case re-
port.

	 109 回東京医科歯科大学整形外科集談会 : 東
京 , 2023, [ 口述発表 ]

38.	 Hayashida, Y., Ae, K., Matsumoto, S., Ta-
nizawa, T., Hayakawa, K., Saito, M., Kuro-
sawa, N., Hayashi, N., Ishizuka, K.

	 A case of malignant giant cell tumor of soft 
tissue that occurred in right thigh.

	 109 回東京医科歯科大学整形外科集談会 : 東
京 , 2023, [ 口述発表 ]
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【泌尿器科】
1.	 大木遼佑 , 浦崎哲也 , 伊東翼 , 中村剛大 , 山口

良友 , 西野貴斗 , 米岡祐輔 , 安田庸輔 , 藤原遼 , 
小口智彦 , 駒井好信 , 沼尾昇 , 山本真也 , 米瀬
淳二 , 髙橋俊二 , 湯浅健

	 当院における尿路上皮癌に対するエンフォルツ
マブ・ベドチン療法の使用成績 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Mini Oral Session]

2.	 Komai, Y.
	 Local management of adult soft tissue sar-

comas.
	 第 110 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 

2023, [ ワークショップ ]

3.	 安田庸輔 , 湯浅健 , 浦崎哲也 , 大木遼佑 , 山本
真也 , 沼尾昇 , 駒井好信 , 小口智彦 , 藤原遼 , 
米岡祐輔 , 山口良友 , 西野貴斗 , 米瀬淳二

	 転移性腎癌に対する免疫チェックポイント阻害
剤治療における免疫関連副作用の予後因子とし
ての意義 .

	 第 110 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 
2023, [ 口述発表 ]

4.	 山本真也 , 沼尾昇 , 駒井好信 , 安田庸輔 , 小口
智彦 , 藤原遼 , 米岡祐輔 , 山口良友 , 中村剛大 , 
伊東翼

	  PSA 50 ng/mL 以上の前立腺癌に対する前立
腺全摘除術の長期成績 .

	 第 110 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 
2023, [ ポスター発表 ]

5.	 米岡祐輔
	 日本人の尿膜管癌における包括的治療に関する

レトロスペクティブコホート .
	 第 110 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 

2023, [ 口述発表 ]

6.	 駒井好信 , 山口良友 , 布施佑馬 , 矢野智之 , 西
野貴斗 , 米岡祐輔 , 藤原遼 , 安田庸輔 , 小口智
彦 , 沼尾昇 , 湯浅健 , 山本真也 , 米瀬淳二

	 下肢リンパ流の解剖学的知見に基づく鼠径リン
パ節郭清術中の末梢趾皮下 ICG注入法を用いた
リアルタイムリンパ漏部位同定の試み：術後リ
ンパ関連合併症低減のために .

	 第 110 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 
2023, [ 総会賞ビデオ ]

7.	 沼尾昇 , 市橋和明
	 当院におけるロボット手術の現状 .
	 日本医工学治療学会第39回学術大会 : 川越市 , 

2023, [ シンポジウム ]

8.	 湯浅健
	 BRACAnalysis 陽性例に対する PARP 阻害剤オ

ラパリブの初期治療経験 .
	 第 27 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

佐賀市 , 2023, [ ポスター発表 ]

9.	 湯浅健
	 Li Fraumeni 症候群、進行期尿路上皮がんの 1

例 .
	 第 27 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

佐賀市 , 2023, [ ワークショップ ]

10.	 湯浅健
	 ペンブロリズマブ治療により画像的 CRを示し

た Lynch 症候群、転移性尿路上皮がんの 1例 .
	 第 27 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

佐賀市 , 2023, [ ワークショップ ]

11.	 湯浅健 , 髙橋俊二
	 分子診断・ゲノム診断にもとづく個別化医療 .
	 第 27 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

佐賀市 , 2023, [ 座長 ]

12.	 湯浅健
	 転移性尿路上皮がんに対する pembrolizumab

療法における clinical biomarker .
	 第 27 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

佐賀市 , 2023, [ ポスター発表 ]

13.	 湯浅健
	 転移性尿路上皮がんに対するエンホルツマブ・

ベドチンの初期治療経験 .
	 第 27 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

佐賀市 , 2023, [ ポスター発表 ]

14.	 安田庸輔 , 湯浅健 , 藤原遼 , 小口智彦 , 駒井好
信 , 沼尾昇 , 山本真也 , 米瀬淳二

	 免疫チェクポイント時代における転移性腎癌に
対する腫瘍減量腎摘除の意義 .
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	 第 53 回腎癌研究会 : 東京 , 2023, [ ポスター
発表 ]

15.	 山口良友 , 藤原遼 , 湯浅健 , 駒井好信 , 小口智
彦 , 沼尾昇 , 山本真也 , 安田庸輔 , 米岡祐輔 , 
西野貴斗 , 中村剛大 , 伊東翼 , 米瀬淳二

	 ペムブロリズマブを投与された転移性尿路上皮
癌における炎症マーカー・栄養指標マーカーが
予後に与える影響 .

	 第 110 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 
2023, [ 口述発表 ]

16.	 藤原遼 , 山本真也 , 湯浅健 , 沼尾昇 , 駒井好信 , 
小口智彦 , 安田庸輔 , 米岡祐輔 , 山口良友 , 西
野貴斗 , 中村剛大 , 伊東翼 , 米瀬淳二

	 ARAT 治療を施行されたM0CRPC 症例に対す
る治療効果および予後予測因子に関する研究 .

	 第 110 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 
2023, [ 口述発表 ]

17.	 西野貴斗 , 山本真也 , 湯浅健 , 沼尾昇 , 駒井好
信 , 小口智彦 , 安田庸輔 , 藤原遼 , 米岡祐輔 , 
山口良友 , 中村剛大 , 伊東翼 , 米瀬淳二

	 高リスク前立腺癌根治手術後における去勢抵抗
性前立腺癌への進展の予測因子 .

	 第 110 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 
2023, [ 口述発表 ]

18.	 沼尾昇
	 術前化学療法を施行した膀胱全摘症例（ypT2-

pT4a or ypN+）における病理学的予後予測因子.
	 第 88 日本泌尿器科学会東部総会 : 札幌市 , 

2023, [ 口述発表 ]

19.	 安田庸輔 , 沼尾昇 , 藤原遼 , 佐藤慧吾 , 米瀬一
郎 , 布施洸 , 米岡祐輔 , 小口智彦 , 山本真也 , 
米瀬淳二

	 筋層浸潤性膀胱癌に対するロボット支援膀胱全
摘除術の術後合併症の予測因子の検討 .

	 第 37 回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会
総会 : 米子市 , 2023, [ ポスター発表 ]

20.	 増田均 , 山本真也 , 沼尾昇 , 小川将宏 , 井上亨 , 
武田隼人 , 上原翔 , 三神晃 , 萩原喜一 , 湯浅健 , 
福井巌 , 米瀬淳二

	 がん研究会有明病院における低侵襲手術の動
向 .

	 第 15 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会
学術集会 : Web 開催 , 2023, [ パネルディス
カッション ]

21.	 米瀬淳二
	 前立腺全摘除
	 第 15 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : Web 開催 , 2023, [ ビデオディス
カッション ]

22.	 米瀬淳二
	 膀胱全摘
	 第 15 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : Web 開催 , 2023, [ ビデオディス
カッション ]

23.	 米瀬淳二
	 膀胱癌手術（全摘除・部分切除・尿路再建）
	 第 15 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : Web 開催 , 2023, [ 座長 ]

24.	 駒井好信 , 後藤田直人 , 井上雅晴 , 三神晃 , 井
上亨 , 小川将宏 , 山本真也 , 米瀬淳二

	 Segmental ischemia での腎部分切除を可能に
する renovascular microdissection：腹腔鏡下
アプローチにおける手技の実際 .

	 第 15 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会
学術集会 : Web 開催 , 2023, [ 発表形式不明 ]

25.	 駒井好信 , 石川雄大 , 沼尾昇 , 福井巌 , 米瀬淳
二

	 他科から学ぶ腹腔鏡手術手技 .
	 第 15 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : Web 開催 , 2023, [ パネルディス
カッション ]

26.	 駒井好信 , 後藤田直人 , 松原伸晃 , 米瀬淳二
	 腎癌手術のクオリティーを向上させる 3Dプリ

ンティッドモデル .
	 第 15 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : Web 開催 , 2023, [ 特別講演 ]

【形成外科】
1.	 Karakawa, R., ほか
	 Comparison of outcomes following pedi-

cled and free flap transfers for treatment of 
shoulder soft tissue sarcoma.
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	 2023 American Society of Reconstructive 
Microsurgery （ASRM） Annual Meeting: 
Aventura, FL, USA, 2023, [ 一般演題口演 ]

2.	 Karakawa, R.
	 A novel microsurgical training system using 

Augmented Reality （AR） with superim-
posed procedure of the proficient surgeon.

	 2023 American Society of Reconstructive 
Microsurgery （ASRM） Annual Meeting: 
Aventura, FL, USA, 2023, [ 一般演題口演 ]

3.	 Yoshimatsu, H.
	 My microsurgical journey.
	 2023 American Society of Reconstructive 

Microsurgery （ASRM） Annual Meeting: 
Aventura, FL, USA, 2023, [ シンポジウム ]

4.	 Yoshimatsu, H.
	 The SCIP: Pushing the limits.
	 2023 American Society of Reconstructive 

Microsurgery （ASRM） Annual Meeting: 
Aventura, FL, USA, 2023, [ シンポジウム ]

5.	 Yano, T.
	 Surgical intervention for complications after 

breast implant reconstruction.
	 Best of SABCS: China, 2023, [シンポジウム]

6.	 倉元有木子
	 選択肢が増えた SBI による乳房再建 .
	 第 28 回日本形成外科手術手技学会 : 東京

+Web開催 , 2023, [ アフタヌーンセミナー ]

7.	 末貞伸子 , 矢野智之 , 吉松英彦 , 宮下宏紀 , 倉
元有木子 , 辛川領 , 山田真由香 , 布施佑馬 , 前
田恵里沙 , 眞島昂也

	 がん研流乳房再建：Step by step.
	 第 28 回日本形成外科手術手技学会 : 川崎市 , 

2023, [ ビデオシンポジウム ]

8.	 矢野智之
	 乳房再建の最新治療 .
	 第 28 回日本形成外科手術手技学会 : 東京

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

9.	 矢野智之
	 頭蓋底頭頸部再建を経て至ったマイクロの境

地 .
	 第 16 回日本整容脳神経外科学会 : 富山市 , 

2023, [ シンポジウム ]

10.	 Yano, T.
	 Head & neck reconstruction
	 第 66 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 長

崎市 , 2023, [ 座長 ]

11.	 Yano, T., Kuramoto, Y., Suesada, N., 
Karakawa, R., Miyashita, H., Yoshimatsu, H.

	 Surgical interventions for a capsular con-
tracture after breast reconstruction using 
implants.

	 第 66 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 長
崎市 , 2023, [ 国際セッション ]

12.	 Yoshimatsu, H., ほか
	 Packman Superficial Circumflex Iliac Artery 

Perforator Flaps: Turning an Axial Flap to a 
Pseudo-perforator Flap.

	 第 66 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 長
崎市 , 2023, [ 国際セッション ]

13.	 大沼遥 , 宮下宏紀 , 吉松英彦 , 倉元有木子 , 末
貞伸子 , 山田真由香 , 辛川領 , 布施佑馬 , 松岡
祐貴 , 權知華 , 前田恵里沙 , 眞島昂也 , 中塚健
吾 , 米倉悠太

	 遊離皮弁を用いた乳房再建における静脈移植の
有用性の検討 .

	 第 66 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 長
崎市 , 2023, [ 口述発表 ]

14.	 辛川領
	 自家組織乳房再建手術の短期成績における BMI

の影響：大規模リアルワールドデータ研究 .
	 第 66 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 長

崎市 , 2023, [ 口述発表 ]

15.	 吉松英彦
	 Lymphatic physiological surgeries for treat-

ment of breast cancer-related upper ex-
tremity lymphedema.

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ シンポジウム ]
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16.	 Yano, T.
	 How to reshape breast contour in DIEP flap 

breast reconstruction.
	 2023 China Breast Reconstruction Sympo-

sium: Shenzhen, China, 2023, [ シンポジウ
ム ]

17.	 倉元有木子
	 HBOC保険収載後の予防切除に対する自家組織

再建の合併症 .
	 第 11 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : つくば市 , 2023, [ パネル
ディスカッション ]

18.	 倉元有木子
	 選択肢が増えた SBI による乳房再建 .
	 第 11 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : つくば市 , 2023, [ パネル
ディスカッション ]

19.	 矢野智之
	 Profunda artery perforator （PAPflap） の弱

点を克服する脂肪注入併用 Hybrid-PAP flap 
（HyPAP）の工夫 .

	 第 11 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会 : つくば市 , 2023, [ ビデオ
シンポジウム ]

20.	 辛川領
	 PAP flap を武器にする！
	 第 11 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : つくば市 , 2023, [ 教育講
演 ]

21.	 Kagimoto, S.
	 The trial of using color reader in plastic 

surgery field.
	 第 32回日本形成外科学会基礎学術集会 : 東京 , 

2023, [ 国際委員会企画 ]

22.	 矢野智之
	 がん治療後も前向きになるための整容再建 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ シンポジウム ]

23.	 矢野智之
	 軟部か硬性再建か ?ゴール設定は：上顎再建を

模索する ,
	 第 41 回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会 : 淡

路市 , 2023, [ シンポジウム ]

24.	 権知華 , ほか
	 深大腿動脈穿通枝（PAP）皮弁による乳房再建

に適した乳房とは？：整容面の定量的評価 .
	 第 50 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 名古屋市 , 2023, [ 口述発表 ]

25.	 矢野智之
	 みんなが使える色調変化に着目した皮弁血流評

価デバイス開発の未来 .
	 第 50 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 名古屋市 , 2023, [ シンポジウム ]

26.	 辛川領 , ほか
	 ボディスーツとスマートフォンを用いたリンパ

浮腫四肢周径測定 .
	 第 50 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 名古屋市 , 2023, [ 口述発表 ]

27.	 辛川領
	 悪性軟部腫瘍切除後の皮弁再建におけるテクノ

ロジー導入の影響 .
	 第 50 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 名古屋市 , 2023, [ ビデオパネル ]

【眼科】
1.	 辻英貴
	 悪性腫瘍 .
	 第 10 回日本眼形成再建外科学会学術集会 : 札

幌市 , 2023, [ 座長 ]

2.	 中島勇魚 , 辻英貴 , 佐藤由紀子 , 古田玲子 , 利
安隆史 , 中泉知子 , 竹内賢吾

	 結膜上皮系新生物におけるヒト乳頭腫ウィルス
の関与 .

	 第 40 回日本眼腫瘍学会 : 大阪市 , 2023, [ 口
述発表 ]

3.	 辻英貴 , 鈴木茂伸
	 眼窩腫瘍
	 第 40 回日本眼腫瘍学会 : 大阪市 , 2023, [ 座

長 ]
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4.	 中島勇魚 , ほか
	 COVID-19 感染後に眼痛と複視を⽣じた眼窩炎

症の１例 .
	 第 37 回日本眼窩疾患シンポジウム : 広島市 , 

2023, [ 一般口演 ]

5.	 中島勇魚 , 辻英貴 , 中泉知子 , 竹内賢吾 , 山城
健児

	 IgG4 陽性形質細胞の浸潤を伴う巨大眼瞼結膜
腫瘤の 3例 .

	 第 77 回日本臨床眼科学会 : 東京 , 2023, [ ポ
スター発表 ]

6.	 辻英貴
	 眼瞼腫瘍・手術
	 第 77 回日本臨床眼科学会 : 東京 , 2023, [ 座

長 ]

7.	 辻英貴
	 明日から実践できる眼腫瘍診断
	 豊島区眼科医会学術講演会 : 東京 , 2023, [ 講

演 ]

【血液腫瘍科】
1.	 丸山大
	 リンパ腫①
	 第 18回日本血液学会関東甲信越地方会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

2.	 丸山大
	 再発・難治性 FLにおける CAR-T 療法 .
	 第 18回日本血液学会関東甲信越地方会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

3.	 丸山大
	 Meet the Experts ①
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

4.	 丸山大
	 Oncocardiology 時代の静脈血栓塞栓症のマネ

ジメント .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 委員会企画 ]

5.	 丹羽美香子 , 朝井洋晶 , 吉田菊晃 , 平野慧 , 寺
本由加子 , 平野光人 , 城内優子 , 石原優子 , 三
嶋裕子 , 丸山大

	 G-CSF 製剤により発症した大動脈炎の 2症例 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

6.	 Hirano, K., Yoshida, K., Inoue, N., Tsuyama, 
N., Teramoto, Y., Hirano, M., Tanba, M., Ya-
mauchi, N., Shirouchi, Y., Ishihara, Y., Asai, 
H., Mishima, Y., Taguchi, S., Hirasawa, T., 
Takeuchi, K., Maruyama, D.

	 Clinical outcome of patients with local-
ized primary gastric mucosa-associated 
lymphoid tissue lymphoma: Long-term 
follow-up results from a single-institution 
observational study.

	 European Hematology Association 2023 
Hybrid Congress: Frankfurt, Germany, 
2023, [ ポスター発表 ]

7.	 丸山大
	 再発難治性 CLL 治療における BCL-2 阻害剤の

役割 .
	 第 63 回日本リンパ網内系学会・総会 / 第 26

回日本血液病理研究会 : さいたま市+Web 開
催 , 2023, [ モーニングセミナー ]

8.	 山内寛彦
	 CD20xCD3 二重特異性抗体
	 第 63 回日本リンパ網内系学会・総会 / 第 26

回日本血液病理研究会 : さいたま市+Web 開
催 , 2023, [ 教育セミナー ]

9.	 平野光人 , 吉田菊晃 , 平野慧 , 寺本由加子 , 丹
羽美香子 , 山内寛彦 , 城内優子 , 石原優子 , 朝
井洋晶 , 三嶋裕子 , 竹内賢吾 , 丸山大

	 再発・難治性 DLBCL 患者に対する polatu-
zumab vedotin, bendamustine, rituximab
併用（pola-BR）療法の有効性と安全性に関す
る後方視的観察研究 .

	 第 63 回日本リンパ網内系学会・総会 / 第 26
回日本血液病理研究会 : さいたま市+Web 開
催 , 2023, [ ポスター発表 ]
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10.	 三嶋裕子 , ほか
	 移植非適応初発MCL 治療のエビデンスを探る

SHINE study より .
	 第 19 回日本血液学会関東甲信越地方会 : 甲府

市 , 2023, [ 口述発表 ]

11.	 山内寛彦
	 CQ7-2：がん薬物療法に伴い静脈血栓塞栓症を

発症した患者に抗凝固療法は推奨されるか？
	 第 6回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 神戸市 , 

2023, [ ガイドラインセッション ]

12.	 城内優子 , 芳賀淑美 , 峯岸ゆり子 , 箱崎勇治 , 
堀公法 , 三嶋裕子 , 丸山大 , 植田幸嗣

	 Proteomic profiling of bone marrow EVs to 
identify diagnostic biomarkers for multiple 
myeloma：骨髄液中の細胞外小胞内包タンパ
ク質解析による多発性骨髄腫診断バイオマー
カーの開発 .

	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2023, 
[ 口述発表 ]

13.	 丸山大
	 リンパ腫治療の最近の進歩 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 教育セッション ]

14.	 丸山大 , 上野誠 , 木村綾 , 中村健一 , 柴田大朗 , 
片山宏 , 山本精一郎 , 福田治彦

	 日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）の取り組み .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ シンポジウム ]

15.	 三嶋裕子 , 城内優子 , 石原優子 , 平野慧 , 平野
光人 , 朝井洋晶 , 吉田菊晃 , 寺本由加子 , 美馬
風花 , Low, S. K., 丸山大

	 初発多発性骨髄腫における NRAS 変異の 3剤
併用寛解導入療法の治療効果に対する影響 .

	 第 85 回日本血液学会学術集会 : 東京 , 2023, 
[ 口述発表 ]

16.	 丸山大 , 一井倫子
	 多発性骨髄腫治療の現状と今後の展開 .
	 第 85 回日本血液学会学術集会 : 東京 , 2023, 

[ 座長 ]

【総合腫瘍科】
1.	 仲野兼司
	 悪性軟部腫瘍に対する薬物療法の現状と今後の

展望 .
	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

神戸市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

2.	 佐藤靖祥 , ほか
	 がん専門病院での肉腫における遺伝子パネル検

査の現状 .
	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

神戸市 , 2023, [ ポスター発表 ]

3.	 浦崎哲也 , ほか
	 再発乳房原発血管肉腫の 2例 .
	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

神戸市 , 2023, [ ポスター発表 ]

4.	 須藤洋崇 , ほか
	 再発・難治性成人ユーイング肉腫ファミリー腫

瘍の予後因子の検討 .
	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

神戸市 , 2023, [ ポスター発表 ]

5.	 髙橋俊二
	 がん遺伝子パネル検査と分子標的薬の可能性 .
	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

神戸市 , 2023, [ 座長 ]

6.	 髙橋俊二
	 悪性軟部腫瘍とGIST の現状と今後の展望 .
	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

神戸市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

7.	 佐藤靖祥
	 食道癌・胃癌における免疫チェックポイント阻

害剤＋化学療法の複合療法の現状と展望 .
	 第55回制癌剤適応研究会: 鎌倉市, 2023, [シ

ンポジウム ]

8.	 仲野兼司 , 坂田征士 , 佐藤靖祥 , 王暁斐 , 林直
美 , 須藤洋崇 , 大木遼佑 , 福田直樹 , 浦崎哲也 , 
小野麻紀子 , 友松純一 , 三谷浩樹

	 頭頸部癌におけるMET 過剰発現の頻度と、免
疫チェックポイント阻害薬の有効性予測因子と
しての意義 .
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	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

9.	 佐藤靖祥 , 坂田征士 , 佐藤由紀子 , 大木遼佑 , 
須藤洋崇 , 王暁斐 , 林直美 , 福田直樹 , 浦崎哲
也 , 仲野兼司 , 小野麻紀子 , 友松純一 , 三谷浩
樹 , 髙橋俊二

	 ニボルマブ療法におけるバイオマーカーとし
ての PD-L1 発現および好中球／リンパ球比
（NLR）.

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Mini Oral Session]

10.	 大木遼佑 , 浦崎哲也 , 伊東翼 , 中村剛大 , 山口
良友 , 西野貴斗 , 米岡祐輔 , 安田庸輔 , 藤原遼 , 
小口智彦 , 駒井好信 , 沼尾昇 , 山本真也 , 米瀬
淳二 , 髙橋俊二 , 湯浅健

	 当院における尿路上皮癌に対するエンフォルツ
マブ・ベドチン療法の使用成績 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Mini Oral Session]

11.	 大木遼佑 , 飯沼光司
	 泌尿器２（腎がん）.
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

12.	 大木遼佑
	 転移性腎細胞癌の予後良好群に対する治療戦

略 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

13.	 小野麻紀子
	 閉経前乳癌におけるサバイバーシップ .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

14.	 林直美 , 深田一平 , 細永真理 , 王暁斐 , 山崎真
澄 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 
森誠一 , 髙橋俊二

	 当院におけるがん遺伝子パネル検査 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

15.	 浦崎哲也 , 小野麻紀子 , 武田孝一 , 望月俊明 , 
友松純一 , 宮脇英里子 , 志賀太郎 , 古川孝広 , 
髙橋俊二 , 北野滋久

	 当院免疫支援チームで対応した免疫関連有害事
象に関する後方視的解析 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

16.	 温泉川真由
	 婦人科 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

17.	 福田直樹 , 戸田和寿 , 大木遼佑 , 須藤洋崇 , 王
暁斐 , 林直美 , 浦崎哲也 , 佐藤靖祥 , 仲野兼司 , 
小野麻紀子 , 友松純一 , 三谷浩樹 , 髙橋俊二

	 ヨード不応性分化型甲状腺癌に対するレンバチ
ニブ長期投与時におけるタンパク尿の臨床的意
義 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Mini Oral Session]

18.	 髙橋俊二
	 甲状腺癌における Patient Journey、及び臓器

横断的な固形腫瘍における遺伝子検査 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

19.	 髙橋俊二
	 頭頸部 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

20.	 小野麻紀子
	 乳がんの治療戦略とアピアランスケア支援につ

いて .
	 第 5 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会

学術集会 : 東京 , 2023, [ 座長 ]

21.	 小野麻紀子 , 濱口恵子 , 中村美穂 , 長﨑礼子 , 
横井麻珠美 , 鴨川郁子 , 床知恵子 , 中原由美子 , 
宇津木久仁子 , 片岡明美 , 植弘奈津恵 , 高野利
実

	 当院における多職種によるサバイバーシップ支
援の取り組み：アピアランスケアを中心に .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]
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22.	 福田直樹
	 レンバチニブ長期継続実現のための治療戦略：

効果を最大限に発揮させることを目指した副作
用マネジメントの考察 .

	 第 35 回日本内分泌外科学会総会 : 松本市 , 
2023, [ ランチョンセミナー ]

23.	 福田直樹
	 甲状腺癌ゲノム診療最前線 .
	 第 35 回日本内分泌外科学会総会 : 松本市 , 

2023, [ 教育セミナー ]

24.	 髙橋俊二 , 小野田尚佳
	 進行甲状腺癌に対する薬物療法の現状と展望 .
	 第 35 回日本内分泌外科学会総会 : 松本市 , 

2023, [ 座長 ]

25.	 髙橋俊二 , 佐野大佑
	 ゲノム医療 .
	 第 47 回日本頭頸部癌学会・学術講演会 : 大阪

市 , 2023, [ 司会 ]

26.	 温泉川真由
	 進行卵巣がんに対する薬物療法 .
	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古

屋市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

27.	 髙橋俊二
	 再発転移頭頚部癌に対する免疫チェックポイン

ト阻害剤の適応：腫瘍内科医の見地から .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ シンポジウム ]

【総合診療部】
1.	 志賀太郎
	 静脈血栓症／肺塞栓症部会：欧米ガイドライン

と比較した日本国内の VTE 予防の状況と相違
点 .

	 第 17 回日本血栓止血学会学術標準化委員会シ
ンポジウム : 東京+Web開催 , 2023, [ ディス
カッサント ]

2.	 志賀太郎
	 ハイボリュームセンターにおける腫瘍循環器学

の実践 .
	 第 120 回日本内科学会総会・講演会 : 東京

+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

3.	 志賀太郎
	 青年期および若年成人（AYA）がんサバイバー

の長期的健康管理：AYA世代および小児がんサ
バイバーに対する心血管毒性を考える ：若年が
ん患者と腫瘍循環器学 .

	 第 5 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会
学術集会 : 東京 , 2023, [ シンポジウム ]

4.	 上原雅恵 , 松田淳
	 末梢血管 /肺高血圧 /腫瘍 .
	 第 268 回日本循環器学会関東甲信越地方会 : 

東京 , 2023, [ 座長 ]

5.	 志賀太郎
	 がん関連血栓症（CAT）診療を極める .
	 第43回日本静脈学会総会: 松山市, 2023, [座

長 ]

6.	 志賀太郎
	 Oncology Emergency.
	 第 8 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 奈良市 , 2023, [ 座長 ]

7.	 武田孝一
	 ケースから学ぶ実践的 irAE マネジメント .
	 第 39 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 名古

屋市 , 2023, [ スポンサードシンポジウム ]

8.	 志賀太郎
	 BTK 阻害薬に関連した心血管合併症とそのマネ

ジメント .
	 第 6 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 神戸市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

9.	 志賀太郎
	 SNS を活用した腫瘍循環器の普及に向けて .
	 第 6 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 神戸市 , 

2023, [ シンポジウム ]

10.	 志賀太郎
	 各国ガイドラインから考える，小児・AYA が

んサバイバーに対する長期的な腫瘍循環器診療
フォローアップについて .

	 第 6 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 神戸市 , 
2023, [ シンポジウム ]
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11.	 志賀太郎
	 腫瘍循環器学の基本② ：がん専門医から循環器

専門医へ .
	 第 6 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 神戸市 , 

2023, [ 座長 ]

12.	 志賀太郎
	 長期的ながん関連静脈血栓症のマネジメントを

考える .
	 第 6 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 神戸市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

13.	 志賀太郎
	 がん治療に関連した心血管毒性（CTR-CVT）

の予防やマネジメントについて .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ ワークショップ ]

14.	 武田孝一
	 重篤・難渋 irAE のマネジメントを考える：ど

こで気付く？どう対処する？実例から学び明日
への診療につなげる .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ 学術セミナー ]

15.	 武田孝一
	 オプジーボ・ヤーボイの irAE マネジメント：

irAE CRS・irAE 心筋炎の Tips.
	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 

2023, [ スポンサードシンポジウム ]

16.	 志賀太郎
	 免疫チェックポイント阻害薬による循環器関連

irAE の診療 .
	 第 44 回日本臨床薬理学会学術総会 : 神戸市 , 

2023, [ シンポジウム ]

17.	 上原雅恵
	 心膜腫瘍
	 第 270 回日本循環器学会関東甲信越地方会 : 

東京 , 2023, [ 座長 ]

【麻酔科】
1.	 寺嶋克幸
	 一般演題 4
	 第 35 回日本老年麻酔学会 : 東京 +Web 開催 , 

2023, [ 座長 ]

2.	 寺嶋克幸
	 術中の心停止を予測する低血圧アラーム .
	 第 34 回日本臨床モニター学会総会 : 高知市 , 

2023, [ 一般演題口演 ]

3.	 寺嶋克幸
	 頭文字 Pで考えるレミマゾラム麻酔 .
	 第 34 回日本臨床モニター学会総会 : 高知市 , 

2023, [ 座長 ]

4.	 寺嶋克幸
	 2023 年度社会保険部会診療報酬フォーラム .
	 日本麻酔科学会第 70 回学術集会 : 神戸市 , 

2023, [ シンポジウム ]

5.	 甲田昌紀 , 鈴木隆司 , 山崎恭子 , 寺嶋克幸
	 輸血用血液製剤投与中にアナフィラキシー

ショックをきたした 1例 .
	 関東甲信越・東京支部第 63 回合同学術集会 : 

東京 , 2023, [ 一般演題 ]

6.	 寺嶋克幸
	 全身麻酔中の人工呼吸器設定：こだわっていま

すか？
	 日本臨床麻酔学会第 43 回大会 : 宮崎市 , 

2023, [ 麻酔科領域講習 ]

7.	 甲田昌紀 , 平島潤子 , 石川晴士 , 広山万希子 , 
寺嶋克幸

	 日本人の婦人科がんにおける術前深部静脈血栓
症の予測因子の検討 .

	 日本臨床麻酔学会第 43 回大会 : 宮崎市 , 
2023, [ 優秀演題候補セッション ]

【腫瘍精神科】
1.	 清水研
	 Psycho-Oncology『病を抱えた方との向き合い

方』がん患者さんが教えてくれたこと .
	 第 6 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

神戸市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

2.	 清水研
	 薬剤師が担う精神心理的ケア：患者さんの” つ

らさ” にどう対応するか：がん患者の怒り：患
者心理を理解して適切に対応するために .

	 第 12 回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 名古屋
市 , 2023, [ シンポジウム ]
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3.	 清水研 , 竹久志穂
	 精神心理的苦痛を評価する .
	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2023, [ 座長 ]

4.	 清水研
	 患者さんの怒りに向き合う：明日から役立つ臨

床のコツ .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ イブニングセミナー ]

5.	 厚坊浩史
	 総合病院リエゾン場面におけるアディクショ

ン：アルコールを中心に .
	 2023 年度アルコール・薬物依存関連学会合同

学術総会 : 岡山市 , 2023, [ ワークショップ ]

6.	 大岡友子
	 Family, bereaved family, grief 遺族ケアガイ

ドライン .
	 第 36 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 奈

良市 , 2023, [ シンポジウム ]

7.	 清水研 , 藤原雅樹
	 家族を含めたがんとの共生 .
	 第 36 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 奈

良市 , 2023, [ シンポジウム ]

8.	 清水研
	 がんとこころ：死を意識した患者と向き合うた

めに .
	 第 46 回日本産婦人科手術学会 : 東京+Web開

催 , 2023, [ 講演 ]

9.	 厚坊浩史
	 パーソナルリカバリーを目指したがんサバイ

バーシップ支援：心理士の視点から .
	 第 36回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2023, [ ワークショップ ]

10.	 厚坊浩史
	 改めてチーム医療を考える：多職種チーム間の

連携と協働における課題と工夫 .
	 第 36回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2023, [ ワークショップ ]

11.	 厚坊浩史
	 総合病院の心理職として今までやってきたこ

と，これからやっていきたいこと .
	 第 36回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2023, [ シンポジウム ]

12.	 清水研
	 がん患者の死に対する恐怖や生きる意味につい

て .
	 第 36回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2023, [ 座長 ]

【感染症科】
1.	 榎田泰祐 , 鎗水彰 , 武田孝一 , 大串大輔 , 羽山

ブライアン , 原田壮平
	 悪性外耳道炎の治療中に左末梢性顔面神経麻痺

を生じ，治療不良を疑うも Ramsay-Hunt 症候
群の合併と診断した一例 .

	 第 97 回日本感染症学会総会・学術講演会 / 第
71回日本化学療法学会総会合同学会 : 横浜市 , 
2023, [ 口述発表 ]

2.	 武田孝一 , 鎗水彰 , 榎田泰祐 , 大串大輔 , 羽山
ブライアン

	 子宮頸がん術後の ,Mycoplasma hominis によ
るリンパ嚢胞感染の 1例 .

	 第 97 回日本感染症学会総会・学術講演会 / 第
71回日本化学療法学会総会合同学会 : 横浜市 , 
2023, [ 口述発表 ]

3.	 武田孝一
	 ケースから学ぶ実践的 irAE マネジメント .
	 第 39 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 名古

屋市 , 2023, [ スポンサードシンポジウム ]

4.	 武田孝一
	 重篤・難渋 irAE のマネジメントを考える：ど

こで気付く？どう対処する？実例から学び明日
への診療につなげる .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ 学術セミナー ]

5.	 羽山ブライアン
	 耐性菌感染症
	 第 72回日本感染症学会東日本地方会学術集会 , 

第 70 回日本化学療法学会東日本支部総会合同
学会 : 東京 , 2023, [ 座長 ]
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6.	 鎗水彰 , 榎田泰祐 , 武田孝一 , 大串大輔 , 羽山
ブライアン

	 C. difficile 感染症の治療後再発を反復する患者
に対しベズロトクスマブを使用し再発抑制に
至った症例 .

	 第 72回日本感染症学会東日本地方会学術集会 , 
第 70 回日本化学療法学会東日本支部総会合同
学会 : 東京 , 2023, [ 一般演題 ]

7.	 武田孝一
	 オプジーボ・ヤーボイの irAE マネジメント：

irAE CRS・irAE 心筋炎の Tips.
	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 

2023, [ スポンサードシンポジウム ]

【歯科】
1.	 富塚健
	 がん治療から終末期までの、口腔トラブルの緩

和ケア .
	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2023, [ 座長 ]

【放射線治療部】
1.	 伊藤康
	 定位照射技術 Update
	 日本放射線技術学会東京支部第 147 回東京支

部セミナー : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

2.	 小口正彦
	 がんゲノム診療のための AI ホスピタル：統合

がんデータベース構築 .
	 ゲノム医療推進研究会 : 東京 , 2023, [ 口述発

表 ]

3.	 中島大
	 放射線治療業務における医療安全からみたピッ

トホール（品質管理）.
	 日本放射線治療専門放射線技師認定機構 第３

回 RTT 医療安全セミナー : Web 開催 , 2023, 
[ 講演 ]

4.	 伊藤康
	 放射線治療業務における医療安全からみたピッ

トホール（CTシミュレータ・固定具作成）.
	 日本放射線治療専門放射線技師認定機構 第３

回 RTT 医療安全セミナー : Web 開催 , 2023, 
[ 講演 ]

5.	 利安隆史
	 エキスパートによる治療計画のコツとノウハ

ウ：1）局所進行頸部癌：治療計画提示 .
	 日本放射線腫瘍学会第 36 回高精度外部照射部

会研究会 : 柏市 , 2023, [ シンポジウム ]

6.	 芹澤慈子 , ほか
	 骨転移に対する体幹部定位放射線治療（SBRT）

の有用性と安全性の検討 .
	 日本放射線腫瘍学会第 36 回高精度外部照射部

会研究会 : 柏市 , 2023, [ 要望演題 ]

7.	 上間達也
	 IMRT/VMATにおける独立線量計算検証（AAPM 

TG219）.
	 第 79 回日本放射線技術学会総会学術大会 : 横

浜市 , 2023, [ 第 86 回放射線治療部会 ]

8.	 吉岡靖生
	 金マーカーを用いた寡分割外照射の最前線 .
	 第 110 回日本泌尿器科学会総会 : 神戸市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

9.	 下谷内奈々 , ほか
	 当院の局所進行子宮頸癌に対する根治的 CCRT

の長期成績 .
	 日本放射線腫瘍学会小線源治療部会第 25 回学

術大会: 神戸市+Web開催, 2023, [口述発表]

10.	 吉岡靖生
	 高 線 量 率 組 織 内 照 射：High-dose-rate 

brachytherapy: Ready for prime time?
	 日本放射線腫瘍学会小線源治療部会第 25 回学

術大会 : 神戸市+Web開催 , 2023, [ シンポジ
ウム ]

11.	 原田亜里咲
	 Role of radiotherapy in the management of 

the axilla for breast cancer.
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ シンポジウム ]
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12.	 吉岡靖生
	 前立腺癌への放射線治療：modality の最新状

況 .
	 日本泌尿器腫瘍学会第 9回学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

13.	 吉岡靖生
	 寡分割照射を理解するのに必要な基礎知識 .
	 第 51 回日本放射線技術学会秋季学術大会 : 名

古屋市 , 2023, [ 教育講演 ]

14.	 松林史泰 , 伊藤康
	 吸引式患者固定具の圧力低下がセットアップエ

ラーに及ぼす影響 .
	 第 51 回日本放射線技術学会秋季学術大会 : 名

古屋市 , 2023, [ 口述発表 ]

15.	 吉岡靖生
	 進行前立腺がんに対する放射線治療の適用法と

求められる画像診断 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ イブニングセミナー ]

16.	 髙橋太郎
	 RALS の独立検証について（ソフトウェア使用）
	 マイクロセレクトロン研究会第19回学術大会: 

東京 , 2023, [ 講演 ]

17.	 上間達也
	 線量測定・線量検証
	 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会 : 横浜市 , 

2023, [ 座長 ]

18.	 上間達也 , ほか
	 肺 VMAT-SBRT における呼吸停止中の腫瘍位置

変位が腫瘍投与線量に与える影響について .
	 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会 : 横浜市 , 

2023, [ 口述発表 ]

19.	 利安隆史 , ほか
	 局所進行 p16 陽性中咽頭癌に対する同時化学

放射線療法の長期治療成績 .
	 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会 : 横浜市 , 

2023, [ 口述発表 ]

20.	 原田亜里咲 , ほか
	 寡分割全乳房照射における X線照射エネルギー

別の長期治療成績の検討 .
	 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会 : 横浜市 , 

2023, [ 口述発表 ]

21.	 吉岡靖生
	 The latest technology and solution in 

RTMR.
	 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会 : 横浜市 , 

2023, [ 座長 ]

22.	 吉岡靖生
	 SpaceOARを用いた前立腺がん放射線治療：ハ

イドロゲルスペーサーの安全な留置と効果的な
治療計画 . 

	 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会 : 横浜市 , 
2023, [ ランチョンセミナー ]

23.	 吉岡靖生
	 前立腺癌
	 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会 : 横浜市 , 

2023, [ 教育講演 ]

24.	 吉岡靖生
	 小線源治療 1
	 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会 : 横浜市 , 

2023, [ 座長 ]

25.	 宮内輝 , ほか
	 トモセラピーの線量分布を活用した Knowl-

edge-based planning のmodel 作成に関する
検討 .

	 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会 : 横浜市 , 
2023, [ ポスター発表 ]

26.	 芹澤慈子 , ほか
	 前立腺癌 IMRT における金マーカーを用いた

IGRTと非 IGRT との比較 .
	 日本放射線腫瘍学会第36回学術大会 : 横浜市 , 

2023, [ 口述発表 ]

27.	 小口正彦
	 How to close the cancer care gap with Arti-

ficial Intelligence：がん診療における AI ホス
ピタル .
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	 第 44 回日本臨床薬理学会学術総会 : 横浜市 , 
2023, [ シンポジウム ]

28.	 小口正彦
	 内閣府 AI（人工知能）ホスピタル共催シンポ

ジウム
	 第 44 回日本臨床薬理学会学術総会 : 神戸市 , 

2023, [ 座長 ]

【緩和治療科】
1.	 松本禎久
	 早期からの緩和ケア提供 .
	 第 6 回岡山県緩和ケアフォローアップ研修会

（岡山県医師会主催）: Web開催, 2023, [講演]

2.	 松本禎久
	 がん医療における緩和ケアと口腔健康管理 .
	 令和 4年度東京都周術期口腔ケア推進事業 第

3回基礎・応用コース研修 : Web 開催 , 2023, 
[ 講演 ]

3.	 松本禎久
	 骨転移による痛みのマネジメント .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 合同シンポジウム ]

4.	 松本禎久 , ほか
	 がん患者の痛みに関する最近の話題：Year in 

review.
	 第 8 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 奈良市 , 2023, [ 口述発表 ]

5.	 佐伯吉規
	 精神科リエゾンチームのハードルと今後の課題

について考える .
	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2023, [ パネルディスカッション ]

6.	 松本禎久
	 つぎにつなげる臨床研究：痛みをどう評価する

のか .
	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2023, [ 座長 ]

7.	 松本禎久
	 看護師だからこそ、ここまでできる！：症例か

ら読み解くがん疼痛治療のポイント .
	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2023, [ 座長 ]

8.	 松本禎久
	 難治性のがんの痛みへのアプローチ：評価から

メサドンや侵襲を伴う治療法まで、どう考えて
どう対応するか .

	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 
2023, [ 口述発表 ]

9.	 秋月晶子 , 松本禎久 , 佐伯吉規 , 臼井優子 , 池
田昌弘 , 夏目まいか , 石黒太造 , 飯倉佑介

	 がん疼痛に対してメサドンが導入された 82 例
の後方視的検討 .

	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 
2023, [ ポスター発表 ]

10.	 佐伯吉規
	 曲がり角に立つ精神科入院医療：課題の多様性

から将来を探る .
	 第 119 回日本精神神経学会学術総会 : 横浜市 , 

2023, [ 指定発言 ]

11.	 松本禎久
	 精神科医への期待：がん治療との統合 .
	 第 119 回日本精神神経学会学術総会 : 横浜市 , 

2023, [ 口述発表 ]

12.	 松本禎久 , 飯倉佑介 , 石黒太造
	 がん疼痛に対してプログラム式植込み型輸液ポ

ンプ使用中の患者の海外からの受け入れ .
	 日本ペインクリニック学会第 57 回学術集会 : 

佐賀市 , 2023, [ 口述発表 ]

13.	 佐伯吉規
	 がん患者に対する向精神薬使用の注意点：緩和

医療を中心に .
	 第 33 回日本臨床精神神経薬理学会 : 松山市 , 

2023, [ シンポジウム ]

14.	 佐伯吉規 , 梶原裕希 , 鴨川郁子 , 宇津木智子 , 
飯倉佑介 , 石黒太造 , 夏目まいか , 臼井優子 , 
瀬戸陽 , 栗城綾子 , 松本禎久
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	 片頭痛を併存した耳下腺がん海綿静脈洞転移の
一例 .

	 第 5回日本緩和医療学会関東甲信越支部学術大
会 / 第 36 回栃木県緩和ケア研究会合同開催 : 
足利市 , 2023, [ ポスター発表 ]

15.	 松本禎久
	 がん疼痛治療：オピオイド鎮痛薬 .
	 第 5回日本緩和医療学会関東甲信越支部学術大

会 / 第 36 回栃木県緩和ケア研究会合同開催 : 
足利市 , 2023, [ 座長 ]

16.	 佐伯吉規
	 がんと不眠：睡眠、QOL、予後との関係 .
	 第 36 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 奈

良市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

17.	 松本禎久
	 がんの痛みの治療 Up-to-date
	 第 36 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 奈

良市 , 2023, [ 口述発表 ]

18.	 松本禎久
	 地域におけるサイコオンコロジー 2.0
	 第 36 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 奈

良市 , 2023, [ 座長 ]

19.	 松本禎久
	 早期からの緩和ケア提供は生存率に寄与する

か .
	 第 36 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 奈

良市 , 2023, [ 口述発表 ]

20.	 松本禎久
	 緩和ケア提供とがんの痛みのマネジメント：基

礎知識と最近の話題 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 教育講演 ]

21.	 松本禎久
	 自分らしく過ごすために：賢い患者になる緩和

ケア活用法 .
	 Club CaNoWセミナー: Web開催 , 2023, [一

般向け講演会 ]

22.	 佐伯吉規 , 厚坊浩史
	 知りたい！あの先生のキャリアパス 2023.
	 第 36回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2023, [ 座長 ]

23.	 松本禎久
	 がん医療における緩和ケアと口腔健康管理 .
	 令和 5年度東京都周術期口腔ケア推進事業 第

2回基礎・応用コース研修 : Web 開催 , 2023, 
[ 講演 ]

【トータルケアセンター】
1.	 坂口日登美
	 実践報告 .
	 令和 4 年度東京都入退院時連携強化研修事業

フォローアップ研修: Web開催, 2023, [講演]

2.	 宇津木久仁子
	 リンパ浮腫治療の現状と課題 .
	 第 15 回がんのリンパ浮腫研究会 : 名古屋市 , 

2023, [ 特別講演 ]

3.	 片岡明美
	 女性がんサバイバーのヘルスケアニーズ：QOL

向上に必要な性差視点 .
	 健康博覧会 2023 ビジネスカンファレンス : 東

京 , 2023, [ 講演 ]

4.	 床知恵子
	 がん研究会有明病院におけるACPの取り組み .
	 第 1 回がん緩和ケア地域連携カンファレンス : 

Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

5.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津江 , 松永有紀 , 
間森智加 , 吉田奈央 , 尾崎由記範 , 西村明子 , 
古川孝広 , 高野利実 , 上野貴之 , 大野真司

	 エストロゲンレセプター陽性乳癌の術後内分泌
療法中断症例における妊娠転帰と再発につい
て .

	 第 13 回日本がん・生殖医療学会学術集会 : さ
いたま市 , 2023, [ ポスター発表 ]

6.	 永澤郁美 , 坂口日登美 , 釣江利 , 小倉祐子 , 佐
藤友貴絵 , 吉村亜紀 , 田近忍 , 上田美佐江 , 谷
口顕子 , 中川知香子 , 鈴木隆之 , 浅生田尚子 , 
名倉綾乃 , 武本麻理絵
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	 患者・介護者が安心して在宅療養できる切れ目
のない継続的な支援を目指した地域連携室と外
来看護師の協働体制づくり .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

7.	 濱口恵子 , 渡邉眞理
	 未来を拓くがん看護の本質：これまでの歩み、

そして未来 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

8.	 石川加奈子 , 藤浪文子 , 松浦信子
	 Ａ病院における褥瘡専任看護師の自己評価表を

用いた褥瘡看護実践力に関する実態調査 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

9.	 藤浪文子 , 上石響 , 宇津木智子 , 花出正美
	 「専門看護師・認定看護師活動報告書・ラダー

自己評価表」を活用した専門看護師・認定看護
師と配属部署看護管理者の面談の取組み .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

10.	 若林あずさ , 松浦信子 , 石川加奈子 , 藤波文子
	 尿路変向を受けた認知症高齢者の新たな行動変

容を促すアプローチ .
	 第 40 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ

ン学会総会 : 東京 , 2023, [ ポスター発表 ]

11.	 Kataoka, A.
	 Exploring the professional fulfillment of 

nurses engaged in end of life cancer nurs-
ing.

	 26th East Asian Forum of Nursing Schol-
ars: Tokyo, Japan, 2023, [ ポスター発表 ]

12.	 宇津木久仁子
	 リンパ浮腫予防指導：標準化に向けて .
	 日本リンパ浮腫学会教育セミナー : 大阪市 , 

2023, [ 講演 ]

13.	 伊藤寛倫
	 大腸癌がん肝転移の外科治療 .
	 第 5 回 がん研究会有明病院・海上ビル診療所 

合同セミナー : 東京 , 2023, [ 講演 ]

14.	 渡邊雅之
	 食道癌の診断と治療 .
	 第 5 回 がん研究会有明病院・海上ビル診療所 

合同セミナー : 東京 , 2023, [ 講演 ]

15.	 片岡明美 , 中村美穂
	 乳がん治療と社会生活の両立：あきらめない暮

らし方 .
	 第 5 回 がん研究会有明病院・海上ビル診療所 

合同セミナー : 東京 , 2023, [ 講演 ]

16.	 片岡明美
	 若年性乳癌の治療とその後の妊娠について .
	 第 22 回 HOPE カンファレンス : 東京 , 2023, 

[ 講演 ]

17.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 高畑史子 , 
春山優理恵 , 吉田奈央 , 松永有紀 , 間森智加 , 
中平詩 , 井上有香 , 前田哲代 , 吉田和世 , 高橋
洋子 , 稲荷均 , 荻谷朗子 , 坂井威彦 , 宮城由美 , 
上野貴之 , 高野利実 , 大野真司

	 若年乳癌サバイバー（YBC）の第二癌の発症頻
度・時期と予後への影響 .

	 第 123 回日本外科学会定期学術集会 : 東京 , 
2023, [ ポスター発表 ]

18.	 片岡明美
	 妊孕性部会活動報告 .
	 第 8 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 奈良市 , 2023, [ 口述発表 ]

19.	 上田美佐江
	 外来ラウンドの取り組みについて：MSWの立

場から .
	 第 25 回日本医療マネジメント学会学術総会 : 

横浜市 , 2023, [ 一般演題口演 ]

20.	 濱口恵子
	 様々な Gap を埋め「生きる」を応援するアド

バンスケアプランニング .
	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2023, [ 座長 ]

21.	 床知恵子 , 鈴木美智子 , 東千絵 , 片岡明美 , 小
林隆之 , 高畑史子 , 尾崎由紀範 , 中村暁 , 小野
麻紀子 , 高野利実 , 大野真司
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	 多職種でがん患者の「生きる」を支援するACP
がん診療連携拠点病院を対象とした実態調査か
らの現状と課題 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

22.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 松永有紀 , 吉田奈央 , 中
平詩 , 植弘奈津恵 , 高畑史子 , 稲荷均 , 尾崎由
記範 , 西村明子 , 高野利実 , 古川孝広 , 新川裕
美 , 植木有紗 , 上野貴之 , 大野真司

	 若年トリプルネガティブ乳癌の予後と治療後の
妊娠に関する経年的解析 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 口述発表 ]

23.	 田近忍
	 病院全体で取り組む地域連携の在り方 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催, 2023, [メディカルスタッフセッション]

24.	 片岡明美
	 がん治療の実際と生殖機能への影響 .
	 日本生殖心理学会「がん・生殖医療専門心理士」

資格認定養成講座 : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

25.	 片岡明美
	 ピンクリボンウォーク 2023 フィナーレイベン

ト .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ パネリスト ]

26.	 片岡明美
	 Gene Awareness と Advance Care Planning

との協働 .
	 第 47 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会

/第 31 回日本乳癌学会学術総会 /第 28 回日本
緩和医療学会学術大会 / 第 37 回日本がん看護
学会学術集会 .: 松本市 , 2023, [ 座長 ]

27.	 片岡明美
	 活動発表 .
	 認定 NPO 法人乳房健康研究会ピンクリボンア

ドバイザーアニュアルミーティング : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

28.	 片岡明美
	 妊娠期関連乳がん（PABC）患者の臨床病理学

的特徴と治療の変遷について .
	 第 14 回関東産婦人科乳腺医学会 : 東京 , 

2023, [ 講演 ]

29.	 片岡明美
	 POSITIVE 試験と今後の展望について .
	 第 24 回乳癌最新情報カンファランス : 東京 , 

2023, [ 講演 ]

30.	 田近忍
	 がん患者の在宅療養を支える多職種連携；在宅

療養と緩和ケア：地域連携の取り組み .
	 令和 5年度江東区在宅医療連携推進事業在宅医

療多職種連携研修 : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

31.	 松浦信子
	 がん患者におけるスキンケア .
	 第 25 回日本褥瘡学会学術集会 : 神戸市 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

32.	 松浦信子
	 超高齢化社会におけるストーマケア .
	 第 54 回東京ストーマリハビリテーション研究

会 : 東京 , 2023, [ パネルディスカッション ]

33.	 花出正美
	 がん看護 CNSによる相談支援を利用した進行・

再発がん患者の posttraumatic growth.
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ ポスター発表 ]

34.	 上田美佐江
	 事例検討①がん研究会有明病院で取り組んでい

るおひとりさま支援 .
	 第 5回介護と医療連携の会：症例から学ぶおひ

とりさま支援 : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

35.	 武本麻理絵
	 事例検討②がん研究会有明病院で取り組んでい

るおひとりさま支援 .
	 第 5回介護と医療連携の会：症例から学ぶおひ

とりさま支援 : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]
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【画像診断部】
1.	 菊池真理
	 ケースプレゼンテーション：症例 2.
	 第 19 回乳房 MRI 研究会 : 東京 +Web 開催 , 

2023, [ ケースプレゼンテーション ]

2.	 菊池真理
	 知っておきたい乳腺画像診断の基本とピット

フォール .
	 第 29 回日本産婦人科乳腺医学会 : 東京 +Web

開催 , 2023, [ 講演 ]

3.	 五味直哉
	 画像診断医に求められるもの .
	 第32回日本乳癌画像研究会: 東京+Web開催, 

2023, [ 座長 ]

4.	 渡邉ひかる
	 症例カンファレンス
	 第32回日本乳癌画像研究会: 東京+Web開催, 

2023, [ 口述発表 ]

5.	 菊池真理
	 HBOCとハイリスクサーベイランス　
	 第32回日本乳癌画像研究会: 東京+Web開催, 

2023, [ シンポジウム ]

6.	 菊池真理
	 画像診断のミニマルエッセンス：マンモグラ

フィ .
	 第32回日本乳癌画像研究会: 東京+Web開催, 

2023, [ セミナー ]

7.	 菊池真理
	 症例カンファランス
	 第32回日本乳癌画像研究会: 東京+Web開催, 

2023, [ コメンテーター ]

8.	 佐藤嘉尚
	 肺癌の画像診断（非典型例と臨床病期分類）.
	 第 42 回日本画像医学会 : 東京 , 2023, [ セミ

ナー ]

9.	 菊池真理
	 乳腺　術前薬物療法後の画像診断の実際　

HER2陽性乳癌を中心に .
	 第 42 回日本画像医学会 : 東京 , 2023, [ 司会 ]

10.	 渡邉ひかる
	 横隔膜デスモイド型線維腫症の 1例 .
	 第 459 回日本医学放射線学会関東地方会定期

大会・セミナー : Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

11.	 負門克典
	 癌に関連した心大血管の画像診断 .
	 第 459 回日本医学放射線学会関東地方会定期

大会・セミナー : Web開催 , 2023, [ セミナー ]

12.	 Tanaka, O., Chiba, T., Tonooka, A., Okamo-
to, S., Kanao, H.

	 ECR Case of the Day. Casse 16.
	 European Congress of Radiology （ECR）: 

Vienna, Austria+Web開催 , 2023, [ポスター
発表 ]

13.	 Watanabe, H., Sato, Y., Oikado, K., Terau-
chi, T.

	 Correlation between Iodine Concentration 
in Lung Cancer on Dual-Energy CT and 
Non-mucinous Adenocarcinoma Grading.

	 European Congress of Radiology （ECR）: 
Vienna, Austria, 2023, [ 口述発表 ]

14.	 田中優美子
	 婦人科腫瘍の標準的撮像法：現状と課題：MRI

アップデート：推奨プロトコル .
	 第 66 回 RadiologyUpdate 学術講演会 : 東京

+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

15.	 上田和彦 , 江本豊
	 医療の質：診断（必須）：医療の質：診断 .
	 第 82 回日本医学放射線学会総会 : Web 開催 , 

2023, [ 教育講演 ]

16.	 田中優美子
	 国際交流セッション（骨盤領域）.
	 第 82 回日本医学放射線学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

17.	 Tanaka, Y., Tanaka, K., Tonooka, A., Ito, A., 
Okamoto, S., Kitai, S., Kanao, H.

	 Mesonephric-like adenocarcinoma of the 
endometrium: Imaging findings. 

	 Asian Congress of Abdominal Radiology: 
Web 開催 , 2023, [ 口述発表 ]
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18.	 田中優美子
	 婦人科 Common disease の MRI: 撮り方と見

方 . 
	 Web イメージングセミナー：ウイメンズ画像

診断 : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

19.	 五味直哉
	 アクアフィリング
	 第50回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

東京 , 2023, [ 講演 ]

20.	 上田和彦
	 興味ある症例 2
	 第 65 回肝癌症例研究会 : 川崎市 , 2023, [ コ

メンテーター ]

21.	 北井里実
	 卵巣・卵管
	 第 36 回日本腹部放射線学会 : 仙台市 , 2023, 

[ 座長 ]

22.	 田中優美子 , 藤井進也
	 大会長公募症例（4題）.
	 第 36 回日本腹部放射線学会 : 仙台市 , 2023, 

[ 座長 ]

23.	 髙橋叶衣 , 山元龍哉 , 渡邉ひかる , 駒井好信 , 
米瀬淳二 , 山下享子 , 稲村健太郎

	 腎発生の孤立性線維性腫瘍の一例 .
	 第 36 回日本腹部放射線学会 : 仙台市 , 2023, 

[ ポスター発表 ]

24.	 植野映子
	 骨・軟部腫瘍における放射線科医の使い道 .
	 第 56 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京 , 2023, [ セミナー ]

25.	 一川良太 , 山元龍哉 , 藤原遼 , 米瀬淳二 , 津山
直子 , 竹内賢吾

	 Erdheim Chester 病が疑われた一例 .
	 第 10 回泌尿器画像診断・治療技術研究会 : 京

都市 , 2023, [ ポスター発表 ]

26.	 田中優美子 , 片田芳明 , 三好布季子 , 守矢知永 , 
菅原信二 , 長谷川真 , 大槻克文 , 藤村正樹 , 森
下由紀雄

	 子宮捻転の 2例：画像所見と文献的考察 .
	 24th Annual Symposium Japanese Society 

for the Advancement of Women ‘s Imag-
ing: 淡路市 +Web 開催 , 2023, [ ポスター発
表 ]

27.	 谷口文紀 , 田中優美子
	 子宮内膜症：深部内膜症まで完全攻略 .
	 24th Annual Symposium Japanese Society 

for the Advancement of Women ‘s Imag-
ing: 淡路市+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

28.	 田中優美子
	 エキスパートのための卵巣腫瘍の画像診断 . 
	 卵巣がん治療をチームで考える講演会：画像診

断編 : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

29.	 渡邉ひかる
	 粗大な石灰化を伴い良性病変との鑑別を要した

肺コロイド腺癌の 1例 .
	 第37回胸部放射線研究会: 徳島市+Web開催, 

2023, 

30.	 北井里実
	 MR of the female pelvis：imaging and diag-

nosis：婦人科MRI：撮影の工夫と診断のポイン
ト .

	 第 51 回日本磁気共鳴医学会大会 : 軽井沢町
+Web開催 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

31.	 佐藤嘉尚
	 肺癌の治療後画像変化と合併症 .
	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 

2023, [ 教育講演 ]

32.	 負門克典
	 肺がん検診読影セミナー 2023.
	 第 64 回日本肺癌学会学術集会 : 千葉市 , 

2023, [ 座長 ]

33.	 佐藤嘉尚
	 放射線肺炎の画像診断 .
	 第 460 回日本医学放射線学会関東地方会定期

大会 : 東京 , 2023, [ 講演 ]
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【臨床遺伝医療部】
1.	 植木有紗
	 遺伝性乳癌卵巣癌 .
	 第 7回認定遺伝カウンセラー協会アドバンスト

研修会 : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

2.	 幅野愛理 , 植木有紗
	 がんゲノム医療を受けた当事者からのメッセー

ジ .
	 第 4回臨床遺伝専門職のためのがんゲノムセミ

ナー 日本遺伝カウンセリング学会 : Web開催 , 
2023, [ 講演 ]

3.	 幅野愛理
	 Gene awareness：遺伝腫瘍患者・家族ケアの

充実に向けて .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

4.	 植木有紗
	 HBOC の PGT-M に対する社会的課題と医療者

における認知 .
	 第 3 回 JOHBOC 学術総会 : 東京 , 2023, [ シ

ンポジウム ]

5.	 植木有紗
	 遺伝性腫瘍マルチ遺伝子パネル検査について使

用経験を踏まえた活用のコツ .
	 第 3 回 JOHBOC 学術総会 : 東京 , 2023, [ ア

フタヌーンセミナー ]

6.	 金子景香
	 遺伝子の情報を伝える際に遺伝カウンセラーが

心がけていること：患者さんやご家族に前向き
にご活用いただくために .

	 日本臨床薬理学会 第 6 回薬理ゲノミクスセミ
ナー : Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

7.	 幅野愛理 , 箕浦祐子 , 髙津美月 , 新川裕美 , 金
子景香 , 林直美 , 土橋映仁 , 古川孝広 , 植木有
紗

	 当院で診断された Li-Fraumeni 症候群の発端
者の診断契機と表現型の検討 .

	 第 29回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 高知市 , 
2023, [ 一般演題 ]

8.	 新川裕美
	 遺伝性腫瘍の基礎 .
	 第 29回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 高知市 , 

2023, [ 教育セッション ]

9.	 箕浦祐子 , 幅野愛理 , 髙津美月 , 新川裕美 , 金
子景香 , 林直美 , 土橋映仁 , 外岡暁子 , 古川孝
広 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 尾松公平 , 野村秀高 , 
温泉川真由 , 金尾祐之 , 植木有紗

	 myChoice 診断システムにおける tBRCA1/2 陽
性率と gBRCA1/2 陽性率の比較 .

	 第 29回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 高知市 , 
2023, [ 一般演題 ]

10.	 金子景香 , 新川裕美 , 幅野愛理 , 髙津美月 , 箕
浦祐子 , 東千絵 , 南千鈴 , 鈴木美智子 , 鈴木め
ぐみ , 春山優理恵 , 野村秀高 , 千野晶子 , 外岡
暁子 , 湯浅健 , 山崎真澄 , 深田一平 , 尾阪将人 , 
大野真司 , 植木有紗

	 遺伝カウンセリング部門の視点より、遺伝性腫
瘍診療のチーム医療を考える .

	 第 29回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 高知市 , 
2023, [ 要望演題 ]

11.	 幅野愛理 , 金子景香 , 新川裕美 , 髙津美月 , 箕
浦祐子 , 土橋映仁 , 古川孝広 , 家里明日美 , 中
村暁 , 春山優理恵 , 前田哲代 , 稲荷均 , 上野貴
之 , 大野真司 , 植木有紗

	 当院における Li-Fraumeni 症候群女性の LFS
診断契機と乳癌の特徴の後方視的検討 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 口述発表 ]

12.	 植木有紗
	 3学会合同シンポジウム：遺伝性腫瘍診療のチー

ム医療の推進：Gene Awareness.
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ シンポジウム座長・総合討論司
会 ]

13.	 箕浦祐子 , 金子景香 , 新川裕美 , 幅野愛理 , 髙
津美月 , 土橋映仁 , 古川孝弘 , 家里明日美 , 中
村暁 , 春山優理恵 , 前田哲代 , 稲荷均 , 森誠一 , 
中村清吾 , 上野貴之 , 大野真司 , 植木有紗

	 乳癌患者に対する多遺伝子パネル検査の有用性
の検討 .
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	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ 口述発表 ]

14.	 幅野愛理 , 松川愛未 , 鳥嶋雅子 , 太宰牧子 , 小
杉眞司

	 HBOCと診断された女性とパートナーを対象と
した質的研究：リスク低減卵管卵巣摘出術の性
生活への影響 .

	 第47回日本遺伝カウンセリング学会学術集会: 
松本市 , 2023, [ 奨励賞候補演題 ]

15.	 新川裕美 , 金子景香 , 幅野愛理 , 箕浦祐子 , 髙
津美月 , 土橋映仁 , 古川孝広 , 植木有紗

	 癌未発症 BRCA1/2 病的バリアント保持者への
生殖に関連した情報提供と医療職の認識 .

	 第47回日本遺伝カウンセリング学会学術集会: 
松本市 , 2023, [ 一般口演 ]

16.	 植木有紗 , 片岡明美
	 Gene Awareness と Advance Care Planning

との協働 .
	 第47回日本遺伝カウンセリング学会学術集会: 

松本市 , 2023, [ 座長 ]

17.	 植木有紗
	 チーム医療で取り組む遺伝性腫瘍診療：Gene 

Awareness を目指して .
	 第47回日本遺伝カウンセリング学会学術集会: 

松本市 , 2023, [ 座長 ]

18.	 金子景香
	 チーム医療で取り組む遺伝性腫瘍診療：Gene 

Awareness を目指して .
	 第47回日本遺伝カウンセリング学会学術集会: 

松本市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

19.	 植木有紗 , 箕浦祐子 , 幅野愛理 , 髙津美月 , 新
川裕美 , 金子景香 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 野村秀
高 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 myChoice 診 断 シ ス テ ム 179 件 に お け る
tBRCA 陽性例の germline 割合の検討と返却レ
ポートの注意点 .

	 第 65 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 松江
市 , 2023, [ 口述発表 ]

20.	 植木有紗
	 15. HBOCガイドライン .
	 第 6 回 JOHBOC e-learning セミナー : Web

開催 , 2023, [ 講演 ]

21.	 植木有紗 , 上野貴之
	 Germline findings associated with hered-

itary diseases in clinical practice and re-
search: What are barriers?：臨床診療および
研究解析における遺伝性疾患関連遺伝子の開示
に関する検討 .

	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2023, 
[ シンポジウム ]

22.	 Habano, E., Kaneko, K., Arakawa, H., Mi-
noura, Y., Kuga, A., Hayashi, N., Dobashi, 
A., Kogawa, T., Fukada, I., Mori, S., Taka-
hashi, S., Ueki, A.

	 A study of Li-Fraumeni syndrome that led 
to diagnosis after tumor-only comprehen-
sive genomic profiling at our hospital.

	 日本人類遺伝学会第 68回大会 : 東京+Web開
催 , 2023, [ ポスター発表 ]

23.	 Minoura, Y., Kaneko, K., Arakawa, H., 
Habano, E., Kuga, A., Hayashi, N., Dobashi, 
A., Kogawa, T., Ueki, A.

	 Utility of multi-gene panel testing for pa-
tients with breast / ovarian cancer.

	 日本人類遺伝学会第 68回大会 : 東京+Web開
催 , 2023, [ 口述発表 ]

24.	 Ueki, A.
	 Cancer Genomics, Germline
	 日本人類遺伝学会第 68回大会 : 東京+Web開

催 , 2023, [ 司会 ]

25.	 植木有紗
	 初心者向けのがん遺伝子パネル検査講座 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 教育講演 ]

26.	 植木有紗
	 遺伝学的情報を患者家族の治療と健康管理に活

用する “Gene Awareness” .
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	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ がん医療の基盤整備に対する助成プロ
ジェクト ]

27.	 金子景香
	 家族歴聴取・家系図の描き方
	 第26回遺伝性腫瘍セミナー: 東京+Web開催, 

2023, [ 講演 ]

28.	 新川裕美
	 HBOCの PGT-Mに対する現状と課題：アンケー

ト調査を通じて .
	 第 9 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 名古屋市 , 2023, [ シンポジウム ]

29.	 植木有紗
	 HBOC診療のUp to date
	 第 9 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 名古屋市 , 2023, [ 座長 ]

30.	 植木有紗
	 多様化する遺伝性腫瘍診療に対応するための院

内体制構築：Gene Awareness を目指して .
	 第 9 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 名古屋市 , 2023, [ シンポジウム ]

31.	 幅野愛理 , 松川愛未 , 鳥嶋雅子 , 太宰牧子 , 小
杉眞司

	 HBOC 女性とパートナーを対象とした RRSO
前後の性生活に関する質的研究の報告と情報提
供ツールの作成 .

	 第 19回日本乳癌学会関東地方会 : さいたま市 , 
2023, [ 一般演題 ]

32.	 植木有紗
	 遺伝性腫瘍領域の PGT-M に対する社会的課題

と医療者における認知 .
	 第 35 回日本生命倫理学会年次大会 : 東京 , 

2023, [ シンポジウム ]

33.	 植木有紗
	 遺伝学的診断を活かした遺伝性婦人科腫瘍の

チーム医療：がん研Gene Awareness プロジェ
クト .

	 第 57 回日本婦人科病理学会学術集会 : 東京
+Web開催 , 2023, [ オーガナイザー ]

34.	 金子景香 , 久我亜沙美
	 遺伝学的診断を活かした遺伝性婦人科腫瘍の

チーム医療：がん研Gene Awareness プロジェ
クト .

	 第 57 回日本婦人科病理学会学術集会 : 東京
+Web開催 , 2023, [ 特別講演 ]

【集中治療部】
1.	 望月俊明
	 薬剤④
	 第 50回日本集中治療医学会学術集会 : 京都市 , 

2023, [ 座長 ]

2.	 風戸拓也 , 見市光寿 , 望月俊明 , 寺嶋克幸
	 Tumor Lysis Syndrome（TLS）と診断され

ICUで治療を行った 3例 .
	 第 50回日本集中治療医学会学術集会 : 京都市 , 

2023, [ ポスター発表 ]

3.	 望月俊明
	 新しい薬剤有害事象” irAEs” の急性期マネジ

メントについて .
	 第 45 回日本中毒学会総会・学術集会 : さいた

ま市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

【核医学部】
1.	 梅田拓朗
	 臨床 PET 検査法：各種検査の撮像法 F-18 FDG

検査法
	 PET 研修セミナー 診療放射線技師コース：臨

床コース
	 第 23 回日本核医学会春季大会 : Web 開催 , 

2023, [ 教育セミナー ]

2.	 山下康輔
	 核医学技術研究班
	 第 77 回東京支部春期学術大会 : 東京 , 2023, 

[ シンポジウム ]

3.	 島田直毅
	 セッション２：救急
	 第 39 回東葛放射線画像Web セミナー : Web

開催 , 2023, [ 座長 ]
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4.	 島田直毅
	 核医学におけるセラノスティクスの現状と将来

展望 .
	 FCA-Webinar in 関 東 : 東 京 +Web 開 催 , 

2023, [ 講演 ]

5.	 深井翔平
	 ルタテラ治療と運用に向けた病院体制を考え

る：導入までの流れと現在の運用体制：放射線
技師 .

	 放射性核種療法 Seminar: 東京 +Web 開催 , 
2023, [ 講演 ]

6.	 吉田ほのか
	 Harmonization の現状 .
	 第 20 回 TOPIC: Web 開催 , 2023, [ 講演 ]

7.	 島田直毅
	 技術セッション
	 第 20回 TOPIC: Web 開催 , 2023, [ 座長 ]

8.	 山下康輔
	 教育委員会企画 1「いかにして研究をおこなう

か」：私の研究の進め方：モチベーションから
実践までのアプローチ

	 第 51 回日本放射線技術学会秋季学術大会 : 名
古屋市 , 2023, [ シンポジウム ]

9.	 山下康輔
	 骨シンチグラフィ（画質評価・被ばく）
	 第 51 回日本放射線技術学会秋季学術大会 : 名

古屋市 , 2023, [ 座長 ]

10.	 茂木一樹 , 倉田悟至
	 NM1 核医学
	 日本放射線技術学会第 70 回関東支部研究発表

大会 : 東京 , 2023, [ 座長 ]

【救急部】
1.	 望月俊明
	 新しい薬剤有害事象” irAEs” の急性期マネジ

メントについて .
	 第 45 回日本中毒学会総会・学術集会 : さいた

ま市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

【臨床検査センター】
1.	 三宅一徳 , 海原和巳 , 関田綱基 , 上林慧也 , 鈴

木暁 , 藤巻立生明 , 中山耕之介 , 丸山大 , 阿部
仁

	 抗 CD38 抗体薬（ダラツムマブ、イサツキシマ
ブ）投与患者の治療効果判定：HYDRASHIFT
によるM蛋白同定検査

	 第 48 回日本骨髄腫学会学術集会 : 東京 +Web
開催 , 2023, [ モーニングセミナー ]

2.	 加藤千絵子 , 坂井威彦 , 圓岡有里 , 國分優美 , 
荻谷朗子 , 宮城由美 , 大迫智 , 松枝清 , 上野貴
之 , 大野真司

	 US-US Fusion を用いた乳癌術前化学療法前後
の腋窩転移リンパ節の評価 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ シンポジウム ]

3.	 関田綱基 , 上林慧也 , 海原和巳 , 阿部仁 , 海老
原文 , 三宅一徳 , 中山耕之介

	 バナジン酸酸化法による総ビリルビン測定にお
いて偽低値を示した１症例 .

	 第 31 回日本臨床化学会関東支部総会 : 東京 , 
2023, [ 一般演題 ]

4.	 海原和己 , 関田綱基 , 鈴木暁 , 藤巻立生明 , 上
林慧也 , 阿部仁 , 中山耕之介 , 丸山大 , 三宅一
徳

	 抗 CD38 抗体薬（ダラツムマブ , イサツキシマ
ブ）投与患者の治療効果判定検査におけるM
蛋白同定 2社の比較検討 .

	 日本医療検査科学会第 55 回大会 : 横浜市 , 
2023, [ 発表形式不明 ]

5.	 関田綱基
	 ストロンチウム含有サプリメント，多発性骨髄

腫治療薬，前立腺がん治療薬，乳がん治療薬に
よる検査値への影響 .

	 日本医療検査科学会第 55 回大会 : 横浜市 , 
2023, [ セミナー ]

6.	 関田綱基
	 再検査の役割と工夫について .
	 第 63 回日本臨床化学会年次学術集会 : 東京 , 

2023, [ シンポジウム ]
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7.	 関田綱基 , 海原和己 , 阿部仁 , 中山耕之介 , 丸
山大 , 三宅一徳

	 抗 CD38 抗体薬投与患者のM蛋白同定と免疫
固定法の比較 「HYDRASHIFT」による治療効
果判定 .

	 第 70回日本臨床検査医学会学術集会 : 長崎市 , 
2023, [ 一般演題 ]

8.	 林早佑理 , 関田綱基 , 鈴木暁 , 上林慧也 , 海原
和巳 , 阿部仁 , 三宅一徳 , 中山耕之介

	 血清蛋白分画にM蛋白様異常バンドが検出さ
れ、クリオグロブリンが同定された 1例 .

	 第18回東京都医学検査学会: 東京 , 2023, [一
般演題 ]

9.	 石山大治 , 友田美穂子 , 上東野誉司美 , 髙橋ひ
ろみ , 関根凛太郎 , 阿部仁 , 三宅一徳 , 中山耕
之介

	 男性の十二指腸癌患者に尿沈渣所見にてコイロ
サイトを認めた１症例 .

	 第18回東京都医学検査学会: 東京 , 2023, [一
般演題 ]

10.	 鈴木暁 , 関田綱基 , 林早佑理 , 上林慧也 , 海原
和巳 , 阿部仁 , 三宅一徳 , 中山耕之介

	 自動化学発光酵素免疫分析装置による新規
ACTH測定試薬の基礎的検討 .

	 第18回東京都医学検査学会: 東京 , 2023, [一
般演題 ]

1.	 三宅一徳 , 海原和巳 , 関田綱基 , 上林慧也 , 鈴
木暁 , 藤巻立生明 , 中山耕之介 , 丸山大 , 阿部
仁

	 抗 CD38 抗体薬（ダラツムマブ、イサツキシマ
ブ）投与患者の治療効果判定：HYDRASHIFT
によるM蛋白同定検査

	 第 48 回日本骨髄腫学会学術集会 : 東京 +Web
開催 , 2023, [ モーニングセミナー ]

2.	 関田綱基 , 上林慧也 , 海原和巳 , 阿部仁 , 海老
原文 , 三宅一徳 , 中山耕之介

	 バナジン酸酸化法による総ビリルビン測定にお
いて偽低値を示した１症例 .

	 第 31 回日本臨床化学会関東支部総会 : 東京 , 
2023, [ 一般演題 ]

3.	 海原和己 , 関田綱基 , 鈴木暁 , 藤巻立生明 , 上
林慧也 , 阿部仁 , 中山耕之介 , 丸山大 , 三宅一
徳

	 抗 CD38 抗体薬（ダラツムマブ , イサツキシマ
ブ）投与患者の治療効果判定検査におけるM
蛋白同定 2社の比較検討 .

	 日本医療検査科学会第 55 回大会 : 横浜市 , 
2023, [ 発表形式不明 ]

4.	 関田綱基
	 ストロンチウム含有サプリメント，多発性骨髄

腫治療薬，前立腺がん治療薬，乳がん治療薬に
よる検査値への影響 .

	 日本医療検査科学会第 55 回大会 : 横浜市 , 
2023, [ セミナー ]

5.	 関田綱基
	 再検査の役割と工夫について .
	 第 63 回日本臨床化学会年次学術集会 : 東京 , 

2023, [ シンポジウム ]

6.	 関田綱基 , 海原和己 , 阿部仁 , 中山耕之介 , 丸
山大 , 三宅一徳

	 抗 CD38 抗体薬投与患者のM蛋白同定と免疫
固定法の比較 「HYDRASHIFT」による治療効
果判定 .

	 第 70回日本臨床検査医学会学術集会 : 長崎市 , 
2023, [ 一般演題 ]

7.	 林早佑理 , 関田綱基 , 鈴木暁 , 上林慧也 , 海原
和巳 , 阿部仁 , 三宅一徳 , 中山耕之介

	 血清蛋白分画にM蛋白様異常バンドが検出さ
れ、クリオグロブリンが同定された 1例 .

	 第18回東京都医学検査学会: 東京 , 2023, [一
般演題 ]

8.	 石山大治 , 友田美穂子 , 上東野誉司美 , 髙橋ひ
ろみ , 関根凛太郎 , 阿部仁 , 三宅一徳 , 中山耕
之介

	 男性の十二指腸癌患者に尿沈渣所見にてコイロ
サイトを認めた１症例 .

	 第18回東京都医学検査学会: 東京 , 2023, [一
般演題 ]

9.	 鈴木暁 , 関田綱基 , 林早佑理 , 上林慧也 , 海原
和巳 , 阿部仁 , 三宅一徳 , 中山耕之介
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	 自動化学発光酵素免疫分析装置による新規
ACTH測定試薬の基礎的検討 .

	 第18回東京都医学検査学会: 東京 , 2023, [一
般演題 ]

【超音波診断・IVR部】
1.	 Sato, Y.
	 Clinical Impact of TACE for HCC in System-

ic Therapy Era.
	 23rd Annual Conference of Indian Society 

of Vascular and Interventional Radiology: 
Hyderabad, India, 2023, [ 講演 ]

2.	 Sato, Y.
	 Selective, ultraselective and balloon TACE.
	 23rd Annual Conference of Indian Society 

of Vascular and Interventional Radiology: 
Hyderabad, India, 2023, [ 講演 ]

3.	 佐藤洋造 , 長谷川貴章 , 黒田浩章
	 肺ラジオ派焼灼療法にて難治性膿胸をきたした

1例 .
	 第 1 回日本アブレーション研究会 : 2023, 

[ ワークショップ ]

4.	 Sato, Y.
	 Interventional management of postopera-

tive fistula/leak.
	 SIR （Society of Interventional Radiology） 

2023 annual scientific meeting: Phoenix, 
AZ, USA, 2023, [ 講演 ]

5.	 國分優美
	 REL14-1. DCIS の画像診断：超音波 .
	 第 82 回日本医学放射線学会総会 : Web 開催 , 

2023, [ 教育講演 ]

6.	 國分優美
	 深化し続ける乳房超音波診断：ヒト× AI 技術 .
	 日本超音波医学会第 96回学術集会 : さいたま

市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

7.	 藤原良将 , 山田恵子 , 川上登福
	 Deep Learning を用いた甲状腺超音波画像か

らの腫瘍検出・鑑別支援アルゴリズムの開発 .
	 日本超音波医学会第 96回学術集会 : さいたま

市 , 2023, [ 一般口演 ]

8.	 佐藤洋造
	 BCLC stage A に対する TACE の役割：新規臨

床試験の立案 .
	 第 28 回肝動脈塞栓療法研究会 : 高知市 , 

2023, [ シンポジウム ]

9.	 山田恵子 , 松本佳子
	 甲状腺２
	 第50回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

東京 , 2023, [ 座長 ]

10.	 佐藤洋造 , 松枝清 , 土屋智史 , 大澤まりえ , 春
日章良 , 岡本武士 , 笹平直樹

	 当院におけるレンバチニブと TACE の併用療法
（LEN-TACE 療法）の検討 .

	 第52回日本IVR学会総会: 高知市, 2023, [口
述発表 ]

11.	 佐藤洋造 , 松枝清
	 緩和 IVR：こんな時にも役に立つ！
	 第52回日本IVR学会総会: 高知市, 2023, [講

演 ]

12.	 佐藤洋造 , 松枝清 , 稲葉吉隆
	 消化器症状に対する緩和 IVR：何ができるの？
	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2023, [ シンポジウム ]

13.	 佐藤洋造 , 松枝清 , 稲葉吉隆
	 難治性会陰部痛・肛門痛：IVRで何ができる？
	 第 28 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2023, [ パネルディスカッション ]

14.	 佐藤洋造
	 肝癌全身薬物療法全盛期における肝動脈化学塞

栓療法（TACE）の役割：TACE と全身薬物療
法との併用療法を中心に .

	 第 39 回日本DDS学会学術集会 : 東京 , 2023, 
[ シンポジウム ]

15.	 佐藤洋造 , ほか
	 当院におけるレンバチニブと TACE の併用療法

（LEN-TACE）療法の検討 .
	 第 59 回日本肝癌研究会 : 大阪市 , 2023, [ 口

述発表 ]
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16.	 藤原良将
	 Deep Learning を用いた甲状腺超音波画像か

らの腫瘍検出・鑑別支援アルゴリズムの開発と
性能評価 .

	 日本超音波医学会第 35 回関東甲信越地方会学
術集会 : 東京 , 2023, [ 一般演題 ]

17.	 松枝清
	 患者さんのための留置、管理、治療の三刀流を

めざして .
	 第 47 回リザーバー＆ポート研究会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

18.	 加藤千絵子
	 術前化学療法前後の超音波診断 .
	 第51回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

東京+Web開催, 2023, [ランチョンセミナー]

19.	 國分優美 , 内田靖子 , 上野みどり
	 GTC 記録／測定の実際（医師の視点から）.
	 第51回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

東京+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

【看護部】
1.	 古賀典子
	 医療チームで関わる気管孔ケア：外来と病棟の

関わり .
	 第２回頭頸部がんサポート研究会 : 名古屋市

+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

2.	 床知恵子
	 がん研究会有明病院におけるACPの取り組み：

思いを繋げて支援する .
	 第 1 回がん緩和ケア地域連携カンファレンス : 

Web 開催 , 2023, [ オンラインパネリスト ]

3.	 上間美夕紀
	 急性放射線皮膚炎へのケアに対する知識をUp-

to-date.
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

4.	 中村美琴 , 笹本麻実
	 食道癌術後患者に対する退院支援フローチャー

ト使用前後の支援内容と患者成果の比較 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

5.	 久保出晴菜 , 阿久津裕果 , 吉澤舞 , 古谷悠衣 , 
床千恵子 , 下倉美穂

	 患者と共に行う、退院後の生活で困らない尿路
ストーマ管理への取り組み .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

6.	 今村優里 , 加藤智子 , 鴨川郁子
	 悪性骨軟部肉腫治療中の就学している小児・

AYA世代が抱える問題の実態調査 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

7.	 加藤小巻 , 長﨑礼子 , 阪口智子 , 野口美保 , 河
野花恵

	 外来治療室（ATC）で免疫チェックポイント阻
害薬（ICI）治療を受ける患者へのセルフモニ
タリング指導内容の検討 .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

8.	 大友陽子 , 三澤貴代美 , 鴨川郁子 , 宇津木智子 , 
水野俊美 , 大島淑夫 , 佐伯吉規 , 柴田直樹

	 A がん専門病院の一般診療科・病棟におけるせ
ん妄対応への緩和ケアチームの教育・活動実践
について .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

9.	 大友陽子
	 Gene awareness：遺伝腫瘍患者・家族ケアの

充実に向けて .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

10.	 後藤志保
	 治療後の暮らし：頭頸部がん治療の体験から .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

11.	 梶原裕希 , 柴本裕美 , 宮薗瑞帆 , 河島地草 , 石
川加奈子 , 木村倫子 , 浦野美雪 , 上間美夕紀 , 
根崎優里恵

	 A がん専門病院の多領域から構成する専門看護
師・認定看護師チームの定期病棟訪問によるコ
ンサルテーション活動と課題 .
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	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

12.	 梶原裕希 , 勝又百実 , 大城くりこ , 和田彩香 , 
水野俊美

	 A 病院緩和ケア病棟におけるグリーフカードの
運用方法変更に伴う病棟スタッフの意識変化 .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

13.	 横井麻珠実
	 頭頸部アルミノック治療実施に際しての運用・

看護のポイント .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

14.	 水野俊美
	 チーム医療 2.
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

15.	 永澤郁美 , 坂口日登美 , 釣江利 , 小倉祐子 , 佐
藤友貴絵 , 吉村亜紀 , 田近忍 , 上田美佐江 , 谷
口顕子 , 中川知香子 , 鈴木隆之 , 浅生田尚子 , 
名倉綾乃 , 武本麻理絵

	 患者・介護者が安心して在宅療養できる切れ目
のない継続的な支援を目指した地域連携室と外
来看護師の協働体制づくり .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

16.	 河島地草 , 宮城八重子 , 片岡綾華 , 花出正美
	 がん相談支援センターの対面相談に対する利

用者評価：がん相談支援センターの相談者の
フィードバックから見えた現状 .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

17.	 清水多嘉子
	 F. Nightingale よりひも解く病気の見方と患者

の生きる力 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

18.	 清水多嘉子
	 がん患者の持つ力を見出し支援する看護 .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ 会長講演 ]

19.	 濱口恵子 , 渡邉眞理
	 未来を拓くがん看護の本質：これまでの歩み、

そして未来 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

20.	 照井千恵 , 田村瑠美 , 阪口智子 , 長﨑礼子
	 外来治療室における看護師の緊急時対応：能力

向上に向けたシミュレーションテストの取り組
みの実践報告 .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

21.	 田代恵子 , 稲城陽子 , 長﨑礼子 , 黒田直子 , 松
浦信子 , 横井麻珠美

	 専門看護師・認定看護師・診療看護師を目指す
看護師のための支援活動：“キャリアデザイン
なび”

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

22.	 石川加奈子 , 藤浪文子 , 松浦信子
	 Ａ病院における褥瘡専任看護師の自己評価表を

用いた褥瘡看護実践力に関する実態調査 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

23.	 藤浪文子 , 上石響 , 宇津木智子 , 花出正美
	 「専門看護師・認定看護師活動報告書・ラダー

自己評価表」を活用した専門看護師・認定看護
師と配属部署看護管理者の面談の取組み .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

24.	 谷口翔子 , 大友陽子 , 長﨑礼子 , 多田由香
	 がん専門病院における放射線治療中患者の看護

カンファレンス実施状況調査報告 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

25.	 鈴木めぐみ , 鈴木美智子 , 大澤めぐみ , 古寺麻
希 , 恩地純子 , 井田恵都 , 坂元さやこ , 中谷夕
佳 , 織本亜理沙 , 船越さおり , 堀田真弓 , 佐伯
やよい , 高西真寿美 , 阿部三千代
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	 外来看護師と訪問看護師の連携強化を目指し
て：電話での情報提供システムの構築に取り組
んで .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

26.	 長﨑礼子
	 いま知っておきたい「がん免疫と irAE」：知れ

ばケアがきっとよくなる .
	 ・看護師のための “がん免疫” かんたん解説 .
	 ・irAE の患者支援：看護師が押さえておくべき

エッセンス .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

27.	 長﨑礼子
	 多職種でがん患者を支えるアドバンス・ケア・

プランニング：実態調査結果から現状と課題を
考える .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

28.	 関口陽子 , 小路谷友紀 , 鴨川郁子 , 高野利実 , 
大島淑夫 , 片岡明美 , 小野麻紀子 , 加藤真由子 , 
望月淑子 , 副島梓 , 厚坊浩史 , 渡邊雅之

	 医療スタッフの AYA 世代がん患者に対する認
知・介入の現状及びチャイルド・AYAチームの
活動に対する認知に関する調査 .

	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

29.	 阿部三千代
	 がん治療前に妊孕性温存のニーズがある患者へ

の支援：外来部門での取り組み強化 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

30.	 鴨川郁子
	 COVID-19 に関するがん看護 .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

31.	 若林あずさ , 松浦信子 , 石川加奈子 , 藤波文子
	 尿路変向を受けた認知症高齢者の新たな行動変

容を促すアプローチ .
	 第 40 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ

ン学会総会 : 東京 , 2023, [ ポスター発表 ]

32.	 片岡綾華
	 Exploring the professional fulfillment of 

nurses engaged in end of life cancer nurs-
ing.

	 26th East Asia Forum of Nursing Scholars 
（EAFONS 2023）: Tokyo, Japan, 2023, [ ポ
スター発表 ]

33.	 赤土朋美
	 糖尿病足壊疽の手術後に発生した Corynebac-

terium striatumによる SSI 疑いの 1例 .
	 第 7回臨床感染症看護教育研究会 : Web 開催 , 

2023, [ 口述発表 ]

34.	 長﨑礼子 , 床知恵子 , 羽田忍 , 鈴木美智子 , 中
原由美子 , 小野麻紀子 , 田近忍 , 宮城八重子 , 
厚坊浩史 , 片岡明美 , 高野利実 , 大野真司

	 ACP（Advance Care Planning）の臨床導入に
ついての活動報告 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

35.	 上石響 , 田代恵子 , 望月俊明 , 柴田佳子 , 井上
杏奈 , 浅野舞美

	 重症がん患者に対する ICUでの化学療法実施時
の注意点 .

	 第 50回日本集中治療医学会学術集会 : 京都市 , 
2023, [ ポスター発表 ]

36.	 後藤志保
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2023, [ 口述発表 ]
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9.	 川名加織 , 井田智 , 小倉真理子 , 小野麻紀子 , 
望月俊明 , 北野滋久 , 中屋恵梨香 , 松下亜由子 , 
斎野容子 , 熊谷厚志

	 免疫チェックポイント阻害薬による栄養障害と
その対応 .

	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 
2023, [ ワークショップ ]

10.	 斎野容子 , 井田智 , 川名加織 , 松下亜由子 , 髙
木久美 , 中屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 石井美鈴 , 
守屋直紀 , 古田桃子 , 稲用ゆうか , 藤原彩 , 榎
田滋穂 , 山根有貴 , 柄島美咲 , 熊谷厚志

	 胃癌術前患者における手術待機期間中の体組成
変化 .

	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 
2023, [ メディカルスタッフセッション ]

11.	 松下亜由子 , 佐藤崇文 , 髙木久美 , 中屋恵梨香 , 
川名加織 , 斎野容子 , 井田智 , 熊谷厚志 , 髙橋
祐

	 肝門部領域胆管癌術前患者に対する栄養指導の
有効性について .

	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 
2023, [ 口述発表 ]

12.	 熊谷厚志 , 福島亮治
	 がん化学療法中のベッドサイドに見る栄養療法

の意義 .
	 日本外科代謝栄養学会第60回学術集会 : 東京 , 

2023, [ 座長 ]

13.	 Saino, Y., Kawase, F., Nagano, A., Ueshima, 
J., Kobayashi, H., Murotani, K., Inoue, T., 
Nagami, S., Suzuki, M., Maeda, K.

	 Prevalence and diagnostic criteria of sarco-
penic obesity in colorectal cancer: A scop-
ing review.

	 9th Asian Conference for Frailty and Sarco-
penia: Singapore, 2023, [ ポスター発表 ]

14.	 斎野容子 , 佐藤崇文 , 松下亜由子 , 川名加織 , 
中屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 榎田滋穂 , 高木久美 , 
石井美鈴 , 守屋直紀 , 稲用ゆうか , 古田桃子 , 
片岡明美 , 熊谷厚志

	 がん医療における多職種連携・地域連携；管理
栄養士の役割 .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ シンポジウム ]

15.	 川名加織 , 岡村明彦 , 石井美鈴 , 守屋直紀 , 斎
野容子 , 金森淳 , 熊谷厚志 , 渡邊雅之 , 佐藤崇
文

	 咽頭喉頭食道全摘術を施行した患者の術前栄養
状態と術後合併症の関連について .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

16.	 石井美鈴 , 松下亜由子 , 髙木久美 , 髙橋幸亜 , 
松﨑凛子 , 柄島美咲 , 山根有貴 , 古田桃子 , 守
屋直紀 , 稲用ゆうか , 榎田滋穂 , 伊丹優貴子 , 
中屋恵梨香 , 川名加織 , 斎野容子 , 岡村明彦 , 
金森淳 , 熊谷厚志 , 渡邊雅之 , 佐藤崇文

	 食道がん患者における術前高齢者機能評価と術
後合併症の関連 .

	 第 76 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 仙台
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

17.	 山根有貴 , 岡村明彦 , 榎田滋穂 , 松下亜由子 , 
高木久美 , 中屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 稲用ゆう
か , 石井美鈴 , 守屋直紀 , 古田桃子 , 柄島美咲 , 
斎野容子 , 青木洋一 , 佐藤崇文

	 子宮頸がん術後、イレウスとなり栄養介入を
行った一例 .

	 第 24回 Met3 NST 研究会 : Web 開催 , 2023, 
[ 口述発表 ]

18.	 柄島美咲 , 青木洋一 , 高木久美 , 松下亜由子 , 
中屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 榎田滋穂 , 稲用ゆう
か , 石井美鈴 , 守屋直紀 , 古田桃子 , 山根有貴 , 
斎野容子 , 岡村明彦 , 佐藤崇文

	 腹水貯留を伴う左卵巣癌患者に対する栄養管理
の一例 .

	 第 24 回 Met3NST 研究会 : Web 開催 , 2023, 
[ 口述発表 ]

【細胞診断部】
1.	 池畑浩一
	 細胞 2.
	 第 72回日本医学検査学会 in GUNMA: 高崎市 , 

2023, [ 座長 ]
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2.	 千葉知宏
	 甲状腺未分化癌研究コンソーシアム .
	 第 35 回日本内分泌外科学会総会 : 松本市 , 

2023, [ パネルディスカッション ]

3.	 伊藤崇彦
	 ROSE.
	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古

屋市 , 2023, [ 座長 ]

4.	 千葉知宏
	 甲状腺における背景遺伝子異常 .
	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古

屋市 , 2023, [ シンポジウム ]

5.	 池畑浩一
	 乳腺 2.
	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古

屋市 , 2023, [ 座長 ]

6.	 池畑浩一 , 山下享子 , 伊藤崇彦 , 藤山淳三 , 阿
部仁 , 植野映子 , 松本誠一 , 阿江啓介 , 石田剛 , 
杉山裕子

	 嚢胞内容液に球状のフィブリン様物質を認めた
単純性骨嚢腫の一例 .

	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古
屋市 , 2023, [ ポスター発表 ]

7.	 藤山淳三
	 頭頸部 .
	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古

屋市 , 2023, [ 座長 ]

8.	 阿部仁
	 令和時代の細胞診専門医と細胞検査士：未来志

向の関係構築にむけて .
	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古

屋市 , 2023, [ 細胞診専門医セミナー ]

9.	 阿部仁
	 細胞検査士の働き方とタスクシフト .
	 第 64 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 名古

屋市 , 2023, [ 座長 ]

10.	 千葉知宏
	 甲状腺WHO分類第 5版の考え方と使い方 .

	 第 99 回日本病理学会関東支部会学術集会 : 
Web 開催 , 2023, [ 特別講演 ]

11.	 伊藤崇彦 , 佐藤由紀子 , 石井脩平 , 山田麻里沙 , 
山﨑奈緒子 , 池畑浩一 , 藤山淳三 , 阿部仁 , 千
葉知宏

	 口腔扁平上皮癌と前癌病変の細胞所見 .
	 第 62 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 福岡市 , 

2023, [ ワークショップ ]

12.	 千葉知宏
	 甲状腺がんと個別化医療 .
	 第 62 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 福岡市 , 

2023, [ 教育講演 ]

13.	 杉山裕子
	 子宮頸部腺系病変の細胞診 .
	 第 62 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 福岡市 , 

2023, [ 教育講演 ]

14.	 千葉知宏
	 甲状腺腫瘍の遺伝子異常 .
	 第51回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

東京+Web開催 , 2023, [ 講演 ]

【検診センター】
1.	 宇津木久仁子
	 リンパ浮腫治療の現状と課題 .
	 第 15 回がんのリンパ浮腫研究会 : 名古屋市 , 

2023, [ 特別講演 ]

2.	 上田和彦 , 尾島英知
	 興味深い症例報告とその他の肝血流に関するあ

らゆる演題② .
	 第 29 回肝血流動態機能イメージ研究会 : 大阪

市+Web開催 , 2023, [ 座長 ]

3.	 藤崎順子
	 H.pylori 陰性時代の胃癌の診断のパラダイムシ

フト .
	 第 45 回日本消化器内視鏡学会関東支部セミ

ナー : 東京 , 2023, [ 講演 ]

4.	 宇津木久仁子
	 妊娠中のコルポ検査と対処法 .
	 日本婦人科腫瘍学会コルポスコピー研修会 : 東

京 , 2023, [ 講演 ]
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5.	 藤崎順子
	 背景胃粘膜に応じた早期胃癌の診断と治療 .
	 第 19 回日本消化管学会総会学術集会 : 東京

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

6.	 上田和彦
	 低線量 CT検診普及のために必要な環境整備 .
	 第 30 回日本 CT 検診学会学術集会 : 熊本市

+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

7.	 藤崎順子
	 世界に挑戦する日本の内視鏡AI.
	 第95回日本胃癌学会総会: 札幌市, 2023, [座

長 ]

8.	 宇津木久仁子
	 リンパ浮腫予防指導：標準化に向けて .
	 日本リンパ浮腫学会教育セミナー : 大阪市 , 

2023, [ 講演 ]

9.	 上田和彦
	 Radiology report: Key strategies for clear 

reporting.
	 第 82 回日本医学放射線学会総会 : 横浜市 , 

2023, [ 教育講演 ]

10.	 上田和彦
	 興味ある症例 2
	 第 65 回肝癌症例研究会 : 川崎市 , 2023, [ コ

メンテーター ]

11.	 藤崎順子 , 高松学
	 H. pylori 未感染未分化型胃癌の特徴と自然史 .
	 第 29 回日本ヘリコバクター学会学術集会 : 東

京 , 2023, [ シンポジウム ]

12.	 宇津木久仁子 , 石塚直樹 , 野村秀高 , 金尾祐之
	 リンパ浮腫の診断法に関する研究 .
	 第 47 回日本リンパ学会総会 : 浜松市 , 2023, 

[ 口述発表 ]

13.	 エマ・大辻・ピックルス
	 オストメイトからの発信 ! 医療者にもっと知っ

ておいてほしいこと
	 第 39 回九州ストーマリハビリテーション研究

会 : 鹿児島市 , 2023, [ 教育講演 ]

14.	 Fujisaki, J.
	 Precautions and results in ESD of undiffer-

entiated-type gastric carcinoma.
	 Korea International Gastric Cancer Week: 

Seoul, Korea, 2023, [ 招待講演 ]

15.	 内田靖子 , 清水貴子 , 春木聡美 , 窪田素子 , 宇
津木久仁子 , 藤崎順子

	 任意型検診で発見された進行癌の特徴分析とそ
の対策についての検討 .

	 第 64 回日本人間ドック学会学術大会 : 高崎市
+Web開催 , 2023, [ 一般演題口演 ]

16.	 宇津木久仁子 , 石塚直樹 , 野村秀高 , 金尾祐之
	 婦人科がん手術後の下肢リンパ浮腫のリスク

ファクター ：前方視的研究 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 口述発表 ]

17.	 上田和彦
	 造影効果と肝腫瘍 .
	 第 66 回肝癌症例研究会 : 東京 , 2023, [ コメ

ンテーター ]

18.	 上田和彦
	 画像診断報告書 -Clear reporting への手掛か

り .
	 第 31 回山形 CT MRI 研究会 : 山形市+Web開

催 , 2023, [ 特別講演 ]

19.	 藤崎順子 , 上堂文也
	 上部消化管腫瘍性病変に対する内視鏡治療：新

たな展開：偶発症対策を含めて .
	 第 31 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2023：消化器内視鏡学会・消化器病学会・消
化器外科学会・消化器がん検診学会）: 神戸市 , 
2023, [ 司会 ]

20.	 佐伯澄人 , 内田靖子 , 田中正典 , 高橋洋子 , 上
野貴之 , 宇津木久仁子 , 藤崎順子

	 COVID-19 流行による単施設検診センターでの
乳がん検診への影響の調査 .

	 第 33 回日本乳癌検診学会学術総会 : 福岡市 , 
2023, [ 一般演題口演 ]
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21.	 Fujisaki, J.
	 How to improve the curative resection rate 

of ESD for undifferentiated EGC.
	 2nd National Cancer Center Gastric Cancer 

Forum: Seoul, Korea, 2023, [ 招待講演 ]

【先進がん治療開発センター】
1.	 井添由香子 , 栗原望 , 松井美子 , 平井友紀子 , 

大野るみ子 , 神戸萌 , 秋吉高志 , 篠崎英司 , 安
藤聡美 , 山口研成 , 石塚直樹 , 村田正弘

	 研究の品質向上のためのQuery Effectiveness 
Ratio の使用経験 .

	 日本臨床試験学会第 14回学術集会総会 : 金沢
市 , 2023, [ ポスター発表 ]

2.	 樽野弘之
	 日本臨床試験学会における認定制度の現状

（GCPパスポート /エキスパート /がん専門）.
	 日本臨床試験学会第 14回学術集会総会 : 金沢

市 , 2023, [ シンポジウム ]

3.	 安藤聡美
	 臨床研究・治験におけるメディカルライターの

役割 .
	 一般社団法人医療開発基盤研究所 SDM教育セ

ミナー : 東京 , 2023, [ 講演 ]

4.	 栗原望
	 卵巣癌化学療法と臨床試験の統計解析につい

て .
	 Ovarian Cancer Web Seminar in EHIME: 松

山市 , 2023, [ 講演 ]

5.	 樽野弘之
	 TR 教育に必要なリソースを考える .
	 ARO協議会第10回学術集会: 東京, 2023, [専

門家連絡会企画 ]

6.	 石﨑秀信 , 丸山大 , 北野滋久 , 山口研成 , 小口
正彦 , 佐野武

	 ライフサイエンスエコシステムにおけるグロー
バルリンクを目指したがん研有明病院の取り組
み .

	 ARO協議会第10回学術集会: 東京, 2023, [シ
ンポジウム ]

7.	 Kurihara, N., Uozumi, R.
	 Designing diagnostic studies with clusters.
	 Joint Statistical Meetings （JSM2023）: To-

ronto, Canada, 2023, [ 口述発表 ]

【皮膚腫瘍科】
1.	 吉村有彩 , 上原治朗 , 吉野公二 , 北澤公 , 北野

滋久
	 集学的治療を要した G-CSF,PTHrP 産生臀部有

棘細胞癌の 1例 .
	 日本皮膚科学会第 905 回東京地方会 : 東京 , 

2023, [ 口述発表 ]

2.	 上原治朗 , 吉村有彩 , 北野滋久 , 吉野公二
	 Nivolumab 投与中に単発性の keratoacantho-

maが発生したmelanomaの 1例
	 日本皮膚科学会総会第 905 回東京地方会 : 東

京 , 2023, [ 発表形式不明 ]

3.	 吉村有彩 , 松崎友里江 , 豊島梨乃 , 上原治朗 , 
吉野公二 , 利安隆史 , 後藤啓介 , 河内洋 , 北野
滋久

	 CDDP 5-FU による化学放射線治療が奏効した
切除不能頸部有棘細胞癌の 1例

	 日本皮膚科学会東京地方会第 906 回例会 : 東
京 , 2023, [ 口述発表 ]

4.	 松﨑友里江 , 吉村有彩 , 豊島梨乃 , 上原治朗 , 
吉野公二 , 北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋

	 粘液性変化を伴った有茎性隆起性皮膚線維肉腫
の 1例 .

	 日本皮膚科学会東京地方会第 906 回例会 : 東
京 , 2023, [ 口述発表 ]

5.	 豊島梨乃 , 松﨑友里江 , 吉村有彩 , 上原治朗 , 
吉野公二 , 北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋

	 下腿に生じた巨大 eccrine hidrocystoma の 1
例 .

	 日本皮膚科学会東京地方会第 906 回例会 : 東
京 , 2023, [ 口述発表 ]

6.	 上原治朗 , 吉村有彩 , 北野滋久 , 吉野公二
	 皮膚付属器癌 80 症例の臨床的特徴，治療方針

についての検討 .
	 第 122 回日本皮膚科学会総会 : 横浜市 , 2023, 

[ 口述発表 ]
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7.	 吉野公二 , 青井淳
	 上皮性腫瘍 , 間葉系腫瘍 .
	 第 122 回日本皮膚科学会総会 : 横浜市 , 2023, 

[ 座長 ]

8.	 吉野公二
	 免疫チェックポイント阻害薬による免疫関連事

象 .
	 第 122 回日本皮膚科学会総会 : 横浜市 , 2023, 

[ 教育講演 ]

9.	 吉野公二
	 進行期 BRAF 陽性メラノーマの最新治療戦略：

エビデンスと臨床使用経験から .
	 第 122 回日本皮膚科学会総会 : 横浜市 , 2023, 

[ イブニングセミナー ]

10.	 豊島梨乃 , 松﨑友里江 , 吉村有彩 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 パクリタキセル単独療法で縮小維持した顔面血
管肉腫の 1例 .

	 日本皮膚科学会東京地方会第 907 回例会 : 東
京 , 2023, [ 口述発表 ]

11.	 上原治朗 , 吉村有彩 , 北野滋久 , 吉野公二
	 Stage II、III悪性黒色腫術後臨床経過のまとめ.
	 第 39 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 名古

屋市 , 2023, [ 一般演題 ]

12.	 上原治朗 , 吉村有彩 , 北野滋久 , 吉野公二
	 根治切除不能乳房外 Paget 病に対するドセタキ

セル療法のまとめ .
	 第 39 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 名古

屋市 , 2023, [ 一般演題 ]

13.	 上原治朗
	 鼻根部に生じた嚢胞性病変 .
	 第 39 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 名古

屋市 , 2023, [ シンポジウム ]

14.	 吉村有彩 , 上原治朗 , 豊島梨乃 , 松﨑友里江 , 
北野滋久 , 吉野公二

	 TMB-high 頬部有棘細胞癌の切除不能リンパ
節転移に対してペムブロリズマブで加療した 1
例 .

	 第 39 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 名古
屋市 , 2023, [ 一般演題 ]

15.	 吉野公二
	 進行期メラノーマの課題と治療ゴールとは：エ

ビデンスが示す治療戦略 .
	 第 39 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 名古

屋市 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

16.	 吉村有彩 , 松﨑友里江 , 豊島梨乃 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 熱傷瘢痕に生じた足底悪性黒色腫の 1例 .
	 第 75 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 : 宜

野湾市 , 2023, [ 一般演題 ]

17.	 吉野公二
	 血管肉腫における外科治療の意義 .
	 第 75 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 : 宜

野湾市 , 2023, [ 教育講演 ]

18.	 西澤綾 , 武田孝一 , 浦崎哲也 , 小野麻紀子 , 友
松純一 , 望月俊明 , 志賀太郎 , 古川孝広 , 髙橋
俊二 , 北野滋久

	 抗生物質投与後ショックを呈した免疫チェック
ポイント阻害薬投与患者の重篤な薬疹 .

	 第 75 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 : 宜
野湾市 , 2023, [ 一般演題 ]

19.	 豊島梨乃 , 松﨑友里江 , 吉村有彩 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 顔面に生じた嚢胞性BCCの 1例 .
	 日本皮膚科学会東京地方会第 908 回例会 : 東

京 , 2023, [ 口述発表 ]

20.	 上原治朗 , 吉村有彩 , 松﨑友里江 , 豊島梨乃 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 再発、切除不能アポクリン腺癌・汗腺癌 16 例
に対する臨床経過のまとめ .

	 第 87 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東
京 , 2023, [ 一般演題 ]

21.	 吉村有彩 , 松崎友里江 , 豊島梨乃 , 上原治朗 , 
吉野公二 , 北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋

	 ニボルマブ＋イピリムマブ併用療法で irAE 脳
炎を発症した膣原発悪性黒色腫の 1例 .

	 第 87 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東
京 , 2023, [ 一般演題 ]

22.	 吉野公二
	 進行期乳房外 Paget 病の次の一手 .
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	 第 87 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東
京 , 2023, [ シンポジウム ]

23.	 松﨑友里江 , 吉村有彩 , 豊島梨乃 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 Adjuvant 療法後の転移にBRAF/MEK阻害薬再
投与が奏功した背部悪性黒色腫の 1例 .

	 第 87 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東
京 , 2023, [ 一般演題 ]

24.	 豊島梨乃 , 松﨑友里江 , 吉村有彩 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 Sweat-gland carcinoma with neuroendo-
crine differentiation（SCAND）と診断された
3例 .

	 第 87 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東
京 , 2023, [ 一般演題 ]

25.	 吉村有彩 , 松﨑友里江 , 豊島梨乃 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 若年男性の大腿部に発生した巨大増殖性毛母腫
の 1例 .

	 日本皮膚科学会東京地方会第 909 回例会 : 東
京 , 2023, [ 口述発表 ]

26.	 吉野公二
	 irAE のマネジメント：日常診療におけるピット

フォール .
	 第53回日本皮膚免疫アレルギー学会学術大会: 

浦安市 , 2023, [ シンポジウム ]

【先端医療開発科】
1.	 宮脇英里子 , 水柿秀紀 , 古川孝広 , 尾崎由記範 , 

大木暁 , 温泉川真由 , 篠崎英司 , 尾阪将人 , 福
田直樹 , 佐藤靖祥 , 小野麻紀子 , 髙橋俊二 , 上
野貴之 , 北野滋久

	 第 1相試験へ組み入れられる患者の背景とは：
当科発足から 2 年間のまとめ

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

2.	 尾崎由記範
	 乳癌の薬物療法最新情報 .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 教育セッション ]

【先端医療開発科がん免疫治療開発部】
1.	 北野滋久
	 固形がんに対する遺伝子改変：細胞療法と

Bispecific 抗体療法の開発状況と課題 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 合同シンポジウム ]

2.	 北野滋久
	 腫瘍免疫学の基礎 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 教育講演 ]

3.	 北野滋久
	 複合がん免疫療法：泌尿器腫瘍を中心に .
	 第 24 回関東ホルモンと癌研究会 : 東京 , 

2023, [ ランチョンセミナー ]

4.	 北野滋久
	 乳癌における新規がん免疫療法 .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ シンポジウム ]

5.	 北野滋久
	 がん免疫療法の今後の展開 .
	 第 96 回日本内分泌学会学術総会 : 名古屋市 , 

2023, [ クリニカルアワー ]

6.	 北野滋久
	 B 細胞から考える自己免疫疾患、悪性腫瘍：腫

瘍免疫におけるB細胞免疫応答 .
	 第 51 回日本臨床免疫学会総会 : 東京 , 2023, 

[ シンポジウム ]

7.	 北野滋久
	 腎癌における Adjuvant 療法としての CI の意

義 .
	 第 75 回西日本泌尿器科学会総会 : 松山市 , 

2023, [ 教育セミナー ]

8.	 北野滋久 , 有賀淳
	 免疫チェックポイント阻害剤のバイオマーカー

探索 .
	 第36回日本バイオセラピィ学会学術集会総会: 

東京 , 2023, [ 座長 ]
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【先端医療開発科がん早期臨床開発部】
1.	 古川孝広
	 ＴＲ・臨床薬理１（基礎医学）
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

2.	 古川孝広 , Krop, I. E., Meric- Bernstam, F., 
Tolcher, A. W., 向原徹, Lisberg, A., 清水俊雄, 
Hamilton, E. P., Spira, A. I., Papandopoulos, 
K. P., Greenberg, J., Gu, W., 小林史明 , Zeb-
ger-Gong, H., 川崎結衣 , Wog, R., Bardia, A.

	 ダトポタマブデルクステカンの第 1相試験：
TROPION-PanTumor01 における進行・転移
性トリプルネガティブ乳癌コホート結果アップ
デート .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [Mini Oral Session]

3.	 古川孝広 , Meric- Bernstam, F., Krop, I. E., 
Juric, D., Hamilton, E. P., Spira, A. I., 向原
徹, 角田卓也, Damodaran, S., Greenberg, J., 
Gu, w., 小林史明 , Zebger-Gong, H.

	 ダトポタマブデルクステカンの第 1相試験：
TROPION-PanTumor01 における進行・転移
性ホルモン陽性HER2陰性乳癌コホート結果 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ 口述発表 ]

4.	 古川孝広 , 関順彦
	 乳腺 3（バイオマーカー）.
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

5.	 古川孝広 , 宮脇英里子 , 宮本一平 , 尾崎由記範 , 
小野麻紀子 , 林直美 , 高野利実 , 上野貴之 , 髙
橋俊二 , 北野滋久

	 当院におけるゲノム時代の乳がん早期薬剤開発
インフラ整備 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

6.	 古川孝広 , 須藤一起 , 松本光史 , 下村昭彦 , 
Dauki, A., Zhang, D., 岩堀有希 , Gary, D., 
Huynh, D., 内藤陽一

	 ASCENT-J02：日本人固形癌患者を対象とした
サシツズマブ ゴビテカンの第 1/2 相試験 .

	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 
2023, [ 口述発表 ]

【先端医療開発科がんゲノム医療開発部】
1.	 上野貴之
	 HER2 陰性乳癌術後薬物療法のポイントを整理

する：リムパーザの使いどころ .
	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2023, [ ランチョンセミナー ]

2.	 上野貴之
	 Current status of the cancer whole genome 

project and the future of cancer medicine：
がん全ゲノムプロジェクトの現状とがん医療の
未来　全ゲノム解析等実行計画における患者還
元 .

	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2023, 
[ 座長 ]

3.	 上野貴之 , 深田一平 , 森誠一
	 Return of the whole genome information 

to patients under the Action Plan for Whole 
Genome Analysis：全ゲノム解析等実行計画
における患者還元 .

	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2023, 
[ シンポジウム ]

4.	 上野貴之
	 拡がる BRACAnalysis：特殊検査から一般検査

の時代へ .
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 司会 ]

【ゲノム診療部】
1.	 山崎真澄 , 深田一平 , 林直美 , 細永真理 , 王暁

斐 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 
森誠一 , 髙橋俊二

	 がん研有明病院におけるがん遺伝子パネル後の
薬剤到達率について .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
++Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

2.	 林直美 , 深田一平 , 細永真理 , 王暁斐 , 山崎真
澄 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 
森誠一 , 髙橋俊二

	 当院におけるがん遺伝子パネル検査 .
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	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

3.	 深田一平 , 林直美 , 細永真理 , 山崎真澄 , 王暁
斐 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 
森誠一 , 髙橋俊二

	 保険診療下におけるがん遺伝子パネル検査が患
者の予後に与える影響 .

	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市
+Web開催 , 2023, [ ポスター発表 ]

4.	 髙橋俊二
	 甲状腺癌における Patient Journey、及び臓器

横断的な固形腫瘍における遺伝子検査 .
	 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 福岡市

+Web開催 , 2023, [ 司会 ]

5.	 深田一平 , 上野貴之
	 がん全ゲノム情報等の患者還元および新たな治

療法等の創出を通じた高度化がんプレシジョン
医療の取組と課題 .

	 第 31 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2023, [ シンポジウム ]

6.	 山崎真澄
	 What’ s the Neighborhood Do ? A Quality 

Strategy for all Stakeholders、Perspectives 
of Medical Institutions （ Clinical Study Co-
ordinator）.

	 第 20 回 DIA 日本年会 : 東京 , 2023, [ 口述発
表 ]

【医療情報部】
1.	 小口正彦
	 がんゲノム診療のための AI ホスピタル：統合

がんデータベース構築 .
	 ゲノム医療推進研究会 : 東京 , 2023, [ 口述発

表 ]

2.	 上田和彦
	 低線量 CT検診普及のために必要な環境整備 .
	 第 30 回日本 CT 検診学会学術集会 : 熊本市

+Web開催 , 2023, [ シンポジウム ]

3.	 小口正彦
	 How to close the cancer care gap with In-

formation Technology：がん医療格差を情報
技術で埋める .

	 第 82 回日本癌学会学術総会 : 神戸市 , 2023, 
[ シンポジウム ]

4.	 小口正彦
	 統合がん臨床データベースと AI ホスピタル：

がん研究会での取り組み .
	 第 48 回甲信放射線医学研究会　領域講習 : 松

本市 , 2023, [ 領域講習 ]

5.	 小口正彦
	 RWD利活用を通じて肺癌治療における ICI の

適正使用を考える：臨床医の視点 .
	 第 43 回医療情報学連合大会 / 第 24 回日本医

療情報学会学術大会 : 神戸市 , 2023, [ 座長 ]

6.	 鈴木一洋
	 AMED革新的がん医療実用化研究事業における

臨床情報自動収集の取り組み .
	 第 43 回医療情報学連合大会 / 第 24 回日本医

療情報学会学術大会 : 神戸市 , 2023, [ ワーク
ショップ ]

7.	 鈴木一洋 , 笠原あや菜 , 大浜隆雅 , 渡邊一間 , 
原田将希 , 池畑拓実 , 熊谷宗久 , 小口正彦

	 FHIR を利用した「病理検体トレーサビリティ
情報記録システム」の開発 .

	 第 43 回医療情報学連合大会 / 第 24 回日本医
療情報学会学術大会 : 神戸市 , 2023, [ 口述発
表 ]

8.	 髙橋輝 , 鈴木一洋 , 川上和宜 , 舘合慶一 , 森祐
佳 , 中野泰寛 , 根本真記 , 庄司大悟 , 清水久範 , 
小口正彦

	 術前中止薬情報確認システムの開発と薬剤師に
よる入院前面談での活用 .

	 第 43 回医療情報学連合大会 / 第 24 回日本医
療情報学会学術大会 : 神戸市 , 2023, [ 口述発
表 ]

9.	 鈴木一洋
	 業務に最適なアプリ開発の基盤と標準化の関

係：がん研有明病院における FHIR を活用した
アプリ開発 .

	 第９回岩手医療情報研究会 : 盛岡市 , 2023, 
[ 口述発表 ]
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【脳腫瘍外科】
1.	 宮北康二
	 ニーズとサポート .
	 第1回脳腫瘍支持療法研究会: 東京, 2023, [座

長 ]

2.	 宮北康二
	 中枢神経系原発悪性リンパ腫の治療、進歩と課

題：脳神経外科医の視点から .
	 第 63 回日本リンパ網内系学会・総会 / 第 26

回日本血液病理研究会 : さいたま市+Web 開
催 , 2023, [ スポンサードセミナー ]

3.	 宮北康二
	 脳神経（手術、放射線）
	 第 61 回日本癌治療学会学術集会 : 横浜市 , 

2023, [ 座長 ]

4.	 大村朋子 , ほか
	 膠芽腫患者の終末期医療の実際と COVID-19

での変化 .
	 第 41 回日本脳腫瘍学会学術集会 : 新発田市 , 

2023, [ ポスター発表 ]

5.	 宮北康二 , ほか
	 中枢神経系外再発をきたした中枢神経系原発悪

性リンパ腫（PCNSL）の検討 .
	 第 41 回日本脳腫瘍学会学術集会 : 新発田市 , 

2023, [ ポスター発表 ]

【病理部】
1.	 北濱圭一郎 , 重松康之 , 大本晃弘 , 菅原江美子 , 

亜森グランバル , 竹内賢吾 , 稲村健太郎
	 膀胱小細胞癌 11例の臨床病理学的検討
	 第 112 回日本病理学会総会 : 下関市 , 2023, 

[ 口述発表 ]

2.	 小山彗 , 二宮浩範 , 文敏景 , 西尾誠人 , 後藤明
輝 , 竹内賢吾

	 甲状腺乳頭癌との鑑別を要したmorule-like 
components を有する肺腺癌の一例

	 第 112 回日本病理学会総会 : 下関市 , 2023, 
[ ポスター発表 ]

3.	 山下享子
	 骨軟部腫瘍病理診断の新展開 .

	 第 112 回日本病理学会総会 : 下関市 , 2023, 
[ 座長 ]

4.	 山下享子
	 脂肪性腫瘍の新規分類と診断
	 第 112 回日本病理学会総会 : 下関市 , 2023, 

[ ワークショップ ]

5.	 河内洋
	 RhoGAP fusion 早期胃癌の臨床病理学的意義
	 第 112 回日本病理学会総会 : 下関市 , 2023, 

[ ワークショップ ]

6.	 田中一仁 , 重松康之 , 亜森グランバル , 北濱圭
一郎 , 神田浩明 , 高澤豊 , 竹内賢吾 , 稲村健太
郎

	 肝癌におけるOncostatin M 発現の臨床病理学
的意義

	 第 112 回日本病理学会総会 : 下関市 , 2023, 
[ 口述発表 ]

7.	 秋谷昌史 , 大迫智 , 國分優美 , 上野貴之 , 大野
真司 , 竹内賢吾

	 他臓器がん乳腺転移の臨床病理学的特徴
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ない怒りが医療者にぶつけられたとき .

	 公衆衛生 , 2023. 87（2）: 160-167

15.	 清水研
	 患者さんに「寄り添って」話を聴くってどうい

うこと？：（第 9回）　家族から「本人には厳し
い状況を伝えないでください」と言われたとき .
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	 Open Forum Infect. Dis., 2023. 10（12）: 
ofad587

5.	 大串大輔
	 ポストコロナ時代の感染症診療：（第 III 章）特

殊な状況下での感染症：緩和医療における感染
症診療の注意点 .
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225

	 Ann. Surg. Oncol., 2023. 30（13）: 8285-
8286

3.	 Kanie, Y., Okamura, A., Tomizuka, K., Uchi-
yama, T., Kanamori, J., Imamura, Y., Ebata, 
T., Watanabe, M.

	 Quantitative evaluation of periodontitis for 
predicting the occurrence of postoperative 
pneumonia after oncologic esophagectomy.

	 Ann. Surg. Oncol., 2023. 30（13）: 8216-
8222

【放射線治療部】
1.	 Fujiwara, Y., Sato, Y., Hayashi, N., Fukuda, 

N., Wang, X., Nakano, K., Ohmoto, A., Ura-
saki, T., Ono, M., Tomomatsu, J., Toshiya-
su, T., Mitani, H., Takahashi, S.

	 The Geriatric Nutritional Risk Index as a 
prognostic factor in older adult patients 
with locally advanced head and neck can-
cer receiving definitive chemoradiotherapy 
with tri-weekly cisplatin.

	 J. Geriatr. Oncol., 2023. 14（5）: 101523

2.	 Hashimoto, M., Ito, Y., Tanaka, Y., Nakano, 
M.

	 Four-dimensional dose reconstruction sys-
tem for lung cancer VMAT treatment: A 4D 
phantom study.

	 Int. J. Radiat. Res., 2023. 21（3）: 467-
474

3.	 Hirata, T., Suzuki, O., Otani, K., Miyake, A., 
Tamari, K., Seo, Y., Isohashi, F., Kai, N., Ha-
tano, K., Fujita, K., Uemura, M., Imamura, 
R., Tamenaga, S., Yoshino, Y., Fumimoto, Y., 
Yoshioka, Y., Nonomura, N., Ogawa, K.

	 Increased toxicities associated with dose 
escalation of stereotactic body radiation 
therapy in prostate cancer: Results from a 
phase I/II study.

	 Acta Oncol., 2023. 62（5）: 488-494

4.	 Ito, M., Yoshioka, Y., Takase, Y., Suzuki, J., 
Takahashi, H., Minami, Y., Sakuragi, A., Os-
hima, Y., Okuda, T., Suzuki, K.

	 Stereotactic body radiation therapy for 
prostate cancer: A study comparing 3-year 
genitourinary toxicity between CyberKnife 
and volumetric-modulated arc therapy by 
propensity score analysis.

	 Radiat. Oncol., 2023. 18（1）: 39

5.	 Kamima, T., Iino, M., Sakai, R., Ito, Y., Sakae, 
T., Moriya, S., Tokumasu, K., Yoshioka, Y.

	 Evaluation of the four-dimensional mo-
tion of lung tumors during end-exhalation 
breath-hold conditions using volumetric 
cine computed tomography images.

	 Radiother. Oncol., 2023. 182: 109573

6.	 Kawamura, H., Nakamura, K., Yoshioka, 
Y., Itasaka, S., Tomita, N., Onishi, M., Iwa-
ta, H., Aizawa, T., Kikuchi, K., Nagata, K., 
Nakamura, K., Nishioka, K., Ishiyama, H., 
Ueno, S., Kokubo, M., Yamazaki, H., Wata-
nabe, K., Toyoda, T., Akimoto, T.

	 Radiotherapy for ductal carcinoma of the 
prostate: An analysis based on the Japa-
nese radiation oncology study group sur-
vey.

	 Jpn. J. Clin. Oncol., 2023. 53（2）: 146-
152

7.	 Kodaira, T., Kagami, Y., Machida, R., Shi-
kama, N., Sekino, Y., Ito, Y., Ishikura, 
S., Saito, Y., Matsumoto, Y., Konishi, K., 
Murakami, N., Akimoto, T., Fukushima, Y., 
Toshiyasu, T., Katano, A., Nagata, Y., Oga-
wa, H., Uno, T., Hamamoto, Y., Nishimura, 
Y., Mizowaki, T.

	 Long-term follow-up of an RCT on acceler-
ated radiotherapy vs. standard fractionated 
radiotherapy for early glottic cancer （JCO-
G0701A3）.

	 Int. J. Radiat. Oncol. Biol. Phys., 2023. 117
（5）: 1118-1124

8.	 Murakami, N., Watanabe, M., Uno, T., Sekii, 
S., Tsujino, K., Kasamatsu, T., Machitori, 
Y., Aoshika, T., Kato, S., Hirowatari, H., 
Kaneyasu, Y., Nakagawa, T., Ikushima, H., 
Ando, K., Murata, M., Yoshida, K., Yoshioka, 



226

H., Murata, K., Ohno, T., Okonogi, N., Saito, 
A. I., Ichikawa, M., Okuda, T., Tsuchida, K., 
Sakurai, H., Yoshimura, R., Yoshioka, Y., 
Yorozu, A., Kunitake, N., Okamoto, H., Ina-
ba, K., Kato, T., Igaki, H., Itami, J.

	 Phase I/II prospective clinical trial for 
the hybrid of intracavitary and interstitial 
brachytherapy for locally advanced uterine 
cervical cancer.

	 J. Gynecol. Oncol., 2023. 34（3）: e24

9.	 Nakajima, N., Isobe, T., Furuyama, Y., 
Tomita, T., Kobayashi, D., Mori, Y., Takei, H., 
Nagai, Y., Ide, Y., Murofushi, K. N., Nakaji-
ma, M., Yoshioka, Y.

	 Analysis of source dwell position during 
treatment in brachytherapy using CT scout 
images.

	 J. Contemp. Brachytherapy, 2023. 15（5）: 
357-364

10.	 Omura, K., Murakami, Y., Hashimoto, K., 
Takahashi, H., Suzuki, R., Yoshioka, Y., 
Oguchi, M., Ichinose, J., Matsuura, Y., Na-
kao, M., Okumura, S., Mun, M.

	 Detection of EGFR mutations in early-stage 
lung adenocarcinoma by machine learn-
ing-based radiomics.

	 Transl. Cancer Res., 2023. 12（4）: 837-
847

11.	 Sagawa, T., Ueda, Y., Tsuru, H., Kamima, 
T., Ohira, S., Tamura, M., Miyazaki, M., 
Monzen, H., Konishi, K.

	 Dosimetric potential of knowledge-based 
planning model trained with HyperArc 
plans for brain metastases.

	 J. Appl. Clin. Med. Phys., 2023. 24（2）: 
e13836

12.	 Saotome, S., Matsubayashi, F., Yoshioka, M., 
Hashimoto, T., Ito, Y., Oguchi, M., Yoshioka, 
Y.

	 Effectiveness of the barcode certification 
system in preventing incorrect use of pa-
tient immobilization device in radiotherapy.

	 Adv. Radiother. Nucl. Med., 2023. 1（1）: 
1036

13.	 Sato, Y., Shimizu, M., Takeda, M., Fujita, Y., 
Kato, M., Kurosawa, T., Sato, M.

	 Development of absolute measurement 
system for Wair in 60CO gamma rays.

	 Radiat. Prot. Dosimetry, 2023. 199（3）: 
ncac280 262 269-276

14.	 Soyano, T., Kozuka, T., Kashihara, K., 
Murakami, Y., Yonese, J., Sasamura, K., 
Shimoyachi, N., Kashihara, T., Yoshioka, Y., 
Oguchi, M.

	 Intensity-modulated radiation therapy for 
intermediate-risk prostate cancer: Does 
ADT still have an impact in the dose-esca-
lated external beam radiation therapy era?

	 Jpn. J. Clin. Oncol., 2023. 53（6）: 514-
521

15.	 Suzuki, K., Ikenoyama, Y., Hirasawa, T., 
Yoshimizu, S., Horiuchi, Y., Ishiyama, A., 
Yoshio, T., Taguchi, S., Yoshioka, Y., Fujisa-
ki, J.

	 Clinical course and treatment of radia-
tion-induced hemorrhagic gastritis: A case 
series study.

	 Clin. J. Gastroenterol., 2023. 16（2）: 152-
158

16.	 Tsuno, H., Sasaki, K., Matsubayashi, F., 
Koyama, T., Oosaka, A., Sakamoto, M., Ho-
soki, K., Suzuki, H., Okano, E.

	 New idea for determining the optimal num-
ber of measurements in absorbed dose-to-
water measurement of high-energy photon 
beam.

	 Radiat. Prot. Dosimetry, 2023. 199（3）: 
246-253

17.	 Ueda, Y., Fukunaga, J. I., Kamima, T., Shi-
mizu, Y., Kubo, K., Doi, H., Monzen, H.

	 Standardization of knowledge-based vol-
umetric modulated arc therapy planning 
with a multi-institution model （broad mod-
el） to improve prostate cancer treatment 
quality.

	 Phys. Eng. Sci. Med., 2023. 46（3）: 1091-
1100



227

18.	 Yamaguchi, T., Akiyoshi, T., Fukunaga, Y., 
Sakamoto, T., Mukai, T., Hiyoshi, Y., Naga-
saki, T., Taguchi, S., Chino, A., Shinozaki, E., 
Yamaguchi, K., Konishi, T.

	 Adding induction chemotherapy before 
chemoradiotherapy with total mesorectal 
excision and selective lateral lymph node 
dissection for patients with poor-risk, local-
ly advanced, mid-to-low rectal cancer may 
improve oncologic outcomes: A propensity 
score-matched analysis.

	 Ann. Surg. Oncol., 2023. 30（8）: 4716-
4724

19.	 Yamaguchi, T., Akiyoshi, T., Fukunaga, Y., 
Sakamoto, T., Mukai, T., Hiyoshi, Y., Naga-
saki, T., Taguchi, S., Chino, A., Shinozaki, E., 
Yamaguchi, K., Konishi, T.

	 ASO visual abstract: Adding induction che-
motherapy before chemoradiotherapy with 
total mesorectal excision and selective lat-
eral lymph node dissection in patients with 
poor-risk, locally advanced, mid-to-low 
rectal cancer may improve oncological out-
comes: A propensity score-matched analy-
sis.

	 Ann. Surg. Oncol., 2023. 30（8）: 4727-
4728

20.	 Yoshida, S., Takahara, T., Arita, Y., Ito, M., 
Hayakawa, S., Oguchi, T., Komai, Y., Nu-
mao, N., Yuasa, T., Inoue, M., Ushijima, 
H., Kudo, S., Shimano, Y., Nakamura, Y., 
Uchida, Y., Uehara, S., Tanaka, H., Yae-
gashi, H., Izumi, K., Yokoyama, M., Mat-
suoka, Y., Yoshioka, Y., Konishi, K., Nakan-
ishi, K., Nagahara, A., Hirakawa, A., Koike, 
R., Koga, F., Nishimura, K., Mizokami, A., 
Yonese, J., Kageyama, Y., Yoshimura, R., 
Fujii, Y.

	 A phase II randomized trial of metasta-
sis-directed therapy with alpha emitter ra-
dium-223 in men with oligometastatic cas-
tration-resistant prostate cancer （MEDAL）.

	 BMC Urol., 2023. 23（1）: 33

21.	 Yoshioka, Y., Sasamura, K., Ito, M., Kaneko, 

M., Takahashi, T., Anno, W., Shimoyachi, N., 
Suzuki, J., Okuda, T., Kashihara, T., Inaba, 
K., Igaki, H., Itami, J.

	 Treatment planning comparison of high-
dose-rate brachytherapy vs. robotic and 
conventional stereotactic body radiothera-
py for ultrahypofractionated treatment of 
prostate cancer.

	 Phys. Imaging Radiat. Oncol., 2023. 26: 
100445

22.	 中島大分担執筆
	 第 9章 位置照合 .
	 強度変調放射線治療における物理技術ガイドラ

イン 2023 （IMRT 物理技術ガイドライン改訂
小委員会編集）, 

	 日本医学物理学会 /日本放射線技術学会 /日本
放射線腫瘍学会 : pp.25-29, 2023

23.	 利安隆史
	 感染症と腫瘍：最新の知見：子宮頸癌以外の

HPV関連癌 .
	 病理と臨床 , 2023. 41（3）: 0240-0245

24.	 吉岡靖生 , 渡邉詩織
	 外照射療法の進歩 . 臨床前立腺癌学 .
	 日本臨床 , 2023. 81（Suppl.6）: 259-263

25.	 田口千藏
	 節外性リンパ腫の病態把握と治療の進歩：節外

性リンパ腫に対する放射線療法 .
	 血液内科 , 2023. 86（4）: 462-467

【緩和治療科】
1.	 Funayama, M., Taira, T., Saeki, Y., Kato, O., 

Suda, S., Yasui-Furukori, N., Anamizu, S., 
Sato, K., Muroi, H., Satake, N., Koishikawa, 
H., Sato, S., Nishimura, K.

	 Enhancing functionality of psychiatric de-
partment in general hospital without psy-
chiatric ward: Role of full-time psychiatrist.

	 Asian J. Psychiatr., 2023. 89: 103751



228

2.	 Mashiro, E., Arao, H., Aoki, M., Matsumoto, 
Y.

	 What are the barriers to medical collabo-
ration in community-based integrated care 
supporting cancer patients? A qualitative 
analysis of healthcare and long-term care 
providers’ perceptions.

	 Jpn. J. Clin. Oncol., 2023. 53（12）: 1162-
1169

3.	 Mori, M., Yamaguchi, T., Suzuki, K., Mat-
suda, Y., Matsunuma, R., Watanabe, H., 
Ikari, T., Matsumoto, Y., Imai, K., Yokomi-
chi, N., Miwa, S., Yamauchi, T., Okamoto, 
S., Inoue, S., Inoue, A., Hui, D., Morita, T., 
Satomi, E.

	 Do types of opioids matter for terminal 
cancer dyspnea? A preliminary multicenter 
cohort study.

	 J. Pain Symptom Manage., 2023. 66（2）: 
e177-e184

4.	 Mori, M., Yamaguchi, T., Suzuki, K., Matsu-
da, Y., Matsunuma, R., Watanabe, H., Ikari, 
T., Matsumoto, Y., Imai, K., Yokomichi, N., 
Miwa, S., Yamauchi, T., Okamoto, S., In-
oue, S., Inoue, A., Morita, T., Satomi, E.

	 The feasibility and effects of a pharmaco-
logical treatment algorithm for cancer pa-
tients with terminal dyspnea: A multicenter 
cohort study.

	 Cancer Med., 2023. 12（5）: 5397-5408

5.	 Morita, K., Miyamoto, Y., Mizuno, A., Shi-
rane, S., Ohbe, H., Hashimoto, Y., Kaneko, 
H., Matsui, H., Fushimi, K., Yasunaga, H.

	 Impact of a financial incentive scheme for 
team-based palliative care in patients with 
heart failure in Japan: A nationwide data-
base study.

	 Int. J. Cardiol., 2023. 387: 131145

6.	 Zenda, S., Arai, Y., Sugawara, S., Inaba, 
Y., Hashimoto, K., Yamamoto, K., Saigusa, 
Y., Kawaguchi, T., Shimada, S., Yokoyama, 
M., Miyaji, T., Okano, T., Nakamura, N., 

Kobayashi, E., Takagi, T., Matsumoto, Y., 
Uchitomi, Y., Sone, M.

	 Protocol for a confirmatory trial of the ef-
fectiveness and safety of palliative arterial 
embolization for painful bone metastases.

	 BMC Cancer, 2023. 23（1）: 109

7.	 佐伯吉規
	 ナースのためのストレスマネジメント対策も

伝授！告知→終末期まで精神的な悩みに答え
る：これが知りたかった ! こころの緩和ケア：
（Part2）エキスパートの極意を伝授 ! 悩める事
例 13：治療期精神症状コントロール（悩み 9）：
不眠がみられる患者への症状マネジメント。ど
うしたらよい ?

	 YORi-SOU がんナーシング , 2023. 13（6）: 
651-655

8.	 佐伯吉規
	 まだできる！難治性疼痛の緩和ケア：（第 I 章）

治療モダリティを知る：難治性疼痛を前提とし
た薬物療法：オピオイドによる有害事象への対
応：難治性疼痛に対してオピオイド鎮痛薬を増
量中に精神症状が生じた場合の薬物療法の考え
方 .

	 緩和ケア , 2023. 33（6月増刊）: 053-059

9.	 佐伯吉規
	 向精神薬はどこから使う ?どう使う ?入院患者

の精神症状：不眠へのアプローチ：不眠の評価
と鑑別 ,治療指針 .

	 薬事 , 2023. 65（15）: 3041-3046

10.	 佐伯吉規
	 「痛み」に強くなる：産婦人科医として知って

おきたい最新知識：がん患者の感情的苦痛の対
応 .

	 産科と婦人科 , 2023. 90（6）: 671-677

11.	 松本禎久
	 JSMO 2023 meeting report 4） 骨転移の症状

管理 .
	 腫瘍内科 , 2023. 32（1）: 92-96

12.	 松本禎久
	 がんの痛み 治療の基本的な考え方 . pp.56-59



229

	 がんの痛み治療の実際 . pp. 60-67
	 胸膜浸潤による痛み . pp. 314-317
	 患者自己調整鎮痛（PCA）. pp. 323-324
	 持続皮下注入法 （CSI）. pp. 325
	 せん妄 , ケミカルコーピング , 認知・解釈の問	

題 . pp. 352-358
	 骨関連痛を知っておく . p.365
	 トータルマネジメントをめざす！がんの痛み

治療テキスト （松本禎久 , 森雅紀 , 田上恵太編
集）, 東京 , 南江堂 : 2023

13.	 松本禎久
	 まだできる！難治性疼痛の緩和ケア：（第 III 章）

病態別の鎮痛法を知る：頭頸部がん .
	 緩和ケア , 2023. 33（6月増刊）: 160-163

14.	 松本禎久
	 仕事人の楽屋裏：第 47回
	 緩和ケア , 2023. 33（2）: 164-165

15.	 松本禎久
	 痛みの治療
	 家庭の医学 （佐田尚宏 , 岡崎仁昭編集）, 東京 , 

時 事 通 信 社 : pp.https://medical.jiji.com/
medical/022-2084-99, 2023

16.	 松本禎久
	 痛み以外の緩和医療
	 家庭の医学 （佐田尚宏 , 岡崎仁昭編集）, 東京 , 

時 事 通 信 社 : pp.https://medical.jiji.com/
medical/022-2085-99, 2023

17.	 松本禎久 , 臼井優子
	 緩和医療特論
	 がん治療認定医教育セミナーテキスト 第 17版 

（がん治療認定医機構教育委員会編集）, 東京 , 
日本がん

	 治療認定医機構教育委員会 : pp.90-96, 2023

【トータルケアセンター】
1.	 Aoki, Y., Inoue, Y., Sasahira, N., Ono, 

M., Inamura, K., Kataoka, A., Takano, T., 
Kanao, H., Watanabe, M.

	 Primary ovarian insufficiency associated 
with lenvatinib therapy in a patient with 
hepatocellular carcinoma: A case report.

	 Oncol. Lett., 2023. 26（4）: 450

2.	 Hiyoshi, Y., Yamaguchi, T., Matsuura, N., 
Amano, T., Kozu, T., Mukai, T., Nagasaki, T., 
Akiyoshi, T., Fukunaga, Y.

	 Advantages of the umbilical minilaparoto-
my-first approach in robotic rectal cancer 
surgery.

	 Tech. Coloproctol., 2023. 27（1）: 71-74

3.	 Koizumi, T., Sugishita, Y., Suzuki-Taka-
hashi, Y., Nara, K., Miyagawa, T., Nakajima, 
M., Sugimoto, K., Futamura, M., Furui, T., 
Takai, Y., Matsumoto, H., Yamauchi, H., 
Ohno, S., Kataoka, A., Kawai, K., Fukuma, 
E., Nogi, H., Tsugawa, K., Suzuki, N.

	 Oncofertility-related psycho-education-
al therapy for young adult patients with 
breast cancer and their partners: Random-
ized controlled trial.

	 Cancer, 2023. 129（16）: 2568-2580

4.	 Ota, E., Hiyoshi, Y., Matsuura, N., Ishikawa, 
K., Fujinami, F., Mukai, T., Yamaguchi, T., 
Nagasaki, T., Akiyoshi, T., Fukunaga, Y.

	 Standardization of preoperative stoma site 
marking and its utility for preventing stoma 
leakage: A retrospective study of 519 pa-
tients who underwent laparoscopic/robotic 
rectal cancer surgery.

	 Tech. Coloproctol., 2023. 27（12）: 1387-
1392

5.	 Ozaki, Y., Masuda, J., Kataoka, A., Kogawa, 
T., Abe, T., Morizono, H., Inagaki, R., Hara, 
F., Takano, T., Ueno, T., Ohno, S.

	 The impact of obesity and endocrine ther-
apy on the prognosis of premenopausal 
women with hormone receptor-positive 
breast cancer: A single-institute retrospec-
tive study.

	 Cancer Rep., 2023. 6（2）: e1695

6.	 Partridge, A. H., Niman, S. M., Ruggeri, M., 
Peccatori, F. A., Azim, H. A., Jr., Colleoni, 
M., Saura, C., Shimizu, C., Sætersdal, A. B., 
Kroep, J. R., Mailliez, A., Warner, E., Borg-
es, V. F., Amant, F., Gombos, A., Kataoka, A., 



230

Rousset-Jablonski, C., Borstnar, S., Takei, J., 
Lee, J. E., Walshe, J. M., Ruíz-Borrego, M., 
Moore, H. C. F., Saunders, C., Bjelic-Radis-
ic, V., Susnjar, S., Cardoso, F., Smith, K. L., 
Ferreiro, T., Ribi, K., Ruddy, K., Kammler, R., 
El-Abed, S., Viale, G., Piccart, M., Korde, L. 
A., Goldhirsch, A., Gelber, R. D., Pagani, O.

	 Interrupting endocrine therapy to attempt 
pregnancy after breast cancer.

	 N. Engl. J. Med., 2023. 388（18）: 1645-
1656

7.	 Takeda, M., Kataoka, A., Abe, T., Inoue, Y., 
Uehiro, N., Takahashi, Y., Nakashima, E., 
Ogiya, A., Sakai, T., Morizono, H., Miyagi, Y., 
Ohno, S., Ueno, T.

	 Childbirth after perioperative systemic 
therapy in patients with breast cancer: A 
retrospective single institutional study in 
Japan.

	 Jpn. J. Clin. Oncol., 2023. 53（6）: 457-
462

8.	 升田茉莉子 , 高野利実 , 寺嶋克幸 , 横田美幸 , 
立道昌幸 , 立石清一郎

	 がん患者の仕事と治療の両立支援 .
	 腫瘍内科 , 2023. 32（2）: 189-194

9.	 松浦信子
	 ここがポイント ! 消化管ストーマ関連合併症の

予防と管理：晩期ストーマ関連合併症の予防の
ためのセルフケア指導と管理 .

	 WOC Nursing, 2023. 11（1）: 63-68

10.	 片岡明美
	 IV-D. 特殊状態の手術：12. 妊娠期の手術 .
	 Kanck & Pitfalls：乳腺外科の要点と盲点 （石

田孝宣 , 上野貴之編集）, 東京 , 文光堂 : 
pp.260-262, 2023

11.	 片岡明美
	 IV-D. 特殊病態の手術：13. 授乳期の手術 .
	 Knack & Pitfalls：乳腺外科の要点と盲点 第 3

版 （石田孝宣 , 上野貴之編集）, 東京 , 文光堂 : 
pp.263-265, 2023

12.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 大野真司
	 乳癌患者の妊孕性温存と POSITIVE 試験の意

義 .
	 腫瘍内科 , 2023. 32（2）: 166-170

13.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 大野真司
	 乳腺：産婦人科医が知っておくべき必須知識：

乳がんの早期発見：ホルモン補充療法 , ピルと
乳がんリスク・検診の有効性 .

	 臨床婦人科産科 , 2023. 77（3）: 384-388

【画像診断部】
1.	 Baba, T., Kusumoto, M., Kato, T., Kurihara, 

Y., Sasaki, S., Oikado, K., Saito, Y., Endo, 
M., Fujiwara, Y., Kenmotsu, H., Sata, M., 
Takano, T., Kato, K., Hirata, K., Katagiri, T., 
Saito, H., Kuwano, K.

	 Clinical and imaging features of interstitial 
lung disease in cancer patients treated with 
trastuzumab deruxtecan.

	 Int. J. Clin. Oncol., 2023. 28（12）: 1585-
1596

2.	 Kikuchi, M., Gomi, N., Ueki, A., Osako, T., 
Terauchi, T.

	 Effectiveness and tasks of breast MRI sur-
veillance for high-risk women with cancer 
susceptibility genes other than BRCA1/2: A 
single institution study.

	 Breast Cancer, 2023. 30（4）: 577-583

3.	 Nagaoka, T., Osumi, H., Ueno, T., Ooki, A., 
Wakatsuki, T., Nakayama, I., Ogura, M., 
Takahari, D., Chin, K., Matsueda, K., Yama-
guchi, K., Shinozaki, E.

	 Morphological response and tumor shrink-
age as predictive factors in metastatic 
colorectal cancer treated with first-line 
capecitabine, oxaliplatin, and bevacizumab.

	 Int. J. Clin. Oncol., 2023. 28（9）: 1191-
1199

4.	 Nakao, M., Terauchi, T., Oikado, K., Sato, Y., 
Hashimoto, K., Ichinose, J., Matsuura, Y., 
Okumura, S., Ninomiya, H., Mun, M.

	 Distinct prognostic impact of PET findings 



231

based on radiological appearance in clinical 
stage IA lung adenocarcinoma.

	 Clin. Lung Cancer, 2023. 24（2）: 107-113

5.	 Okamoto, T., Sasaki, T., Takahashi, Y., 
Takamatsu, M., Kanda, H., Hiratsuka, M., 
Matsuyama, M., Ozaka, M., Sasahira, N.

	 Perivascular epithelioid cell tumor （PECo-
ma） of the cystic duct.

	 Clin. J. Gastroenterol., 2023. 16（1）: 87-
95

6.	 Omi, M., Oishi Tanaka, Y., Enokida, T., Ha-
yama, B., Hayakawa, K., Fusegi, A., Nomu-
ra, H., Kanao, H.

	 Osteomyelitis pubis caused by Pseudomo-
nas aeruginosa secondary to surgical site 
infections subsequent to vulvar cancer sur-
geries: A case report.

	 Gynecol. Oncol. Rep., 2023. 50: 101295

7.	 Ono, Y., Inoue, Y., Ito, H., Sasaki, T., Take-
da, T., Ozaka, M., Sasahira, N., Hiratsuka, 
M., Matsueda, K., Oba, A., Sato, T., Saiura, 
A., Takahashi, Y.

	 Analysis of prognostic factors for borderline 
resectable pancreatic cancer after neoad-
juvant chemotherapy: The importance of 
CA19-9 decrease in patients with elevated 
pre-chemotherapy CA19-9 levels.

	 HPB （Oxford）, 2023. 25（1）: 100-108

8.	 Sato, Y., Ishiyama, M., Nakano, S., Nakao, 
M., Mun, M., Ninomiya, H., Terauchi, T., Oi-
kado, K.

	 Ringlike peripheral increased iodine con-
centration for the differentiation of primary 
lung cancer and pulmonary metastases on 
contrast-enhanced dual-energy CT.

	 Am. J. Roentgenol., 2023. 220（6）: 828-
837

9.	 Seki, M., Ninomiya, E., Saiura, A., Taka-
hashi, Y., Inoue, Y., Katori, M., Yamamoto, 
N., Takamatsu, M., Kato, Y., Yamada, K., 
Matsueda, K., Ohkura, Y.

	 Clinicopathological study of surgically treat-
ed non-neoplastic diseases of the pancreas 
with special reference to autoimmune pan-
creatitis.

	 Langenbecks Arch. Surg., 2023. 408（1）: 
223

10.	 Tanaka, Y. O., Chiba, T., Tonooka, A., Oka-
moto, S., Kanao, H.

	 Brenner tumor of the ovary: A challenging 
case to be differentiated from benign coun-
terpart.

	 Eurorad, 2023: DOI:10.35100/eurorad/
case.18023

11.	 Tanaka, Y. O., Sugawara, E., Tonooka, A., 
Saida, T., Sakata, A., Fukunaga, Y., Kanao, 
H., Satoh, T., Noguchi, M., Terauchi, T.

	 Mucinous tumors arising from ovarian ter-
atomas as another source of pseudomyxo-
ma peritoneii: MR findings comparison with 
ovarian metastases from appendiceal mu-
cinous tumors.

	 BJR open, 2023. 5（1）: 20220036

12.	 一川良太 , 負門克典 , 佐藤嘉尚 , 寺内隆司
	 症例から学ぶ心臓血管放射線診断：大動脈疾患：

G-CSF 関連大血管炎 .
	 画像診断 , 2023. 44（1）: 90-91

13.	 上田和彦
	 主膵管内腫瘍を伴う T2延長：拡散制限領域
	 300 例で学ぶ読影レポートの流儀 : MRI,CT,X

線 ,PET まで完全理解 （齋田幸久編集）, 東京 , 
学研メディカル秀潤社 : pp.135, 2023

14.	 上田和彦
	 壁在結節と主膵管拡張を伴う膵嚢胞性腫瘤
	 300 例で学ぶ読影レポートの流儀 : MRI,CT,X

線 ,PET まで完全理解 （齋田幸久編集）, 東京 , 
学研メディカル秀潤社 : pp.133, 2023

15.	 上田和彦
	 大動脈傍リンパ節腫大
	 300 例で学ぶ読影レポートの流儀 : MRI,CT,X

線 ,PET まで完全理解 （齋田幸久編集）, 東京 , 
学研メディカル秀潤社 : pp.134, 2023



232

16.	 上田和彦
	 膵尾部側主膵管拡張を伴う多房性嚢胞性腫瘤
	 300 例で学ぶ読影レポートの流儀 : MRI,CT,X

線 ,PET まで完全理解 （齋田幸久編集）, 東京 , 
学研メディカル秀潤社 : pp.132, 2023

17.	 五味直哉
	 BIA-ALCL 特集：乳房インプラント関連未分化

大細胞型リンパ腫（BIA-ALCL）の画像診断 .
	 Oncoplast Breast Surg, 2023. 8（1）: 1-7

18.	 五味直哉 , 深田一平 , 笹野公伸 , 髙橋俊二
	 症例検討会：内分泌療法抵抗性の IV 期の浸潤

性小葉癌：エキスパートパネルでの検討を踏ま
えて .

	 Cancer Board Breast, 2023. 7（2）: 71-80

19.	 五味直哉 , 菊池真理
	 遺伝性腫瘍：放射線科医が担う新たな使命：

HBOCと乳癌ハイリスクサーベイランス .
	 臨床画像 , 2023. 29（2）: 52-63

20.	 佐藤嘉尚
	 肺癌の治療後画像変化と合併症 .
	 肺癌 , 2023. 63（Suppl.）: 825-828

21.	 木曽翔平 , 田中宏子
	 臨床 MRI を基礎から知る：さまざまな角度か

らMRI の魅力に迫る：頸部領域：頸部深部間隙 .
	 臨床画像 , 2023. 39（4月増刊）: 73-79

22.	 田中優美子
	 画像診断ガイドラインの使い方：トレーニング

と症例集：婦人科領域の到達点と課題 .
	 臨床画像 , 2023. 39（12）: 1400-1407

23.	 田中優美子
	 豊富な所見で診断の進め方がわかる：産婦人科 

画像診断アトラス：悪性腫瘍：画像診断の進め
方：子宮頸癌・内膜癌のリンパ節転移診断 .

	 臨床婦人科産科 , 2023. 77（4）: 240-244

24.	 田中優美子
	 遺伝性腫瘍：放射線科医が担う新たな使命：遺

伝性卵巣腫瘍の画像診断：HBOCを中心に .
	 臨床画像 , 2023. 39（2）: 164-171

25.	 菊池真理 , 五味直哉
	 遺伝性腫瘍：放射線科医が担う新たな使命：

HBOC以外の遺伝性乳癌 .
	 臨床画像 , 2023. 39（2）: 184-191

【臨床遺伝医療部】
1.	 Chikatani, K., Ishida, H., Mori, Y., Nakajima, 

T., Ueki, A., Akagi, K., Takao, A., Yamada, 
M., Taniguchi, F., Komori, K., Sasaki, K., 
Sudo, T., Miyakura, Y., Chino, A., Yamagu-
chi, T., Tanakaya, K., Tomita, N., Ajioka, Y.

	 Risk of metachronous colorectal cancer af-
ter colectomy for first colon cancer in Lynch 
syndrome: Multicenter retrospective study 
in Japan.

	 Int. J. Clin. Oncol., 2023. 28（12）: 1633-
1640

2.	 Fukada, I., Mori, S., Hayashi, N., Hosonaga, 
M., Xiaofei, W., Yamazaki, M., Ueki, A., Kiy-
otani, K., Tonooka, A., Takeuchi, K., Ueno, 
T., Takahashi, S.

	 Prognostic impact of cancer genomic pro-
file testing for advanced or metastatic solid 
tumors in clinical practice.

	 Cancer Sci., 2023. 114（12）: 4632-4642

3.	 Kikuchi, M., Gomi, N., Ueki, A., Osako, T., 
Terauchi, T.

	 Effectiveness and tasks of breast MRI sur-
veillance for high-risk women with cancer 
susceptibility genes other than BRCA1/2: A 
single institution study.

	 Breast Cancer, 2023. 30（4）: 577-583

4.	 Matsubayashi, H., Kosaka, T., Yoshida, R., 
Ueki, A.

	 A commentary on Helicobacter pylori and 
gastric cancer risk in BRCA1/2 pathogenic 
germline variant carrier.

	 J. Hum. Genet., 2023. 68（10）: 727-728

5.	 Nakayama, I., Shinozaki, E., Kawachi, H., 
Sasaki, T., Yunokawa, M., Tomomatsu, J., 
Yuasa, T., Kitazono, S., Kobayashi, K., Ha-
yakawa, K., Ueki, A., Takahashi, S., Yama-
guchi, K.



233

	 Implementation of microsatellite instability 
testing for the assessment of solid tumors 
in clinical practice.

	 Cancer Med., 2023. 12（7）: 7932-7940

6.	 Nomura, H., Abe, A., Fusegi, A., Yoshim-
itsu, T., Misaka, S., Murakami, A., Matsu-
moto, T., Tsumura, S., Kanno, M., Aoki, Y., 
Netsu, S., Omi, M., Tanigawa, T., Okamoto, 
S., Omatsu, K., Yunokawa, M., Kanao, H., 
Habano, E., Arakawa, H., Kaneko, K., Ueki, 
A., Haruyama, Y., Inari, H., Ueno, T.

	 Impact of the coverage of risk-reducing 
salpingo-oophorectomy by the national 
insurance system for women with BRCA 
pathogenic variants in Japan.

	 Sci. Rep., 2023. 13（1）: 1018

7.	 Oda, S., Ushiama, M., Nakamura, W., Gotoh, 
M., Tanabe, N., Watanabe, T., Odaka, Y., Aoy-
agi, K., Sakamoto, H., Nakajima, T., Sugano, 
K., Yoshida, T., Shiraishi, Y., Hirata, M.

	 A complex rearrangement between APC 
and TP63 associated with familial adeno-
matous polyposis identified by multimodal 
genomic analysis: A case report.

	 Front. Oncol., 2023. 13: 1205847

8.	 Oki, R., Urasaki, T., Ueki, A., Inamura, K., 
Komai, Y., Takahashi, S., Yonese, J., Yuasa, 
T.

	 A radiological complete response to pem-
brolizumab in a patient with metastatic 
upper urinary tract urothelial cancer and 
Lynch syndrome.

	 IJU Case Rep., 2023. 6（1）: 33-36

9.	 Takamatsu, R., Nakamura, K., Suzuki, O., 
Okada, C., Mori, R., Kawano, R., Hayashi, 
H., Ishikawa, M., Aimono, E., Nohara, S., 
Tanishima, S., Ueki, A., Ishida, H., Nishiha-
ra, H.

	 Clinical predominance of whole-exome se-
quencing to evaluate microsatellite instabil-
ity status.

	 Cancer Sci., 2023. 114（7）: 2848-2859

10.	 Ueki, A., Yoshida, R., Kosaka, T., Matsub-
ayashi, H.

	 Clinical risk management of breast, ovar-
ian, pancreatic, and prostatic cancers for 
BRCA1/2 variant carriers in Japan.

	 J. Hum. Genet., 2023. 68（8）: 517-526

11.	 Une, M., Fujiwara, R., Ueki, A., Oki, R., 
Urasaki, T., Inamura, K., Takahashi, S., 
Yonese, J., Yuasa, T.

	 A case of sequential medical therapy for 
advanced ureteral cancer in Li–Fraumeni 
syndrome.

	 IJU Case Rep., 2023. 6（5）: 286-289

12.	 Yamamoto, H., Sakamoto, H., Kumagai, H., 
Abe, T., Ishiguro, S., Uchida, K., Kawasaki, 
Y., Saida, Y., Sano, Y., Takeuchi, Y., Tajika, 
M., Nakajima, T., Banno, K., Funasaka, Y., 
Hori, S., Yamaguchi, T., Yoshida, T., Ishi-
kawa, H., Iwama, T., Okazaki, Y., Saito, Y., 
Matsuura, N., Mutoh, M., Tomita, N., Akiya-
ma, T., Yamamoto, T., Ishida, H., Nakaya-
ma, Y.

	 Clinical guidelines for diagnosis and man-
agement of Peutz-Jeghers syndrome in 
children and adults.

	 Digestion, 2023. 104（5）: 335-347

13.	 Yamazawa, K., Sugano, K., Tanakaya, K., 
Inoue, S., Murakami, H., Nakashima, M., 
Adachi, M., Oki, S., Makabe, T., Yamashita, 
H., Ueki, A., Sasaoka, A., Nakashoji, A., 
Kinoshita, T., Matsunaga, T., Arai, M., Na-
kamura, S., Miyata, H., Ikegami, M., Mano, 
H., Kohsaka, S., Matsui, A.

	 The pathogen ic  ro le  o f  the  BRCA2 
c.7847C>T （p.Ser2616Phe） variant in 
breast and ovarian cancer predisposition.

	 Cancer Sci., 2023. 114（7）: 2993-3002

14.	 一木愛 , 野村秀高 , 箕浦祐子 , 幅野愛理 , 金子
景香 , 植木有紗 , 中島健 , 金尾祐之

	 不妊治療中に子宮内膜癌と診断された Lynch
症候群の 2例 .

	 遺伝性腫瘍 , 2023. 22（4）: 101-105



234

15.	 幅野愛理 , 植木有紗 , 中島健
	 遺伝性腫瘍：放射線科医が担う新たな使命：

Li-Fraumeni 症候群のサーベイランス .
	 臨床画像 , 2023. 39（2）: 133-141

16.	 新川裕美 , 植木有紗
	 遺伝性腫瘍：放射線腫瘍医が担う新たな使命：

遺伝性腫瘍の基礎 .
	 臨床画像 , 2023. 39（2）: 126-132

17.	 植木有紗
	 HBOCの最近の話題：HBOC治療の現在とこれ

から：HBOC診断を治療に活かすために .
	 日本婦人科腫瘍学会雑誌 , 2023. 41（2）: 

202-206

18.	 植木有紗
	 Precision oncology の検証：がん全ゲノム解析

における生殖細胞系列所見の解釈と開示におけ
る課題 .

	 腫瘍内科 , 2023. 31（1）: 22-27

19.	 植木有紗
	 子宮体部悪性腫瘍の最前線：診断・治療の最前

線：子宮体部腫瘍（がん , がん肉腫 , 肉腫）に
対する遺伝子検査の選択とタイミング , 患者説
明のポイント .

	 産科と婦人科 , 2023. 90（3）: 289-295

20.	 植木有紗
	 産婦人科における保険診療と自費診療：保険診

療におけるがん遺伝子パネル検査と治療選択 .
	 産婦人科の実際 , 2023. 72（1）: 61-66

21.	 箕浦祐子 , 植木有紗
	 図解：産婦人科医のための臨床遺伝学必修知識

II：がん対策としての遺伝子検査 .
	 産婦人科の実際 , 2023. 72（9）: 901-907

【集中治療部】
1.	 望月俊明
	 めざせ ! 一歩進んだ周術期管理；頭頸部外科患

者の術後 ICU管理 .
	 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 , 2023. 95（13）: 

1128-1131

2.	 望月俊明
	 循環器集中治療の最前線：がんと循環器集中治

療 .
	 循環器内科 , 2023. 93（1）: 47-53

【核医学部】
1.	 Ariga, A., Matsumoto, S., Tanizawa, T., Ha-

yakawa, K., Minami, Y., Saito, M., Kurosa-
wa, N., Yamashita, K., Terauchi, T., Ae, K.

	 Bone metastases with “false negative” find-
ings on 18F-FDG PET/CT in patients with 
angiosarcoma: A case series with literature 
review.

	 Medicine （Baltimore）, 2023. 102（28）: 
e34196

2.	 Fukai, S., Daisaki, H., Ishiyama, M., Shima-
da, N., Umeda, T., Motegi, K., Ito, R., Ter-
auchi, T.

	 Reproducibility of the principal compo-
nent analysis （PCA）-based data-driven 
respiratory gating on texture features in 
non-small cell lung cancer patients with 
18F-FDG PET/CT.

	 J. Appl. Clin. Med. Phys., 2023. 24（5）: 
e13967

3.	 Miyaji, N., Miwa, K., Yamashita, K., Motegi, 
K., Wagatsuma, K., Kamitaka, Y., Yamao, T., 
Ishiyama, M., Terauchi, T.

	 Impact of irregular waveforms on da-
ta-driven respiratory gated PET/CT images 
processed using MotionFree algorithm.

	 Ann. Nucl. Med., 2023. 37（12）: 665-674

4.	 Nakao, M., Terauchi, T., Oikado, K., Sato, Y., 
Hashimoto, K., Ichinose, J., Matsuura, Y., 
Okumura, S., Ninomiya, H., Mun, M.

	 Distinct prognostic impact of PET findings 
based on radiological appearance in clinical 
stage IA lung adenocarcinoma.

	 Clin. Lung Cancer, 2023. 24（2）: 107-113

5.	 Shirouchi, Y., Nishimura, N., Mishima, Y., 
Ishihara, Y., Asai, H., Tamba, M., Hirano, 
M., Hirano, K., Teramoto, Y., Yoshida, K., 



235

Takeuchi, K., Terauchi, T., Maruyama, D.
	 Prognostic value of post-treatment serum 

soluble interleukin-2 receptor in newly 
diagnosed diffuse large B-cell lymphoma 
patients who achieved complete metabolic 
response following R-CHOP therapy.

	 Sci. Rep., 2023. 13（1）: 13713

6.	 Sugyo, A., Tsuji, A. B., Sudo, H., Sugiura, Y., 
Koizumi, M., Higashi, T.

	 Wnt1 induces osteoblastic changes in a 
well-established osteolytic skeletal meta-
static model derived from breast cancer.

	 Cancer Rep. （Hoboken）, 2023. 6（12）: 
e1909

7.	 一川良太 , 負門克典 , 佐藤嘉尚 , 寺内隆司
	 症例から学ぶ心臓血管放射線診断：大動脈疾患：

G-CSF 関連大血管炎 .
	 画像診断 , 2023. 44（1）: 90-91

8.	 宮司典明 , 山下康輔 , 米山寛人 , 花岡宏平 , 右
近直之 , 前田貴雅 , 飯森隆志

	 核医学治療における適正使用の実態調査 .
	 日本放射線技術学会雑誌 , 2023. 79（3）: 

262-270

9.	 寺内隆司
	 新リンパ腫学：基礎・臨床の最新動向：悪性リ

ンパ腫の診断概論：悪性リンパ腫の FDG-PET/
CT による画像診断と効果判定のエッセンス .

	 日本臨床 , 2023. 81（増刊 3 新リンパ腫学）: 
149-154

【救急部】
1.	 Nishizawa, A., Takeda, K., Urasaki, T., Ono, 

M., Mochizuki, T., Shiga, T., Fujiwara, M., 
Yuasa, T., Murakami, A., Koike, R., Yunoka-
wa, M., Kanao, H., Shimozaki, K., Takahari, 
D., Kogawa, T., Takahashi, S., Kitano, S.

	 Severe drug eruption after antibiotic ad-
ministration in patients receiving immune 
checkpoint inhibitors: A monocentric case 
series.

	 JEADV Clin. Pract., 2023. 2（2）: 330-337

2.	 望月俊明
	 めざせ ! 一歩進んだ周術期管理；頭頸部外科患

者の術後 ICU管理 .
	 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 , 2023. 95（13）: 

1128-1131

3.	 望月俊明
	 循環器集中治療の最前線：がんと循環器集中治

療 .
	 循環器内科 , 2023. 93（1）: 47-53

【臨床検査センター】
1.	 Sakurai, A., Suzuki, M., Ohkushi, D., Hara-

da, S., Hosokawa, N., Ishikawa, K., Sakurai, 
T., Ishihara, T., Sasazawa, H., Yamamoto, T., 
Takehana, K., Koyano, S., Doi, Y.

	 Clinical features, genome epidemiology, 
and antimicrobial resistance profiles of Aer-
omonas spp. causing human infections: A 
multicenter prospective cohort study.

	 Open Forum Infect. Dis., 2023. 10（12）: 
ofad587

2.	 友田美穂子
	 尿沈渣検査からの病態推測と診療へのアプロー

チ：各種尿沈渣成分-出現背景,推測される病態,
診療へのアプローチ：ウイルス感染細胞 .

	 Med. Technol., 2023. 51（12）: 1245-1250

3.	 関田綱基
	 治療薬物および透析による検査値への影響：薬

物および薬物代謝物による検査値への影響：ス
トロンチウム含有サプリメントによる Ca 値
（AMY酵素法）への影響 .

	 医療検査と自動化 , 2023. 48（Suppl.1）: 
26-27

4.	 関田綱基
	 治療薬物および透析による検査値への影響：薬

物および薬物代謝物による検査値への影響：ダ
ラツムマブなどの抗体薬による血清蛋白分画、
IFE 上のM蛋白出現 .

	 医療検査と自動化 , 2023. 48（Suppl.1）: 
28-30



236

5.	 関田綱基
	 治療薬物および透析による検査値への影響：薬

物および薬物代謝物による検査値への影響：乳
がん治療薬フェソロデックスとの交差反応によ
るエストラジオール（E2）への影響 .

	 医療検査と自動化 , 2023. 48（Suppl.1）: 
36-37

6.	 関田綱基
	 治療薬物および透析による検査値への影響：薬

物および薬物代謝物による検査値への影響：前
立腺がん治療薬ザイティガの代謝産物との交差
反応によるテストステロンへの影響 .

	 医療検査と自動化 , 2023. 48（Suppl.1）: 
34-35

7.	 関田綱基
	 治療薬物および透析による検査値への影響：薬

物の副作用による検査値への影響：抗腫瘍薬メ
トトレキサート（MTX）による AST、ALT 活
性上昇 .

	 医療検査と自動化 , 2023. 48（Suppl.1）: 
15-17

【超音波診断・IVR部】
1.	 Inoue, Y., Ebina, A., Toda, K., Shimbashi, 

W., Yamada, K., Mitani, H., Tanaka, Y., Su-
gitani, I.

	 Surgical strategy for patients with papillary 
thyroid carcinoma invading the trachea: 
a comparison of tracheal sleeve resection 
with end-to-end anastomosis and window 
resection with tracheocutaneous fistula.

	 Gland Surg., 2023. 12（9）: 1167-1178

2.	 Izumori, A., Kokubu, Y.
	 Ultrasound diagnosis of non-mass MRI-de-

tected lesions.
	 J. Med. Ultrason., 2023. 50（3）: 351-360

3.	 Kobayashi, K., Inoue, Y., Omiya, K., Sato, S., 
Kato, T., Oba, A., Ono, Y., Sato, T., Ito, H., 
Matsueda, K., Saiura, A., Takahashi, Y.

	 Diagnosis and management of postpan-
createctomy hemorrhage: A single-center 
experience of consecutive 1,096 pancre-
atoduodenectomies.

	 Pancreatology, 2023. 23（3）: 235-244

4.	 Mie, T., Sasaki, T., Matsueda, K., Okamoto, 
T., Hirai, T., Ishitsuka, T., Yamada, M., Nak-
agawa, H., Furukawa, T., Takeda, T., Kasu-
ga, A., Ozaka, M., Sasahira, N.

	 Ruptured cystic artery pseudoaneurysm af-
ter self-expandable metal stent placement 
for malignant biliary obstruction.

	 DEN Open, 2023. 4（1）: e304

5.	 Yamada, M., Okamoto, T., Sato, Y., Take-
da, T., Mie, T., Ishitsuka, T., Nakagawa, H., 
Matsuyama, M., Sasaki, T., Sasahira, N.

	 Late-onset hemobilia due to pseudoan-
eurysm rupture after endoscopic ultra-
sound-guided hepaticogastrostomy.

	 Clin. J. Gastroenterol., 2023. 16（5）: 743-
747

6.	 佐藤洋造 , 松枝清
	 外科手術と感染症：総論：術後感染性合併症に

対するインターベンショナルラジオロジー .
	 外科 , 2023. 85（5）: 502-506

7.	 加藤千絵子 , 棚倉健太
	 乳癌診断と治療における押さえるべきトレン

ド：乳房再建術後のフォローアップにおける超
音波検査 .

	 Rad Fan, 2023. 21（7）: 32-40

8. 	 國分優美
	 ・Ⅲ 10a  FNA　P81-82
	 ・Ⅲ 10b　組織生検１：超音波ガイド下生検　

P83 ‐ 85
	 ・Ⅲ 10c　組織生検２：ステレオガイド下生検・

MRI ガイド下生検　P86 ‐ 88
	 Knack & pitfalls：乳腺外科の要点と盲点 第 3

版 （石田孝宣 , 上野貴之編集）, 東京 , 文光堂 : 
2023

9.	 松枝清 , 佐藤洋造 , 藤原良将 , 國分優美 , 永井
一夫 , 龍見秋一 , 後藤志保 , 川村奈津樹

	 画像ガイド下治療：最前線：がん診療における
IVR（画像下治療）の実際 .

	 映像情報Medical, 2023. 55（7）: 4-8



237

【看護部】
1.	 Hiyoshi, Y., Yamaguchi, T., Matsuura, N., 

Amano, T., Kozu, T., Mukai, T., Nagasaki, T., 
Akiyoshi, T., Fukunaga, Y.

	 Advantages of the umbilical minilaparoto-
my-first approach in robotic rectal cancer 
surgery.

	 Tech. Coloproctol., 2023. 27（1）: 71-74

2.	 Ota, E., Hiyoshi, Y., Matsuura, N., Ishikawa, 
K., Fujinami, F., Mukai, T., Yamaguchi, T., 
Nagasaki, T., Akiyoshi, T., Fukunaga, Y.

	 Standardization of preoperative stoma site 
marking and its utility for preventing stoma 
leakage: A retrospective study of 519 pa-
tients who underwent laparoscopic/robotic 
rectal cancer surgery.

	 Tech. Coloproctol., 2023. 27（12）: 1387-
1392

3.	 中原由美子 , 秋山愛
	 がん研究会有明病院の看護部人事交流制度 .
	 看護のチカラ , 2023. 28（596）: 11-18

4. 	 後藤志保
	 患者のセルフケア支援；患者の生活を支える .
	 がん・放射線療法 改訂第 8版 （大西洋ほか編

集）, 東京 , Gakken: pp.107-111, 2023

5.	 松枝清 , 佐藤洋造 , 藤原良将 , 國分優美 , 永井
一夫 , 龍見秋一 , 後藤志保 , 川村奈津樹

	 画像ガイド下治療：最前線：がん診療における
IVR（画像下治療）の実際 .

	 映像情報Medical, 2023. 55（7）: 4-8

6.	 松浦信子
	 ここがポイント ! 消化管ストーマ関連合併症の

予防と管理：晩期ストーマ関連合併症の予防の
ためのセルフケア指導と管理 .

	 WOC Nursing, 2023. 11（1）: 63-68

7.	 武田知子
	 4 月に向けて !先輩力UP↑シリーズ（1）指導・

説明に活用度 120%! 手術で使う機器・物品を
整理して理解 !ポイント&使い分けノート：手
術室の設備：手術ベッド・空調・無影灯・吸引器・
X線透視装置・緊急用フットスイッチ .

	 オペナーシング , 2023. 38（2）: 110-115

8.	 武田知子
	 たった 1日で” ?” を解消 ! ごっそり身につく !

輸液・輸血の知識と実践力：（1章）輸液　オ
ペナースが知っておきたい：輸液の取り扱いが
ごっそりわかる !

	 オペナーシング , 2023. 38（10）: 946-949

9.	 清水多嘉子
	 人生 100 年時代の看護師の養成：慢性疾患、

ヘルスケア、生き方を見すえる：病、痛みとと
もに生きる高齢者への理解とケアの視点がん：
がん患者の持つ力を見いだし支援する看護 .

	 看護教育 , 2023. 64（1）: 044-047

10.	 赤土朋美
	 “よく遭遇する” 質問を解決 !ウィズコロナ時代

の感染対策ベストアンサー 9：実践編：面会 .
	 INFECTION CONTROL, 2023. 32（5）: 

495-499

11.	 長﨑礼子
	 予防・対策・セルフケア指導：がん薬物療法中

のしびれをくい止めたい !：どんなスケールを
使用する ?しびれの評価とアセスメント：経時
的に、他覚的・自覚的症状の詳細を多職種で共
有する .

	 YORi-SOU がんナーシング , 2023. 13（2）: 
176-177

12.	 長﨑礼子
	 予防・対策・セルフケア指導：がん薬物療法中

のしびれをくい止めたい !：どんな指導ができ
る ?投与前のオリエンテーション：具体的な症
状と対処方法を指導し心理的サポートを行う .

	 YORi-SOU がんナーシング , 2023. 13（2）: 
174-175

13.	 髙橋まみ , 中山章子 , 横田淳子 , 下大川恵 , 稲
城陽子 , 長井優子

	 教育が重要かつデリケートなのは卒後 2年目と
中堅看護師 !：「最新の知識」を身につけ「初め
て覚えた時のままの技術」を学び直す：入職後
6年目以降の看護師を対象とした”看護実践アッ
プデート研修” .

	 ナースマネジャー , 2023. 25（5）: 2-7



238

14.	 黒田直子
	 がん薬物療法の看護技術：（第 IV章）治療経過

に伴う患者の” そのとき” に寄り添う：治療開
始×不安軽減 .

	 がん看護 , 2023. 28（5）: 495-497

【薬剤部】
1.	 Aoyama, T., Nakano, K., Yuasa, T., Sugi-

yama, E., Okawa, T., Ito, K., Azuma, K., 
Hashimoto, K., Furutani, R., Hiraide, M., 
Kobayashi, K., Suzuki, K., Tomomatsu, J., 
Tajima, M., Sato, H., Hama, T., Takahashi, 
S.

	 Association between pazopanib exposure 
and safety in Japanese patients with renal 
cell carcinoma or soft tissue sarcoma.

	 Sci. Rep., 2023. 13（1）: 2099

2.	 Hashimoto, K., Kawakami, K., Yokokawa, T., 
Shibata, N., Soejima, A., Sugisaki, T., Mori, 
Y., Shimizu, H., Yunokawa, M., Kanao, H., 
Yamaguchi, M.

	 Serum creatinine elevation as a risk factor 
for niraparib-induced hematologic toxicity.

	 Anticancer Res., 2023. 43（10）: 4533-
4541

3.	 Ichimura, T., Nomura, H., Shimizu, H.
	 Community pharmacists’ measurement 

of health-related quality of life for breast 
cancer with positive hormone receptors: A 
prospective observational study.

	 S A G E  O p e n  M e d . ,  2 0 2 3 .  1 1 : 
20503121231164491

4.	 Kawaguchi, F., Aoyama, T., Tsuneki, T., 
Kaneko, K., Kawamura, R., Sato, H., Ko-
bayashi, M.

	 Differentiating between laryngopharyngeal 
dysesthesia and hypersensitivity reactions 
to oxaliplatin and addressing dyspnea: 2 
case reports.

	 Case. Rep. Oncol., 2023. 16（1）: 331-337

5.	 Kuniyoshi, O., Sano, M., Nakano, Y., Kawa-
guchi, T., Hatakeyama, T., Tsuchiya, Y., Ina-

da, Y., Harada, T., Kurosaki, M., Mashiko, T., 
Miyaji, T., Yamaguchi, T.

	 Protocol for the ASTRO study （SSOP-01）: 
A multicenter prospective cohort study 
investigating adverse events based on 
electronic patient-reported outcomes in 
patients with breast cancer after adjuvant 
chemotherapy.

	 BMJ Open, 2023. 13（9）: e071500

6.	 Takahashi, S., Matsumoto, K., Ohba, K., 
Nakano, Y., Miyazawa, Y., Kawaguchi, T.

	 The incidence and management of can-
cer-related anorexia during treatment with 
vascular endothelial growth factor recep-
tor-tyrosine kinase inhibitor.

	 Cancer Manag. Res., 2023. 15: 1033-1046

7.	 Tateai, Y., Kawakami, K., Teramae, M., 
Fukuda, N., Yokokawa, T., Kobayashi, K., 
Shibata, N., Suzuki, W., Shimizu, H., Taka-
hashi, S., Ozaka, M., Sasahira, N., Hori, S., 
Yamaguchi, M.

	 Factors associated with lenvatinib adher-
ence in thyroid cancer and hepatocellular 
carcinoma.

	 PLoS One, 2023. 18（11）: e0294320

8.	 Ueki, D., Suzuki, S., Ohta, T., Shinohara, 
A., Ohashi, Y., Konuma, D., Ryushima, Y., 
Udagawa, R., Motoshige, H., Ieoka, M., 
Taji, A., Kogure, Y., Hiraike, M., Uoi, M., 
Ino, K., Kawasaki, T., Yamaguchi, M.

	 Cancer-chemotherapy-related regimen 
checks performed by pharmacists of gen-
eral hospitals other than cancer treatment 
collaborative base hospitals: A multicenter, 
prospective survey.

	 Pharmacy （Basel, Switzerland）, 2023. 12
（1）: 1.

9.	 Yokokawa, T., Suzuki, K., Tsuji, D., Hosona-
ga, M., Kobayashi, K., Kawakami, K., Kawa-
zoe, H., Nakamura, T., Suzuki, W., Sugisaki, 
T., Aoyama, T., Hashimoto, K., Hatori, M., 
Tomomatsu, T., Inoue, A., Azuma, K., Asa-



239

no, M., Takano, T., Ohno, S., Yamaguchi, M.
	 Influence of menopause on chemothera-

py-induced nausea and vomiting in highly 
emetogenic chemotherapy for breast can-
cer: A retrospective observational study.

	 Cancer Med., 2023. 12（18）: 18745-
18754

10.	 小林一男
	 いまさら聞けない・いますぐ知りたい「疑問」

に答える：抗がん薬の支持療法：（PART 3）免
疫チェックポイント阻害薬の副作用と支持療
法：irAE の大腸炎 , 重度の下痢 .

	 薬事 , 2023. 65（10）: 2083-2089

11.	 小林一男
	 いまさら聞けない・いますぐ知りたい「疑問」

に答える：抗がん薬の支持療法：（PART 3）免
疫チェックポイント阻害薬の副作用と支持療
法：irAE 肝障害 .

	 薬事 , 2023. 65（10）: 2115-2120

12.	 小林一男
	 パゾパニブ（ヴォトリエントⓇ）
	 がん化学療法レジメン管理マニュアル 第 4 版 

（青山剛ほか編集 , 濱敏弘監修）, 東京 , 医学書
院 , 2023

13.	 小林一男
	 肝細胞がん：がん薬物療法の副作用マネジメン

ト .
	 薬局薬剤師のための外来がん薬物療法入門 : 日

経 DI クイズで学ぶ （山口正和監修 , 川上和宜 , 
清水久範 , 日経ドラッグインフォメーション編
集）, 東京 , 日経 BP, 日経 BPマーケティング , 
2023

14.	 尾阪将人 , 上村恵一 , 田上恵太 , 辻哲也 , 森雅
紀 , 横川貴志 , 親川拓也 , 光永修一 , 藤森麻衣
子 , 坂本はと恵 , 清水陽一

	 膵癌診療ガイドライン 2022 改訂のポイント：
支持緩和療法 .

	 膵臓 , 2023. 38（2）: 138-146

15.	 川上和宜
	 めまいを起こす薬・治す薬；原因・症状のおさ

らい&薬剤性めまいを見逃さない：見落とすま
い！薬剤性めまい；めまいを起こす薬の薬学的
フォロー：抗がん薬 .

	 薬局 , 2023. 74（10）: 1737-1741

16.	 川上和宜
	 患者安全管理を目指したALL薬剤師による次世

代のがん薬物療法の提供を考える：がん薬剤師
外来での患者安全管理のスキルを共有する .

	 薬学雑誌 , 2023. 143（3）: 217-221

17.	 川上和宜 , 堀里子
	 患者安全管理を目指したALL薬剤師による次世

代のがん薬物療法の提供を考える .
	 薬学雑誌 , 2023. 143（3）: 211-212

18.	 清水久範
	 患者安全管理を目指したALL薬剤師による次世

代のがん薬物療法の提供を考える：がん薬物療
法の価値評価創出 .

	 薬学雑誌 , 2023. 143（3）: 233-236

19.	 青山剛
	 こんなときはどの検定？：臨床研究から学ぶ”

逆引き” 統計：第 3章 仮説検定編：Fisher の
正確確率検定とχ 2検定の使い分け .

	 調剤と情報 , 2023. 29（10）: 1714-1715

【栄養管理部】
1.	 Amano, T., Akiyoshi, T., Furuta, M., Saino, 

Y., Mukai, T., Hiyoshi, Y., Nagasaki, T., Ya-
maguchi, T., Kawachi, H., Fukunaga, Y.

	 Geriatric nutritional risk index after neoad-
juvant chemoradiotherapy and survival in 
older patients with advanced rectal cancer.

	 Int. J. Colorectal Dis., 2023. 38（1）: 119

2.	 Saino, Y., Kawase, F., Nagano, A., Ueshima, 
J., Kobayashi, H., Murotani, K., Inoue, T., 
Nagami, S., Suzuki, M., Maeda, K.

	 Diagnosis and prevalence of sarcopenic 
obesity in patients with colorectal cancer: 
A scoping review.

	 Clinical nutrition, 2023. 42（9）: 1595-
1601



240

3.	 Takagi, K., Inoue, Y., Oba, A., Ono, Y., Sato, 
T., Ito, H., Saino, Y., Saiura, A., Takahashi, Y.

	 Impact of sarcopenia on S1 adjuvant che-
motherapy and prognosis in pancreatic 
cancer patients.

	 Biosci. Trends, 2023. 17（4）: 310-317

4.	 Ueshima, J., Inoue, T., Saino, Y., Kobayashi, 
H., Murotani, K., Mori, N., Maeda, K.

	 Diagnosis and prevalence of cachexia in 
Asians: A scoping review.

	 Nutrition, 2023. 119: 112301

5.	 斎野容子
	 がん周術期栄養管理のいま：ERAS 実践におけ

る工夫とその成果：ERAS における消化管術後
食のあるべき姿を再考する .

	 臨床栄養 , 2023. 143（3）: 337-342

6. 	 斎野容子
	 切断患者の栄養管理
	 四肢切断術のすべて （田中康仁 , 富村奈津子

編集）, 東京 , メジカルビュー社 : pp.63-68, 
2023

7.	 斎野容子
	 現場発 ! 管理栄養士のための臨床研究 Tips：投

稿前に見直しを：Editing と英文校正 .
	 臨床栄養 , 2023. 別冊（現場発 !管理栄養士の

ための臨床研究 Tips）: 115-121

8. 	 松下亜由子
	 05 がん治療で食事療法が困難になった場合の

糖尿病管理 .
	 ちょっと困った背景を持つ糖尿病の診かた：基

本をクリアしたすべての糖尿病診療医へ捧げる 
（北澤公編集 , 河合俊英編集協力）, 京都 , 金芳
堂 : pp.190-196, 2023

9.	 榎田滋穂 , 片岡明美 , 伊丹優貴子 , 藤原彩 , 中
屋恵梨香 , 松下亜由子 , 川名加織 , 斎野容子 , 
井田智 , 熊谷厚志

	 肥満乳がん患者に対する減量栄養指導の成果に
関連する因子の検討 .

	 学会誌 JSPEN, 2023. 5（3-4）: 99-106

【細胞診断部】
1.	 千葉知宏
	 甲状腺腫瘍のWHO分類の改訂について：甲状

腺腫瘍の遺伝子異常 .
	 日本内分泌外科学会雑誌 , 2023. 40（2）: 

93-98

2.	 千葉知宏
	 甲状腺腫瘍の分子病理学：新WHO分類を読み

解く 8つのポイント .
	 診断病理 , 2023. 40（2）: 103-113

3.	 杉山裕子
	 子宮体癌の診断・治療アップデート：子宮体癌

の診断と内膜細胞診 .
	 日本女性医学学会雑誌 , 2023. 30（3）: 431-

435

【検診センター】
1. 	 上田和彦
	 主膵管内腫瘍を伴う T2延長：拡散制限領域
	 300 例で学ぶ読影レポートの流儀 : MRI,CT,X

線 ,PET まで完全理解 （齋田幸久編集）, 東京 , 
学研メディカル秀潤社 : pp.135, 2023

2. 	 上田和彦
	 壁在結節と主膵管拡張を伴う膵嚢胞性腫瘤
	 300 例で学ぶ読影レポートの流儀 : MRI,CT,X

線 ,PET まで完全理解 （齋田幸久編集）, 東京 , 
学研メディカル秀潤社 : pp.133, 2023

3. 	 上田和彦
	 大動脈傍リンパ節腫大
	 300 例で学ぶ読影レポートの流儀 : MRI,CT,X

線 ,PET まで完全理解 （齋田幸久編集）, 東京 , 
学研メディカル秀潤社 : pp.134, 2023

4. 	 上田和彦
	 膵尾部側主膵管拡張を伴う多房性嚢胞性腫瘤
	 300 例で学ぶ読影レポートの流儀 : MRI,CT,X

線 ,PET まで完全理解 （齋田幸久編集）, 東京 , 
学研メディカル秀潤社 : pp.132, 2023

5.	 宇津木久仁子 , 野村秀高 , 金尾祐之
	 子宮頸がんの包括的戦略：ワクチン・検診・診

断から最新治療まで：診断；進行子宮頸がんに
対する広汎子宮全摘出術の合併症対策 .



241

	 産科と婦人科 , 2023. 90（11）: 1235-1240

6.	 藤崎順子
	 Barrett 食道腺癌の ESDと治療成績 .
	 Gastroenterol. Endosc., 2023. 65（9）: 

1405-1414

【先進がん治療開発センター】
1.	 浅井洋 , 若林由美 , 樽野弘之
	 臨床研究法施行後の 5年間における製薬業界の

取り組みと今後の展望 .
	 日本臨床試験学会雑誌 , 2023. 51（Suppl.2）: 

S51-S56

【皮膚腫瘍科】
1.	 Fujimura, T., Furudate, S., Maekawa, T., 

Kato, H., Ito, T., Matsushita, S., Yoshino, 
K., Hashimoto, A., Muto, Y., Ohuchi, K., 
Amagai, R., Kambayashi, Y., Fujisawa, Y.

	 Cutaneous angiosarcoma treated with tax-
ane-based chemoradiotherapy: A multi-
center study of 90 Japanese cases.

	 Skin Health Dis., 2023. 3（1）: e180

2.	 Fujimura, T., Maekawa, T., Kato, H., Ito, 
T., Matsushita, S., Yoshino, K., Fujisawa, 
Y., Ishizuki, S., Segawa, K., Yamamoto, J., 
Hashimoto, A., Kambayashi, Y., Asano, Y.

	 Treatment for taxane-resistant cutaneous 
angiosarcoma: A multicenter study of 50 
Japanese cases.

	 J. Dermatol., 2023. 50（7）: 912-916

3.	 Fujisawa, Y., Namikawa, K., Yoshino, K., 
Kiniwa, Y., Ito, T., Kato, H., Matsushita, S., 
Hoashi, T., Nakamura, Y., Yoshikawa, S., 
Miyagawa, T., Asai, J., Matsuya, T., Fukushi-
ma, S., Kato, J., Takenouchi, T., Uchi, H., 
Masuzawa, M., Yanagi, T., Maekawa, T.

	 Combined use of nivolumab and ipilimum-
ab among Japanese melanoma patients: 
Multi-center, retrospective study of 111 
cases.

	 Br. J. Dermatol., 2023. 189（2）: 223-250

4.	 Inozume, T., Namikawa, K., Kato, H., Yoshi-
kawa, S., Kiniwa, Y., Yoshino, K., Mizuhashi, 
S., Ito, T., Takenouchi, T., Matsushita, S., 
Fujisawa, Y., Matsuzawa, T., Sugihara, S., 
Asai, J., Kitagawa, H., Maekawa, T., Isei, T., 
Yasuda, M., Yamazaki, N., Uhara, H., Na-
kamura, Y.

	 Analyzing the relationship between the 
efficacy of first-line immune checkpoint 
inhibitors and cumulative sun damage in 
Japanese patients with advanced BRAF 
wild-type nonacral cutaneous melanoma: A 
retrospective real-world, multicenter study.

	 J. Dermatol. Sci., 2023. 110（1）: 19-26

5.	 Muto, Y., Kambayashi, Y., Kato, H., Fukushi-
ma, S., Ito, T., Maekawa, T., Shoichiro, I., 
Uchi, H., Matsushita, S., Yamamoto, Y., 
Yoshino, K., Fujisawa, Y., Amagai, R., Ohu-
chi, K., Hashimoto, A., Asano, Y., Fujimura, 
T.

	 Postoperative adjuvant therapy for120 mel-
anoma patients, including acral and muco-
sal subtypes: A multicenter, observational 
study of two-year follow-up results.

	 Br. J. Dermatol., 2023. 189（4）: 476-478

6.	 Nishizawa, A., Shinozaki, E., Wakatsuki, T., 
Satoh, T., Yamazaki, N., Oyamada, S., Ariy-
oshi, K., Kihara, K., Tsuboi, M., Yamaguchi, 
K.

	 Efficacy of aluminum chloride in severe re-
gorafenib-associated hand-foot skin reac-
tions: A single-arm trial.

	 BMC Cancer, 2023. 23（1）: 401

7.	 Nishizawa, A., Takeda, K., Urasaki, T., Ono, 
M., Mochizuki, T., Shiga, T., Fujiwara, M., 
Yuasa, T., Murakami, A., Koike, R., Yunoka-
wa, M., Kanao, H., Shimozaki, K., Takahari, 
D., Kogawa, T., Takahashi, S., Kitano, S.

	 Severe drug eruption after antibiotic ad-
ministration in patients receiving immune 
checkpoint inhibitors: A monocentric case 
series.

	 JEADV Clin. Pract., 2023. 2（2）: 330-337



242

8.	 吉野公二
	 乳房外パジェット病の診療ガイドライン .
	 皮膚科 , 2023. 4（1）: 96-102

9.	 吉野公二
	 知っておくべき皮膚科キードラッグのピット

フォール：皮膚科診療における抗腫瘍薬 .
	 Derma., 2023（336）: 80-87

10.	 杉本映綺 , 日浦梓 , 大熊香織 , 上原治朗 , 吉野
公二 , 後藤啓介 , 元井亨

	 足底軟部明細胞肉腫の 1例 .
	 皮膚科の臨床 , 2023. 65（3）: 400-404

11.	 蛇澤悠 , 上原治朗 , 比島恒和 , 鈴木樹里 , 坂本
悠紀子 , 渡辺麗子 , 田中春奈 , 原正樹 , 田中啓
之 , 太田英里子 , 太田哲人

	 悪性黒色腫に対して免疫チェックポイント阻害
薬投与中に水疱性類天疱瘡を発症し血漿交換を
行った 1例 .

	 日本内科学会雑誌 , 2023. 112（4）: 680-
685

【先端医療開発科】
1.	 Fukada, I., Mori, S., Hayashi, N., Hosonaga, 

M., Xiaofei, W., Yamazaki, M., Ueki, A., Kiy-
otani, K., Tonooka, A., Takeuchi, K., Ueno, 
T., Takahashi, S.

	 Prognostic impact of cancer genomic pro-
file testing for advanced or metastatic solid 
tumors in clinical practice.

	 Cancer Sci., 2023. 114（12）: 4632-4642

【先端医療開発科がん免疫治療開発部】
1.	 Hanamura, T., Kitano, S., Kagamu, H., Ya-

mashita, M., Terao, M., Okamura, T., Ku-
maki, N., Hozumi, K., Iwamoto, T., Honda, 
C., Kurozumi, S., Niikura, N.

	 Correction: Expression of hormone recep-
tors is associated with specific immunolog-
ical profiles of the breast cancer microenvi-
ronment.

	 Breast Cancer Res., 2023. 25（1）: 28

2.	 Hanamura, T., Kitano, S., Kagamu, H., Ya-
mashita, M., Terao, M., Okamura, T., Ku-

maki, N., Hozumi, K., Iwamoto, T., Honda, 
C., Kurozumi, S., Niikura, N.

	 Expression of hormone receptors is associ-
ated with specific immunological profiles of 
the breast cancer microenvironment.

	 Breast Cancer Res., 2023. 25（1）: 13

3.	 Ishihara, M., Nishida, Y., Kitano, S., Kawai, 
A., Muraoka, D., Momose, F., Harada, N., 
Miyahara, Y., Seo, N., Hattori, H., Takada, 
K., Emori, M., Kakunaga, S., Endo, M., Mat-
sumoto, Y., Sasada, T., Sato, E., Yamada, 
T., Matsumine, A., Nagata, Y., Watanabe, T., 
Kageyama, S., Shiku, H.

	 A phase 1 trial of NY-ESO-1-specif ic 
TCR-engineered T-cell therapy combined 
with a lymph node-targeting nanopartic-
ulate peptide vaccine for the treatment of 
advanced soft tissue sarcoma.

	 Int. J. Cancer, 2023. 152（12）: 2554-
2566

4.	 Nishizawa, A., Takeda, K., Urasaki, T., Ono, 
M., Mochizuki, T., Shiga, T., Fujiwara, M., 
Yuasa, T., Murakami, A., Koike, R., Yunoka-
wa, M., Kanao, H., Shimozaki, K., Takahari, 
D., Kogawa, T., Takahashi, S., Kitano, S.

	 Severe drug eruption after antibiotic ad-
ministration in patients receiving immune 
checkpoint inhibitors: A monocentric case 
series.

	 JEADV Clin. Pract., 2023. 2（2）: 330-337

5. 	 北野滋久
	 12. 免疫チェックポイント阻害薬による内分泌

障害について対処法を教えて下さい .
	 肺癌診療 Q&A：一つ上を行く診療の実践 第

4 版 （弦間昭彦編集）, 東京 , 中外医学社 : 
pp.579-585, 2023

6. 	 北野滋久
	 13. 免疫チェックポイント阻害薬による重症糖

尿病について対処法を教えてください .
	 肺癌診療 Q&A：一つ上を行く診療の実践 第

4 版 （弦間昭彦編集）, 東京 , 中外医学社 : 
pp.586-587, 2023



243

7.	 北野滋久
	 CAR-T 療法の進展：新規遺伝子改変 T細胞療

法（CAR-T,TCR-T）の開発 .
	 癌と化学療法 , 2023. 50（10）: 1032-1037

8.	 北野滋久
	 がん免疫療法の診断と治療の現状と展望：免疫

チェックポイント阻害薬の進歩 .
	 Vita, 2023. 40（1）: 29-36

9.	 北野滋久
	 免疫が切り開く新時代の医療：がん免疫療法の

現状と今後の展望 .
	 Pharma Medica, 2023. 40（2）: 65-72

10.	 北野滋久
	 免疫チェックポイント阻害薬の使い方&irAE 対

策：irAE の症状と発現時期：早期に発見・治療
を開始するために .

	 薬事 , 2023. 65（6）: 1133-1139

【先端医療開発科がん早期臨床開発部】
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植⽊有紗
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内閣府
（NCGM）

統合型ﾍﾙｽｹｱｼｽﾃﾑの構
築

がん診療についての統合的臨床データベースの社会実装 37,996,982
医療情報部
鈴⽊⼀洋

内閣府
（NCGM）

統合型ﾍﾙｽｹｱｼｽﾃﾑの構
築

医療機関・ベンダー・システムの垣根を超えた医療データ基盤
構 築による組織横断的な医療情報収集の実現

6,650,000
副院⻑
⼩⼝正彦

厚⽣労働省
がん対策推進総合研
究事業

がん関連苦痛症状の体系的治療の開発と実践および専⾨的がん
疼痛治療の地域連携体制モデル構築に関する研究

500,000
緩和治療科
松本禎久

厚⽣労働省
がん対策推進総合研
究事業

⼩児･AYA世代がん患者に対する⽣殖機能温存に関わる⼼理⽀
援体制の均てん化と安全な⻑期検体保管体制の確⽴を志向した
研究-患者本位のがん医療の実現を⽬指して

0
乳腺センター
⽚岡明美

厚⽣労働省
エイズ対策政策研究
事業

⾮加熱⾎液凝固因⼦製剤によるＨＩＶ感染⾎友病等患者に合併
する腫瘍への包括的対策に関する研究

300,000
総合腫瘍科
⾼橋俊⼆

⽂部科学省 基盤研究（Ａ）
次世代遺伝⼦発現解析法に⽴脚したシーケンスレスながん分⼦
サブタイプ規定法の開発

500,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ） 分⼦疫学研究による胆のうがんリスク要因の解明 50,000
消化器内科
笹平直樹

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ） 次世代トランスクリプトーム解析を⽤いた肺癌個別化医療開発 320,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
トリプルネガティブ乳癌における多様性の分⼦機序解明と新規
治療への展開

500,000
乳腺外科
⼭下奈真

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
遺伝性胃癌における初期病変に着眼した病理組織学的特徴とゲ
ノム異常の解明

800,000
病理部
中野薫

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼦宮癌に対するマッピング⽣検ガイド下穿刺対応強度変調組織
内照射テンプレートの開発

900,000
放射線治療部
久能⽊裕明

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
蛍光多重免疫組織化学染⾊を⽤いた⾮⼩細胞肺がんの腫瘍微⼩
免疫環境の解析

1,000,000
がん免疫治療開発部
⽔柿秀紀

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
CDK4/6阻害剤による抗腫瘍免疫応答活性化の解析と新規多剤
併⽤免疫療法への応⽤

1,000,000
乳腺内科
⼩林隆之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
T細胞解析を起点としたリンパ浮腫の免疫病態の解明・リンパ
管吻合は抗癌免疫となるか

797,302
形成外科
今井洋⽂

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
未知の機能的リンパ管解剖の探求からリンパ浮腫外科治療の効
果を向上させる研究

75,809
形成外科
関征央

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
術者のコツと経験則を拡張現実を⽤いて共有するシステムの開
発

700,000
形成外科
⽮野智之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
WHO分類における新規脂肪性腫瘍の検証とテロメア維持機構
を含む全体像の解明

1,200,000
病理部
⼭下享⼦

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ） 転移性乳癌患者における全⾝免疫病態の網羅的集団動態解析 800,000
がん免疫治療開発部
⼭下万貴⼦

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
進⾏下部直腸癌に対する待機療法の前向きコホートを⽤いた縦
断的循環腫瘍DNA解析

900,000
⼤腸外科
秋吉⾼志

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
経⼝抗がん薬のアドヒアランスをリアルタイムに評価しアドヒ
アランス向上を⽬指す研究

800,000
薬剤部
川上和宜

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ） 周術期乳癌患者における抗腫瘍B細胞免疫応答の解明 1,900,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼦宮頸がん患者の放射線治療による膣関連有害事象に対する患
者⽀援プログラムの開発

500,000
看護部
後藤志保

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ） 照射技術に応じた適切な放射線治療法の開発とその普及 80,000
放射線治療部
吉岡靖⽣

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⾰新的治療法開発を⽬指した⾷道胃接合部腺癌の網羅的ゲノム
解析

100,000
消化器外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⾷道癌⼿術後の呼吸器合併症減少を⽬指した⾰新的リスク評価
法の確⽴

100,000
消化器外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⾷道癌⼿術後の呼吸器合併症減少を⽬指した⾰新的リスク評価
法の確⽴

300,000
消化器外科
渡邊雅之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃切除後の⾎糖変動を考慮した個別化栄養介⼊によるダンピン
グ症候群の克服

100,000
消化器外科
渡邊雅之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃切除後の⾎糖変動を考慮した個別化栄養介⼊によるダンピン
グ症候群の克服

100,000
消化器外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
組織⾎流動態と組織硬さを定量指標化する形成外科⼿術⽀援シ
ステム

100,000
形成外科
⽮野智之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
プルスルー法は直腸癌のストーマレス肛⾨温存⼿術を実現可能
にするか︖

50,000
消化器外科
福⻑洋介

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
オンライン遺伝診療︓家系単位での遺伝医療を実現する遠隔診
療ネットワークの構築

150,000
臨床遺伝医療部
植⽊有紗

受託元 種⽬/項⽬ 研究テーマ ⾦額 研究者

⽂部科学省 若⼿研究
狭帯域光併⽤エンドサイトスコピーによる胃癌の診断法と診断
性能の検討

1,200,000
上部消化管内科
堀内裕介

⽂部科学省 若⼿研究
抗原特異的CD8+T細胞を活性化させる免疫重粒⼦線治療の開
発

1,800,000
⼤腸外科
栗⼭健吾

⽂部科学省 若⼿研究
タイトジャンクションの構造破綻を起点とした腫瘍とその微⼩
環境特性の解明

1,200,000
消化器化学療法科
中⼭厳⾺

⽂部科学省 若⼿研究
オルガノイド技術と新規シンジェニックマウスモデルを⽤いた
胆道癌・膵癌の治療開発

1,600,000
肝胆膵内科
春⽇章良

⽂部科学省 若⼿研究
EGFR陽性肺癌における⼩細胞癌転化の分⼦プロファイル解析
と転化機構の解明

1,300,000
呼吸器内科
内堀健

⽂部科学省 若⼿研究 『⽪膚－再⽣軟⾻複合組織』による体表⽋損治療法の検討 400,000
形成外科
鍵本慎太郎

⽂部科学省 若⼿研究
⾔語化困難な切除適応と治療結果のAI解析に基づく進⾏⼤腸癌
肝転移の切除適応標準化

1,800,000
肝胆膵外科
⼩林光助

⽂部科学省 若⼿研究
⾮ウイルス性⾮アルコール性肝癌の発癌および再発に関連する
腫瘍内細菌の同定

1,700,000
病理部
重松康之

⽂部科学省 若⼿研究
臓器横断的腫瘍内細菌叢の解析によるがん免疫応答への関わり
の解明

1,200,000
消化器化学療法科
福岡聖⼤

⽂部科学省 若⼿研究
BH3 profilingを⽤いた、頭頸部扁平上⽪癌に対する免疫療法の
治療戦略探索研究

85,515
先端医療開発科
在原洋平

⽂部科学省 若⼿研究
最適ながん免疫療法の実現に向けた根治的放射線治療施⾏頭頸
部癌患者の免疫応答解析

1,300,000
先端医療開発科
豊島雄⼆郎

⽂部科学省 若⼿研究
サルコペニア・肥満が膵癌患者予後を不良にする癌微⼩環境に
おける分⼦機序の解明

1,300,000
肝胆膵内科
武⽥剛志

⽂部科学省 若⼿研究
炎症性⼤腸癌におけるDNA 損傷と免疫応答に着⽬した新たな
治療の開発

1,800,000
⼤腸外科
⼩澤直也

⽂部科学省 若⼿研究
Opioid-free anesthesiaによる重症睡眠時無呼吸症候群への治
療効果の解明

1,474,773
⿇酔科
川上定俊

⽂部科学省
研究活動スタート⽀
援（基⾦）

機械学習を⽤いた直腸癌術後再発の予測モデルの構築と臨床応
⽤

1,000,000
⼤腸外科
坂本貴志

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

全ゲノム情報等の⾼精度かつ迅速な患者還元および新たな創薬
等の創出を通じた⾼度化がんプレシジョン医療の実践（繰越）

349,962,308
先端医療開発センター がんゲノム医療開発部
上野貴之

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

全ゲノム情報等の⾼精度かつ迅速な患者還元および新たな創薬
等の創出を通じた⾼度化がんプレシジョン医療の実践

145,884,616
先端医療開発センター がんゲノム医療開発部
上野貴之

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

オールジャパン体制による⾷道がん等消化器難治がんの全ゲノ
ム配列データ及び臨床情報による先端的創薬開発・全ゲノム医
療基盤構築

1,900,000
消化器外科
渡邊雅之

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

⾼齢者多発性⾻髄腫に対する標準治療の確⽴と治療効果・耐性
獲得に関わる分⼦基盤の探索

8,510,000
⾎液腫瘍科
丸⼭⼤

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

進⾏直腸癌に対する導⼊/強化化学療法を併⽤した化学放射線
療法後の待機療法に関する多施設ランダム化第II相試験

20,100,000
⼤腸外科
秋吉⾼志

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

乳がん患者の乳がん切除後疼痛症候群に対するスマホ精神療法
の開発 ︓⾰新的な分散型基盤を⽤いた多機関共同無作為割付⽐
較試験

200,000

乳腺センター
⼤野真司
乳腺外科
植弘奈津恵

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

早期転移発⾒による予後の向上を⽬指した乳がん術後の新たな
標準的フォローアップ法開発に関する研究

700,000
乳腺センター 乳腺内科
尾崎由記範

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

切除不能膵癌に対する標準治療の確⽴に関する研究 1,000,000
肝胆膵内科
尾阪将⼈

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

未治療⾼腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するオビヌツズマブ＋ベン
ダムスチン療法後のオビヌツズマブ維持療法の省略に関するラ
ンダム化第Ⅲ相試験

1,000,000
画像診断センター
寺内隆司

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

⾼齢者切除可能膵癌に対する術前ゲムシタビン＋ S-1療法と術
前ゲムシタビン＋ナブパクリタキセル療法のランダム化⽐較第
III相試験 JCOG2101C

1,000,000
肝胆膵内科
尾阪将⼈

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

早期⾮⼩細胞肺癌に対する体幹部定位放射線治療線量増加ラン
ダム化⽐較試験

150,000
放射線治療部
徳増健⼆
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⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

局所進⾏胃癌に対する術前化学療法の有効性を検証する第III相
試験

800,000
消化器センター 消化器外科 胃外科
布部創也

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

cT1-4aN0-3胃癌におけるロボット⽀援下胃切除術の腹腔鏡下
胃切除術に対する優越性を検証するランダム化⽐較試験

800,000
消化器センター 消化器外科 胃外科
幕内梨恵

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

薬物療法により臨床的完全奏効が得られたHER2陽性原発乳癌
に対する⾮切除療法の有効性に関する単群検証的試験

1,000,000
乳腺センター 乳腺内科
原⽂堅

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

MAGE-A4抗原を発現する切除不能進⾏・再発腫瘍に対する
CAR-T細胞療法の医師主導第I相治験

800,000
先端医療開発科
北野滋久

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

進⾏胃癌を対象とした⼤網切除に対する⼤網温存の⾮劣性を検
証するランダム化⽐較第III相試験

300,000
消化器センター 消化器外科 胃外科
⼤橋学

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

がん患者のオピオイド不応の神経障害性疼痛への標準的薬物療
法の開発︓国際共同試験ならびに普及実装に向けた研究

110,000
緩和治療科
松本禎久

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

臨床病期I/II/III⾷道癌（T4を除く）に対する胸腔鏡下⼿術と
開胸⼿術のランダム化⽐較第III相試験

50,000 渡邊雅之

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

⾼齢者HER2 陽性進⾏乳癌に対する T-DM1療法とペルツズマ
ブ＋トラスツズマブ＋ドセタキセル療法のランダム化⽐較第
III相試験

500,000
乳腺センター 乳腺内科
原⽂堅

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

Stage I/II⾆癌に対する予防的頸部郭清省略の意義を検証する
ための多施設共同臨床試験

600,000
頭頸科
福島啓⽂

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

未治療低腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するリツキシマブ早期介⼊
に関するランダム化⽐較第Ⅲ相試験

300,000
⾎液腫瘍科
丸⼭⼤

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

⾮浸潤性乳管癌（DCIS）に対する有効かつ安全な患者 QOL の
向上をめざした⼿術省略による新たな標準治療開発のための多
施設共同臨床試験

300,000
乳腺センター 乳腺内科
原⽂堅

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

進⾏軟部⾁腫に対する⼆次治療における標準治療の開発のため
の研究

400,000
総合腫瘍科
髙橋俊⼆

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

解析・データセンターにおける情報システム基盤の研究と構築
（繰越）

3,000,000

医療情報部
鈴⽊⼀洋
次世代がん研究シーズ育成プロジェクト
⽥中教⽣

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

解析・データセンターにおける情報システム基盤の研究と構築 2,838,462

医療情報部
鈴⽊⼀洋
次世代がん研究シーズ育成プロジェクト
⽥中教⽣

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

⾮⼩細胞肺癌に対するPD-1経路阻害薬の継続と休⽌に関する
ランダム化⽐較第III相試験

500,000
呼吸器内科
柳⾕典⼦

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

臨床研究・治験推進
研究事業

BRAF V600E変異型切除可能⼤腸癌遠隔転移に対する個別化周
術期治療の医師主導治験の実施

1,000,000
消化器化学療法科
篠崎英司

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

臨床研究・治験推進
研究事業

切除可能な⾼頻度マイクロサテライト不安定性結腸直腸癌に対
して免疫チェックポイント阻害薬を⽤いた根治治療の有効性・
安全性を検討する研究

3,000,000
⼤腸外科
秋吉⾼志

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

臨床研究・治験推進
研究事業

⼦宮内膜異型増殖症・⼦宮体癌妊孕性温存療法に対するメトホ
ルミンの適応拡⼤にむけた多施設共同医師主導治験

800,000
婦⼈科
温泉川真由

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

新興・再興感染症に
対する⾰新的医薬品
等開発推進研究事業

思春期⼥性への HPV ワクチン公費助成開始後における⼦宮頸
癌の HPV16/18 陽性割合の推移に関する疫学研究

300,000
婦⼈科
⾦尾祐之

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

橋渡し研究プログラ
ム

進⾏性悪性⿊⾊腫治療における抗PD-1抗体とのTM5614の安全
性・有効性を検討する第II相試験

1,000,000
⽪膚腫瘍科⽪膚科
吉野公⼆
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受託元 種⽬/項⽬ 研究テーマ ⾦額 研究者

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

局所進⾏胃癌に対する術前化学療法の有効性を検証する第III相
試験

800,000
消化器センター 消化器外科 胃外科
布部創也

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

cT1-4aN0-3胃癌におけるロボット⽀援下胃切除術の腹腔鏡下
胃切除術に対する優越性を検証するランダム化⽐較試験

800,000
消化器センター 消化器外科 胃外科
幕内梨恵

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

薬物療法により臨床的完全奏効が得られたHER2陽性原発乳癌
に対する⾮切除療法の有効性に関する単群検証的試験

1,000,000
乳腺センター 乳腺内科
原⽂堅

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

MAGE-A4抗原を発現する切除不能進⾏・再発腫瘍に対する
CAR-T細胞療法の医師主導第I相治験

800,000
先端医療開発科
北野滋久

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

進⾏胃癌を対象とした⼤網切除に対する⼤網温存の⾮劣性を検
証するランダム化⽐較第III相試験

300,000
消化器センター 消化器外科 胃外科
⼤橋学

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

がん患者のオピオイド不応の神経障害性疼痛への標準的薬物療
法の開発︓国際共同試験ならびに普及実装に向けた研究

110,000
緩和治療科
松本禎久

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

臨床病期I/II/III⾷道癌（T4を除く）に対する胸腔鏡下⼿術と
開胸⼿術のランダム化⽐較第III相試験

50,000 渡邊雅之

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

⾼齢者HER2 陽性進⾏乳癌に対する T-DM1療法とペルツズマ
ブ＋トラスツズマブ＋ドセタキセル療法のランダム化⽐較第
III相試験

500,000
乳腺センター 乳腺内科
原⽂堅

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

Stage I/II⾆癌に対する予防的頸部郭清省略の意義を検証する
ための多施設共同臨床試験

600,000
頭頸科
福島啓⽂

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

未治療低腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するリツキシマブ早期介⼊
に関するランダム化⽐較第Ⅲ相試験

300,000
⾎液腫瘍科
丸⼭⼤

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

⾮浸潤性乳管癌（DCIS）に対する有効かつ安全な患者 QOL の
向上をめざした⼿術省略による新たな標準治療開発のための多
施設共同臨床試験

300,000
乳腺センター 乳腺内科
原⽂堅

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

進⾏軟部⾁腫に対する⼆次治療における標準治療の開発のため
の研究

400,000
総合腫瘍科
髙橋俊⼆

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

解析・データセンターにおける情報システム基盤の研究と構築
（繰越）

3,000,000

医療情報部
鈴⽊⼀洋
次世代がん研究シーズ育成プロジェクト
⽥中教⽣

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

解析・データセンターにおける情報システム基盤の研究と構築 2,838,462

医療情報部
鈴⽊⼀洋
次世代がん研究シーズ育成プロジェクト
⽥中教⽣

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

⾮⼩細胞肺癌に対するPD-1経路阻害薬の継続と休⽌に関する
ランダム化⽐較第III相試験

500,000
呼吸器内科
柳⾕典⼦

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

臨床研究・治験推進
研究事業

BRAF V600E変異型切除可能⼤腸癌遠隔転移に対する個別化周
術期治療の医師主導治験の実施

1,000,000
消化器化学療法科
篠崎英司

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

臨床研究・治験推進
研究事業

切除可能な⾼頻度マイクロサテライト不安定性結腸直腸癌に対
して免疫チェックポイント阻害薬を⽤いた根治治療の有効性・
安全性を検討する研究

3,000,000
⼤腸外科
秋吉⾼志

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

臨床研究・治験推進
研究事業

⼦宮内膜異型増殖症・⼦宮体癌妊孕性温存療法に対するメトホ
ルミンの適応拡⼤にむけた多施設共同医師主導治験

800,000
婦⼈科
温泉川真由

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

新興・再興感染症に
対する⾰新的医薬品
等開発推進研究事業

思春期⼥性への HPV ワクチン公費助成開始後における⼦宮頸
癌の HPV16/18 陽性割合の推移に関する疫学研究

300,000
婦⼈科
⾦尾祐之

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

橋渡し研究プログラ
ム

進⾏性悪性⿊⾊腫治療における抗PD-1抗体とのTM5614の安全
性・有効性を検討する第II相試験

1,000,000
⽪膚腫瘍科⽪膚科
吉野公⼆

受託元 種⽬/項⽬ 研究テーマ ⾦額 研究者

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

医療分野国際科学技
術共同研究開発推進
事業

⽇・リトアニアにおける遺伝性乳癌の遺伝学的特徴の⽐較検討
及び乳房MRIによる早期乳癌の検出能に関する研究

250,000

乳腺センター
⼤野真司
乳腺外科
稲荷均

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

次世代治療・診断実
現のための創薬基盤
技術開発事業

患者層別化マーカー探索技術の開発／
がん免疫モニタリングによる患者層別化を⾏う基盤技術の開発

8,800,000
先端医療開発科
北野滋久

⽇本医療研究
開発機構
（AMED）

若⼿研究者によるス
タートアップ課題解
決⽀援事業

がん切除後再建⼿術のための⽪弁⾎流動態画像解析システムの
開発

13,080,000
形成外科
⾟川領

国⽴がん研究
センター

国⽴がん研究セン
ター研究開発費

成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 250,000
消化器センター胃外科
⼤橋学

国⽴がん研究
センター

国⽴がん研究セン
ター研究開発費

成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
消化器内科 肝胆膵内科
尾阪将⼈

国⽴がん研究
センター

国⽴がん研究セン
ター研究開発費

成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
超⾳波診断・IVR部
松枝清

国⽴がん研究
センター

国⽴がん研究セン
ター研究開発費

成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
⾎液腫瘍科
丸⼭⼤

国⽴がん研究
センター

国⽴がん研究セン
ター研究開発費

成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
乳腺センター 乳腺内科
原⽂堅

国⽴がん研究
センター

国⽴がん研究セン
ター研究開発費

成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
乳腺センター 乳腺内科
尾崎由記範

国⽴がん研究
センター

国⽴がん研究セン
ター研究開発費

成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
画像診断センター
寺内隆司

AYAがんの医
療と⽀援のあ
り⽅研究会

研究助成 A 区分
C-CAT (Center for Cancer Genomics and Advanced
Therapeutics)データ を⽤いた若年がん患者に関連する遺伝⼦
異常の探索的検討

500,000
総合腫瘍科
⼩野⿇紀⼦

AYAがんの医
療と⽀援のあ
り⽅研究会

研究助成 B 区分
遺伝性腫瘍と⽣殖医療技術に関するインターネットを⽤いたア
ンケート形式による意識調査

300,000
臨床遺伝医療部
新川裕美

MSD㈱ MSD医学教育助成
（仮称）乳がん薬物療法管理プログラムを⽤いたirAEを含む副
作⽤マネジメント⼒向上を⽬的とする教育事業

15,000,000
乳腺内科
原⽂堅

SGH財団
第5回SGHがん看護研
究助成

「遺伝性腫瘍 当事者からのメッセージ」ツール作成と医療者に
対する有⽤性の評価

500,000
臨床遺伝医療部
幅野愛理

ゲルベ・ジャ
パン

ゲルべ・ジャパン研
究助成（奨学寄附）

肺結節性病変の画像診断と報告書︓⼈⼯知能モデル活⽤
Workflow

200,000
健診センター
上⽥和彦

ジャパンハー
トクラブ

2023年度ジャパン
ハートクラブ研究助
成

がん患者に対する遠隔による腫瘍循環器リハビリテーション
（Cardio Oncology Rehabilitation: CORE）介⼊の安全性確認
を中⼼としたパイロット臨床研究

651,000
総合内科
志賀太郎

慶應義塾⼤学
薬学部KP会

星野尚美記念 薬学研
究・活動助成⾦

⾼度管理医療電解⽔⽣成装置を活⽤した清潔区域の新規清掃法
の検証

500,000
薬剤部
野々宮悠真

⽇本がん薬剤
学会

研究助成⾦
薬剤師による検査値網羅的チェックアプリケーションを⽤いた
注射抗がん薬実施患者に対するスクリーニングの評価とリスク
因⼦解析

150,000
薬剤部
橋本幸輝

⽇本健康増進
財団

⽣活習慣病予防等に
関する研究助成⾦

任意型内視鏡検診におけるダブルチェック機構としての
Artificial intelligence(AI)の構築

1,000,000
上部消化管内科
渡海義隆

⽇本対がん協
会

リレー・フォー・ラ
イフ プロジェクト
未来

患者主体外科周術期早期回復プログラムに関するアプリケー
ションの開発導⼊およびその有⽤性に関する前向き研究

500,000
肝胆膵外科
⼩林光助

⽇本臨床腫瘍
薬学会

がん研究助成 胃がん術後補助化学療法における薬剤師外来の有⽤性の検討 200,000
薬剤部
中村匡志

武⽥科学振興
財団

医学系研究助成（が
ん領域（臨床））

肥満を有するがん患者に対するフォーミュラ⾷を⽤いた術前減
量プログラムの安全性と有効性への助成

2,000,000
胃外科
松井亮太

武⽥科学振興
財団

医学系研究助成（が
ん領域（臨床））

⾎漿定量化ctDNAによる画像的「切除不能・可能」肺癌の定義
付けに関する研究への助成

2,000,000
呼吸器外科
松浦陽介

臨床薬理研究
振興財団

研究奨励⾦
実臨床での悪液質患者に対するアナモレリン錠⻑期投与におけ
るQOL改善効果の解明

3,000,000
薬剤部
⼩林⼀男
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12．学術研究講演
回 ⽇付 開催時間 演題 発表者

第312回 2023年5⽉8⽇ 18:00〜19:00 「新設脳腫瘍外科について」
がん研有明病院 脳腫瘍外科
宮北康⼆先⽣

第313回 2023年7⽉26⽇ 17:30〜 “Interesting Pancreas Cases”
メイヨ―クリニック膵臓内科教授
Santhi Vege先⽣

第314回 2023年8⽉8⽇ 17.30〜 ⼤野真司先⽣退任記念講演会
がん研有明病院乳腺センター⻑
⼤野真司

第315回 2023年10⽉10⽇ 18.00 がん医療におけるアピアランスケア
アピアランスビューティクリニック院⻑
堀⼝和美

第316回 2023年10⽉18⽇ 17.15〜 「病院における医療機器開発：Stanford Biodesign の例を参考に」
Medical Director/Research Associate, Experimental Interventional Laboratory,
Division of Cardiology, Stanford University
池野 ⽂昭

第317回 2023年12⽉23⽇ 18:00〜19:00
ランサムウェア感染で診療系システムが停⽌した⽇のこと
~⼤阪急性期・総合医療センター様の実体験に学ぶ~

⼤阪府⽴病院機構 ⼤阪急性期・総合医療センター医療情報部 診療情報管理室
森藤 祐史 先⽣

第318回 2024年2⽉8⽇ 18:00〜19:00
「臨床試験とトランスレーショナルリサーチの現状-CRC、ナース、
薬剤師に知ってもらいたい⽶国のチーム医療-」

ダートマス⼤学
⽩井啓祐先⽣

第319回 2024年2⽉29⽇ 18:00〜19:00 「病院内における仕事と治療の両⽴⽀援」
⼀般社団法⼈がんチャレンジャー 代表理事
花⽊ 裕介先⽣

2023年度 Best English Paper  受賞記念講演会

【ゴールド賞】
A randomised phase II study of modified FOLFIRINOX versus
gemcitabine plus nab-paclitaxel for locally advanced pancreatic cancer
(JCOG1407).

肝胆膵内科
尾阪将⼈医師

【シルバー賞】
Perioperative TAS-118 plus oxaliplatin in patients with locally advanced
gastric cancer: APOLLO-11 study.

消化器化学療法科/⾼張⼤亮医師

Ringlike peripheral increased iodine concentration for the
differentiation of primary lung cancer and pulmonary metastases on
contrast-enhanced dual-energy CT.

画像診断部 /佐藤嘉尚医師

Evaluation of the four-dimensional motion of lung tumors during end-
exhalation breath-hold conditions using volumetric cine computed
tomography images.

放射線治療チーム/上間達也技師

【ブロンズ賞】
Oncological impact of unexpected horizontal tumor spread in gastric
cancer that requires total gastrectomy.

消化器外科
⼩寺澤康⽂医師

Performance of an artificial intelligence-based diagnostic support tool
for early gastric cancers: A retrospective study.

下部消化管内科
⽯岡充彬医師

Clinical characteristics and long-term prognosis of type 1 gastric
neuroendocrine tumors in a large Japanese national cohort.

上部消化管内科
並河健医師

第320回 2024年3⽉7⽇ 18:00〜19:30
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13．財政状況

正正味味財財産産増増減減計計算算書書  ((22002211年年度度--22002233年年度度))
（単位：百万円）

科　目 22002211年年度度 22002222年年度度 22002233年年度度

経常収支の部

経常収益

基本財産運用益 3 3 4

事業収益 45,333 48,841 51,672

受取補助金等 1,497 762 618

受取負担金 16 21 22

受取寄付金 517 1,103 571

雑収益 434 428 412

合合計計 4477,,880000 5511,,115588 5533,,229988

経常費用

事業費 47,133 49,857 52,334

管理費 846 897 932

合合計計 4477,,997799 5500,,775544 5533,,226666

評価損益等 ▲ 15 13 0

当当期期経経常常収収支支 ①① ▲▲  119933 441177 3311

経常外収支の部

当当期期経経常常外外収収支支 ②② ▲▲  8833 ▲▲  1155 ▲▲  77

当当期期  正正味味財財産産増増減減 ➂➂==①①++②② ▲▲  227766 440022 2244

※ 端数処理のため、合計が合わないことがあります。
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